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■ 必要なときに必要なだけの薬剤を患部に送達する技術 

ドラッグデリバリーシステム（DDS）は、必要なときに必要なだけの薬剤を病巣

に送る技術であり、薬剤放出技術と薬剤標的化技術、薬剤吸収制御技術からなる。 

薬剤放出技術には、薬剤を徐々に長期間にわたって放出させる放出制御技術と、

水に不溶性の薬剤を体内に取り込まれやすいようにする効果的放出技術がある。 

薬剤標的化技術には、細胞の受容体や抗体などを利用して薬剤を患部に送達する

能動的標的化技術と、体内循環時間を長くすることにより、がんなどに薬剤を集積

させる受動的標的化技術がある。 

薬剤吸収制御技術には、薬剤を皮膚などを通して吸収させる薬剤導入技術と、遺

伝子を細胞内に送達する遺伝子導入技術がある。 

 

 
ドラッグデリバリーシステムの目的 

 
薬物送達の最適化 

（必要なときに必要なだけの薬剤を患部に送達する 

目的を達成するための基本技術（技術要素）

薬剤放出技術 

・放出制御技術 
・効果的放出技術 

薬剤吸収制御技術 
・薬剤導入技術 
・遺伝子導入技術 

薬剤標的化技術 
・能動的標的化技術
・受動的標的化技術

■欧米を中心に研究開発が行なわれている 

ドラッグデリバリーシステムに関する特許出願の特徴は、海外からの出願が多いこ

とである。1992 年 1 月～02 年 12 月に出願された 2,253 件の出願のうち、79％

が海外からの出願である。最も多くの特許を出願しているのはフランスのサノフィ・

アベンティスであり、米国のジョンソンアンドジョンソンがこれに次いでいる。 

もう一つの特徴は、大学や公的研究機関による出願が多いことであり、米国のカリ

フォルニア大学や国立衛生研究院、日本の科学技術振興機構などが多数の特許出願を

行っている。 

さらに、ベンチャー企業からの出願が多いことも特徴であり、米国ジェネンテック、

カイロンなどから多数出願されている。 

日本の企業では、武田薬品工業、久光製薬、協和醗酵工業といった製薬会社からの

出願が多い。 

薬剤を適所に適宜送達する技術 

ドラッグデリバリーシステム 
 

エグゼクティブサマリー 
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■ 生体メカニズム、物理的刺激の利用 

薬剤を患部に送達する手段として、細胞の受容体を利用したり、抗体を利用した

りするといった生体反応を利用する技術が活発に研究されている。さらに、薬剤を

患部で放出させて薬効を発揮させる手段として、患部の細胞に存在する酵素によっ

て薬剤を切り離したりする技術が研究されている。また、薬剤の放出速度を制御す

るために、患部の pH などを利用したり、生分解性の高分子マトリックスに分散さ

せた薬剤を用いて体内で分解させるとともに、薬剤を放出させるといった生体条件

を利用する技術が研究されている。 

一方、薬剤を気泡入りのリポソームに入れて患部に送達し、超音波のような物理

的刺激によってリポソームを破裂させることによって薬剤を放出させる技術や、電

気パルスを与えることによって、薬剤や DNA の経皮吸収を促進するといった物理

的刺激を利用したドラッグデリバリーシステムの研究も行われている。 

■ さらに効果的なドラッグデリバリーシステムの開発 

従来の遺伝子治療は、アデノウイルスなどの感染性を利用したベクターを用いて

いたため、ウイルスによる副作用が無視できなかったが、ポリカチオンを用いた遺

伝子導入技術が開発されるなど、より安全な遺伝子導入技術が開発されてきてい

る。また、ドラッグデリバリーシステムによって薬剤を患部に送達することにより、

組織を再生したり、遺伝子を送達して血管を再生させたりするといった、再生医療

へのドラッグデリバリーシステムの応用も研究されている。ドラッグデリバリーシ

ステムと遺伝子治療、再生医療とが融合することによって、さらに効果的なドラッ

グデリバリーシステムの開発が進むと期待されている。 

■ モノクローナル抗体開発の障壁とその克服 

ドラッグデリバリーシステムの研究開発は、薬剤を徐々に長期間放出することに

よって、たとえば心筋症や緑内障の治療における患者の負担を軽減するとともに治

療効果を向上させることから始まった。その後、モノクローナル抗体の開発によっ

て、がんなどの標的治療ができると期待されたが、マウスの抗体であったこともあ

り、1990 年代半ばに研究開発が一次的に停滞した。しかし、その後、ヒト化抗体

の開発などの新しい技術が開発されるとともに、再度研究開発が活発化してきてい

る。 

生体メカニズムを利用して前進 

ドラッグデリバリーシステム 
 

エグゼクティブサマリー 
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ドラッグデリバリーシステムの主要構成技術 

1992 年 1 月～02 年 12 月に出願されたドラッグデリバリーシステムの出願件数

は 2,253 件である。 

薬剤放出技術には、薬剤を徐々に長期間にわたって放出させる放出制御技術と、水

に不溶性の薬剤を体内に取り込まれやすいようにしたりする効果的放出技術がある。

薬剤放出技術の出願件数は、放出制御技術の 489 件と効果的放出技術の 198 件を

合わせた 687 件である。 

薬剤標的化技術には、細胞の受容体や抗体などを利用して薬剤を患部に送達する能

動的標的化技術と、体内循環時間を長くすることにより、がんなどに薬剤を集積させ

る受動的標的化技術がある。薬剤標的化技術に関する特許出願件数は、能動的標的化

技術が 970 件、受動的標的化技術が 62 件で合計 1,032 件と３つの技術要素の中

で最も多く、研究開発の中心となっている。 

薬剤吸収制御技術には、薬剤を皮膚などを通して吸収させる薬剤導入技術と、遺伝

子を細胞内に送達する遺伝子導入技術がある。薬剤吸収制御技術の特許出願件数は

534 件で、薬剤吸収技術が 331 件、遺伝子導入技術が 203 件である。 

薬剤標的化技術が中心 

ドラッグデリバリーシステム 
 

主要構成技術 

 

患部

 遺伝子導入技術 

能動的標的化技術

受動的標的化技術 

薬剤導入技術

効果的放出技術 

放出制御技術 

203 件 

331 件 

62 件 

970 件 

489 件 198 件 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

ドラッグデリバリーシステム 
全体の出願件数 

2,253 件 
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ドラッグデリバリーシステムの 

 出願人数と出願件数の推移（全件数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグデリバリーシステムの         ドラッグデリバリーシステムの 

出願人数と出願件数の推移（PCT 出願分）     出願人数と出願件数の推移（国内出願分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグデリバリーシステムの研究は、モノクローナル抗体開発が障壁に当たっ

たことから、1990 年代半ばに研究開発が停滞したが、1997 年頃から再度研究が

活発化してきている。01 年、02 年については、PCT による公開の遅れがあるた

め、図から除外したが、97 年～00 年の出願件数の増加傾向から判断して、現在も

出願件数が伸びているものと見られる。 

再び研究が活発化している 

ドラッグデリバリーシステム 
 

技術開発の動向 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

（01 年～02 年は未公表のため図からは除外） 1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

（01～02 年の PCT 出願が未公表のため、図からは除外） 
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ドラッグデリバリーシステム全体の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグデリバリーシステム技術の開発は、吸収制御と放出制御、薬剤標的化

であり、皮膚などからの吸収を促進すること、放出速度を制御すること、患部を

識別し治療することなどが課題である。これらの課題に対して、吸収促進剤や担

体の利用、高分子マトリックスの利用といった解決手段とともに、細胞の受容体

の利用や抗体の利用といった生体反応の利用、患部の温度や pH などの生体条件の

利用といった生体メカニズムの利用が解決手段として用いられている。 

生体メカニズムを利用 

ドラッグデリバリーシステム 
 

課題と解決手段 

1

17
2

21
3

213 320634
4

861518

1638

4 40 50 4 12 116 2 16 6 1 1 1

2 6 1 1 1 6 4 9 16 1550 1

1 3 2 133
1

137 3 1

1 1 2 1 13 132

1 351
6

1 2 2 10 1 1 1 2 3

24 43 8
6

184
530 6 132 2

1
2 2

1575 56 47 615 21

25 155 1 2 1 5
6

8 1 2 42 1

16 4 1 1 86 1 6 211

8 3 243 3 8 1 1 10 1

1 23 34 5 5 1 1 4 7 1 2 1 1

24 16 1 3 15 15 11 1 2 1

1 29 30 1 2 5 8 4 19 5 312 1 1 1

28 8 2 2 1 5 2 1 1

16 31 15 6 7 2

1 4 51 1 10 541 2 2 1

11 8 5 17 8 2 2

生体適合性改良 

温度、pH、親水性等を利用 

酵素等を利用 

生分解性の利用 

膜透過機構の利用 

受容体の利用 

抗体の利用 

免疫反応の利用 

遺伝子発現の利用 

促進剤の利用 

マトリックスへ分散 

ベクターの利用 

リポソームの利用 

カプセルの利用 

キャリアーの利用 

エマルジョンの利用 

コーティング 

装置の利用 

物理的刺激の利用 
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1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 
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放出制御技術の課題・解決手段と出願人 

課題 
 

解決 
手段 

徐放化 放出速度制御 放出時期制御 

 
生
体
適
合
性
改
良 

ディ ディ エス研究所(3) 
特許2602607、特許2710900 
特許2766141 

参天製薬(2) 
特開2002-326962、特開

2003-171315 
キネ－トン 
特表平11-508289 

コンセイユ ド ルシェルシェ 
ダプリカシオン シャンティ 
特許3476775 

シェリング プラウ 
特開2000-309541 

タノックス バイオシステムズ 
特許3507507 

ネクススタ－ PHARM 
特開2004-43513 

ベス イスラエル ディコネス 
メディカル センタ－ 
特表平11-501506 

ホ－ヤ 
特開平06-306250 

ポリ－メッド 
特許3476775 

ミシガン大学 
特表平10-511957 

池田模範堂 
特開平11-43467 

中外製薬 
特開2002-32957 

日本医薬品工業 
特開平07-10758 

スカイファム(2) 
特表2001-515852、特表2001-515853

アドバンス 
特開2003-12383 

アリックス セラピューティクス 
特表2003-531196 

イエナファルム  
特表2003-523929 

カイロン 
特表2001-515852 

フロリダ大学 
特表2003-516926 

科学技術振興機構 
特開2001-270898 

生
体
条
件
の
利
用 

酵
素
等
の
利
用 

ケンタツキ－大学 リサーチ ファン

デイション 

特表平 09-509151 

ベクトレイムド 
特表2002-542304 

ビタフオア 
特表平10-504277 

テラピン テクノロジ－ズ 
特表平11-507370 

イギリス 
特表平11-500136 

 

ドラッグデリバリーシステムに関しては、多数の出願人が、生体メカニズムを生

かしたり、高分子マトリックスを利用したりといったように、それぞれの研究機関

の特徴を活かした出願を行っている。また、製薬メーカーをはじめとして、ベンチ

ャー企業、大学、公的研究機関などさまざまな研究機関から出願されており、外国

からの出願が多いことがドラッグデリバリーシステムの特徴となっている。 

外国からの出願が多い 

ドラッグデリバリーシステム 
 

課題・解決手段対応の出願人 
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ドラッグデリバリーシステムの技術開発拠点および一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住所 

No. 出願人名 
出願 
件数 都道府県等 所在地・事業所名 

フランス パリ市 
ドイツ マールブルグ市 
カナダ オンタリオ州 

① サノフィ・アベンティス（フランス） 50 

米国 ニュージャージー州 
② ジョンソンアンドジョンソン(米国) 36 米国 カリフォルニア州 
③ カリフォルニア大学(米国) 28 米国 カリフォルニア州 
④ ジェネンテック(米国) 26 米国 カリフォルニア州 
⑤ ファイザー(米国) 25 米国 コネチカット州 

北海道 札幌市 
宮城県 仙台市 
長野県 松本市 
群馬県 前橋市 
茨城県 牛久市 
東京都 新宿区 
神奈川県 川崎市 
石川県 金沢市 
愛知県 名古屋市 
大阪府 吹田市 
岡山県 岡山市 
徳島県 徳島市 

⑥ 科学技術振興機構 23 

福岡県 福岡市 
米国 カリフォルニア州 

⑦ カイロン(米国) 21 
イタリア シエナ 

⑧ ブリストルマイヤーズスクイブ(米国) 20 米国 ニュージャージー州 
⑨ アメリカ合衆国(米国) 20 米国 メリーランド州 
⑩ テキサス大学(米国) 19 米国 テキサス州 

⑪ 武田薬品工業 18 大阪府 
大阪市淀川区十三本町二丁目 17番 85号 大阪
工場地区研究部門 

⑫ 
ウエスト ファーマシューティカ
ル サービシズ(米国) 17 イギリス ノッチンガム 

⑬ 久光製薬 17 茨城県 つくば市観音台1-25-15 久光製薬株式会社筑波研究所
⑭ メルク(米国) 20 米国 ニュージャージー州 

イギリス ミアサイド 
⑮ アストラゼネカ(イギリス) 16 

スウェーデン メルンダール 
⑯ イミュノメディクス(米国) 15 米国 ニュージャージー州 
⑰ エラン(アイルランド) 15 アイルランド ダブリン市 
⑱ マサチューセッツ工科大学(米国) 15 米国 マサチューセッツ州 
⑲ エミスフェア・テクノロジーズ(米国) 14 米国 ニューヨーク州 

東京都 町田市旭町3-6-6協和醗酵工業株式会社  東京研究所 
⑳ 協和醗酵工業 14 

静岡県 
駿東郡長泉町下土狩 1188 協和醗酵工業株式会社医薬総
合研究所 

 

ドラッグデリバリーシステムの研究開発は、大手製薬会社やベンチャー企業などに

よって行われているほか、大学や公的研究機関によって行われていることが特徴であ

り、開発拠点は米国、欧州をはじめとして世界に広がっている。 

世界的規模で研究開発されている 

ドラッグデリバリーシステム 
 

技術開発の拠点の分布 

⑥ 

⑥⑳

⑥⑬ 

⑥ 

⑥

⑥⑪ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

米国①②③ 

④⑤⑦⑧⑨ 

⑩⑭⑯⑱⑲ 

カナダ① 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

フランス① 

アイルランド⑰

イギリス⑫⑮ 

ドイツ① スウェーデン⑮ 

イタリア⑦ 

⑥ 

⑳ 



 

viii 

課 題

放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療

感
染
症
の
治
療 

が
ん
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

自
己
免
疫
疾
患
の
識
別

が
ん
組
織
の
識
別 

安
全
化 

安
定
化 

1992 年 1 月～2002 年 

12 月の出願 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 

サノフィ・アベンティス

のドラッグデリバリーシス

テムに関する特許・実用新

案の件数は 50 件である。そ

のうち、特許となったもの

は１件である。 

サノフィ･アベンティス

は、フランスに本社がある

ヨーロッパ最大の製薬メー

カーであり、世界売り上げ

は、第３位（2004 年）であ

る。主な対象疾患は、心臓、

血栓、癌、潰瘍、中枢神経

系、泌尿器、高血圧、糖尿

病、ワクチンである。 

サノフィ・アベンティス

のドラッグデリバリーシス

テムの研究はがんの識別と

治療を課題とするものが多

い。 

 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

 
 

発明の名称 
概要 

 

 

感
染
症
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特許 3534771 
94.10.24 
C12N1/20 

Moraxella の主要外層膜蛋白 CD 
Moraxella 株から非変性外層膜蛋白 CD を単
離・精製し、診断に利用する。特に、in vivo
で宿主に投与して、CD 蛋白と特異的に反応す
る抗体を誘発する病原菌によって引き起こ
される疾患に対する予防を行う。 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

直
接
送
達
方
法
開
発 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特開平 10-236984
97.2.28 

A61K47/42 
徐放性局所送達製剤 

 

10

42

1

1

1

2

21

1 1 2

1

1 2

1 1 1

3

3 1 2

1

1

1

1

2

サノフィ・アベンティス 

ドラッグデリバリーシステム 
 

主要企業 

解
決
手
段

生体適合性改良

酵素等の利用

膜透過機構の利用

受容体の利用

抗体の利用

免疫反応の利用

遺伝子発現の利用

促進剤の利用

ベクターの利用

リポソームの利用

カプセルの利用

キャリアーの利用

装置の利用

生
体
条
件 

の
利
用 

生

体

反

応

の
利
用 

担
体
の 

利
用 

患部の識別 患部での薬効発現



 

ix 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 

ジョンソンアンドジョン

ソンのドラッグデリバリー

システムに関する特許・実

用新案の件数は 36 件であ

る。そのうち、特許となっ

たものは１件である。 

ジョンソンアンドジョン

ソンは、コンシューマー製

品、医薬、コンタクトレン

ズを３つの柱としており、

ドラッグデリバリーシステ

ムの技術を有するアルザを

買収し、医薬への展開を行

っている。 

ジョンソンアンドジョン

ソンのドラッグデリバリー

システムの研究は吸収促進

化と放出速度制御を課題と

するものが多い。 

 

 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

 
 

発明の名称 
概要 

 
 

特表平 10-503184
94.07.13 
A61K47/16 

経皮電気的移送式作用剤投与を促進するための組
成物と方法 薬

剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

促進剤の利用 
特表平 11-512073

95.06.07 
A61K47/14 

グリセロ－ルモノラウレ－トとラウリルアセテ－
トとを含む皮膚透過増強剤組成物 

特開平 09-100235
1995.06.07 
A61K33/18 

架橋ポリビニルピロリドン－ヨウ素複合物及びそ
の製造方法 生体条件の利用 

温度、pH、親水性等
の利用 特表 2003-514847

99.11.22 
A61K9/24 

第一コ－トおよび第二コ－トを含む浸透圧性剤形

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特表 2001-526214
97.12.22 
A61K9/70 

薬剤供給を調節するデバイスのための速度調節膜

 

 

ジョンソンアンドジョンソン 

ドラッグデリバリーシステム 
 

主要企業 

解
決
手
段 

課 題 

生体適合性改良

温度、pH、親水性の利用

受容体の利用

促進剤の利用

マトリックスへの分散

ベクターの利用

キャリアーの利用

エマルジョンの利用

コーティング

装置の利用

物理的刺激の利用

経
皮
投
与
方
法
開
発 

経
口
投
与
方
法
開
発 

放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

安
全
化 

1992 年 1 月～2002 年 

12 月の出願 

2

1 1 6

1

6

1

2

1

21

2

1

1

2

1

3 1

1

担
体
の 

利
用 

新規投与方法

開発 

機
械･

器
具
の 

利
用 
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 

カリフォルニア大学のド

ラッグデリバリーシステム

に関する特許・実用新案の

件数は 28 件である。 

カリフォルニア大学は、

遺伝子組み換え技術の基本

特許を有していた大学であ

り、バイオテクノロジー、

ヘルスケア分野における研

究を活発に行っている。 

カリフォルニア大学のド

ラッグデリバリーシステム

の研究はがんの識別と治療

を課題とするものが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

 

 

発明の名称 
概要 

 

促進剤の利用 
特表 2003-516306

98.04.24 
C07F91/17 

膜透過性ホスホイノシチド 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表 2002-539176
99.03.15 
A61K48/00 
カイロン 

眼の疾患を処置または予防するための組換え遺伝

子送達ベクターの使用 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
リポソームの利用 

特表 2002-510713
98.04.03 
C07C22/906 

ペンタエリトリトール脂質誘導体 

特表平 08-510134
93.05.17 
C12N15/09 

HIV 感染およびエイズを対象としたリボザイム遺
伝子治療 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表 2004-505892
00.05.12 
A61K48/00 

ヒトパピローマウイルス（HPV）－感染細胞の治療

 

カリフォルニア大学 

ドラッグデリバリーシステム 
 

主要企業 

生体適合性改良

膜透過機構の利用

受容体の利用

抗体の利用

免疫反応の利用

遺伝子発現の利用

促進剤の利用

ベクターの利用

リポソームの利用

コーティング

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療

感
染
症
の
治
療 

が
ん
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

が
ん
組
織
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

1992 年 1 月～2002 年 12 月 

の出願 

2

1

2

1 1 1 1

11111

1

3

3

3

3

1

解
決
手
段

生
体
反
応
の 

利
用 

担
体
の

利
用 

課 題 

患部の 

識別 

患部での 

薬効発現 



 

xi 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 

ジェネンテックのドラッ

グデリバリーシステムに関

する特許・実用新案の件数

は 26 件である。 

ジェネンテックは、1982

年に世界で初めての遺伝子

組換え医薬であるヒトイン

スリンを開発した米国のベ

ンチャー企業である。その

後、ヒト成長ホルモンや喘

息の抗体医薬などを開発し

ている。 

ジェネンテックのドラッ

グデリバリーシステムの研

究はがんその他の疾患の識

別と治療を課題とするもの

が多い。 

 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

 
 

発明の名称 
概要 

 
 

特表 2004-520806
00.08.24 
C12N15/09 

腫瘍の診断と治療のための組成物と方法 が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表 2004-520808
00.08.24 
C12N15/09 

腫瘍の診断と治療のための組成物と方法 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2003-505020
99.07.02 
C12N15/09 

ペプチドリガンドドメイン及び多量体化ドメイン
を含む融合ペプチド 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 生体反応の利用 

抗体の利用 

特表 2000-503204
96.01.08 
C12N15/09 

WSX レセプタ－及びリガンド類 

 

ジェネンテック 

ドラッグデリバリーシステム 
 

主要企業 

生体適合性改良

温度、pH、親水性の利用

酵素等の利用

受容体の利用

抗体の利用

遺伝子発現の利用

キャリアーの利用

経
肺
投
与
法
開
発 

放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療

感
染
症
の
治
療 

が
ん
の
治
療 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

が
ん
組
織
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

安
定
化 

1 1

1

1

1 2 3 1 1

2 3 1

4

1 1

1 1

1992 年 1 月～2002 年 12 月 

の出願 

解
決
手
段

課 題 

生
体
条
件
の 

利
用 

生
体
反
応
の 

利
用 

患部での 

薬効発現 
患部の 

識別 



 

xii 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 

ファイザーのドラッグデ

リバリーシステムに関する

特許・実用新案の件数は 25

件である。そのうち、特許

となったものは１件であ

る。 

ファイザーは、米国の大

手製薬メーカーである。循

環器系、中枢神経系、感染

症、アレルギー系、疼痛・

関節系、泌尿器系、眼科系、

がん、内分泌系などの疾患

に対する医薬を開発してい

る。ドラッグデリバリーシ

ステムに関する製品として

は、禁煙補助剤がある。 

ファイザーのドラッグデ

リバリーシステムの研究は

多岐に渡っているがマトリ

ックスへの分散などを解決

手段とするものが多い。 

 

 

有特許例 

術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時
期
制
御 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特許 3174285 
96.05.29 
A61K31/495 

セチリジンおよびプソイドエフエドリンを含む固
体剤形およびその製造方法 

的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

経
鼻
投
与 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表平 09-504305
93.11.01 
A61K31/465 

ニコチンまたはその誘導体およびデンプン微小球
からなるドラッグデリバリ－用組成物およびその
製法 

 

ファイザー 

ドラッグデリバリーシステム 
 

主要企業 

生体適合性改良

温度、pH、親水性の利用

酵素等の利用

遺伝子発現の利用

促進剤の利用

マトリックスへの分散

カプセルの利用

キャリアーの利用

エマルジョンの利用

コーティング

装置の利用

経
粘
膜
投
与
方
法
開
発

経
鼻
投
与
方
法
開
発 

放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

感
染
症
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

安
全
化 

安
定
化 

1992 年 1 月～2002 年 12 月 

の出願 

解
決
手
段

課 題 

生
体
条
件
の 

利
用 

担
体
の 

利
用 

患部での 

薬効発現 
新規投与方法

開発 
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1

1 1

1

1
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1 2
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1.1.1 ドラッグデリバリーシステムとは 

ドラッグデリバリーシステム（Drug Delivery System）は、薬物送達システムと訳され

ることもあるが、英語の頭文字をとって DDS（ディーディーエス）と呼ばれる。 
 病気の治療においては、「必要なときに・必要なだけの量の薬物を必要な病巣に選択的に

送り届ける」ことが最も理想的である。従来の飲み薬などは、体内の目的場所に到達する

過程において、そのほとんどの成分が変化するとともに、目的の場所に到達する量はわず

かであるという課題があった。こうすることにより、薬物の効果を最も有効にするととも

に、副作用を低減することができ、患者に優しい薬剤を提供することができる。さらに、

長期間薬効を持続させることなどにより患者の負担を軽減し、利便性を向上させることも

できる。また、注射による投薬を経口に偏光することによって患者の負担を軽減すること

もできる。 
図 1.1.1 に示すように、DDS 技術には大きく分けて３つの技術がある。すなわち、①必

要なときに必要な量の薬物を放出する「薬剤放出技術」、②薬物を標的とする病巣に送り届

ける「薬剤標的化技術」、③薬物の吸収率を高めて体内に効率よく吸収させる「薬剤吸収制

御技術」がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１. 技術の概要 
 

ドラッグデリバリーシステムは、薬剤を患部に送達する技術 
であり、薬剤放出技術、薬剤標的化技術、薬剤吸収制御技術 
がある。 

特許流通 

支援チャート 

1.1 ドラッグデリバリーシステム 
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図 1.1.1 ドラッグデリバリーシステム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.1.2 ドラッグデリバリーシステム開発の流れ 

1968 年に米国カリフォルニア州に設立されたアルザ（現ジョンソンアンドジョンソン）

が放出制御型製剤や経皮吸収型製剤の開発を行い、ドラッグデリバリーシステムというコ

ンセプトを打ち出した。これは、製剤から薬物を徐々に放出させることによって、効果を

長期間持続するようにさせたものである。１日に数回服用する必要のあった薬物を１回の

服用で済むようになるなど、患者の負担を大幅に軽減でき、飲み忘れをなくすことにより、

より確実な治療を実現できるといった効果も見られるようになった。 
 次いで、ドラッグデリバリーシステムの究極の目的である標的化技術の開発が、活発に

行われるようになった。がんなどの細胞の表面には、その細胞に特異的な受容体がある場

合があり、この受容体に結合するリガンドに薬剤を結合して患部に送達する技術が開発さ

れている。また、細胞表面の抗原物質に、特異的に結合する抗体であるモノクローナル抗

体注 1）を用いた標的化技術が開発されている。抗体を用いた薬剤を用いた治療は、標的細

胞を攻撃するという意味で「ミサイル療法」とも呼ばれ、がんなどの副作用の問題が大き

い病気に対する治療法としての期待が高い。ただし、当初はマウスで作製したマウス抗体

が用いられていたために、ヒトに投与した場合、マウス抗体に対する抗体ができてしまい、

効果が低減したり、アレルギーによるショックを引き起こしたりといった問題が生じた。

そのため、研究開発が一時期停滞したことがあったが、その後、キメラ抗体やヒト化抗体

注 2）作製技術が開発され、ドラッグデリバリーシステムへの応用が再び活発化してきてい

る。 
 
注 1）モノクローナル抗体：単一な抗原決定基と反応する１次構造が均一な抗体で、細胞融合

で得られたハイブリドーマによって産生される抗体。特異性の高いものを選ぶこと、均質な製

品を作ること、大量生産ができることなどの特徴がある。これに対して複数の抗原決定基と反

応するものをポリクローナル抗体という。［JIS K 3600 1227］ 

注 2）ヒト化抗体：マウスの抗原結合部位（CDR）の遺伝子配列だけをヒト抗体遺伝子に移植し

たヒト様抗体。マウスの抗体部分が少ないため、ヒトへの投与により適している。［JIS K 3600 

1267］ 

 
 

ドラッグデリバリーシステムの目的 

 

＜必要なときに・必要なだけの量の薬剤を必要な病巣に選択的に送達する＞ 

目的を達成するための基本技術 

薬剤放出技術 薬剤吸収制御技術 薬剤標的化技術 
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 一方、がん組織や炎症部位の近くでは、他の部位に比べて血管の粒子透過性が高くなっ

ていることが知られている。そこで、薬剤をリポソームのような 100nm 程度の粒子に封入

して注射すると、血液中に長時間循環させて患部の近くを何度も通過する際に血管から漏

れ出させることができる。結果として患部に薬剤を集積することができることになり、こ

うしたドラッグデリバリーシステムは「受動的標的化」システムと呼ばれ、活発に研究開

発されている。 
 近年のバイオテクノロジーの発展によって、さまざまなペプチドやたんぱく質が製造で

きるようになり、ヒトの治療への応用が研究されている。しかし、たんぱく質やペプチド

は水に難溶性であるものが多く、活性が高いにもかかわらず、体内に吸収されにくいため

に利用できないものがある。こうした薬剤の吸収性を改善する技術が研究されている。 
 また、病気を根治する新しい医療として期待の高い遺伝子治療では、遺伝子を細胞内に

導入する技術の開発が大きな課題であり、ウイルスの感染力を利用したベクターが使用さ

れてきた。しかし、ウイルスベクターの安全性に問題が持ち上がっており、ドラッグデリ

バリーシステム技術によって遺伝子を細胞内に導入する技術の開発が期待されている。 
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 近年、医療現場で「患者の生活の質（QOL：Quality of Life）の向上」が重視されるよ

うになり、DDS 技術がますます重要になってきている。一方、医薬の研究開発には莫大な

費用が必要となってきており、製薬会社としては、開発した医薬品から最大限の利益を引

き出す必要がある。DDS 技術は医薬品の有用性を向上させることのできる技術であり、多

くの実績が上がってきている。 

 従来の徐放化やミサイル療法といった薬剤を長期間作用させたり、目的の患部に送達す

るドラッグデリバリーシステムが、今後さらに具体的な展開をすると期待され、これに加

えて、バイオテクノロジー、特にゲノム解析の成果を取り入れたドラッグデリバリーシス

テムの広がりが期待されている。 

 
図 1.1.2 ドラッグデリバリーシステム開発の流れ 

 
 

 

 

 

薬剤吸収制御 
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吸収促進 

QOL の向上 

副作用の 

低減 

 

効果的治療 

医薬品の 

有用性向上 

頻回服薬、痛
み等の患者
負担の軽減 

遺伝子治療技術 

期待される効果 

背景となる技術 

製剤技術 

モノクロー 
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標的化 

ヒト化抗体 

バイオテクノロジー 

ゲノム解析 

標的化 
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1.1.3 ドラッグデリバリーシステムの技術要素 

ドラッグデリバリーシステムの技術要素を表1.1.3-1に示す。ドラッグデリバリーシス

テムは、患部に薬剤を送達することにより、副作用を少なくして、効果を大きくする技術

であり、技術要素としては、「薬剤放出技術」、「薬剤標的化技術」、「薬剤吸収制御技術」の

３つから構成される。 
薬剤放出技術には、薬剤を高分子マトリックスなどに分散させて一定量の薬剤を長期間

にわたって放出させたりする「放出制御技術」と、水に溶けにくいタンパク製剤などをリ

ポソームなどの担体に包含させることにより体内で有効に薬効を発現させたりする「効果

的放出技術」がある。 
 薬剤標的化技術には、ガン組織を認識するリガンドや抗体を用いて薬剤を積極的に患部

に送達する「能動的標的化技術」と、薬剤にポリエチレングリコールなどを結合すること

により、血管に注射された薬剤が肝臓などで代謝されにくくし、体内を長期間循環させる

ことによって、がんなどの患部に薬剤を蓄積させる「受動的標的化技術」がある。 
 薬剤吸収制御技術には、粘膜や皮膚などを通して薬剤を吸収させる「薬剤導入技術」と、

細胞内に遺伝子を導入して疾患を治療する遺伝子治療などに用いられる「遺伝子導入技術」

がある。 
 

表 1.1.3-1 ドラッグデリバリーシステムの技術要素 

技術要素Ⅰ 技術要素Ⅱ 

放出制御技術 
薬剤放出技術 

効果的放出技術 

能動的標的化技術 
薬剤標的化技術 

受動的標的化技術 

薬剤導入技術 
薬剤吸収制御技術 

遺伝子導入技術 

 
 図1.1.3-1にドラッグデリバリーシステムの技術要素を模式的に示す。 
 

図 1.1.3-1 ドラッグデリバリーシステムの技術要素の模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患部

 
遺伝子導入技術 

能動的標的化技術 
受動的標的化技術 

薬剤導入技術 

効果的放出技術

放出制御技術 

能動的標的化技術
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(1) 薬剤放出技術 

①放出制御技術 

 禁煙用のニコチン経皮パッチ製剤などに使われている放出制御技術は、ドラッグデリバ

リーシステムが有用であることを初めて示した技術である。具体的には、30 年以上前に経

皮吸収システムが開発され、狭心症の治療に用いられるニトログリセリンの経皮パッチ製

剤が開発され、夜間の就寝時にも発作を予防することができるようになり、数十億円のヒ

ット製品となった。現在、ドラッグデリバリーシステム製剤の売り上げの 70％を放出制御

型が占めている。 

 放出制御技術によって、投与回数を減らして患者の QOL を向上することができる。例え

ば、緑内障の治療には、１日２回の点眼が必要であったが、涙液中のナトリウムイオンで

ゲル化するジェランガムとともに薬剤を下瞼の内側に投与することにより、１日１回の投

与で済むようになった。 

また、マイクロパーティクルに性ホルモン分泌刺激物質を包含させたドラッグデリバリ

ーシステムは、１回の投与で４週間作用が持続し、子宮筋腫などの治療に用いられている。

徐放性ドラッグデリバリーシステムが開発される前は、患者が毎日注射する必要があった

が、投与の煩わしさと苦痛が大幅に緩和され、患者の QOL の向上に大きな貢献をしている。 

 

図1.1.3-2 経皮吸収パッチ 

 

 

 

 

 

特開 2003-104875 「放出遅延型薬物投与デバイス」 

 

 徐放化技術を発展させたものとして薬剤の放出を制御する技術がある。薬剤の血中濃度

を一定に保つことにより薬効を持続化して治療の最適化を図ることを目的としている。薬

剤放出技術の例を表1.1.3-2に示す。 

 

表1.1.3-2 薬剤放出制御技術の例 

技術名 放出制御方法 イメージ図 

浸透圧ポンプ 

塩を多量に含有する製剤を半透膜で覆い、半透膜

を通して錠剤内に侵入した水によって薬剤が飽和

溶液となり表面に開いた小孔から一定速度で放出

される。 

拡散制御 

顆粒状の薬剤に小孔のあるポリマー層を形成した

もので、胃腸内容液などが侵入して薬剤を溶解し、

薬剤を放出する。ポリマー層の穴の大きさが変化

するように設計することなどにより、放出量を一

定に制御する。 

水 

支持体 薬物保存層 

遅延層 

分離膜 

剥離ライナー 
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 放出制御型ドラッグデリバリーシステムの代表例である浸透圧ポンプは、世界初のドラ

ッグデリバリーのベンチャー企業である米国アルザが開発したOros技術が代表的なもので

ある。図1.1.3-3に示すように、半透膜で包まれた電解質と薬物コアに徐々に消化液の水が

浸透し、その浸透圧によってオリフィス（細孔）から一定速度で薬物を放出する。 

 

図1.1.3-3 浸透圧ポンプ型放出制御システムの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特表2003-509354 「１日１回投与で有効なレボキセチン治療を与える製剤及び方法」 

 

②効果的放出技術 

 たんぱく質やペプチドなどは水に難溶性である。また、作用は強いが化学的に不安定な

薬剤もある。さらにがんの治療薬として有効なタキソールは毒性も強く、使いにくいとい

う課題がある。こうした薬剤を医薬品として実用化するためにはDDS技術を含む製剤技術が

有効である。 

 具体的な技術としては、薬剤を粉砕あるいは再結晶化して微細粒子化（マイクロ粒子、

ナノ粒子）する技術がある。また、水溶性高分子へ溶解（固溶化）したり、微細分散（固

体分散体）させる技術、可溶性の塩と複合体を形成させる技術がある。さらには、シクロ

デキストリンなどの包接体を用いる技術、界面活性剤あるいは油脂・溶剤に溶解する技術、

マイクロエマルジョン化技術などがある。 
特に、水溶性高分子の中に薬物を溶解する固溶体利用技術など技術の蓄積があり、難溶

性薬剤を活用する手段として広く用いられている。 
 

外観 

内部構造 放出制御のデータ 
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(2) 薬剤標的化技術 

①能動的標的化技術 

 ドラッグデリバリーシステムの最大の目的である「標的の病巣に薬物を送達する」技術

が能動的標的化である。がん細胞を最大の標的として技術開発が活発に行われている。が

んに対しては、外科手術や放射線治療と並行して抗がん剤による化学療法が行われている

が、正常細胞への副作用が強く、十分な治療が施せないというのが現状である。 
 がん細胞の表面には特異的に発現している物質があり、これらの抗原物質に対する抗体

を用いて標的化する研究が行われている。また、がん細胞などに特有の受容体に対するリ

ガンドを利用した標的化の研究も行われている。 
 抗体に関しては、特定の抗原だけに結合するモノクローナル抗体を用いる方法がいち早

く検討されたが、初期のモノクローナル抗体は、マウスを用いて作製されたものであった

ために、ヒトの体内で異物として認識され、アレルギーを引き起こすといった問題が明ら

かになった。その後、ヒト化抗体を作製する技術が開発されて、こうした課題を解決する

ことができる可能性が出てきたことから、モノクローナル抗体を用いた標的化に関する研

究開発が再度活発化してきている。ただし、日本ではモノクローナル抗体を利用した標的

化ドラッグデリバリーシステムは、まだ実用化されていない。 
 図１.1.3-4 に能動的標的化システムの例を示す。 
 

図1.1.3-4 能動的標的化システムの例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特開平 05-262669 作用物質のデリバリー 

 
 
 

特表 2002-524533 癌細胞に診断薬及び治療薬を 

デリバリーするための C3b(ⅰ）に対する抗体 

 
② 受動的標的化技術 

 がん細胞は通常細胞に比べて増殖が早く、より多くの栄養や酸素を必要とする。そのた

めに、がん細胞は血管造成因子を産生して血管を新生するとともに、血管透過性亢進因子

を分泌するために血管の微粒子透過性が通常の血管よりも高くなっている。こうしたがん

標的 

抗原部位 

抗体 

抗体 抗原部位 
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組織における血管系の特殊性に及ぼす効果は EPR 効果（Enhanced Permeability and 

Retention Effect）と呼ばれ、この効果を逆手に取ったがん細胞への薬剤標的化技術が研

究開発されている。 

 一方、血管系（静脈）に投与された薬剤は、血液中のたんぱく質や補体と結合して肝臓

や脾臓などで捕捉される。こうした捕捉を回避して体内を長時間循環させ、EPR 効果によ

って標的の患部に薬剤を集積させる技術があり、受動的標的化と呼ばれる。 

 ポリエチレングリコールによる表面修飾は、薬剤にこうした効果を与える代表的な技術

であり、薬剤の担体として重要なリポソームとの複合による受動的標的化の研究開発が活

発に行われている。 

図1.1.3-5 受動的標的化システムの例 

 
 
 
 
 
 

特表 2004-510830 標的化された治療用薬剤 

 
(3) 薬剤吸収制御技術 

①薬剤導入技術 

 薬剤導入技術は、体内に吸収されにくい薬剤を皮膚や腸管の粘膜を通して送達する方法

である。皮膚などを通して薬剤を導入する方法としては、イオントフォレシス注 1)などのよ

うに電流を使うものや超音波を利用する方法など、物理的刺激を利用した装置が開発され

ている。 
図1.1.3-6 薬剤導入方法の例（物理的刺激を利用した方法） 

 
 
 
 
 
 

イオントフォレシスの例           超音波を利用した例 

特開 2001-95928                 特表平 08-502424 

      イオン導入法による薬剤 投入装置         超音波経皮 薬物 供給システム 

 
 
 
 
注 1)イオントフォレシス：直流電流によって一定量の薬剤を皮膚または粘膜を通して投与

する方法。［JIS K 3611 15167］ 
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 一方、腸管などから吸収されにくい薬剤に例えば胆汁酸などを結合させることにより、

吸収されやすくし、体内に吸収されてから開裂して薬効を発揮させるようにするプロドラ

ック化が薬剤導入方法として開発されている。 
 

図1.1.3-7 薬剤導入方法の例（プロドラッグ） 

 
 
 
 
 
 

特表 2003-530329 増大したバイオアベイラビリティを有する胆汁酸含有プロドラッグ 

 

② 遺伝子導入技術 

 遺伝子導入技術は、細胞内に遺伝子を導入して治療を行う遺伝子治療と呼ばれる方法で

あり、ドラッグデリバリーシステムの応用として研究が行われている。遺伝子を細胞内に

導入するには、従来ウイルスの感染性を利用したウイルスベクターが用いられていたが、

副作用の危険性があるために、人工的なベクターの開発が望まれている。ポリカチオンが

遺伝子を細胞内に導入することを助けることが分かってきており、新しい遺伝子導入方法

として開発が行われている。 
 

図1.1.3-8 遺伝子導入に用いられるポリカチオンの例 

 
 
 
 
 
 
 
 

特表 2003-50359 核酸を細胞に輸送するためのコポリマー 
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1.1.4 特許からみた技術の進展 

(1) 薬剤放出技術の進展 

喘息治療薬などの薬剤は、長時間にわたって安定的に薬剤を投与する必要がある。特に

就寝時にも薬剤を継続的に投与する必要がある。こうした薬物送達の要求に応える技術と

して、薬剤を粘着剤などに分散させたパッチやテープを皮膚に密着させて、薬剤を放出さ

せる技術が開発されている。 

 図 1.1.4-1 に薬剤放出技術の発展図を示す。気管支喘息及び脳血管障害改善剤であるイ

ブジラストを経皮吸収させる技術が早くも 1967 年に開発されている。その後、皮膚刺激を

少なくする改良などがなされ、患者の QOL 改善が進められている。 

 また、モルヒネなどの鎮痛剤を経皮投与によって連続的に投与する技術が開発されてい

る。 
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図 1.1.4-1 薬剤放出技術の発展図 

経皮吸収技術の発展図 
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特開昭 61-83116 
オビオイドの経皮膚伝達 
84.08.10 
イー・アイ・デュポン 

経皮吸収促進剤（飽和脂肪
族アルコール）によってモ
ルヒネを伝達。 

特開平 08-143458 
経皮吸収貼付剤 
94.11.17 
積水化学工業、大日本製薬 

モルヒネの酸付加塩を
長時間にわたり安定的
に経皮透過させる。 

鎮痛剤の経皮吸収 

鎮痛剤の経皮吸収 

特開平 01-153633 
経皮吸収製剤 
67.12.10 
杏林製薬 

特開平 02-500741 
麻薬性鎮痛薬及び拮抗薬の
ための経皮吸収投与ユニッ
ト並びに投与方法 
86.09.03 
ニュージャージー州立大学
ラットガーズ 

気管支喘息及び脳血管障害改善
剤であるイブジラストを経皮吸
収させる。 

経皮吸収促進剤（飽和
ないし不飽和の脂肪
酸）を用いてモルヒネ
麻薬性鎮痛薬を伝達。

特開平 08-133974 
経皮吸収貼付剤 
94.11.04 
積水化学工業 

イブジラストを長時間にわたり
安定的に放出する経皮吸収貼付
剤。 

イブジラストを長時間安定的に
放出する。皮膚刺激が少ない。 

特開平 09-136834 
経皮吸収貼付剤 
95.11.14 
積水化学工業 

特開平 10-306023 
経皮吸収製剤及びそ
の製造方法 
97.05.06 
積水化学工業 

薬物をポリマー微粒子に含浸
し、分散させる。 
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(2) 薬剤標的化技術の進展 

薬物送達技術において、薬剤を注射等によって体内に投与し肝臓をはじめとする臓器に

よって薬物が捕らえられることを回避（ステルス化）し、体内循環を高めて患部に到達さ

せる技術がある。がんなどの患部では、血管細胞の隙間が広がっており、薬物が供給され

る。こうした技術としては、水溶性の高分子化合物であるポリエチレングリコール（PEG）

を薬物に結合させてステルス化させる技術がある。 
 図 1.1.4-2 にポリエチレングリコールを用いてステルス化する技術の発展図を示す。 
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図 1.1.4-2 薬剤標的化技術の発展図 

ポリエチレングリコールを用いてステルス化する技術の発展図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特表平 10-508832 
腎臓による取り込みが減
少する修飾放射性抗体フ
ラグメント 
1994.9.20 
イムノメディクス（米国） 

特表 2001-511784 
改変された腫瘍壊死因子 
1997.1.15 
フェニックス・ファーマコ
ロジクス 

ＴＮＦの循環半減
期を著しく増加 

特表 2004-515232 
修飾されたアルギニンデ
イミナーゼ  
1997.5.12 
フェニックス・ファーマ
コロジクス(米国) 

癌の処置、転移を処置
する酵素を修飾 

特表 2001-524836 
修飾されたアルギニンデ
イミナーゼ 
1997.5.12 
フェニックス・ファーマ
コロジクス(米国) 

癌の処置、転移を処置
する酵素を修飾 

特開 2003-292457 
抗腫瘍剤 
2002.4.3 
前田 浩 

特開平 11-60499 
抗腫瘍剤 
1997.8.22 
前田 浩 

特開平 05-170795 
細胞接着活性ペプチド
及びその高分子修飾体 
1991.12.19 
住友製薬 

US4,179,337 
Non-immunogenic 
polypeptides 
1977．7．28 
DAVIS FRANK F、 
PLACZUK NICHOLAS C、 
ES THEODORUS VAN 

 

75 
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85 
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95 

 

 

 

 

 

00 

薬物をPEGで修飾しステ
ルス化 

腎臓で除去されること
を回避 

がん細胞処理用酵素を
PEG 化 

がん細胞処理用酵素を
PEG 化 
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(3) 薬剤吸収制御技術の進展 

 薬剤吸収制御技術として、遺伝子導入技術が注目されている。図 1.1.4-3 に遺伝子導入

技術の発展図を示す。従来はアデノウイルスなどのウイルスベクターのもつ感染性、すな

わち遺伝子を細胞内に挿入する能力を利用していたが、ウイルスには本来病原性があるこ

とから安全性などの点に問題があった。そこで、リポソームなどを遺伝子導入に用いる技

術が開発されてきている。リポソームを細胞内に取り込まれやすくするために、細胞内に

取り込まれる能力を有するカチオン性ポリマーとリポソームを組み合わせる方法が検討さ

れている。 
また、多重膜にしてリポソームを安定化するとともに、内外の電荷を調節し、遺伝子導

入性を向上させる技術が検討されている。 
その他、リポソームを安定化したり、導入効率をさらに向上させるために磁場を利用し

たりする技術が開発されている。 
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図 1.1.4-3 薬剤吸収制御技術の発展図 

遺伝子導入技術の発展図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特表 2001-502299 
リポソーム 
96.09.13 
リポゼン リミテッド

小胞内スペースにポリ

ヌクレオチドを取り込

んだカチオン性リポソ

ーム 

特表平 11-506795 
脂質及び例えばリポ
ソーム 中でのその使
用 
96.02.13 
ソウロボイ アンド
レイ 

L- リ シ ン

-bis-(O,O'-cis-9- オ

クタデカノイル-β-ヒ

ドロキシエチル)アミ

ドジヒドロクロリドか

ら作られるリポソーム

特表 2003-513911 
シスプラチン及び他の
薬剤又はリポソーム 中
に封入された遺伝子 を
用いてのヒト癌のため
の療法 
99.11.05 
ブリカス，テニ 

シスプラチンを封入し

た内部及び外部膜ニ層

間に異なった脂質組成

を有するリポソーム。 

特表 2003-501363 
遺伝子伝達用カチオ
ン性脂質及びその製
造方法 
00.03.29 
パク ジョンサン 

遺伝子伝達用カチオ

ン性脂質含有リポソ

ーム。低い細胞毒性

及び高い遺伝子伝

達効率を有する。 

特開平 09-248182 
プラスミド包埋多重膜リ
ポソーム 
96.03.15 
応用生化学研究所 

細胞に遺伝子を効率よく

導入し、形質転換細胞の

産物発現効率を著しく向

上させるプラスミド包埋

多重膜リポソーム。 

特開平 07-241192 
磁性細菌マグネトソーム及
び遺伝子を含有するリポソ
ーム並びにそれを利用する
細胞への遺伝子の導入方法
94.03.03 
TDK、永井 良三、松永 是、
原田 光一郎 

磁性細菌のマグネトソ

ーム及び遺伝子を含有

するリポソーム。磁場の

印加により目的とする

細胞に高効率かつ短時

間で所望の遺伝子を導

入することができる。 

特表 2003-528131 
カチオン性リポソー
ム 
00.03.29 
アラダイム 

リポソーム表面にグ

リコサミノグリカン

を共有結合した、カ

チオン性リポソーム

製剤。核酸および遺

伝子産物を送達。 

特開 2004-352619 
薬物担体およびその調
製方法 
03.05.27 
テルモ、河野 健司 

サクシニル化ポリグリ

シドールと、ヒストン

脱アセチル化酵素阻害

剤を含む薬物担体。安

全にかつ効率良く遺伝

子 物質の薬物や細胞

の疾患部へ導入できる

薬物担体を得る。 

特開 2003-12503 
脂質ベシクルおよび
遺伝子 を固定化す
る方法 
2001.06.22 
テクノネットワーク
四国 

カチオン性ペプチド

脂質を加え、リポソ

ームの表面をプラス

極性にしてＤＮＡを

付着しやすくし、プ

ラスミド遺伝子にヒ

ストン等の核酸結合

性タンパクを加えて

遺伝子導入効率を高

めた。 

特開 2001-316297 
遺伝子 包埋リポ
ソーム製剤及びそ
の製法 
00.02.23 
科研製薬 
応用生化学研究所

遺伝子包埋リポソ

ームに二糖類水溶

液を添加して凍結

乾燥させ、長期保

存が可能な製剤を

提供する。 

特開平 09-278726 
新規リポソーム 
96.04.11 
今西 武 

生物活性物質をコー

ドする遺伝子を効率

良く封入でき、標的細

胞に高い効率でトラ

ンスフェクトでき、毒

性の低いリポソーム。 
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1.1.5 ドラッグデリバリーシステムの市場 

(1) 技術と市場の関係 

ドラッグデリバリーシステムが利用されている疾患の概要を表1.1.5-1に示す。 
 

表1.1.5-1 ドラッグデリバリーシステムが利用されている疾患の概要 

利用されているドラッ

グデリバリーシステム

技術 

疾患 薬物 特性 

薬剤放出制御（経皮） 狭心症 亜硝酸化合物 持続的な頻回投与が必要 

薬剤放出制御（経口） 喘息 キサンチン誘導体 持続的な投与が必要 

薬剤放出制御（目） 緑内障 ピロカルピン 持続的な頻回投与が必要 

薬剤放出制御 糖尿病 インスリン 生体応答を組み込んだ管理が必要

薬剤放出制御（安定化） 先天性代謝病 欠損酵素 体内での半減期を長くすることが

必要 

薬剤標的化 悪性腫瘍 抗がん剤 特定の細胞群を標的にし、副作用

を引き起こさないことが必要 

薬剤標的化 免疫疾患 サイトカイン 多様な生理活性物質の分離が必要

薬剤吸収制御 

（プロドラッグ化） 

細菌感染症 抗生物質 経口投与型の薬剤が必要 

薬剤吸収制御 内分泌異常 ペプチド性ホルモン 吸収障壁の透過性を増加させるこ

とが必要 

薬剤吸収制御 脳機能低下 ニューロペプチド 薬剤が脳関門を通過できるように

することが必要 

薬剤吸収制御 遺伝子治療 アンチセンスRNA、 

オリゴヌクレオチド 

細胞内、核内への遺伝子送達が必

要 

 
ドラッグデリバリーシステムの世界市場は約６兆円であり、徐放性の経口剤や注射製剤、

吸入剤が主流となっている。年平均伸び率は16％であり、2005年には10兆円を超えると予

測されている。 

 徐放性ドラッグデリバリーシステムは、ドラッグデリバリーシステムの有用性を認めさ

せた技術の一つであり、現在、ドラッグデリバリーシステムの売り上げの70％を占めてい

る。 

 DDS の市場規模は今後 10 年で大幅に拡大すると予測されている。 

2001 年  6.0 兆円（医薬品全体の 13.6％） 

2011 年  22.6 兆円（同 34％） 

 資料：経済産業省「今後のナノテクノロジー材料分野政策」（平成 16 年４月 13 日） 
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(2) 市場の参入環境 

表1.1.5-2にドラッグデリバリーシステムの情報源を示す。 
 

表1.1.5-2 ドラッグデリバリーシステムの情報源 

学 会 名 概   要 

日本DDS学会 

http://square.umin.ac.jp/js-dds/ 

臨床医学、薬学、薬理学を始め幅広い領域のDDSに関する研究を

発表する場として1984年に設立された。 

遺伝子・デリバリー研究会 

http://www.gene-delivery.org/ 

遺伝子治療に必要な、遺伝子およびそのデリバリーシステムを

研究・開発することを目的として2001年に発足した。 

 
公的機関による研究開発については、厚生労働省による「ナノメディシン」、農林水産

省による「均一粒径ナノ粒子の製造・利用技術の開発」、新エネルギー・産業技術開発機構

（NEDO）による「ナノカプセル型人工酸素運搬体製造プロジェクト」などがあったが、平

成16年度から、府省連携プロジェクトとして「ナノ薬物送達システム（DDS）」が始まって

いる。 

文部科学省では、物質・材料研究機構が東京大学など共同して、ナノ分子合成技術、ナ

ノ粒子制御技術の活用により、がんや糖尿病などの疾患を安全で効果的に治療する薬物送

達システム（DDS、ドラッグデリバリーシステム）用の担体材料を開発する「革新的ナノ薬

物送達システム(DDS)のための担体材料開発」(18 億円)を実施している。 

 
 
 



21 

 

 

 

1.2.1 国際特許分類（IPC）によるアクセス 

 国際特許分類（IPC）では、ドラッグデリバリーシステムの技術のみを有する分類（グ

ループ）を用意していない。このため、ドラッグデリバリーシステムに関する特許にアク

セスするためには、薬剤放出技術、薬剤標的化技術、薬剤吸収制御技術それぞれにアクセ

スする必要がある。 

 ドラッグデリバリーシステムに関する特許がカバーされるグループとしては、下記のミ

サイル療法という薬剤標的化技術に関するものが１つある。その他にマイクロカプセルと

プロドラッグという広い意味でドラッグデリバリーシステムに関連した分類があるが、こ

れらの分類は従来のカプセル製剤などを含有するため、ドラッグデリバリーシステムに絞

るためにはキーワード等による限定を加える必要がある。 

IPC：A61K39/395 ミサイル療法 

A61K9/50（医薬品を含有するマイクロカプセル） 

A61K9/52（徐放性医薬品マイクロカプセル） 

A61K00/00,AGB プロドラッグ製剤 

A61P43/00,123 プロドラッグ（H11.6 新設） 

 

1.2.2 ファイル・インデックス（FI）によるアクセス 

ドラッグデリバリーシステムに関する技術のうち、薬剤標的化技術については、以下の

ファイル・インデックス（FI）によってアクセスすることができる。 

FI：A61K39/395 ・抗体；免疫グロブリン；免疫血清、例．抗リンパ球血清 

A61K39/395A 抗体 

A61K39/395C ・ミサイル技術 

A61K39/395H モノクローナル抗体 

A61K39/395L ・ミサイル技術 

A61K39/395V 免疫グロブリン 

A61K39/395Y ・医薬用途、配合剤、製剤〔ミサイル〕 

 

1.2.3 Ｆターム（FT）によるアクセス 

ドラッグデリバリーシステム技術に関しては、以下のＦタームによってアクセスするこ

とができる。 

FT：4C084NA13 蛋白脂質酵素含有：その他の医薬 ・薬物体内輸送（ＤＤＳ） 

FT：4C086NA13 他の有機化合物及び無機化合物含有医薬 ・薬物体内輸送（ＤＤＳ） 

FT：4C087NA13 動物，微生物物質含有医薬 ・薬物体内輸送（ＤＤＳ） 

FT：4C206NA13 非環式または炭素環式化合物含有医薬 ・薬物体内輸送（ＤＤＳ） 

FT：4C088NA13 植物物質含有医薬 ・薬物体内輸送（ＤＤＳ） 

FT：4C076AA93 医薬品製剤 ・徐放化系 

FT：4C076AA95 医薬品製剤 ・・ドラッグデリバリー系 

1.2 ドラッグデリバリーシステムの特許情報へのアクセス 
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FT：4C085AA21 抗原、抗体含有医薬：生体内診断剤 

・・・他の薬効成分と結合させたもの（ミサイル） 

 

1.2.4 キーワードによるアクセス 

 パトリスが提供する検索サービスでは、ドラッグデリバリーに関連するフリーキーワー

ドとして、以下のものを用いることができる。 

ドラッグデリバリー、ドラッグデリバリ、ドラッグ・デリバリー、ドラッグ・デリバリ 

DDS、ディーディーエス、ディー・ディー・エス 

（薬物+薬剤）*（送達+配送） 

 

1.2.5 ドラッグデリバリーシステムのアクセス例 

 ドラッグデリバリーシステム技術を構成する技術にアクセスする場合、これらの技術を

分類している IPC、FI、FT を選択して母集合とし、漏れのないようにキーワードを用いて

アクセスする方法がある。表 1.2.5-1 にドラッグデリバリーシステム技術へのアクセス参

考例を示す。 

 

表 1.2.5-1 ドラッグデリバリーシステム技術へのアクセス参考例 

技術要素 使用分類またはキーワード 

FT＝4C084NA13＋4C086NA13＋4C087NA13＋4C206NA13＋4C088NA13＋

4C076AA95 

ドラッグデリバリー+ドラッグデリバリ+ドラッグ・デリバリー

+DDS+ディーディーエス+ディー・ディー・エス 

薬物体内輸送（DDS）全体 

(薬物+薬剤)*(送達+配送) 

薬剤放出技術 FT＝4C076AA93  

FI＝A61K39/395C＋A61K39/395L＋A61K39/395Y 
薬剤標的化技術 

FT＝4C085AA21 

 

 なお、ドラッグデリバリーシステムの個々の技術要素ごとにアクセスする場合には、

IPC や FI、FT を用いて適当な検索を行うことは難しいため、キーワードの組み合わせを

用いることが推奨される。表 1.2.5-2 に能動的標的化技術へのアクセスの例を示す。 

 

表 1.2.5-2 能動的標的化技術へのアクセス参考例 

技術要素 キーワード 

能動的*標的化 
能動的標的化技術 

（抗体＋抗原＋受容体＋レセプター＋リガンド）*（標的＋送達） 
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1.3.1 ドラッグデリバリーシステムの技術開発活動 

ドラッグデリバリーシステムに関する特許出願の特徴は、外国人による出願が圧倒的に

多いことである。図 1.3.1-1 にドラッグデリバリーシステムの出願人の国籍別分布を示す。

ドラッグデリバリーシステムの出願人は米国が約半数を占め、８割が外国国籍である。 

 

図 1.3.1-1 ドラッグデリバリーシステムの出願人の国籍の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1-2 に出願人の国籍別の出願件数の推移を示す。いずれの国においても 1990 年

代半ばに出願件数が減少したが､その後、増加に転じていることが分かる。日本の場合に

は 00 年以降も出願件数が増加している。外国国籍の出願人の出願件数が 00 年以降減少し

ているのは、PCT による出願が多いことによるもので、全体として公開が遅れる。した

がって、ドラッグデリバリーシステムの研究開発は 90 年代半ば以降、年々活発になって

きていると見られる。 

 

図 1.3.1-2 ドラッグデリバリーシステムの出願人の国籍別の出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 技術開発活動の状況

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02
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日本
458件

（20%）

米国
1,106件
（49%）

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願

合計 2,253 件 
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 ドラッグデリバリーシステムに関する出願は、PCT による国際出願が非常に多く、全体

の 80％を占めている。このため、以下、PCT 出願によるものと国内出願によるものとに分

けて分析する。 

 図 1.3.1-3 および図 1.3.1-4、図 1.3.1-5 にドラッグデリバリーシステム全体の出願件

数と出願人数の推移を示す。PCT によるドラッグデリバリーシステムに関する特許出願は、

92 年の年間約 100 件の出願から 93 年には年間約 200 件へと倍増し、その後 95 年まで年

間 200 件程度を維持し、出願人数も 160 人程度を維持していた。ところがモノクローナル

抗体開発の障壁に当たったことから 96 年に年間 50 件に出願件数が急減し、出願人数も同

様に減少した｡この減少は長期的なものではなく、97 年からは出願件数が再度増加に転じ、

99 年には年間 250 件を超え、00 年には 275 件の出願件数になり、出願人数も 270 人程度

になった。01 年、02 年については、PCT による公開の遅れがあるため、図から除外して

いる。一方、日本の公開特許については、92 年～95 年にかけて出願件数が減少し、96 年

以降増加に転じている｡01 年に出願件数が再度減少したが、02 年には年間 50 件に戻って

いる。 

 すなわち、ドラッグデリバリーシステムの技術開発活動としては、90 年代半ばに一次

的に活動が低調になったか、その後活発化してきていることが分かる。 

 

図 1.3.1-3 ドラッグデリバリーシステム全体の出願人数と出願件数の推移 

（全件数） 
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図 1.3.1-4 ドラッグデリバリーシステム    図 1.3.1-5 ドラッグデリバリーシステム 

全体の出願人数と出願件数の推移      全体の出願人数と出願件数の推移 

（PCT 出願特許）             （国内出願特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.1-1 に主要出願人の出願状況を示す。ドラッグデリバリーシステムに関する特許

は外国の出願人が多いことが特徴である。上位 10 社に日本からは科学技術振興機構が

入っているだけである。特に、米国の出願人がほとんどを占めており、出願上位 20 社で

は、フランスのサノフィ・アベンティスが１社入っているだけである。 

出願人の業種としては、サノフィ・アベンティスやジョンソンアンドジョンソンなどの

外国の製薬メーカー、ヘルスケア商品メーカーからの出願が多い。日本からも武田薬品工

業などの製薬メーカーが多数出願している。 

ドラッグデリバリーシステムに関する特許出願のもう一つの特徴として、カリフォルニ

ア大学やテキサス大学などの米国の大学からの出願および、アメリカ合衆国政府や科学技

術振興機構などの公的機関からの出願が多いことが挙げられる。 

出願件数１位のサノフィ･アベンティスは 93 年に多くの出願をしており、その後は出願

件数が減少している。これに対して科学技術振興機構は 00 年以降に出願件数が増加して

いる。 
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表 1.3.1-1 主要出願人の出願情況 

年次別出願件数 
No. 出願人 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 合計 

1 サノフィ･アベンティス（フランス） 2 13 9 7 1 2 6 6 3 2  50

2 ジョンソン アンド ジョンソン（米国）  2 2 9 3 6 6 4 3 1  36

3 カリフォルニア大学（米国） 2 7 2 1 1  4 6 5    28

4 ジェネンテック（米国） 1 2 2 5 1 3  5 7    26

5 ファイザー（米国） 1 2 3  2 1 3 6 4 3  25

6 科学技術振興機構 1  1 2 1  1 1 5 4 7 23

7 カイロン（米国） 3 2 3  1 4 3 3 2    21

8 ブリストル・マイヤーズ スクイブ（米国） 2 4 4 4   3 1 2    20

9 アメリカ合衆国（米国） 2 4 5 3  1 3 1 1    20

10 テキサス大学（米国） 1 2 1 4 1  3 4 3    19

11 武田薬品工業 3 1 2  2 2 2  3 1 2 18

12 
ウエスト ファーマシューティカル サービ

シズ（米国） 
1  2 3 2 5 2 2      17

13 久光製薬    1 4 2 4 2 2 1 1 17

14 メルク（米国） 1 1 3 2  1 1 5 3    16

15 アストラゼネカ（イギリス） 3 3 1 3  3 1    2  16

16 イミュノメディクス（米国） 3 2 4 1  1 2 1 1    15

17 エラン（アイルランド）   1 2 1 2 3 5 1    15

18 マサチューセッツ工科大学（米国） 1 4 1  3 1  1 4    15

19 エミスフィア・テクノロジーズ(米国） 1 1 3 1  3 2 3      14

20 協和醗酵工業    1  1 2 3 3 1 3 14

 

 

 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 
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1.3.2 技術要素別の技術開発活動 

(1) 薬剤放出技術 

 図1.3.2-1に薬剤放出技術の出願件数と出願人数の推移を、放出制御技術と効果的放出

技術を対比して示す。放出制御技術と効果的放出技術の出願件数および出願人数はほぼ同

様の増減推移をしている。1992～95年に出願件数、出願人数が増加し、96年に両者ともに

減少している。その後、出願件数、出願人数が再度増加している。PCT出願の公開の遅れ

のために01年以降の出願件数、出願人数が少なくなっている。 

 放出制御技術の出願件数および出願人数は、効果的放出技術の約３倍となっている。効

果的放出技術では出願件数と出願人数がほぼ１対１であるのに対して、放出制御技術では

出願人数が出願件数よりも多くなっている。効果的放出技術は、薬剤の安定化などに関す

る技術であり、自社の技術的資源を用いた研究が中心であるのに対して、放出制御技術は、

薬剤と高分子分離膜などの異なる技術の複合技術であるために共同で出願している場合が

多いことを反映している。 

 

図1.3.2-1 薬剤放出技術の出願件数と出願人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①放出制御技術 

 図1.3.2-2および図1.3.2-3、図1.3.2-4に放出制御技術の出願件数と出願人数の推移を

示す。PCT出願は1992～95年にかけて出願件数、人数が増加した後、1996年に減少した。

その後、再度増加に転じ、98年～00年には年間約55件の出願件数で推移している。その間、

出願人数も60社前後で推移している。01年、02年については、PCTによる公開の遅れがあ

るため、図から除外している。国内出願特許は年間５件から15件の範囲で減少、増加を繰

り返している。 
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図 1.3.2-2 放出制御技術の出願人数と出願件数の推移 

（全出願特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.2-3 放出制御技術の          図 1.3.2-4 放出制御技術の 

出願人数と出願件数の推移          出願人数と出願件数の推移 

（PCT 出願特許）              （国内出願特許） 
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 表1.3.2-1に放出制御技術の主要出願人の出願件数推移を示す。ジョンソンアンドジョ

ンソンが最も多く出願しており、科学技術振興機構とファイザーがこれに次いで出願件数

が多い。ジョンソンアンドジョンソンとファイザーは90年代を通じて出願しているが、ア

メリカ合衆国やウエスト ファーマシューティカル サービシズなどは90年代末からの出

願が見られなくなっている。 

 

表1.3.2-1 放出制御技術の主要出願人の出願件数推移 

年次別出願件数 
No. 出願人 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 合計

1 ジョンソンアンドジョンソン（米国）  2 1 2 1 7 1 3 1     18

2 科学技術振興機構   1 1   8   1 1   12

3 ファイザー（米国）  1 2  1   4 2 1   11

4 エラン(アイルランド)   1 2  1 1 2       7

5 
ｴﾙ ﾃｰ ｴｽ ﾛｰﾏﾝ ﾃﾗﾋﾟｰｼｽﾃﾒ 

（ドイツ） 
1  2 1   1   1     6

6 スカイフア－ム（米国）  3  1  2  1       7

7 マクロメド（米国）    2  1 1   2     6

8 武田薬品工業   1  1 1 2   1     6

9 アメリカ合衆国（米国）  2 1 2            5

10 
ｳｴｽﾄ ﾌｧｰﾏｼｭｰﾃｨｶﾙ ｻｰﾋﾞｼｽﾞ 

（米国） 
  1 1  2 1         5

11 
サノフィ・アベンティス 

（フランス） 
1   1  1 1 1       5

12 マサチューセッツ工科大学（米国）  2 1  1   1       5
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② 効果的放出技術 

 図1.3.2-5および図1.3.2-6、図1.3.2-7に効果的放出技術の出願件数と出願人数の推移

を示す。効果的放出技術の出願件数と出願人数は、ほぼ１対１の関係にあり、単独での出

願が多いことが特徴である。出願件数、出願人数ともに1992～95年に増加した後、96年に

減少した。その後出願件数、出願人数が増加し、98年に年間34件の出願が見られるように

なった。その後はやや減少傾向にある。 

PCT出願特許では、全出願件数、出願人数の推移とほぼ同じ推移を示している。01年、

02年については、PCTによる公開の遅れがあるため、図から除外している。これに対して

国内出願特許は、出願件数、出願人数の推移に格別の傾向は見られず、４件から８件の間

で推移している。 

 

図 1.3.2-5 効果的放出技術の出願人数と出願件数の推移 

（全出願特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.2-6 効果的放出技術の        図 1.3.2-7 効果的放出技術の 

出願人数と出願件数の推移         出願人数と出願件数の推移 

（PCT 出願特許）              （国内出願特許） 
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表1.3.2-2に効果的放出技術の主要出願人の出願件数推移を示す。日本油脂が最も多く

出願しているが、99年までの出願で、近年の出願は見られない。三共や千葉製粉といった

日本のメーカーは日本油脂と同様に90年代末以降の出願が見られない。これに対して武田

薬品工業は、96年以降に出願している。 

アストラゼネカやファイザーは90年代を通じて継続的に出願している。 

 

表1.3.2-2 効果的放出技術の主要出願人の出願件数推移 

年次別出願件数 
No. 出願人 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 合計 

1 日本油脂 2  1 2   1       6

2 アストラゼネカ（イギリス）  1   1  1 1   1   5

3 
エミスフエア－ テクノロジ－ズ 

（米国） 
1      2 1 1      5

4 
ジョンソンアンドジョンソン 

（米国） 
    2   3       5

5 
ネクタ－ セラピユ－テイクス 

（米国） 
       3  1     4

6 ファイザー（米国）  1     1   1 1   4

7 三共       2 1 1      4

8 千葉製粉 2 2             4

9 第一製薬     1  1   2     4

10 武田薬品工業      1 1   1   1 4
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(2) 薬剤標的化技術 

 図1.3.2-8に薬剤標的化技術の出願件数と出願人数の推移を、能動的放出技術と受動的

標的化技術を対比して示す。能動的標的化技術の出願件数および出願人数は、受動的標的

化技術の約10倍となっている。 

出願件数、出願人数には大きな差が見られるものの、能動的標的化技術と受動的標的化

技術の出願件数および出願人数はほぼ同様の増減推移をしている。1992～94年に出願件数、

出願人数が増加し、96年に両者ともに減少している。その後、出願件数、出願人数が再度

増加している。PCT出願の公開の遅れのために01年以降の出願件数、出願人数が少なく

なっている。 

 受動的標的化技術では出願件数と出願人数がほぼ１対１であるのに対して、能動的標的

化技術では出願人数が出願件数よりも多くなっている。受動的標的化技術は、薬剤にポリ

エチレングリコールなどの親水性ポリマーを結合させて、標的以外の臓器に捉えられない

ようにする技術であり、自社の薬剤を修飾するものであり、単独出願が多くなっている。

これに対して、能動的標的化技術は、特定の患部などに特異的に結合するモノクローナル

抗体探索などの基礎研究と薬剤開発という応用研究の組み合わせであるために、大学など

の研究機関と企業との共同出願が多いことを反映している。 

 

図1.3.2-8 薬剤標的化技術の出願件数・出願人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①能動的標的化技術 

 図1.3.2-9および図1.3.2-10、図1.3.2-11に能動的標的化技術の出願件数と出願人数の

推移を示す。PCT出願は､1992～94年にかけて出願件数および出願人が増加して年間100件

以上の出願件数になったが、その後減少に転じ、96年には年間20件の出願件数にまで落ち

込んだ。しかし､その後再度増加し､00年には年間130件の出願にまで達し、活発に技術開

発活動が行われている。01年、02年については、PCTによる公開の遅れがあるため、図か

ら除外している。国内出願特許については、92～95年まで出願件数が減少したが、96年か

ら増加に転じ、99年以降年間約25件の出願件数になっている。 
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図 1.3.2-9 能動的標的化技術の出願人数と出願件数の推移 

（全出願特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.2-10 能動的標的化技術の       図 1.3.2-11 能動的標的化技術の 

出願人数と出願件数の推移          出願人数と出願件数の推移 

（PCT 出願特許）              （国内出願特許） 
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 表1.3.2-3に能動的標的化技術の主要出願人の出願件数推移を示す。サノフィ・アベン

ティスやメルクといった大手製薬企業による出願と、ジェネンテックやイミュノメディッ

クスといったベンチャー企業からの出願が多いことが特徴である。また、カリフォルニア

大学やテキサス大学などの大学および科学技術振興機構やアメリカ合衆国（NIH）などの

公的研究機関による出願も多い。 

 

表1.3.2-3 能動的標的化技術の主要出願人の出願件数推移 

年次別出願件数 
No. 出願人 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 合計

1 
サノフィ・アベンティス 

（フランス） 
 9 4 3 1 1 1 1 1     21

2 ジェネンテック（米国） 1 1 1 1 1 3  4 7     19

3 イミュノメディックス（米国） 3 2 4 1  1 2 1 1     15

4 カリフォルニア大学（米国） 2 4 2     2 4     14

5 
ブリストル・マイヤーズ スクイブ 

（米国） 
2 3 2 3   1 2       13

6 科学技術振興機構 1       1 4 2 5 13

7 協和醗酵工業    1  1 1 3 3 1 3 13

8 テキサス大学（米国）  1 1 2 1  3 2 2     12

9 カイロン（米国） 3 2 3   1  1 1     11

10 メルク（米国） 1 1 2 2  1 1 1 2     11

11 アメリカ合衆国（米国） 1 3 3   1 1  1     10

12 東ソー 9              9

13 トランスジーン（フランス）  2 1  1   1 3     8

14 アストラゼネカ（イギリス） 3 2 1 1           7

15 エール大学（米国）   2 2  2         6

16 
ｷｬﾝｻｰ ﾘｻｰﾁ ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

（イギリス） 
1 3 2            6

17 コリクサ（米国）      1 2 1 2     6

18 ノバルティス（スイス）  2    1   3     6

19 
ベーリンガー インゲルハイム 

（ドイツ） 
  1 1   1 2 1     6

20 
ルードビッヒがん研究所 

（米国） 
   2    4       6

21 久光製薬    1   2  2 1   6

22 田辺製薬  2 2    1 1       6
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②受動的標的化技術 

 図1.3.2-12および図1.3.2-13、図1.3.2-14に受動的標的化技術の出願件数と出願人数の

推移を示す。PCT出願については1992～95年まで出願件数、出願人数が増加した後、96年

に減少した。その後98年まで増加したが99年には再度減少に転じている。01年、02年につ

いては、PCTによる公開の遅れがあるため、図から除外している。国内出願特許について

は、1994年に８件の出願があったが、その後は年間３件程度で推移している。 

 

図 1.3.2-12 受動的標的化技術の出願人数と出願件数の推移 

（全出願特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.2-13 受動的標的化技術の       図 1.3.2-14 受動的標的化技術の 

出願人数と出願件数の推移          出願人数と出願件数の推移 

（PCT 出願特許）               （国内出願特許） 
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 表1.3.2-4に受動的標的化技術の主要出願人の出願件数推移を示す。第一製薬や三菱ウ

エルファーマ、日本油脂といった日本企業からの出願が多い。 

 

表1.3.2-4 受動的標的化技術の主要出願人の出願件数推移 

年次別出願件数 
No. 出願人 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 合計

1 第一製薬    1  1   2     4

2 イネックス（カナダ）   1   1  1       3

3 三菱ウェルファーマ   2          1 3

4 日本油脂   2          1 3

5 
エフ ホフマン ラ ロシュ 

（スイス） 
      2        2

6 テルモ     1  1        2

7 
ドイツがん研究センター ｽﾁﾌﾄｳ 

（ドイツ） 
   2           2

8 三共       1 1       2

9 武田薬品工業  1 1            2

 

 

 

(3) 薬剤吸収制御技術 

図1.3.2-15に薬剤吸収制御技術の出願件数と出願人数の推移を、薬剤導入技術と遺伝子

導入技術を対比して示す。薬剤吸収制御技術の出願件数および出願人数は、遺伝子導入技

術の約２倍となっている。 

出願件数、出願人数には大きな差が見られるものの、薬剤導入技術と遺伝子導入技術の

出願件数および出願人数はほぼ同様の増減推移をしている。1992～94年、95年に出願件数、

出願人数が増加し、96年、97年に両者ともに減少している。その後、出願件数、出願人数

が再度増加している。PCT出願の公開の遅れのために01年以降の出願件数、出願人数が少

なくなっている。 

 また、薬剤導入技術、遺伝子導入技術ともに出願人数が出願件数よりも多くなっている。

薬剤放出技術、遺伝子導入技術は、特定の細胞などに薬剤や遺伝子を取り込ませるために

細胞膜の機能研究などの基礎研究と薬剤開発という応用研究の組み合わせであり、大学な

どの研究機関と企業との共同出願が多いことを反映している。 
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図1.3.2-15 薬剤吸収制御技術の出願件数と出願人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①薬剤導入技術 

 図1.3.2-16および図1.3.2-17、図1.3.2-18に薬剤導入技術の出願件数と出願人数の推移

を示す。PCT出願については、1992～95年に、出願件数、出願人数が増加して年間40件を

越えるようなったのち96年に20件弱に減少したが、97年以降、再度増加し99年には年間60

件に達している。01年、02年については、PCTによる公開の遅れがあるため、図から除外

している。国内出願特許については、年間５件前後で推移している。 

 

図 1.3.2-16 薬剤導入技術の出願人数と出願件数の推移 

（全出願特許） 
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図 1.3.2-17 薬剤導入技術の         図 1.3.2-18 薬剤導入技術の 

出願人数と出願件数の推移         出願人数と出願件数の推移 

（PCT 出願特許）              （国内出願特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.3.2-5に薬剤導入技術の主要出願人の出願件数推移を示す。ジョンソンアンドジョ

ンソンが最も多くの特許を出願しているが、これはアルザの買収によるものであり、エミ

スフェアー・テクノロジーズなどとともにベンチャー企業による出願が多いことが特徴で

ある。また、カリフォルニア大学やメリーランド大学などの大学からの出願が多い。 

 

表1.3.2-5 薬剤導入技術の主要出願人の出願件数推移 

年次別出願件数 
No. 出願人 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 合計

1 ジョンソンアンドジョンソン（米国）   1 5 1 1 1 1 2     12

2 カリフォルニア大学（米国）  2  1 1  3 3       10

3 エミスフェアー・テクノロジ－ズ(米国）   2 1  1 1 2       7

4 
ｳｴｽﾄ PHARM ｻｰﾋﾞｼｽﾞ ﾄﾞﾗｯｸﾞ ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ 

（米国） 
1  1 1  3         6

5 エラン（アイルランド）     1 1 1 1 1     5

6 サノフィ・アベンティス（フランス）  1     2 1 2     6

7 
メリーランド大学ボルティモア校

（米国） 
   2  2   1     5

8 ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ ｲﾝﾊﾚｰｼｮﾝ ﾘｻｰﾁ（米国）       1 2 1     4

9 アメリカ合衆国（米国） 1   1   1 1       4

10 セラテック（米国）    4           4

11 ファイザー（米国） 1      1 1   1   4

12 ３Ｍ（米国）  1  2   1        4

13 久光製薬     1  1 1     1 4

14 中外製薬    1 1   1 1     4

 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

0

20

40

60

80

0 20 40 60

出願人数

出

願

件

数

92

00

99

98

97

96

95

94
93

数字は出願年

0

2

4

6

8

0 5 10 15

出願人数

出
願

件

数

92

92年

02
01

00

99

98

97

96

95

94

93

数字は出願年

（01～02 年は未公表のため図からは除外） 



 39

②遺伝子導入技術 

 図1.3.2-19および図1.3.2-20、図1.3.2-21に遺伝子導入技術の出願件数と出願人数の推

移を示す。PCT出願については、1992～94年まで出願件数、出願人数がともに増加したが、

96年、件数が減少し、その後99年にかけて再度件数が増加し、年間30件以上出願されてい

る。001年、02年については、PCTによる公開の遅れがあるため、図から除外している。日

本公開特許については、年間数件で推移している。 

 

図 1.3.2-19 遺伝子導入技術の出願人数と出願件数の推移 

（全出願特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.2-20 遺伝子導入技術の       図 1.3.2-21 遺伝子導入技術の 

出願人数と出願件数の推移         出願人数と出願件数の推移 

（PCT 出願特許）              （国内出願特許） 
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表1.3.2-6に遺伝子導入技術の主要出願人の出願件数推移を示す。サノフィ・アベン

ティスからの出願が多く、94年に多数の特許が出願されている。 

 

表1.3.2-6 遺伝子導入技術の主要出願人の出願件数推移 

年次別出願件数 
No. 出願人 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 合計

1 
サノフィ・アベンティス 

（フランス） 
1 3 5 3   2 3   2   19

2 トランジエ－ヌ（フランス）      2 1 1 1 1   6

3 久光製薬     2 1 1 1       5

4 ジェンザイム（米国）   1    2 1       4

5 テルモ     2   1 1     4

6 バレンティス（米国）    1  1 2        4

7 カリフォルニア大学（米国）  1     1 1 1     4

8 
ｱﾝｽﾁ.ﾅｼｵﾅﾙ ド ﾗ ｻﾝﾃ ｴ ﾄﾞ ﾗ ﾙｼｪﾙ 

（フランス） 
1  1     1       3

9 カイロン（米国）     1 1   1     3

10 
ケンブリツジ大学テクニカル 

（イギリス） 
  1      2     3

11 
ｻﾝﾄﾙ ﾅｼｵﾅﾙ ﾄﾞ ﾗ ﾙｼｪﾙｼｭ ｼｱﾝﾃｨﾌｨｯｸ 

（フランス） 
     1  2       3

12 デイナベツク研究所       1  2     3

13 ノバルティス（スイス）   1     2       3

14 
ブリティッシュ コロンビア大学 

（カナダ） 
     1  2       3

15 ペンシルバニア大学（米国）   1 1    1       3

16 ライフ テクノロジ－ 1 1  1           3

 
1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 
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 ドラッグデリバリーシステムに関する技術開発の課題を表1.4-1に示す。課題Ⅰは、具

体的な課題である課題Ⅱおよび課題Ⅲで示されるものをまとめたものである。 

 

表1.4-1 ドラッグデリバリーシステムの課題一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅲ 
安全化 
安定化 

経肺吸収促進化 
経鼻吸収促進化 
経粘膜吸収促進化 
経口投与促進化 
経皮吸収促進化 
細胞内吸収促進化 

吸収促進化 

その他の吸収促進化 
前立腺がんの識別 
大腸、結腸がんの識別 
白血病の識別 

がん組織の識別 

がんの識別 
HIV の識別 

感染症の識別 
その他の感染症の識別 
炎症の識別 

自己免疫疾患の識別 
その他の自己免疫疾患の治療 

患部の識別 

その他疾患の識別 
がんへの集積化 

患部への集積化 
その他の患部への集積化 

直接送達方法開発 
前立腺がんの治療 
肝がんの治療 がんの治療 
その他のがんの治療 
B 型、C 型肝炎の治療 
HIV の治療 感染症の治療 
その他の感染症の治療 
関節リューマチの治療 

自己免疫疾患の治療 
その他の自己免疫疾患の治療 
血管狭窄の治療 

患部での薬効発現 

その他の疾患の治療 
その他の疾患の治療 

徐放化 
放出速度制御 
放出時期制御 

経肺投与方法開発 
経鼻投与方法開発 

経粘膜投与方法開発 

経口投与方法開発 

新規投与方法開発 

経皮投与方法開発 

1.4 技術開発の課題と解決手段
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 一方、このような課題を解決するために開発された解決手段を表1.4-2に示す。解決手

段Ⅰは、具体的な解決手段である解決手段Ⅱおよび解決手段Ⅲをまとめたものである。 

 

表1.4-2 ドラッグデリバリーシステムの解決手段一覧 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ 解決手段Ⅲ 

PEG を結合 

リポソーム構造の改良 

化学修飾 
生体適合性改良 

生物学的改良 

pH 変化の利用 

温度変化の利用 

親水性の利用 

水の吸収の利用 

温度、pH、親水性等を利用 

その他の条件の利用 

酵素等を利用 

生体条件の利用 

生分解性の利用 

膜透過機構の利用 

レセプターの利用 
受容体の利用 

リガンドの利用 

モノクローナル抗体の利用 

ヒト化抗体の利用 抗体の利用 

その他の抗体の利用 

免疫反応の利用 

アンチセンス RNA の利用 

生体反応の利用 

遺伝子発現の利用 
その他の遺伝子発現の利用 

カチオン性脂質添加 

カチオン性ポリマー添加 

界面活性剤添加 

ペプチド添加 

胆汁酸 

毒素添加 

その他の促進剤添加 

有機物添加 

促進剤の利用 

無機物添加 

ポリマーに分散 

ゲルに分散 マトリックスへ分散 

その他のマトリックスに分散 

ベクターの利用 

リポソームの利用 

カプセルの利用 

キャリアーの利用 

エマルジョンの利用 

担体の利用 

コーティング 

カテーテルによる送達 

磁性体の利用 装置の利用 

その他装置による送達 

超音波の利用 

光の利用 

機械･器具の利用 

物理的刺激の利用 

その他の物理的刺激の利用 
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1.4.1 ドラッグデリバリーシステムの課題と解決手段 

(1) 技術要素と課題 

 図1.4.1-1にドラッグデリバリーシステムの技術要素と課題に対応した出願件数の分布

を示す。 

ドラッグデリバリーシステムの技術開発の課題は、それぞれの技術要素ごとに異なるが、

全体では「患部での薬効発現」が一番多く、具体的には「がんの治療」や「その他疾患の

治療」である。次いで「吸収促進化」を課題とするものが多い。さらに、「患部の識別」、

「放出時期制御」、「徐放化」を課題とする順になっている。 

 

図 1.4.1-1 ドラッグデリバリーシステムの技術要素と課題の分布 
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障の治療には、従来、点眼剤が用いられていたが、患者の負担を少なくするための徐放化

が大きな課題であった。徐放化をさらに進めた形として、「放出速度制御」がもう１つの

大きな課題である。また、薬剤によっては、あるタイミングで一度に放出する必要がある

ものがあり、「放出時期制御」も課題となっている。 

 薬剤標的化技術では、課題が「患部の識別」、「患部への集積化」、「患部での薬効発現」

に集中している。「能動的標的化技術」の課題としては、「患部の識別」（患部を認識する

こと）と「患部での薬効発現」（患部で薬剤を放出して薬効を発揮させること）が最大の

課題である。薬剤を患部に送達させる方法は、抗原－抗体反応を利用する方法など生物学

的方法が主体であるが、カテーテルなどを用いて直接患部に薬剤を送達する方法も課題と

なっている。薬剤標的化技術のもう一つの技術要素である「受動的標的化技術」は、薬剤

の体内滞留時間を長くすることで患部に薬剤を集積する技術であり、「患部への集積化」

（患部にいかに集積させるか）が課題である。 

 薬剤吸収制御技術では、「吸収促進化」に関するものに集中している。薬剤導入技術は、

皮膚や粘膜などを通して薬剤を効率よく吸収させることによって薬剤を患部に送達する方

法であり、「吸収促進化」が最大の課題である。また、皮膚などから薬剤を吸収させる

「新規投入方法の開発」も課題となっている。 

 遺伝子導入技術は、遺伝子を患部の細胞に導入して治療する技術であり、細胞内に遺伝

子を効率よく導入する「吸収促進化」が課題である。また、現在、遺伝子を細胞内に導入

するためにウイルスの感染能力を利用する技術が用いられているが、ウイルス本来の病原

としての危険性を抑える「安全化」も課題となっている。 

 

(2) 課題と解決手段 

 図 1.4.1-2 にドラッグデリバリーシステム全体の課題と解決手段に対応した出願の分布

を示す。 

薬剤の「安定化」の課題に対しては、「担体の利用」と「生体適合性改良」が解決手段

として対応している。「吸収促進化」については、「促進剤の利用」が解決手段として集中

して対応しており、「生体反応の利用」や「担体の利用」も解決手段として対応している。

さらに、電気刺激を利用して皮膚などから薬剤を吸収させる「物理的刺激の利用」も解決

手段として利用されている。 

 「患部の識別」の課題に対しては、細胞の「受容体の利用」や「抗体の利用」が主な解

決手段である。「患部への集積化」の課題に対しては「生体適合性改良」の解決手段が集

中している｡「直接送達方法開発」の課題に対しは、「装置の利用」が主な解決手段である。

「患部での薬効発現」の課題に対しては、受容体などの「生体反応の利用」や、患部の酵

素などを利用してプロドラッグを開裂させて薬効を発揮させる「生体条件の利用」が主な

解決手段となっている。また、空気を薬剤とともに封入したリポソームを超音波で破裂さ

せて薬剤を患部に放出するといった「物理的刺激の利用」も解決手段となっている。 

 「徐放化」の課題に対しては、薬剤を高分子などの「マトリックスへ分散」させる方法

が主な解決手段となっている。これに対して、「放出速度制御」や「放出時期制御」の課

題に対しては、温度や pH、親水性といった「生体条件の利用」が主に解決手段として対

応している。 
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 「新規投与方法開発」の課題に対する解決手段は、「担体の利用」を始めとしてさまざ

まな解決手段が用いられている。 

 

図 1.4.1-2 ドラッグデリバリーシステム全体の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

17
2

213
21

3
320634

4

861518

1638

4 40 50 4 12 116 2 16 6 1 1 1

2 6 1 1 1 6 4 9 16 1550 1

1 3 2 133
1

137 3 1

1 1 2 1 13 132

1 351
6

1 2 2 10 1 1 1 2 3

24 43 8
6

184
530 6 132 2

1
2 2

1575 56 47 615 21

25 155 1 2 1 5
6

8 1 2 42 1

16 4 1 1 86 1 6 211

8 3 243 3 8 1 1 10 1

1 23 34 5 5 1 1 4 7 1 2 1 1

24 16 1 3 15 15 11 1 2 1

1 29 30 1 2 5 8 4 19 5 312 1 1 1

28 8 2 2 1 5 2 1 1

16 31 15 6 7 2

1 4 51 1 10 541 2 2 1

11 8 5 17 8 2 2

生体適合性改良 

温度、pH、親水性等を利用 

酵素等を利用 

生分解性の利用 

膜透過機構の利用 

受容体の利用 

抗体の利用 

免疫反応の利用 

遺伝子発現の利用 

促進剤の利用 

マトリックスへ分散 

ベクターの利用 

リポソームの利用 

カプセルの利用 

キャリアーの利用 

エマルジョンの利用 

コーティング 

装置の利用 

物理的刺激の利用 

生
体
条
件
の 

利
用 

生
体
反
応
の 

利
用 

機
械
・
器
具
の 

利
用 

経
皮
投
与
方
法
開
発 

経
口
投
与
方
法
開
発 

経
粘
膜
投
与
方
法
開
発 

経
鼻
投
与
方
法
開
発 

経
肺
投
与
方
法
開
発 

放
出
時
期
制
御 

放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療 

感
染
症
の
治
療 

が
ん
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
患
部
へ
の
集
積
化

が
ん
へ
の
集
積
化 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

自
己
免
疫
疾
患
の
識
別 

感
染
症
の
識
別 

が
ん
組
織
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

安
定
化 

安
全
化 

患部の 
識別 

患部での 
薬効発現 

患部への 
集積化 

新規投与方法 
開発 

課 題 

解
決
手
段 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

担
体
の
利
用 



46 

1.4.2 技術要素別の課題と解決手段 

(1) 薬剤放出技術 

①放出制御技術 

 図 1.4.2-1 に放出制御技術の課題と解決手段の分布を示す。放出制御技術で集中してい

る課題は、「徐放化」と「放出速度制御」である。 

徐放化に対しては、高分子などの「マトリックスへ分散」で集中して対応し、次いで

「キャリアーの利用」、「生体適合性改良」、「温度、pH、親水性等の利用」、「生分解性の利

用」、「カプセルの利用」、「コーティング」で対応している。放出速度制御に対しては、

「温度、pH、親水性等の利用」で多く対応し、「装置の利用」、「マトリックスへ分散」、

「生分解性の利用」でも対応している。 

 

図 1.4.2-1 放出制御技術の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-1 に放出制御技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。徐放化の課題に対
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条件の利用」で、より具体的な解決手段で対応している。装置の利用という対応は、「放

出制御膜の利用」、「機械的制御」、「電子的制御」、「その他の制御装置の利用」という解決

手段に細分される。 

 

表 1.4.2-1 放出制御技術の課題と解決手段の分布 

 

課題

 

解決手段 

徐
放
化 

放
出
速
度
制
御 

放
出
時
期
制
御 

生体適合性改良 17 7 1 

温度変化の利用 3 10 3 

pH 変化の利用 3 9 1 

親水性の利用 1 6 3 

水の吸収の利用 3 16 6 

温度、pH、親水性等の利用

その他の条件の利用 6 9 2 

酵素等の利用 1 3 1 

生体条件の利用 

生分解性の利用 15 35 1 

膜透過機構の利用 1 1  

受容体の利用 1   生体反応の利用 

遺伝子発現の利用 7 25 3 

促進剤の利用 6 8 2 

ゲルに分散 21 12  

ポリマーに分散 21 14 2 マトリックスへ分散 

その他のマトリックスに分散 44 10 1 

ベクターの利用    

リポソームの利用 7  1 

カプセルの利用 15 12 1 

キャリアーの利用 21 5  

エマルジョンの利用 5 2 1 

担体の利用 

コーティング 15 6 7 

放出制御膜の利用 2 13 1 

機械的制御 5 12 1 

電子的制御  10 2 

装置の利用 

その他の制御装置の利用 3 6 1 

機械・器具の利用 

物理的刺激の利用  8 2 

 
1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.2-2 に放出制御技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。出願が最も集中

している課題である徐放化に対して「その他のマトリックスに分散」に関しては、エル 

テー エス ローマン テラピー システメ、クリンゲファルマが３件、テルモとブリス

トル・マイヤーズ スクイブ、ヘレウス クルツアが各２件出願していて、大学からは５

大学５件の出願がある。徐放化に対して、「ゲルに分散」に関しては、３大学から各１件

の出願がある。さらに京都大学の田畑泰彦氏の出願が１件ある。徐放化に対して、「ポリ

マーに分散」に関しては、大学は１校１件の出願がある。課題放出制御に対して、「生分

解性の利用」に関して、デビオ ルシェルシェが２件出願し、大学からは５校５件の出願

がある。 

 

表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（1/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

 

生
体
適
合
性
改
良 

ディ ディ エス研究所

(3) 

特許 2602607 

特許 2710900 

特許 2766141 

参天製薬(2) 

特開 2002-326962 

特開 2003-171315 

キネ－トン  

特表平 11-508289 

コンセイユ ド ルシェル

シュ エ  

ダプリカシオン シャン

ティ 

特許 3476775 

シェーリング プラウ 

特開 2000-309541 

タノックス バイオシステ

ムズ 

特許 3507507 

ネクススタ－ PHARM 

特開 2004-043513 

ベ ス  イ ス ラ エ ル

ディーコネス メディ

カル センター 

特表平 11-501506 

ホーヤ  

特開平 06-306250 

ポリーメッド  

特許 3476775 

ミシガン大学 

特表平 10-511957 

池田模範堂 

特開平 11-043467 

中外製薬  

特開 2002-032957 

日本医薬品工業  

特開平 07-10758 

アドバンス 

特開 2003-12383 

アリックス セラピューティ

クス 

特表 2003-531196 

イエナファルム 

特表 2003-523929 

スカイファーム、カイロン 

特表 2001-515852 

スカイファーム 

特表 2001-515853 

フロリダ大学 

特表 2003-516926 

科学技術振興機構 

特開 2001-270898 

 

温
度
変
化
の
利
用 

アドバンスト インハレー

ション リサーチ 

特表 2003-507410 

バッテル  メモリアル 

INST 

特表 2004-525194 

森 有一 

特許 3135340 

 帝人(2) 

特開 2000-80158 

特開平 11-92554 

科学技術振興機構(2) 

特開平 08-134146 

特開平 11-322941 

デューク大学 

特表 2002-518317 

マクロメド 

特表平 11-513985 

ユタ大学 リサーチ ファ

ウンデイションン 

特表 2001-517603 

産業技術総合研究所、化学

技術戦略推進機構 

特開 2000-86729 

産業技術総合研究所、チッ

ソ 

特開 2002-60436 

長田 義仁、岡野 光夫、

山之内製薬 

特開平 10-139689 

生
体
条
件
の
利
用 

温
度
、pH

、
親
水
性
等
の
利
用 

pH

変
化
の
利
用 

ワイス ホールディングズ 

特開平 06-009407 

住友製薬 

特開平 06-199657 

アラーガン 

特表平 07-503974 

 メルク(2) 

特表 2003-504415 

特表 2003-513033 

アンマット テクノロジー 

特表 2004-523531 

グラクソ スミスクライン 

特表平 07-507293 

ノボバスキュラー 

特表 2003-527209 

バイオキュア 

特表 2003-514650 

フィズ テクノロジーズ 

特表 2001-523705 

協和醗酵工業 

特表 2000-038735 

三菱ウエルファーマ 

特表平 11-040942 
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表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（2/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

親
水
性
の
利
用 

ブリストル・マイヤ

－ズ スクイブ 

特開平 09-110682 

 マクロメド(2) 

特表 2002-516910 

特表 2003-531927 

アマリン DEV 

特開 2001-131059 

イエダ リサーチ アンド DEV、

ベン グリオン大学 ネゲブ リ

サーチ 

特表平 11-501306 

オキュレックッス PHARM 

特表平 11-506450 

メルク 

特表平 11-509829 

水
の
吸
収
の
利
用 

ジョンソンアンド

ジョンソン 

特表 2003-509354 

武田薬品工業 

特開 2000-026316 

日本大学 

特開 2004-189618 

 ジョンソンアンドジョンソン(6) 

特表平 09-502182 

特表平 10-507440 

特表 2001-510791 

特表 2001-510792 

特表 2003-514847 

特開平 09-100235 

アンドルックス PHARM 

特表平 11-506774 

イーエム IND 

特表 2002-517431 

シャイア LAB 

特表 2001-503054 

ニューロスフィアーズ ホウル

ディングス 

特表平 09-507747 

ファイザー 

特表 2004-505907 

マクグレゴール アレキサ

ンダー 

特表 2004-513975 マンカイ

ンド 

特表 2001-509490 

メドトロニック ミニメッ

ド 

特表 2000-502993 

メドロジック グローバル 

特表平 11-513041 

日本医薬品工業 

特開 2004-231520 

温
度
、pH

、
親
水
性
等
の
利
用 

そ
の
他
の
条
件
の
利
用 

コメディカス 

特表平 09-510231 

ジェネンテック 

特表 2000-504210 

イスチ． ディ リ

セルシュ ディ バ

イオロジア モレコ

ラレ 

特表 2002-522558 

コンジュシェム 

特表 2003-508501 

スリーエム イノベ

イティブ プロパテ

イズ 

特表 2003-522780 

デイポメド 

特表 2004-510687 

バクスター IMTERN 

特表平 08-503715 

オックスフォード バイオメディ

カ ユー ケイ 

特表平 09-508531 

セネス PHARM 

特表平 10-506301 

アメリカ合衆国、アクロン大学 

特表平 11-503456 

カーディアック ペースメーカー

ズ 

特表 2002-524409 

ニュージャージー大学 ラト

ガーズ 

特表 2003-511550 

テンプル大学 

特表 2003-526598 

日本油脂 

特開平 06-192069 

産業技術総合研究所 

特開 2004-026636 

生
体
条
件
の
利
用 

酵
素
等
の
利
用 

ケンタッキー リ

サーチ ファンデイ

ション 

特表平 09-509151 

 テラピン テクノロジーズ 

特表平 11-507370 

ビタフォア 

特表 10-504277 

ベクトレイムド 

特表 2002-542304 
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表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（3/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

生
体
条
件
の
利
用 

生
分
解
性
の
利
用 

アトリックス LAB 

特表 2004-510807 

アメリカ合衆国 

特表平 11-508872 

アラーガン 

特開 2004-210798 

エラン 

特表平 11-503147 

キナートン 

特許 3390177 

サンスター 

特開 2000-95677 

バイバス 

特表平 11-508872 

ペンタックス 

特開平 09-208457 

メ デ ィ オ ラ ヌ ム

PHARM 

特表 2002-531486 

ワシントン大学 

特開平 09-286921 

ライオン 

特開 2003-192577 

三菱ウエルファーマ 

特開平 09-286921 

中外製薬 

特開 2001-066142 

農林水産省蚕糸・昆虫

農業技術研究所 

特許 3101711 

武田薬品工業 

特開平 11-036099 

デ ビ オ  ル シ ェ ル シ ュ

PHARM(2) 

特表 2001-518528 

特表 2001-523637 

LTTＴバイオファーマ 

特開 2003-342196 

アトウル ジェイ シュクラ

特表 2004-511431 

アドバンスド ポリマー シ

ステムズ 

特表 2002-517535 

アボット LAB 

特表 2003-526708 

アラーガン 

特表 2004-514702 

アルテイムプラント 

特表 2004-526003 

インサート セラピューティ

クス 

特表 2004-523502 

ウエスト ファーマシュー

ティカル サービシズ 

特表平 11-508912 

エイ ピー ファーマ 

特表 2000-512322 

エシコン 

特許 3257750 

カリフォルニア工科大学 

特表 2004-523502 

韓国科学技術院 

特表 2002-526383 

キナートン 

特開 2003-026606 

ケメストリー 

特表 2004-502722 

ケンブリッジ サイエンティ

フィック 

特表平 08-512288 

コーネル大学 リサーチ

ファウンデーション 

特表 2004-526043 

ジアンパパ ヴィンセント

カーマイン 

特表平 08-500088 

ジェンザイム  

特表 2002-512182 

ジョーンズ ホプキンズ大

学 

特表平 10-505587 

タキロン 

特開平 08-257055 

デルシテク 

特表 2004-526749 

ネオメンド 

特表 2003-525683 

ネクター  セラピュー

ティックス エイエル 

特表 2003-518526 

プロクター アンド ギャ

ンブル  

特表平 09-503504 

ポリーメッド 

特許 3131195 

マサチューセッツ工科大学

特表平 10-505587 

メディソーブ テクノロ

ジーズ INTERN 

特表平 08-510639 

モガン バイオテクノロ

ジー リサーチ INST 

特表 2002-526383 

テキサス大学 

特表 2003-506401 

ニュージャージー州立大学

ラトガーズ 

特表 2000-501139 

三養社 

特許 2642869 

電気化学工業 

特開 2001-329002 

武田薬品工業  

特開平 11-269094 

膜
透
過
機
構
の
利
用

岡畑 恵雄、サンメデイカ

ル 

特開 2001-327591 

 サノフィ・アベンティス 

特表 2002-529099 

 

生
体
反
応
の
利
用 

受
容
体
の
利
用 

プラエシス PHARM 

特表 2004-508411 
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表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（4/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

生
体
反
応
の
利
用 

遺
伝
子
発
現
の
利
用 

ワシントン大学(2) 

特表平 08-500033 

特表平 10-510815 

ジャパン ティッシュ エ

ンジニアリング、上田 実 

特開 2000-125863 

ピッツバーグ大学 

特表平 08-508415 

アメリカ合衆国 

特表平 08-509215 

アプライド ティッシュ 

テクノロジーズ 

特表平 08-509356 

 デイナベック研究所(2) 

特許 3526844 

特開平 09-031656 

トランスカリオティック セ

ラピーズ(2) 

特表 2000-501299 

特表 2003-511100 

アドバンスト リサーチ ア

ンド テクノロジー INST

特表平 09-505471 

アベンティス ファルマ 

特表 2003-512059 

アンスチ． パスツ―ル 

特表平 08-508880 

イーアオ ショウ シュー 

特表平 07-509217 

ウォルフ ジョン エイ 

特表平 07-509217 

エスアールエル 

特開平 09-094092 

ケース ウェスタン リザー

ブ大学 

特表平 08-510930 

サイトセラピューティックス

特表平 09-508002 

ジェネンテック 

特表平 10-508025 

シドニー キンメル キャン

サー センター 

特表平 09-504786 

スペイウッド LAB 

特表平 11-504006 

セレクシス 

特表平 08-508642 

ヘキスト マリオン ルセ

特開平 11-089587 

マイクロバイオロジカル

リサーチ オーソリティー

特表平 11-504006 

メディカル リサーチ カ

ウンシル 

特表平 08-508642 

メトロヘルス システム 

特表平 08-510930 

アクロン大学 

特表平 08-510930 

南フロリダ大学 

特表平 11-509170 

ペンシルバニア大学 

特表平 09-505054 

ロイヤル フリー ホスピ

タル スクール オブ メ

ディスン 

特表平 09-501306 

ワーナー ランバート 

特表平 10-506794 

促
進
剤
の
利
用 

サーフィス ソルーション

ズ LAB 

特表 2002-506052 

ジェンザイム 

特表 2004-516016 

ネクスメッド ホールディ

ングス 

特表 2002-544240 

ビロテックス 

特表 2001-508038 

ファーマアウエア ア

イ ピー 

特表平 09-502342 

大洋薬品工業 

特開平 09-263537 

ホフマン ラ ロシュ 

特開平 07-196535 

スカイファー 

特表平 09-505301 

セル ジェネシス 

特表平 09-509049 

ディー オー ブイ PHARM 

特開 2000-26278 

ノバジェント 

特表 2000-504002 

バフォード バイオメディ

カル 

特表 2001-517613 

ニュージャージー州立大学

ルトガーズ 

特表 2003-519194 

日本メジフィジックス 

WO00/078352 
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表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（5/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

ゲ
ル
に
分
散 

アルコン LAB 

特表平 09-508143 

インセプト 

特表 2002-522469 

エノシス 

特表平 10-505822 

エル エー エム PHARM 

特表 2002-513410 

コントロールド  セラ

ピューティックス スコッ

トランド 

特表 2002-531393 

シュンフォラ 

特表 2004-520361 

ジーンメディシン 

特表平 11-502507 

テバ PHARM IND 

特表 2004-501186 

ドロハン ウイリアム エ

ヌ、マクフィー マーティ

ン  ジ ェ イ 、 ミ ー カ 

シャーリー アイ 

特表平 11-507697 

バイエル 

特表 2001-510150 

ラメル テクノロジー

特表 2004-502723 

マクロメド 

特表平 11-515016 

テキサス大学、ダン

ランドル シー 

特表平 09-509401 

ネブラスカ大学 

特表平 10-501814 

ミシガン大学 

特表 2002-527408 

ユニメッド PHARM 

特表 2004-507511 

ラボラトワール イノ

テラ 

特表平 11-514994 

ランバクシイ ＬＡＢ

ＬＴＤ 

特表 2002-524494 

三菱ウエルファ－マ 

特開平 06-024962 

田畑 泰彦、米田 正

始 

特開 2004-115413 

米田 正始、田畑 泰

彦、科研製薬 

特開 2002-145797 

アトリックス LAB 

特表 2003-516958 

インセプト 

特表 2003-523926 

サザン バイオシステムズ 

特表 2001-516728 

ハイドロ メド サイエン

シーズ 

特表 2002-535452 

バイロ テックス 

特表 2001-500863 

マクロメド 

特表 2002-525404 

マックス デルブリュック

ツェントラム フュル モレ

キュラー 

特表 2003-506397 

メディケア マネージメント

コンサルタンシー 

特表 2004-518646 

メドレックス 

特開 2004-002320 

ロイヤー ガーフィールド

ピー 

特表平 10-504281 

科研製薬 

特開平 08-325160 

参天製薬 

特開 2004-196787 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
へ
分
散 

ポ
リ
マ
ー
に
分
散 

アムジェン 

特表 2003-531106 

インファイムド 

特表 2001-510151 

ガレン CHEM 

特表平 10-510825 

コ ロ ン ビ ア  LAB  バ

ミューダ 

特表平 10-507178 

サムヤン 

特表 2003-517886 

ジー エス DEV 

特表平 11-513393 

シグナス 

特表平 09-504810 

ニトロメド 

特表 2004-528337 

バイオテック オーストラ

リア 

特表 2001-514316 

バイテリス 

特表 2002-525307 

ファルマシア 

特表 2003-518061 

ファーマービーン 

特表 2000-501094 

フィズ テクノロジ－ズ 

特表 2001-515030 

フォーシス デンタル

イ ン フ ァ ー マ リ ー

フォー チルドレン、

プレジデント アンド

フ ェ ロ ー ズ  オ ブ

ハーバード カレッジ

特表 2002-541085 

ポリセラピューティッ

クス 

特表 2002-514589 

マウリツィオ トネッ

テイ 

特表平 09-507212 

マクロメド 

特表 2004-507450 

マサチユ－セツツ工科

大学、チルドレンズ

メディカル センター

特表平 09-508892 

ミネソタ マイニング

アンド MFG 

特表 2000-503009 

メドトロニック 

特表平 10-513471 

武田薬品工業 

特開 2002-226365 

アイヴリア 

特表 2003-524635 

アクシア テクノロジーズ 

特表平 10-503757 

アルザ 

特表 2002-541094 

アンジオジェニックス 

特表 2002-512200 

エウランド INTERN 

特表 2003-526653 

エラン 

特表 2003-507416 

エル エー エム PHARM 

特表 2002-511057 

オーソ マクニール PHARM 

特表平 09-503997 

スプラテック ファーマ 

特表 2002-524579 

ファイザー 

特開 2000-229888 

プロクター アンド ギャン

ブル 

特表 2004-526830 

ボストン サイエンティ

フィック 

特表 2002-531183 

テキサス大学 

特許 3011768 

レ LAB セルビエ 

特表 2004-518666 
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表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（6/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
へ
分
散 

そ
の
他
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
分
散 

エル テー エス ローマ

ン テラピー システメ、

クリンゲ ファルマ(3) 

特許 3407073 

特表平 10-505825 

特表平 11-512080 

テルモ(2) 

特開 2001-190280 

特開 2002-058485 

ブリストル・マイヤーズ 

スクイブ(2) 

特表平 10-512850 

特表平 10-512851 

ヘレウス クルツア(2) 

特開 2002-322097 

特開 2002-338472 

アトリックス LAN、アブ

ソーバブル ポリマー テ

クノロジーズ 

特表 2003-514006 

アメリカン ナショナル 

レッド クロス、ロヨラ大

学シカゴ校、アメリカ合衆

国 

特表平 09-502161 

ウエスト ファーマシュー

ティカル サービシズ 

特表平 10-506376 

エイカスフィアー 

特表 2002-513752 

エイドゲントシッシュ テ

クニーシェ ホッシュール 

チューリッヒ、チューリッ

ヒ大学 

特表 2003-525916 

エクシモル 

特開平 06-001724 

オースティン サム エ

ル、デイビス トーマス 

イー 

特表 2004-513676 

オリオン イヒティメ 

特表 2000-514081 

オンコ PHARM 

特表 2002-525268 

ギルフォード PHARM 

特表 2002-540137 

ゲルーデル テクノロジー

ズ 

特表 2003-533468 

コヘージョン テクノロ

ジーズ 

特開平 08-034747 

コ ロ ン ビ ア  LAB  バ

ミューダ 

特表 2004-500317 

ジー エス DEV 

特表平 09-510980 

ジ ェ ネ テ ィ ッ ク ス

INST、イリノイ大学

ファアウンデーション

特表平 09-501932 

シュミット アルフ

レート、ウップマイ

ヤー ハンス－ユルゲ

ン 

特表平 09-510466 

スカイファーム 

特表平 09-503743 

グラクソ スミスクラ

イン 

特表平 07-504182 

ネオルックス 

特表平 08-510209 

バスキュラー セラ

ピーズ ライアビリ

ティ 

特表 2004-523537 

ファルマシア 

特表平 09-503023 

ブーツ 

特表 2002-522376 

ブラウン大学リサーチ

ファイウンデーション

特表平 08-502949 

ベーカー ノートン

PHARM 

特許 2729333 

マ ク ニ ー ル  ピ ー

ピー シー 

特開平 07-304656 

マテリアル エボルー

ション アンド DEV

ユー エス エー 

特表平 09-503675 

マトリクス PHARM 

特表平 09-507233 

ノ－スカロライナ大学

チヤペルビル 

特表 2004-501113 

ミシガン大学 

特表平 07-509735 

ラビファーム 

特開 2002-284701 

ロクセニ LAB 

特表 2003-522127 

ロレアル 

特開 2000-095693 

三井化学 

特開 2000-159888 

浜松科学技術研究振興

会 

特開 2004-231604 

武田薬品工業 

特開平 10-167985 

アー ベー デー ファルマ

特表 2003-528829 

アキュスフィアー 

特表 2004-503484 

エラン ドラッグ デリバリ

－ 

特表 2001-527087 

オステオジェニックス 

特表平 11-506659 

サイオス 

特表 2002-501886 

シグナス 

特表平 09-505554 

グラクソ スミスクライン 

特表平 11-509539 

テルモ 

特開 2002-060400 

ベン グリオン大学 ネゲブ

リサーチ 

特表 2002-518315 

ワーナー ランバート 

特表平 09-500645 

 

 

 

 



54 

表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（7/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

リ
ポ
ソ
ー
ム
の
利
用 

アメリカ合衆国 

特表平 10-510249 

カッパ PHARM 

特表平 08-504204 

カナダ 

特表 2003-504322 

スカイファーム 

特表平 11-508900 

ネクススター PHARM 

特表平 08-504439 

君が淵学園、上岡 竜一

特開 2000-290170 

中外製薬 

特開平 07-291871 

  

カ
プ
セ
ル
の
利
用 

ウ エ ス ト  フ ァ ー マ

シューティカル サービ

シズ 

特表 2001-525848 

エドワーズ ライフサイ

エンシーズ 

特表 2003-520830 

エムアイテク 

特表 2004-501188 

シミズテツク 

特開 2003-062088 

スカイファーム 

特表 2003-501376 

チルドレンズ メディカ

ル センター 

特表平 11-504634 

テバ PHARM IND 

特表 2004-507451 

ドラッグテック 

特開 2003-286193 

マルホ 

特開平 11-012571 

南カリフォルニア大学 

特表平 11-507038 

ヨーロピアン コミュニ

ティー 

特許 3486417 

第一製薬 

特許 3372408 

田中貴金属工業 

特開平 08-059460 

富士バイオ 

特開 2001-031575 

武田薬品工業 

特開平 08-157389 

エラン(2) 

特表平 11-503148 

特表平 10-503769 

クラスターテクノロジー 

特開 2004-081754 

コンセイユ ド ルシェル

シュ エ ダプリカシオン

シャンティ 

特表 2002-521343 

セラニーズ ベンチヤーズ 

特表 2004-512405 

ドング クック PHARM 

特表 2002-534392 

ニューロテック 

特表 2003-524621 

ノルスク ヒドロ 

特表 2002-523445 

バイオハイブリッド テク

ノロジーズ 

特表平 11-501928 

ブラウン大学リサーチ

ファンデーション 

特表平 08-503472 

ミレニアムゲートテクノロ

ジー、八尾 健 

特開 2004-081754 

不二パウダル、福森 義信

特開 2004-002511 

キ
ャ
リ
ア
ー
の
利
用 

アルタナ ファルマ(2) 

特表平 11-508577 

特表平 11-508578 

アドバンス 

特開平 10-158075 

エテックス 

特表 2001-524937 

オリンパス光学工業 

特開 2002-104955 

コンジュシェム 

特表 2003-508502 

ジョンソンアンドジョン

ソン 

特表 2000-501429 

セントコア 

特表 2001-512480 

タツプ ホールディング

ス 

特表 2004-501065 

チッソ 

特開 2002-356447 

ファーメトリックス 

特表平 08-503465 

フラメル テクノロジー

特表 2004-510753 

レイラス 

特表 2002-529493 

レキット ベンキサー

ヘルスケア ユー ケイ 

特表平 11-501652 

喜務良工業 

特開平 07-014484 

呉羽化学工業 

特開平 06-040945 

三共 

特開 2003-321390 

昭和電工 

特開平 07-126162 

村上 弘一 

特開 2002-356447 

明治製菓 

特開平 06-092870 

由井 伸彦 

特開 2002-356447 

ウエスト ファーマシュー

ティカル サ－ビシズ 

特表 2001-515862 

オーストラリアン ニューク

リア サイエンス アンド

テクノロジー 

特表 2003-523379 

サンケイ化学 

特開平 06-135713 

帝人） 

特開 2000-143538 

凸版印刷 

特開 2003-321398 

 
担
体
の
利
用 

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
の
利
用 

ケー ブイ PHARM(2) 

特表平 10-503482 

特表平 10-503519 

アジス IND 1983 

特開平 08-092097 

アボット LAB 

特表 2003-520767 

ミシガン大学 

特表 2001-524957 

 宮崎 県、エス ピー ジー

テクノ、明治乳業 

特開平 10-203962 

エス アール アイ INTERN

特表平 11-507382 
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表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（8/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

担
体
の
利
用 

コ
ー
テ
ィ
ン
グ 

アクゾ ノーベル 

特開平 10-287549 

ジョンソンアンドジョン

ソン 

特表平 08-510755 

エル ティ エス ロー

マン テラピーズ ユス

テーメ 

特表 2003-528912 

セルテック MFG カリ

フォルニア 

特表 2004-512296 

ド ク ト ル  フ ァ ル ク 

ファルマ 

特許 3258666 

トライデント テクノロ

ジーズ  ライアビリテ

イ 

特表 2003-520209 

ニコメド ダンマーク 

特表 2001-515854 

ブリストル・マイヤーズ

スクイブ 

特表 2002-506812 

プ ロ ク タ －  ア ン ド

ギャンブル 

特表 2003-531814 

ポリーメッド 

特表 2002-501908 

マサチューセッツ工科大

学 

特表平 09-504042 

レイラス 

特表 2003-521456 

興和 

特開平 11-322588 

佐賀大学長 

特許 2857741 

中外製薬、富士化学工業

特開平 11-071285 

アストラ ゼネカ 

特表 2004-522798 

エラン 

特表 2002-528485 

サイデックス 

特表 2002-534472 

スリーエム イノベイティブ

プロパティズ 

特表 2003-512414 

ファイザー 

特開 2000-229846 

メットコン メディシン 

特表 2004-512306 

 

放
出
制
御
膜
の
利
用 

ビロテックス 

特表 2001-508037 

スリ－エム イノベイ

ティブ プロパティズ 

特表 2004-510810 

 ボシュ アンド ロム(4) 

特表 2004-517674 

特表 2004-516889 

特表 2004-521882 

特表 2004-522730 

アラーガン 

特表 2003-512417 

ジョンソンアンドジョンソン

特表 2001-526214 

エル テー エス ローマン

テラピー システメ 

特表平 10-505264 

バイロ テックス 

特表 2002-512950 

フィズ テクノロジーズ 

特開平 11-158081 

ユーロセルティク 

特表 2004-521085 

ワーナー ランバート ラ

イアビリティ 

特開 2002-212061 

三井製糖 

特開平 06-145071 

三和化学研究所 

特開 2000-86535 

機
械
的
制
御 

大阪産業振興機構 

特開 2003-275327 

プ ロ ク タ ー  ア ン ド 

ギャンブル 

特表平 09-511927 

ミネソタ マイニング 

アンド MFG 

特表 2000-502349 

アルコン 

特表 2003-515528 

アルコーブ サーフィ

シーズ 

特表 2003-517853 

 サノフィ・アベンティス 

特表平 07-509696 

アムジェン 

特表平 08-503873 

アラダイム 

特表平 08-509465 

アルザ 

特表平 11-505264 

キネテック 

特表 2003-513001 

コントロール デリヴァリー

システムズ 

特表 2003-530964 

コーディス 

特表 2003-533494 

コントロール デリヴァ

リー システムズ、ピアソ

ン ポール エイ 

特表平 11-512711 

デュレクト 

特表 2002-538895 

ユーロ－セルティック 

特表 2003-534053 

ミシガン州立大学リサーチ

ファウンデーション 

特表 2004-505675 

久光製薬 

特開平 11-019226 

機
械
・
器
具
の
利
用 

装
置
の
利
用 

電
子
的
制
御 

 

 マイクロチップス(2) 

特表 2003-506477 

特表 2003-525432 

マサチューセッツ工科大学

(2) 

特表 2000-513725 

特表 2003-516343 

アプライド ワクチン テク

ノロジーズ 

特表 2003-523308 

コーディス 

特表 2004-501102 

コントロール デリバリー

システムズ 

特表 2002-539263 

スミス アンド フュー、

マサチューセッツ工科大学

特表 2003-508185 

ファーリントン PHARM 

特表 2004-503264 

ユー ティー バトル、テ

ネシ－大学 リサーチ 

特表 2002-531194 
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表 1.4.2-2 放出制御技術の課題・解決手段と出願人（9/9） 

課題 

 

解決 

手段 

徐放化 放出速度制御 

装
置
の
利
用 

そ
の
他
の
制
御
装
置
の
利
用 

ローム アンド ハース 

特開 2001-270839 

テルモ 

特開 2002-193838 

日東電工 

特開 2003-313122 

 サノフィ・アベンティス 

特開平 08-337540 

テラピコン 

特表平 10-502376 

エル テイ エス ローマン テラピー ズュステーメ 

特表 2002-518430 

アドバンシス PHARM 

特表 2003-531115 

ジョンソンアンドジョンソン 

特表 2004-508319 

ボストン サイエンティフィック 

特表 2004-519260 
機
械
・
器
具
の
利
用 

物
理
的
刺
激
の
利
用 

 

 ザーズ(2) 

特表 2002-525172 

特表 2002-525297 

ジョンソンアンドジョンソン 

特表 2000-514065 

ジェネラル ホスピタル 

特表 2003-534235 

セラマテック 

特表 2004-512073 

ノバルティス 

特表平 09-512006 

バーチ ポイント メディカル 

特表 2002-523194 

ユタ大学 

特表 2001-501596 
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②効果的放出技術 

図 1.4.2-2 に効果的放出技術の課題と解決手段の分布を示す。効果的放出技術の課題

は「安定化」に集中している。安定化に対しては、「担体の利用」で集中して対応してい

る。 

 

図 1.4.2-2 効果的放出技術の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 1.4.2-3 に効果的放出技術の課題・解決手段の詳細を示す。安定化の課題に対して集

中して対応している担体の利用は、「キャリアーの利用」、「エマルジョンの利用」と「カ

プセルの利用」でより具体的な解決手段で対応している。 

 

 

 

 

 

生体適合性改良 

温度、pH、親水性等を利用 

膜透過機構の利用 

受容体の利用 

促進剤の利用 

マトリックスへ分散 

ベクターの利用 

リポソームの利用 

カプセルの利用 

キャリアーの利用 

エマルジョンの利用 

コーティング 

装置の利用 

生
体
条
件
の 

利
用 生

体
反
応
の 

利
用 

担
体
の
利
用 

機
械
・
器
具
の 

利
用 

経
皮
投
与
方
法
開
発 

  

経
口
投
与
方
法
開
発 

  

経
粘
膜
投
与
方
法
開
発 

  

経
鼻
投
与
方
法
開
発 

  

経
肺
投
与
方
法
開
発 

 

安
定
化 

新規投与方法開発 

課 題 

解
決
手
段 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

 

30

22

13

20

22

28

28

17

3

2

1 1

1

1

2

1 1

1

2

1

1

2 2

1

1

1

1

1

1
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表 1.4.2-3 効果的放出技術の課題・解決手段の分布 

新
規
投
与
方
法
開
発 

 

課題

 

 

 

 

 

 

 

 

解決手段 

安
定
化 

経
肺
投
与 

経
鼻
投
与 

経
粘
膜
投
与 

経
口
投
与 

経
皮
投
与 

化学修飾 19    

組成改良 7    

生物学的改変 1    
生体適合性改良 

その他の改良 3    

温度、pH、親水性等の利用 1 1   

酵素等の利用    生体条件の利用 

生分解性の利用    

膜透過機構の利用    2 2

受容体の利用  2  

抗体の利用    

免疫反応の利用    

生体反応の利用 

遺伝子発現の利用    

促進剤の利用 22    1 1

ポリマーに分散 9   1 1
マトリックスへ分散 

その他のマトリックスに分散 4   2 

ベクターの利用 1    

リポソームの利用 20 1   

カプセルの利用 22  2  

キャリアーの利用 28 2 1 1 1

エマルジョンの利用 28    1

担体の利用 

コーティング 17    1

装置の利用 1 1   1
機械・器具の利用 

物理的刺激の利用    

 

 

 表 1.4.2-4 に安定化、新規投与方法開発について、課題に対する解決手段の出願人を示

す。安定化に対する「キャリアーの利用」に関して、エミスフェアー テクノロジーズは

３件、ネクター セラピューティクスとバクスターと日本油脂が各２件出願している。安

定化に対する「エマルジョンの利用」に関して、アライアンス、ジュンソンアンドジョン

ソンとシャイアが各２件出願している。安定化に対する「カプセルの利用」に関して、４

大学から４件の出願がある。 

 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.2-4 効果的放出技術の課題・解決手段と出願人（1/4） 

課題 

 

解決 

手段 

安定化 

化
学
修
飾 

アムジェン(3) 

特許 3485842、特開 2003-327600 

特表平 10-508853 

ノベックス(2) 

特開 2003-206236、特表 2003-509386 

エンザクタ アール アンド デイ 

特開 2003-292458 

キングズ カレッジ ロンドン 

特表 2004-521911 

シアウォーター ポリマーズ 

特許 3114998 

シェーリング プラウ 

特表 2002-507583 

ジェンザイム 

特表 2003-522806 

ネクター セラピューティックス エイエル 

特表 2002-506087 

バイオフィジカ 

特許 3425955 

ブラツコ リサーチ 

特表 2002-523418 

ヘキサル 

特表 2004-502726 

三共 

特開 2000-198731 

三菱化学 

特開平 09-221502 

森永乳業 

特開平 06-172200 

第一製薬 

特開平 11-080032 

田畑 泰彦、参天製薬 

特開 2002-371016 

組
成
改
良 

千葉製粉(2) 

特許 3085485、特許 3217450 

ジェイエスアール、小林 猛 

特開平 11-106391 

テクノネツトワーク四国 

特開 2003-012503 

ポリマスク PHARM 

特表平 11-504915 

科学技術振興機構 

特許 2690276 

日本油脂、生産開発科学研究所 

特開平 06-016688 

生
物
学
的
改
変 

ロッシュ ディアグノスティクス 

特許 3103116 

 

生
体
適
合
性
改
良 

そ
の
他
の
改
良 

バイオアーティフィシャル ゲル テクノロジーズ 

特表 2004-526025 

産業技術総合研究所 

特開 2004-217739 

大塚製薬工場 

特開 2004-155771 

 

促
進
剤
の
利
用 

武田薬品工業(2) 

特開平 10-81621、特開 2004-155773 

アストラ 

特表 2002-510311 

アドバンスト インハレーション リサーチ 

特表 2002-523360 

アルカーメス コントロールド セラピューティックス

特表 2001-515457 

ウエスト PHARM サービシズ ドラッグ デリバリー

特表平 11-509545 

エミスフェアー テクノロジーズ 

特表 2004-501057 

エムジー製薬 

特開 2002-255811 

エル テイ エス ローマン テラピーズ ユステーメ

特表 2002-519371 

サイトゲン 

特表平 10-508851 

ノエビア 

特開 2002-301356 

第一製薬 

特開 2002-32403 

日本ケミカルリサーチ 

特開 2004-51502 

ノバルティス 

特開平 07-145070 

ノボ ノルディスク 

特表 2002-527487 

フィズ INTERN 

特表 2003-522097 

マリンクロッド メディカル 

特表平 09-510454 

ワイス 

特開平 07-196518 

高橋 正士 

特開 2004-167178 

産業技術総合研究所 

特許 3138733 

千葉製粉 

特許 3102612 

大洋薬品工業 

特開平 09-309829 
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表 1.4.2-4 効果的放出技術の課題・解決手段と出願人（2/4） 

課題 

 

解決 

手段 

安定化 

ポ
リ
マ
ー
に
分
散 

アストラ ゼネカ(2) 

特表 2002-516822 

特表 2004-521963 

イマレックス セラピューティクス 

特表 2003-520210 

エフ ホフマン ラ ロシュ 

特開 2000-095708 

ノウブン PHARM 

特表平 11-506744 

フィズ テクノロジーズ 

特表平 11-514979 

ファイザー 

特表 2001-515029 

田辺製薬 

特開 2000-239152 

武田薬品工業 

特開 2002-241267 マ
ト
リ
ッ
ク
ス
へ
の
分
散 

そ
の
他
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
分
散 

アルタナ ファルマ 

特表 2004-514737 

ゾナジェン 

特表平 10-513202 

ノバルティス 

特許 2944419 

ヤクルト本社、早津 彦哉 

特開平 10-077235 

 

ベ
ク
タ
ー
の
利
用 

ミシガン大学 

特表平 09-500524 

 

担
体
の
利
用 リ

ポ
ソ
ー
ム
の
利
用 

日本油脂(3) 

特許 3249583 

特許 3443939 

特開平 09-87168 

イマレックス PHARM(2) 

特表平 08-511523 

特表平 08-511526 

三共(2) 

特開平 11-171771 

特開平 11-171772 

アフイオス 

特表平 10-509459 

オプティム セラピューティクス 

特表 2002-535268 

ゲンティウム 

特開 2001-002565 

ジェネレクス PHARM 

特表 2002-525309 

シュワーベ グリーンウェ－ブ 

特許 3249583 

ネオファーム 

特開 2004-59590 

ヒュンダイ PHARM 

特表 2004-506003 

ブル－ リッジ PHARM 

特表 2002-535268 

マックス プランク Ｇ ツア フェルデルンク

デル ウィッセ 

特表 2001-515082 

リポクセン テクノロジーズ 

特表 2003-521508 

赤池 孝章 

特開平 10-265383 

千葉製粉 

特許 3329554 

藤沢薬品工業 

特表平 10-505818 
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効果的放出技術の課題・解決手段と出願人（3/4） 

課題 

 

解決 

手段 

安定化 

カ
プ
セ
ル
の
利
用 

アイサイエンス 

特表 2004-505065 

アルカーメス コントロールド セラピューティック

ス 

特表平 07-507806 

イオン工学振興財団 

特開平 07-222804 

イネックス PHARM 

特表 2002-502831 

エウランド INTERN 

特表 2004-513645 

エル ディー エス テクノロジーズ 

特表平 09-510182 

クノル 

特表平 09-502963 

ケンブリッジ バイオスタビリティー 

特開 2004-196776 

ジー ディー サール 

特表 2001-508762 

チルドレンズ ホスピタル オブ フィラデルフィ

ア、テンプル大学 

特表平 10-500889 

バイオキュア 

特表 2003-518015 

バクスシン 

特表平 10-508834 

バルケム 

特表 2003-517831 

ファーマシューティカル ディスカバリ－ 

特許 2617273 

ブラウン大学リサ－チ ファンデーション 

特表平 11-510142 

ブラッコ リサーチ 

特表平 09-511762 

マサチューセッツ工科大学 

特表 2004-510692 

リポソーム 

特表 2002-535242 

ワシントン大学 

特表 2001-508762 

宮崎県 

特開 2004-8015 

森下仁丹 

特許 3102990 

第一製薬 

特開平 08-268916 

担
体
の
利
用 

キ
ャ
リ
ア
ー
の
利
用 

エミスフェアー テクノロジーズ(3) 

特表平 07-508004 

特開 2001-131090 

特開 2001-139494 

ネクター セラピューティクス(2) 

特表 2003-535017 

特表 2003-533449 

バクスター(2) 

特表 2004-511447 

特表 2004-511447 

日本油脂(2) 

特開平 08-333282 

特開平 11-322857 

アール ピー シェラー テクノロジーズ 

特表 2004-519504 

アルザ 

特表 2002-533380 

エ－ザイ 

特開 2001-270827 

エス ディー ジー 

特表 2001-510811 

エム エル LAB 

特表 2003-504312 

オキシジェニクス 

特開 2001-226259 

カリフォルニア工科大学 

特表 2002-531530 

コニカ 

特開平 09-114592 

サイムド ライフ システムズ 

特表 2004-523520 

ジェネンテック 

特表平 11-510170 

スーゲン 

特表 2004-504342 

テクノネットワーク四国 

特開 2003-1097 

ファルマシア アンド アップジョン 

特表 2004-504342 

ファレス PHARM リサーチ 

特表 2002-507966 

ベクトン ディッキンソン 

特許 3055771 

共和薬品工業 

特開 2004-10575 

産業技術総合研究所 

特開平 08-301791 

石原 一彦、中林 宣男 

特開平 11-322857 

田辺製薬 

特開平 06-157294 
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表 1.4.2-4 効果的放出技術の課題・解決手段と出願人（4/4） 

課題 

 

解決 

手段 

安定化 

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
の
利
用 

アライアンス PHARM(2) 

特表平 11-506783 

特表平 11-508237 

ジョンソンアンドジョンソン(2) 

特表平 11-506730 

特表 2002-524407 

シャイア LAB(2) 

特表平 09-510712 

特表平 09-511744 

アドバンストスキンリサーチ研究所 

特開平 11-009988 

アメリカ合衆国 

特表 2002-532535 

アール ティー ピー ファーマ 

特表 2002-509877 

アルタナ ファルマ 

特表 2004-514735 

イーエム IND 

特表 2002-520377 

インヘイル セラピューティック システムス 

特表 2003-525842 

エラン 

特表 2002-513750 

エルティーティー研究所 

特開平 11-343249 

カバノフ アレクサンダー ブイ 

特表平 11-507619 

サム ヤン 

特表平 10-512287 

ジー ディー サール 

特表平 10-504291 

シーンズ ドラッグ デリバリー 

特表 2002-506901 

スプラテック ファーマ 

特表平 11-507619 

ソーナス PHARM 

特表 2003-500368 

ファルマシア アップジョン 

特表 2004-520398 

ヤゴテック 

特表平 10-508614 

イリノイ大学ファウンデーション 

特表 2003-535149 

フロリダ大学 

特表 2004-505033 

ニュージャージー州立大学 ラトガ－ズ 

特表 2001-522909 

旭硝子 

特開平 11-343249 

宮崎県 

特開 2004-008837 

日研化学 

特開平 11-092386 

担
体
の
利
用 

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
利
用 

アストラ ゼネカ 

特表平 09-511767 

アルザ 

特表 2002-532569 

イル ヤン ファーム 

特開平 11-315032 

ウエスト PHARM サービシズ ドラッグ デリバリー

特表 2003-517440 

スクール オブ ファーマシー大学 オブ ロンドン 

特表 2002-534455 

グラクソ スミスクライン 

特表平 09-512027 

チルドレンズ ホスピタル メディカル センター 

特表 2003-514864 

バークメイヤー ユー エス エー 

特表平 08-512021 

ファルティオン テクニリネン トウトキムスケスクス

特表 2002-511404 

ブリガム アンド ウイメンズ ホスピタル 

特表平 10-511340 

ポ－ラ化成工業 

特開平 06-279285 

メルク シャープ エンド ド－ム 

特表 2002-534455 

三共 

特開 2000-264846 

第一製薬 

特開 2002-005855 

中塚 勝人 

特開平 09-328438 

科学技術振興機構 

特開 2003-147418 

日鉄鉱業 

特開平 09-003284 

機
械･

器
具
の
利
用 

装
置
の
利
用 

久光製薬 

特開平 09-201420 
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(2) 薬剤標的化技術 

①能動的標的化技術 

図 1.4.2-3 に能動的標的化技術の課題と解決手段の分布を示す。能動的標的化技術で

集中している課題は、「がん組織の識別」、「その他疾患の識別」、「直接送達方法開発」、

「がんの治療」と「その他疾患の治療」である。がん組織の識別に対しては、「抗体の利

用」と「受容体の利用」で対応している。その他疾患の識別に対しても、「受容体の利

用」と「抗体の利用」で対応している。直接送達方法開発に対しては、「装置の利用」と

「コーティング」で対応している。がんの治療に対しては、「抗体の利用」、「遺伝子発現

の利用」、「受容体の利用」の他に「酵素等の利用」で対応している。その他疾患の治療に

対しては、「酵素等の利用」、「遺伝子発現の利用」と「受容体の利用」で対応している。 

   

図 1.4.2-3 能動的標的化技術の課題・解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生体適合性改良 

温度、pH、親水性等の利用 

酵素等の利用 

生分解性の利用 

膜透過機構の利用 

受容体の利用 

抗体の利用 

免疫反応の利用 

遺伝子発現の利用 

促進剤の利用 

マトリックスへの分散 

ベクターの利用 

リポソームの利用 

カプセルの利用 

キャリアーの利用 

エマルジョンの利用 

コーティング 

装置の利用 

物理的刺激の利用 

生
体
条
件
の 

利
用 

生
体
反
応
の 

利
用 

担
体
の
利
用 

機
械
・
器
具
の 

利
用 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療 

感
染
症
の
治
療 

が
ん
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

自
己
免
疫
疾
患
の
識
別 

感
染
症
の
識
別 

が
ん
組
織
の
識
別 

安
定
化 

患部の 
識別 

患部での 
薬効発現 

課 題 

解
決
手
段 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

 

14

4

3

1 75

43 8

15 2

6

6

84

48

2

1

4 1

6

1

2 2

2

4

33 1 1 37

10

21 3 2 17 38

18

42

30 5

15

16

16 4

6

6

6

10

32

21

8

36

1 2 1 5

2 2 3 8 1 1 10

5

1

2

1

1

1 1 4

4

1

8

15

31

51

8 5 17

1
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表１.4.2-5 に能動的標的化技術の課題・解決手段の詳細を示す。出願が集中している

課題である患部の識別の具体的な課題は、「がんの識別」と「その他疾病の識別」である。

次に多い課題である患部での薬効発現の具体的な課題は、「その他のがんの治療」と「そ

の他の疾患の治療」である。また「直接送達方法開発」の課題も多い。 

 

表 1.4.2-6 に能動的標的化の課題に対する解決手段の出願人を示す。がんの識別に対

して「その他の抗体の利用」に関しては、ルードリッヒとフォー キャサリン リサーチ

（共願）で４件出願している。その他疾患の識別に対して「リガントの利用」に関しては、

ジェネンテックが３件出願している。その他のがんの治療に対して「その他の遺伝子発現

の利用」に関して、ベイラー カレッジ メディシン、リボファルマとローヌ プーラン 

ローラが各２件の出願がされている。その他の疾患の治療に対して「酵素等の利用」に関

して、イミュノメディックス、ウエルカム ファンデーション、エンザクタ アール アン

ド ディが各２件の出願がされている。 
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表 1.4.2-5 能動的標的化技術の課題・解決手段の分布（1/2） 

患部の識別 患部での薬効発現 

が
ん
組
織
の
識
別 

感
染
症
の
識
別 

自
己
免
疫
疾
患
の
識
別 

が
ん
の
治
療 

感
染
症
の
治
療 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
解決手段 

安
定
化 

前
立
腺
が
ん
の
識
別 

大
腸
、
結
腸
が
ん
の
識
別 

白
血
病
の
識
別 

が
ん
の
識
別 

H
I
V
の
識
別

そ
の
他
の
感
染
症
の
識
別 

炎
症
の
識
別 

そ
の
他
の
自
己
免
疫
疾
患
の
識
別

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

直
接
送
達
方
法
開
発 

前
立
腺
が
ん
の
治
療 

肝
が
ん
の
治
療 

そ
の
他
の
が
ん
の
治
療 

B
型
、
C
型
肝
炎
の
治
療 

 
H
I
V
の
治
療

そ
の
他
の
感
染
症
の
治
療 

関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
治
療 

そ
の
他
の
自
己
免
疫
疾
患
の
治
療

血
管
狭
窄
の
治
療 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

生体適合性改良 4   4 2      

温度、pH、親水性等の利用    1 4      1 9

酵素等の利用    2 2 31   1  1 36

生体条

件の利

用 生分解性の利用         

膜透過機構の利用    3 6 2      10

レセプター
の利用 

 1 1 10 1 4 1 2 24 1 2 8  2   1 10
受容体の利

用 リガンドの
利用 

 4 1 26 1 2 3 60
19

1 1 1  5 1 21

モノクロー
ナル抗体の
利用 

1  2 
3

25 2 1 14 1
10

1 3 1  2 3

ヒト化抗体
の利用 

  3 1 2 1 1      
抗体の利用 

その他の抗
体の利用 

 3 1 1 34 5 8 1 33 2 28 1 3 6  4 1 17

免疫反応の利用    
18

4 6 6 2 4 8

アンチセン
ス RNA の利
用 

   1 4 2 1 3 
1
 

1 3 8

生体反

応の利

用 

遺伝子発現

の利用 その他の遺
伝子発現の
利用 

 2 1 
2

16 3 2 16 1 33 1 5 4 1 1 2 23

促進剤の利用    1 2 1      5

マトリックスへの分散    14      

ベクターの利用 2   2 3 2 6    1  10

リポソームの利用 5   1 1      1 3

カプセルの利用 1   15      

キャリアーの利用 2   1 8      4

エマルジョンの利用    1      

担体の

利用 

コーティング 1   31      

カテーテル
による送達 

   9      

磁性体の利
用 

   7      
装置の利用 

その他の機
械・器具の
利用 

   35      1

超音波の利
用 

   4 1      8

光の利用    1 4      6

機械・

器具の

利用 

物理的刺激
の利用 その他の物

理的刺激の
利用 

   3      3
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（1/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

生
体
適
合
性
改
良 

 テクニクロン 

特表 2000-503301 

テルモ 

特開平 08-27030 

ブリティッシュ コロンビ

ア大学、イネックス PHAM

特表 2004-511572 

富士レビオ 

特開平 06-329581 

ブリストル マイヤーズ

スクイブ 

特開平 08-191692 

前田 浩 

特開平 11-60499 

 

温
度
、p

H

、
親
水
性
等
の
利
用 

 ジャンセル 
特表 2004-508364 

キャンサー リサーチ

INST 

特表平 10-512279 

デンドリテック 

特表平 08-507517 

岡野 光夫 

特開 2002-020318 

協和醗酵工業 

特開平 11-021250 

ジョンソンアンドジョンソン

特表 2004-525138 

イネックス PHARM 

特表 2002-528381 

ナノキャリア 

特開 2001-146556 

バッテル メモリアル INST

特表 2002-512987 

ブラッコ INTERN 

特開平 07-89922 

アクロン大学 

特表 2001-527077 

リポソーム 

特表 2003-513009 

協和醗酵工業 

WO00/038736 

科学技術振興機構 

特開 2002-128784 

生
体
条
件
の
利
用 

酵
素
等
の
利
用 

 サノフィ・アベンテス 
特表 2003-514895 

東亜薬品 
特開 2003-160485 

キャンサー リサーチ
キャンペーン テクノ
ロジー(5) 

特表平 10-512565 
特表平 08-509490 
特表平 09-500896 
特表平 09-505037 
特表平 10-505335 

エ ン ザ ク タ  ア ー ル
アンド デイ(2) 

特表 2000-502071 
特表 2000-502698 

アストラ ゼネカ(2) 
特表平 10-511547 
特表平 11-511970 

インテリジーン 
特表 2002-528424 

ベ－リングベルケ(2) 
特開平 06-319554 
特開平 07-316074 

オツクスフオード バ
イ オ メ デ ィ カ  ユ ー
ケイ 

特表 2002-505341 
ジェネンテック 

特表 2003-523407 
ロンドン大学スクール
オブ ファーマシー 

特表 2004-522781 

イミュノメディックス(2)
特表平 07-508979 
特表 2002-508400 

ウ ェ ル カ ム  フ ァ ウ ン
デーション(2) 

特許 3492951、 
特表平 08-508295 

エンザクタ アール ア
ンド ディ(2) 

特表 2002-542303 
特表 2004-518618 

エンゾン(2) 
特表 2000-503639 
特表 2000-503658 

ブリストル マイヤーズ
(2) 

特表平 10-509732 
特表平 10-508291 

アドバンスド ポリマー
システムズ 

特表平 10-509326 
イシス イノベイション 

特表 2004-525171 
インターナショナル メ
ディカル イノベーショ
ンズ 

特表 2004-523464 
オレゴン ヘルス サイ
エンシズ大学 

特表平 10-506881 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（2/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 
課題 

 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

生
体
条
件
の
利
用 

酵
素
等
の
利
用 

  セント ジュード チ
ルドレンズ リサーチ
ホスピタル 

特表 2002-504340 
デ  モントフォート大
学 
特表 2003-525851 

デニー ウイリアム 
アレクサンダー、ヘイ 
マイケル パトリッ
ク、ウイルソン ウイ
リアム ロバート 

特表平 11-511163 
テリック 

特表 2000-503648 
ドイツチェス クレー
プスフォルシュングス 
ツェエントルム 

特表平 10-505842 
ニューロリサーチ 

特表 2003-525911 
バイエル 

特表 2004-519449 
ファルマヘミー 

特開平 09-202796 
ブリストル マイヤー
ズ スクイブ 

特表 2003-526683 
ベーリンガー インゲ
ルハイム 

特表 2002-544242 
マサチューセッツ工科
大学 

特表 2003-525946 
ユー エイ ビー リ
サーチ ファウンデイ
ション、サザン リ
サーチ INST 

特表平 09-502612 
リプラサム ファーマ 

特表 2003-522193 
ローヌ プーラン 
ローラー 

特表平 09-504955 
前田 浩 

特開 2003-292457 
第一製薬 

特開 2003-034653 

カーテーベーツーモル
フォルシュンクス 

特表 2003-518000 
クラレ 

特表平 11-514009 
コールター PHARM 

特表 2003-510375 
ジェネンコー 
INTERN、トロント大学
ガバニング カウンシ
ル 

特表 2002-526457 
アストラゼネカ、キャ
ンサー リサーチ 
キャンペーン テクノ
ロジー 

特開平 07-149666 
ダウ CHEM、インス
チ． オブ モレキュ
ラー バイオロジー 

特開平 06-228195 
デイ ファーム 

特開平 08-325270 
デイパーメント オブ 
ラディエーション オ
ンコロジー、ミトラ 
メディカル テクノロ
ジー 

特表 2001-505533 
デビオ ルシェルシュ 
PHARM 

特表 2003-500417 
ビクトリア大学マン
チェスタ－校 

特表 2001-527049 
ファルマシア、第一製
薬 

WO99/061061 
ヘキスト 

特表平 09-511240 
ベーリンガー インゲ
ルハイム ファルマ 

特表 2002-536015 
ベーリングベルケ 

特開 2001-128681 
ヘルス プロテクショ
ン エージェンシー 

特表 2002-523382 
メダレックス 

特表 2003-526681 
メルク 

特表平 07-506339 
ラ レフィオン バロ
ンネ、ウニフェルシテ 
カトリーク デ ルー
ファインファイン 

特許 3541037 
ライアン PHARM、ワシ
ントン大学、カナダ国
立カウンシル 

特表平 09-507834 
リバファー 

特表 2004-510703 
第一製薬 

特表平 10-502619 
日本たばこ産業、生物
分子工学研究所、蛋白
工学研究所 

特表 2002-519440 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（3/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

膜
透
過
機
構
の
利
用 

ジーエスプラッツ 
特開 2003-284560 

ディ ディ エス研究
所 

特開平 08-085703 
テキサス大学 

特表 2004-501664 

ハンサ メディカル 
特表 2001-522601 

レキシコン ジェネティッ
クス 

特表 2003-508076 
ワシントン大学 

特表 2002-518521 
東京瓦斯 

WO2002/020061 
日本メジフィジックス 

特開 2001-114792 
明治製菓 

特開 2003-12547 

イミュノメディック
ス 

特表平 08-500084 
コンドラティブ ア
レクセイ 

特表平 09-503486 

アビデックス 
特表 2001-521005 

アムジェン 
特表 2001-525316 

ア ン テ ィ ポ デ ィ ー ン
バイオテクノロジー 

特表 2001-524483 
シーダーズ サイナイ
メディカル センター 

特表 2003-523965 
スローン ケタリング
INST フォー キャン
サー リサーチ 

特表 2002-501722 
プロターガ 

特表 2002-502594 
マキシム PHARM 

特表平 11-510164 
ミグラゲン 

特表 2004-519448 
 コネチカット大学、
ターゲテック 

特表平 08-508645 
持田製薬 

特開 2003-325185 

生
体
反
応
の
利
用 

受
容
体
の
利
用 

レ
セ
プ
タ
ー
の
利
用 

武田薬品工業(2) 
特開平 06-009672 
特開 2003-116584 
イノーバー  LAB 、

エール大学 
特表平 10-502051 

コロンビア大学 
特表 2003-532378 

シー エル アイ オン
コロジー、 
コーエン ステファン 
エイ 
特表平 09-503582 

ジェネンテック 
特表 2003-523207 

シェペンズ アイ リ
サーチ INST 
特表平 07-507537 

ナ プ ロ  バ イ オ セ ラ
ピューティクス 
特表 2004-528309 

マリンクロドト 
特表 2002-537360 

モーア ディー ジェー
ムズ 
特表平 10-503921 

アメリカ合衆国 
特許 3533219 

アメリカン サイアナミッド 
特表平 11-508232 

アングストロム PHARM 
特表 2003-528035 

アンスチ． パスツール、サン
トル ナシオナル ド ラ ル
シェルシュ シャンティフィツ
特表 2004-508065 

インカイン PHARM 
フィラデルフィア ヘルス エ
ンド エデュケーション 
特表 2004-513066 

オクラホマ メディカル リ
サーチ ファウンデーション 
特表 2002-523381 

グラウプナー ゲルハルト 
特表 2003-530299 

ケース ウエスタン リザーブ
大学 
特表 2003-505518 

サイティミューン サイエン
シーズ 
特表 2001-522818 

シェーリング 
特表 2003-517037 

ジェンベック 
特表平 10-505242 

シナプティック PHARM 
特表平 09-511127 

スノール モレキュラー 
特表 2003-534821 

タカラバイオ 
特開 2002-325595 

バイオジェン 
特表 2004-508415 

バンダービルト大学 
特表 2003-521523 

フォーク ワード ページ 
特表 2004-501171 

ブリガム アンド ウィメンズ
ホスピタル、 
エヌ ピー エス PHARM 
特表平 07-506380 

カリフォルニア大学 
特表平 09-504790 

コネティカット大学 ヘルス
センター 
特表 2004-514113 

アカデミア シニカ 
特開 2002-47298 

アンティソマ リサー
チ 
特表 2003-528156 

エクシーズ 
特表 2000-500749 

エーザイ 
特開 2002-95476 

バイオイノベイション 
特表 2001-523731 

テキサス大学 
特表 2002-520295 

ニューヨーク大学 リ
サーチ ファウンデー
ション 
特表 2004-500116 

協和醗酵工業、渋谷
正史 
特開 2003-261460 

ジョンソンアンドジョンソ
ン、ハダシット メディカ
ル リサーチ サービシズ
特表 2002-532407 

イオニックス 
特表平 11-505504 

インサイト ジェノミック
ス 
特表 2003-504060 

クリエイティブ バイオモ
レキュールズ、アメリカ合
衆国 
特表平 08-505623 

シー ブイ セラピュー
ティクス、ワシントン大学
特表 2003-508031 

タカラバイオ、宝ホール
ディングス 
WO01/032899 

デ モントフォート大学 
特表平 09-501416 

ネオルクス 
特表平 09-505599 

プリズム PHARM 
特表平 09-510352 

ロジャー エス キュビッ
チョティ 
特表 2000-511513 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（4/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

生
体
反
応
の
利
用 

受
容
体
の
利
用 

レ
セ
プ
タ
ー
の
利
用 

 サウス フロリダ大学 
特表平 10-506879 

リーランド スタンフォー
ド ジュニア大学、ベクト
ン ディッキンソン 
特表平 09-504693 

久光製薬 
WO96/028188 

第一製薬 
特開平 09-235292 

  

生
体
反
応
の
利
用 

受
容
体
の
利
用 

リ
ガ
ン
ド
の
利
用 

トランスジーン(2) 
特開 2002-320475 
特開 2002-330774 

イミュネックス 
特表平 09-502174 

イムノージェン 
特表 2003-514903  

オニックス PHARM 
特表平 09-505735 

カタリーナ スヴァンボル
イ、ペル アンダーシュ 
ホーカンソン 
特表 2001-524535 

ジョージタウン大学、シ
ナージーン セラピュー
ティックス 
特表 2002-537318 

ジョーンズ ホプキンズ大
学 
特表平 08-508396 

ジラ 
特表 2003-525044 

ダイアックス 
特表 2003-530327 

テムド トラスト 
特表平 10-508003 

ドイチェス クレブスフォ
ルシュンクスツｪントルム 
スチフトウ、モア リサー
チ アプリケーションズ 
特表 2004-513074 

トランジエーヌ 
特表 2003-522183 

バイオフィジカ 
特表平 10-510845 

バーナム INST 
特表 2003-516744 

ブリストル マイヤーズ 
スクイブ 
特表 2002-532440 

プロ ダクト ヘルス 
特表 2003-532690 

メルク 
特開平 08-099901 

テキサス大学 
特表 2002-520297 

癌研究会 
特開 2000-279178 

三共 
特開 2004-002826 

三菱化学 
WO00/054807 

大塚製薬 
WO00/023476 

科学技術振興機構 
特開 2001-309790 

日本メジフィジックス 
特開平 08-053494 

宝酒造 
特開平 06-172203 

ジェネンテック(3) 
特開 2004-097224 
特開 2004-113239 
特表 2003-505020 

イミュノメディックス(2)
特表平 08-509226 
特表平 11-507046 

リ－ズ大学(2) 
特表 2002-541064 
特表 2004-506439 

ラ ホヤ キャンサー リ
サーチ ファウンデーショ
ン(2) 
特開 2003-155296 
特表平 10-502674 

野口研究所(2) 
特開 2001-261706 
特開 2001-278899 

産業技術総合研究所(2) 
特開 2003-226638 
特開 2003-226647 

アルニス バイオサイエン
シーズ 
特表 2004-500438 

イエナファルム 
特開 2003-061693 

イマアーレクス PHARM 
特表平 11-507638 

イントロヘーネ 
特表平 11-510050 

エーバーハルト－カルル
スー大学 
特表 2004-503214 

エピサイト PHARM 
特表 2001-511122 

エール大学 
特表 2001-510691 

オックスフォード バイオ
メディカ ユー ケイ 
特表 2001-524971 

キャンサー リサーチ テ
クノロジー 
特表 2004-524821 

ギリード サイエンシズ 
特表平 11-504926 

グリコテック 
特表 2001-517427 

ケース ウエスタン リ
ザーブ大学 
特表 2003-522117 

サングスタット メディカ
ル 
特表平 10-511989 

サントル ナシオナル ド
ラ ルシェルシュ シャン
ティフィツ、アンスチ．
パストゥール ドゥ リー
ル 
特表 2003-506335 

ジェンザイム 
特表 2003-532368 

ブリストル マイヤーズ
スクイブ(2) 
特開平 06-025012 
特開平 07-070175 

ユー エイ ビー リサー
チファウンデイション(2)
特表 2000-500438 
特表 2002-537347 

アクセス PHARM 
特表 2003-530317 

ウエルカム ファウンデー
ション 
特表平 09-501147 

エドワーズ カタリナ、
カールソン ヨルゲン、ス
ヨバーグ ステファン 
特表 2001-525356 

かずさディー エヌ エー
研究所、中外製薬 
WO2002/052008 

グリーンビル ホスピタル
システム 
特表 2004-504272 

シュイルマッハー フォル
カー、リトル メルビン、
ローデ ハンス－ユルゲン
特表平 09-510089 

センター フォー モレ
キュラー メディシン ア
ンド イミュノ 
特表平 10-503478 

バイエル 
特表 2003-508497 

パーヂュー リサーチ
ファウンデイション 
特表 2003-528924 

フォルシュングスツェント
ルム カールスルーエ 
特表 2002-506657 

ヘルス リサーチ 
特開平 06-157336 

メダレックス 
特表平 09-510201 

リサ－チ DEV  ファン
デーション 
特表平 08-501059 

小野薬品工業 
特開平 07-316200 

辻 彰、大鵬薬品工業 
特開平 11-080017 

アイシス PHARM 
特表 2003-501487 

アクティノバ 
特表 2003-517021 

サノフィ・アベンテス 
特開平 10-004979 

アメリカ合衆国 
特許 3474574 

ジョーンズ ホプキンズ大
学 
特表平 11-505505 

スクリツップ リサーチ
INST 
特表 2000-506854 

スタート テクノロジー
パートナーシップ 
特表平 08-504766 

ターボテック 
特表平 09-510696 

ファーマシューティカル
ディスカバリー 
特表平 08-510999 

プリズム PHARM、フィッ
ター INST フォー ダイ
アベーティス 
特表平 09-503751 

ヘキスト 
特表平 10-507626 

マリンクロドト 
特表平 11-507342 

ムーアフィールズ アイ
ホスピタル エヌ エイチ
エス トラ、インスチ．
オブ オフサルモロジー
ロンドン大学 
特表 2004-518649 

メルク 
特表 2004-504349 

カリフォルニア大学 
特表平 07-507689 

カンザス大学 
特表 2004-505029 

バーモント大学 
特表平 10-501210 

メディシン アンド デン
ティストリー大学 
特表平 10-501403 

科学技術振興機構 
特開 2003-002843 

協和醗酵工業、土田 邦博
特開 2003-113111 

三菱化学 
WO00/061114 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（5/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 
その他のがんの治

療 
その他の疾患の治療

生
体
反
応
の
利
用 

受
容
体
の
利
用 

リ
ガ
ン
ド
の
利
用 

 ジェンベック 
特表 2003-534806 

シブテク 
特表 2004-516809 

ジリード サイエンシズ
特表 2003-505111 

スティヒティング ボー
ル デ テヒニシェ ベ
テンシャッツペン、レイ
クス大学フロニンゲン 
特表 2002-532384 

グラクソ・スミスクライ
ン 
特表 2004-512345 

セモレックス 
特表 2004-525973 

セラテック 
特表平 10-505835 

セレクシス 
特表平 09-504425 

デー デー エス ド
ラ ッ グ  デ リ バ リ ー
サービス ツール 
特表 2002-521311 

テルモ 
特開 2004-231575 

テンプル大学 
特表平 11-502817 

シンガポ－ル国立大学 
特表 2003-529560 

ネオルツックス 
特表平 07-507804 

ネクスター PHARM 
特表 2002-508387 

ネーテック、小野薬品工
業 
特開平 09-227600 

ノージン ヨーロッパ 
特表 2004-504359 

ノバルティス、スクリッ
プス リサーチ INST 
特表 2004-502450 

バイオクエスト 
特開平 11-060603 

バイオテック オーストラ
リア 
特表 2002-543110 

ブイ アイ テクノロジー
ズ 
特表 2003-530554 

ブラッコ INTERN 
特表平 08-508048 

メディサイエンスプラニン
グ 
特開 2002-003407 

ユー エイ ビー リサー
チ ファウンデイション 
特表平 10-501684 

カリフォルニア大学 
特表 2003-528891 

コネチカット大学、ターボ
テック 
特表平 10-504709 

テキサス大学 
特表 2004-515751 

リーランド スタンフォー
ド ジュニア大学 
特表平 09-509826 

レイクス大学レイデン、
ネーデル． ハルトシュ
ティヒティング 
特表平 08-502726 

ワトソン PHARM 
特表 2003-516305 

旭化成 
特開 2003-192700 

海藻資源研究所、ヤマキ 
特開 2001-181213 

味の素 
WO01/002851 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（6/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

生
体
反
応
の
利
用 

抗
体
の
利
用 

モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
の
利
用 

東ソ－(3) 
特開平 06-62887 
特開平 06-62889 
特開平 06-62890 

ダウ ケミカル(2) 
特表 2002-504371 
特表 2002-504372 

ベーリンガー インゲルハ
イム INTERN、フォルシュ
ングスツェントルム カー
ルスルーエ(2) 
特許 3387929 
特表 2000-502067 

大鵬薬品工業(2) 
特許 3461365 
特許 3268147 

イントラセル リソーシー
ズ エル エル シー 
特表平 11-508235 

コロンビア大学 
特表 2004-518630 

サイークロン、カリフォル
ニア大学 
特表平 07-506484 

サントル ナシオナル ド 
ラ ルシェルシュ シャン
ティフィツ 
特表 2002-543811 

ジェネンテック 
特許 3398382 

メルク 
特表平 08-504088 

モレキュラー ディスカ
ヴァリーズ 
特表 2003-508355 

ラコウィックーズルチェン
スカー エバ エム 
特表平 09-506428 

ルードヴィッヒ  INST 
フォア キャンサー リ
サーチ、メモリアル ス
ローン－ケッタリング 
キャンサー センター 
特許 3541296 

ルードヴィッヒ  INST 
フォア キャンサー リ
サーチ 
特表平 11-506435 

国立がんセンター総長 
特開 2003-174885 

出光興産 
特開平 06-339392 

森永製菓 
特開平 07-126299 

真弓 忠範、中外製薬 
特開平 10-30000 

清水 信義、シバヤギ 
特開平 07-216000 

萩原 義秀 
特開平 06-141884 

アストラゼネカ 
特表平 08-502246 

インペリアル キャンサー
リサーチ テクノロジー 
特表平 08-506239 

ウエルカム ファウンデー
ション 
特表平 10-508482 

エーティーラボ、杉山 俊
博 
特開 2003-212900 

ジョーンズ ホプキンズ大
学 
特表平 11-508125 

ダナーファーバー キャン
サー INST 
特表平 09-502089 

ディアクロン ア ディレ
クトワール エ コンセイ
ユ ド 
特開平 08-291199 

ノースウエスト バイオセ
ラピューティクス 
特表 2002-506629 

ビレックス 
特表 2004-522447 

ベス イスラエル ディー
コネス メディカル セン
ター、ダナーファーバー
キャンサー INST 
特表 2004-501165 

メダレックス 
特表 2003-532409 

カリフォルニア大学 
特表 2003-513027 

科学技術振興機構 
特許 3154564 

麒麟麦酒 
WO2002/057316 

アメリカ合衆国 
特表平 10-508202 

イムノージェン 
特開平 06-056697 

オーストラリアン ナシヨ
ナル大学 
特許 3490443 

オンコロジクス 
特表平 08-504172 

メルク 
特開平 07-223968 

モノクローナル アンチボ
ディーズ セラピューティ
クス エム 
特表 2003-520250 

イリノイ大学ファウンデー
ション 
特表平 07-507202 

森永製菓 
特開平 07-126187 

清水 信義、シバヤギ 
特開平 10-084959 

東レ 
特開平 09-110722 

イミュノテク パートナー
ズ 
特開平 06-321809 

サイテイミューン サイエ
ンシーズ 
特表 2002-503639 

ピッツバーグ大学 
特表平 09-7508007 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（7/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

ヒ
ト
化
抗
体
の
利
用 

中外製薬 
特開平 08-169900 

興和、名古屋大学学長 
特開平 06-205689 

アブジェニックス 
特表平 11-505107 

アメリカ合衆国 
イミュノメディックス 
特開 2004-115529 

 

生
体
反
応
の
利
用 

抗
体
の
利
用 

そ
の
他
の
抗
体
の
利
用 

ル ー ド ビ ッ ヒ  INST 
フォー キャンサー リ
サーチ(4) 
特表 2003-500072 
特表 2003-512057 
特表 2003-527826 
特表平 11-508767 

ル ー ト ビ ッ ヒ  INST 
フォー キャンサー リ
サーチ、レイクス大学レイ
デン 
特表平 11-506904 

ル ー ド ビ ッ ヒ  INST 
フォー キャンサー リ
サーチ、メモリアル ス
ローン－ケッタリング 
キャンサー センター、ス
クリップス リサーチ 
INST 
特表 2003-527334 

アジエンシス(2) 
特表 2003-512842 
特表 2003-517306 

コリクサ(2) 
特表 2002-532093 
特表 2004-524003 

アイシス イノベーション 
特表平 08-506801 

アストラゼネカ 
特表平 09-506507 

アメリカ合衆国 
特表平 10-505481 

イージェニックス 
特表平 08-506815 

イミュノメディックス 
特表 2004-523205 

イーライ リリー 
特開平 06-217790 

インスチ． フュア ディ
アグノスティックフォル
シュング 
特表平 09-508352 

キャンサー リサーチ 
INST オブ コントラ コ
スタ 
特表平 09-503901 

ジェネンテック、イムノゲ
ン 
特表 2003-503365 

セント ヴィンセンツ ホ
スピタル シドニー 
特表 2002-542768 

ダイアデクスアス 
特表 2004-501613 

ダブリュ アール グレー
ス、メディカル カレッジ 
オブ ペンシルベニア 
特開平 07-138296 

ジエネンテツク(3) 
特表平 11-504007 
特表 2000-503204 
特表 2003-534292 

カイロン(2) 
特開 2003-081871 
特表平 09-509329 

ベーリンガー インゲルハ
イム INTERN(2) 
特表 2002-513556 
特表 2003-530092 

科学技術振興機構(2) 
特開 2001-316298 
特開 2003-286189 

オックスフォード バイオ
メディカ ユー ケイ 
特表 2003-515323 

キャンサー リサーチ テ
クノロジー 
特表平 09-505737 

ケイ エス バイオメ
ディックス 
特表 2003-513985 

コベンハブンズ大学 
特表平 11-510375 

ジェネティクス INST 
特表 2003-520828 

ゾナジェン 
特表平 07-507570 

ダイアタイド 
特表平 11-503420 

ディ ディ エス研究所、
明治製菓、旭化成 
WO98/031392 

デイド ベーリング マル
ブルク 
特開平 06-133768 

ネオルクス 
特表平 09-506106 

ノバルティス 
特表 2004-514433 

ヒューマン ジノーム サ
イエンシーズ、ケンブリッ
ジ アンティボディー テ
クノロジー グループ 
特表 2004-509615 

フィロジェン 
特表 2003-523406 

ヘルス プロテクション
エージエンシー 
特表 2003-513941 

オクラホマ州立大学 
特表 2003-535063 

メルク 
特許 3481948 

ユニバーシティ オブ メ
ディシン アンド デン
ティストリー 
特表平 08-504098 

アイデツク PHARM(2) 
特許 3095175 
特表 2003-513937 

スローン ケタリング
INST フォー キャンサー
リサーチ(2) 
特表 2002-516297、 
特表 2003-535913 

イミュノメディックス 
特表 2002-531523 

イムクローン システムズ
特表平 11-507535 

イムノージェン 
特表 2004-520450 

エム セー アー DEV、
ボーチャート ポール
イー、ブリーゼンドープ
ヒューバート エム、クア
ドリ サイド エム 
特表 2002-509122 

キャンサー リサーチ
キャンペーン テクノロ
ジー 
特表平 09-510605 

グラクソ スミスクライン
特表 2003-527441 

ケイ エス バイオメ
ディックス 
 
特表 2002-524470 

ケンブリッジ アンティボ
ディー テクノロジー 
特表 2002-519065 

コリクサ 
特表 2002-507387 

シェーリング プラウ 
特表 2004-518717 

トーチリン ヴラディミー
ル ピ－、アイアコブ レ
オニド ズイー 
特表平 10-505819 

ネオルクス 
特表平 09-506594 

ノボリティックス 
特表 2002-529521 

プフイツエンマイア－ ク
ラウス、バヤント ハラル
ド 
特表 2004-508819 

ブリストル マイヤーズ
スクイブ 
特表平 09-509043 

モロ リカード ジェイ 
特表平 11-511847 

テキサス大学 
特表 2002-543093 バ－ジ

ニア大学 
特表 2002-524533 

イミユノメデイツクス(3)
特許 3095415 
特表平 10-509425 
特表平 09-505799 

アクゾ ノーベル(2) 
特表平 06-507918 
特開平 06-157350 

イーヴァン フリードリッ
ヒ ベネス 
特開平 11-322634 

インペリアル キャンサー
リサーチ テクノロジー 
特表平 08-509460 

ジェネンテック 
特表平 09-512163 

ジェンザイム 
特表 2004-505607 

ダウ CHEM 
特表平 07-505886 

ダナーファーバー キャン
サー INST 
特表平 10-501681 

ナビ 
特表 2002-531421 

ハーバート ピルグリム 
特許 3436760 

ヘルス プロテクション
エージエンシー 
特表 2002-529093 

マツムラ ケネス ナオユ
キ 
特表平 06-508373 

カリフォルニア大学 
特表 2004-525858 

ロッシュ 
特許 3066983 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（8/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

抗
体
の
利
用 

そ
の
他
の
抗
体
の
利
用 

トランジエーヌ 
特表平 10-505745 

バイオ テクノロジー 
ジェネラル 
特表 2004-524023 

マヨ ファウンデーション 
フォー メディカル エ
デュケーション 
特表 2003-524587 

アバディーン大学 
特表 2002-543765 

リセンチア 
特表平 09-511141 

科学技術振興機構 
特開 2001-218585 

協和醗酵工業 
WO01/023431 

相模中央化学研究所 
特表 2000-516442 

村松 喬 
特開平 06-172218 

東ソ－ 
特開平 06-062888 

同仁化学研究所 
特許 2087396 

扶桑薬品工業 
WO99/064591 

ロチェスター大学 
特表 2003-530836 

ロンドン大学 
特表 2002-503677 

ラモト 
特表 2003-509020 

リポソーム 
特表 2003-514843 

協和醗酵工業 
特開 2004-000045 

山之内製薬 
特開平 07-228688 

富士写真フイルム 
特開平 06-256215 

ミネソタ大学 
特表平 10-508868 

レキシジェン PHARM 
特表 2002-511432 

ローヌ プーラン ロー
ラー 
特表平 08-508879 

ロバーツ ジョゼフ、メ
ディカル エンチューメス
特表平 09-502082 

協和醗酵工業 
WO96/035451 

生体科学研究所 
特開平 07-206690 

 

生
体
反
応
の
利
用 

免
疫
反
応
の
利
用 

  コリクサ(2) 
特表 2002-516659 
特表 2002-543769 

アイデツク PHARM 
特表 2003-535908 

アメリカ合衆国 
特表平 08-508252 

アレクシス バイオテック
特表 2002-517517 

イノジェネティクス 
特表平 11-506915 

ウイスター INST 
特許 3541950 

ゲムバックス 
特表 2002-520293 

コロンビア大学 
特表平 11-510490 

サイティック 
特表 2004-525151 

ジェンザイム、ストレス
ジェン バイオテクノロ
ジーズ 
特表 2002-536344 

ストレスジェン バイオテ
クノロジーズ 
特表 2001-512749 

ニューヨーク メディカル
カレッジ 
特表 2002-533357 

カリフォルニア大学 
特表平 10-509702 

ケンタッキー大学リサーチ
ファンデイション 
特表平 11-500607 

ブリティッシュ コロンビ
ア大学 
特表平 10-505755 

ライデン大学 メディカル
センター 
タノックス 
特表 2002-528383 

リサーチ DEV  ファン
デーション 
特表平 07-505882 

アクティブ バイオテック
特表 2001-510687 

オクソン ファーマシンズ
特表 2004-509149 

オ ー ソ  マ ク ニ ー ル
PHARM 
特表 2004-512030 

カイロン 
特表平 10-501136 

トーマス ジェファーソン
大学 
特表平 09-500902 

パウダージェクト ヴァク
シンズ 
特表 2004-522403 

メルク 
特表 2004-509846 

シンシナティ大学 
特表 2004-504264 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（9/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

ア
ン
チ
セ
ン
ス

R
N
A

の
利
用 

 アイシス PHARM 
特許 3527200 

ジョージタウン大学 
特表平 10-506003 

トーマス ジェファーソン
大学 
特表平 10-509878 

バ イ オ オ ー リ ア ン ス
ファーマ、サントル ナシ
オナル ド ラ ルシェル
シュ シアンティフィフイ
ツ、インスチ． グスタベ
ルーシー アイジーアー
ルー 
特表 2004-500018 

イミュノファーマ 
特表平 11-505113 

アイ シー エヌ PHARM
特表平 10-508312 

イースト カロライナ大学
特表平 11-507218 

ケース ウエスタン リ
ザーブ大学 
特表 2003-505518 

サングスタット メディカ
ル 
特表 2003-500335 

ジョーンズ ホプキンズ大
学 
特表 2000-511410 

ビオプション 
特表平 09-511143 

リボザイム PHARM 
特表平 09-509323 

創薬技術研究所 
特開平 09-110894 

生
体
反
応
の
利
用 

遺
伝
子
発
現
の
利
用 

そ
の
他
の
遺
伝
子
発
現
の
利
用 

ジェネンテック(4) 
特開 2003-274980 
特表 2004-520806 
特表 2004-520808 
特表 2004-520810 

アイシス イノベ－ション 
特許 2800850 

カイロン、京都大学総長 
特表 2003-516731 

バイエル、インスチ． オ
ブ ヴァイロロジー 
特表平 07-508160 

バイオン PHARM、エ－ル
大学 
特表 2002-500001 

ヒューマン ジェノム サ
イエンシズ 
特表平 10-508484 

フォルシュングスツェエン
トルム カールスルーエ 
特表 2004-515221 

マックス プランク Ｇ 
ツア フェルデルンク デ
ル ウィッセ 
特表平 07-509477 

ピツバーグ大学 
特表 2003-527398 

ルードビッヒ INST フォ
ア キャンサー リサーチ 
特表平 10-506537 

佐々木 寛 
特開 2003-289877 

茶野 徳宏、岡部 英俊、
池川 志郎 
特開 2004-57003 

富士写真フイルム 
特開 2004-18484 

協和醗酵工業(2) 
WO01/068817 
WO01/098493 

協和醗酵工業、野島 博 
WO01/025427 

インサイト PHARM 
特表 2002-541787 

アルバータ大学 
特表平 10-510046 

キュラジェン、バイオジェ
ン 
特表 2003-507070 

ゲッツエンバーグ ロバー
ト エイチ、バーンソン
ロバート アール 
特表平 10-512158 

ジェネラル ホスピタル、
マサチューセッツ INST
オブ テクノロジー 
特表平 08-510377 

グラクソ スミスクライン
特表 2000-502890 
ビクトリア大学マンチェス
ター校 
特表 2001-520185 

ヒューマン ジノーム サ
イエンシーズ 
特表 2003-515320 

ファイザー 
特開 2002-355051 

プロスケリア、ハ－バ－ド
大学、ケース ウエスタン
リザーブ大学 
特表 2004-507236 

ベイラー カレッジ オブ
メディシン 
特表平 09-502094 

ヘルス プロテクション
エージェンシー 
特表 2003-509476 

テキサス大学 
特表 2003-507076 

ベイラー カレッジ オブ

メディシン(2) 

特表平 08-508166 

特表平 09-504784 

リボファルマ(2) 

特表 2004-519457 

特表 2004-519458 

ローヌ プーラン ロー

ラー(2) 

特表平 08-511162 

特表平 11-514881 

アンジオジーン、サントル

ドウ ルシェルシュ デュ

サントル オスピタリエ 

特表 2001-504500 

アンスチ． パスツール、

アンスチ． ナシオナル

ド ラ サンテ エ ド

ラ ルシェルシュ、ピエ－

ル エ マリー キュリー

大学 パリ、アシスタンス

ピュブリク オピトー

ドゥ パリ 

特表平 08-507757 

ウエルカム ファウンデー

ション 

特表平 09-504957 

エイ ジェイムズ ミクソ

ン 

特開平 11-187886 

エフ ホフマン ラ ロ

シュ 

特開平 06-209778 

エムベーテー ミュニヒ

ビオテヒノロジー、ユニ

バーシティ テクノロジー

特表 2004-500049 

カイロン 

特表平 09-503740 

カンジ 

特表 2001-511815 

サムヤン ジェネックス 
特表 2004-504846 

エ－ル大学(2) 
特表平 10-508181 
特表平 11-507231 

ジーン シアーズ(2) 
特表平 09-508004 
特表平 10-506261 

アメリカ合衆国 
特表平 09-505557 

アン ゴー ジェン 
特表 2003-509463 

イミュソル 
特表平 11-514855 

カイロン 
特表平 09-503920 

ジー ピー シー バイオ
テック 
特表 2001-512008 

ジェネンテック 
特表 2001-517437 

セント エリザベスズ メ
ディカル センター オブ
ボストン 
特表 2001-511462 

ノバルティス 
特表 2004-510741 

プロテイーン ニックス 
特表平 10-502333 

ベイラー カレッジ オブ
メディシン 
特表 2003-512010 

マイアミ大学、リ－ランド
スタンフォード ジュニア
大学、バーレット リ
チャード ジェイ、ラン
ドー トーマス エイ 
特表 2003-502288 

ルイヴィル大学 リサーチ
ファウンデイション 
特表 2003-517311 

リジェネレーション テク
ノロジーズ 
特表 2003-505205 

サノフィ･アベンティス 
特表平 10-502533 

ローラント クロイツ
アー、シュテファン リメ
ル 
特表 2003-502012 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（10/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

生
体
反
応
の
利
用 

遺
伝
子
発
現
の
利
用 

そ
の
他
の
遺
伝
子
発
現
の
利
用 

  ジェネラル ホスピタル、

ボストン大学、ダナー

ファーバー キャンサー

INST 

特表平 10-504308 

シドニー キンメル キャ

ンサー センター 

特表平 09-512554 

セント ジュード チルド

レンズ リサーチ ホスピ

タル 

特表平 11-514225 

トランジエーヌ 

特表平 09-502993 

バレンティス 

特表 2002-524036 

ピエル ファブル メディ

カマン 

特表 2003-516126 

プロション バイオファル

マ 

特許 2806634 

ヘキスト 

特表平 10-506526 

アーカン大学 

特表 2003-512036 

マクギル大学 

特表 2002-539760 

ピエール エ マリー

キュリー大学 パリ 

特表平 10-506007 

リサーチ DEV  ファン

デーション 

特表 2002-534396 

レアト 

特表平 11-506340 

ワイス 

特表 2004-509909 

協和醗酵工業 
WO2002/024227 

ファイザー 
特表 2003-502321 

桜川 宣男、内田 彩子、
エスアールエル 
特開 2003-125759 

大阪府、麒麟麦酒 
特開平 07-097328 

武田薬品工業 
特開 2002-355060 

促
進
剤
の
利
用 

前田 浩、東レ 
WO00/076496 

 セライト 

特表 2003-520251 

マックス プランク Ｇ

ツア フェルデルンク デ

ル ウィッセ(2) 

特表平 11-509412 

特表平 10-501402 

エ ス  ア ー ル  ア イ

INTERN 

特表平 11-506302 

センター フォー モレ

キュラー メディシン ア

ンド イミュノ 

特表平 10-505866 

サントル ナシオナル ド

ラ ルシェルシュ しシア

ンティフィツ 

マサチューセッツ ジェネ

ラル ホスピタル、モレ

キュラー サイエンシズ

INST 

特表 2004-516848 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（11/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

ベ
ク
タ
ー
の
利
用 

ジョージタウン大学 

特表 2001-513508 

ユー エイ ビー リサー

チ ファウンデイション 

特表 2003-509079 

アラーガン 

特表平 10-500988 

ヘモソル 

特表 2002-513747 

大石 孝昭 

特開 2003-096093 

グラスゴー大学、ウイス

ター INST 

特表平 10-503766 

カンジ 

特表平 11-506315 

ジョージタウン大学 

特表平 11-506931 

バージニア大学 

特表 2003-527128 

トクシメト 

特表 2003-533203 

長崎大学 

特開 2004-236505 

アビジエン 

特表平 11-514215 

カイロン 

特表 2001-514235 

カイロン、アイオワ大学リ

サーチ ファウンデーショ

ン 

特表 2003-534787 

テヘテ LAB  エセ ア

デ セ ウベ 

特表 2004-500040 

トランスジーン、ヨーロピ

アン モレキュラー バイ

オロジー LAB エー エ

ム 

特表 2003-508057 

ノバルティス 

特表 2002-507382 

モンドゲン 

特表平 11-505114 

ロッシュ デイアグノス

ティクス 

特表平 09-511405 

ローヌ プーラン ロー

ラー、アンスチ． ナシオ

ナル ド ラ サンテ エ

ド ラ ルシェルシュ 

特表平 08-509208 

久光製薬 

WO01/052901 

担
体
の
利
用 

リ
ポ
ソ
ー
ム
の
利
用

  リポテック 
特表 2004-510811 

ボストン大学 

特表平 11-506755 

ラージ スケール バイオ

ロジー、エス アール ア

イ INTERN 

特表 2002-507567 

アロネツクス PHARM 

特表 2004-522770 

 

キ
ャ
リ
ア
ー
の
利
用 

 モンドゲン 

特表平 11-505114 

 ジェネラル ホスピタル 

特表平 07-509467 

タカラバイオ 

特開 2005-52001 

ウォルター アンド イラ

イザ ホール INST オブ

メディシン 

特表 2003-0512435 

サイエンティフィック

DEV アンド リサーチ、

モートン アラン ジョセ

フ 

特表 2003-514842 
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表 1.4.2-6 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（12/12） 

患部の識別 患部での薬効発現 課題 
 
解決 
手段 

がんの識別 その他疾患の識別 その他のがんの治療 その他の疾患の治療 

装
置
の
利
用 

そ
の
他
の
機
械
・
器
具
の
利
用 

   エンハンス PHARM 

特表 2003-507109 

超
音
波
の
利
用 

   アンジェス エムジー 

特開 2002-145784 

イマアーレクス PHARM(2)

特表 2002-510278 

特表平 09-501410 

ジーイー横河メディカルシ

ステム 

特開 2000-204047 

シェーリング 

特表平 09-502191 

ネブラスカ大学 

特表 2002-520298 

竹内 康人 

特開 2001-081045 

東芝 

特開 2000-189521 

光
の
利
用 

   スコシア ホールディング

ズ 

特表 2003-525942 

バイオリテック 

特表 2003-526405 

ファーマサイクリクス、テ

キサス大学(2) 

特表平 11-506452 

特表平 10-508581 

フォトゲン 

特表 2002-522111 

ライト サイエンシーズ 

特表 2002-534483 

機
械
・
器
具
の
利
用 

物
理
的
刺
激
の
利
用 

そ
の
他
の
物
理
的
刺
激
の
利
用

   ジェンデル(3) 

特表 2003-505409 

特表 2003-522140 

特表 2003-523236 
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表 1.4.2-7 に能動的標的化の課題に対する解決手段の出願人を示す。直接送達方法開

発に対して「その他の機械・器具の利用」に関しては、コア ハイブリッド テクノロジー

ズ、ビバスとユー エム ティーが各２件の出願をしている。さらに京都大学の田畑泰彦氏

の出願が１件ある。 

 

表 1.4.2-7 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（1/3） 
課題 

 
解決 
手段 

直接送達方法開発 

促
進
剤
の

利
用 

鳥居薬品 

特開 2000-247902 

久光製薬 

特表 2001-064253 

 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
へ
の
分
散 

サイバス PHARM(2) 

特表平 11-507357、特表平 11-507406 

サンヤン(2) 

特表 2001-509471、特表 2002-521346 

太田製薬 

特許 3469926 

明治製菓 

特開平 10-324642 

森永乳業 

特開 2000-063289 

アストラゼネカ 

特表平 07-508735 

大正製薬 

特表平 09-503782 

ミシガン大学 

特許 3054634 

メイヨー ファンデーション フォー メディカル エ

デュケーション 

特表 2000-505430 

高田 寛治 

特表 2002-531394 

イッサム リサーチ DEV CO オブ ザ ヒーブルー UN

特表 2003-514845 

ジェンザイム、フォーカル 
特表 2004-518664 

リ
ポ
ソ
ー
ム
の
利
用 

オラソマル テクノロジーズ 

 特表 2002-500165 

 

カ
プ
セ
ル
の
利
用 

ニチニチ製薬、森下仁丹(2) 

特開平 11-199494、特開平 11-199495 

アラーガン 

特表 2002-538098 

アラージェニクス 

特表 2002-506019 

ウエスト ファーマシューティカル サ－ビシズ

特表 2000-510100 

エミスフェアー テクノロジーズ 

特表平 09-504300 

キテイ－ 

特開平 07-145082 

ピジヨン 

特開 2004-018443 

マサチューセッツ工科大学、ペン ステイト リ

サーチ ファウンデイション 

特表 2000-511189 

ファイザー 

特表 2002-525314 

三生医薬 

特開平 11-076369 

森本 一洋、田畑 泰彦、ファイザー 

特開 2000-256182 

太陽化学 

特開 2003-334062 

大正製薬 

特表平 09-504280 

日本レダリ－ 

特開平 11-012179 

理研ヘルス 

特開 2001-354555 

キ
ャ
リ
ア
ー
の
利
用 

アストラゼネカ 

特許 3366640 

アドバンスト インハレーション リサーチ 

特表 2004-509141 

オラファーマ 

特表 2003-509367 

コモンウエルス サイエンティフィック 

特表平 09-505060 

ツアン ハオ 

特表 2004-513182 

ベクチュラ 

特表 2003-525081 

メルク 

特開 2000-256191 

核内受容体研究所 

特開 2003-128574 

担
体
の
利
用 

エ
マ
ル

ジ
ョ
ン
の

利
用 

太陽化学 

特開 2003-334062 
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表 1.4.2-7 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（2/3） 
課題 

 
解決 
手段 

直接送達方法開発 

担
体
の
利
用 

コ
ー
テ
ィ
ン
グ 

カネボウ(4) 

特許 3187502 

特許 3202053 

特開平 05-186337 

特開平 06-133735 

田辺製薬(3) 

特開平 07-2650 

特開平 07-10745 

特開 2000-103732 

大正製薬(2) 

特表平 11-506432 

特表平 11-506433 

エフ ホフマン ラ ロシュ 

特許 2774080 

エンズレル 

特表 2003-534252 

グラクソスミスクライン 

特表平 10-511930 

シャイア LAB 

特表平 09-510708 

ダンバイオシスト ユー ケー 

特許 2986217 

テイロッツ ファルマ 

特表平 11-509523 

ノージン リサーチ、ハ－バ－ド大学 

特表 2003-512320 

ノバルティス 

特表平 09-501939 

バイオダイナミック PHARM 

特表平 11-506766 

ファルマシューティスク LAB フェルリング 

特表平 09-500617 

ペリオ プロダクツ 

特表 2000-503316 

マヨ ファウンデーション フォー メディカル エデュ

ケーション 

特表平 11-502842 

メイヤー ジェームス エイチ 

特表平 07-507546 

メファ 

特表 2004-507487 

メルク 

特表平 09-504276 

カリフォルニア大学、アイメッド 

特表 2002-534485 

久光製薬 

特開平 11-335269 

協和醗酵工業 

特開 2000-319166 

大塚製薬） 

特表 2001-23000 

日本カラコン、住友製薬、三洋化成工業 

特開 2004-051578 

日本ペイント 

特開平 07-082302 

日本政策投資銀行 
特開 2001-342127 

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
送
達

アムジェン 

特表 2003-517020 

アメリカ合衆国、コメディカス 

特表平 10-502905 

オレゴン ヘルス サイエンシズ大学 

特表 2002-502822 

コーディス 

特開 2004-154541 

サイティック 

特表 2002-526422 

シェーリング 

特表 2001-516730 

バイオカーディア 

特表 2003-529409 

ルーベン レオ、バーンステイン デイビット 

特表 2004-500906 

堀 信一 
特開平 06-056676 

機
械
・
器
具
の
利
用 

装
置
の
利
用 

磁
性
体
の
利
用 

ジェイエスアール(3) 

特開平 09-208788 

特開平 10-087711 

特開平 11-191509 

エフ イー アール エックス(2) 

特許 3176600 

特許 3145120 

 

科学技術振興機構 

特開 2000-229844 

ユクロ ヨーロピアン コントラクト リサーチ 
特表 2003-528911 
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表 1.4.2-7 能動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（3/3） 
課題 

 
解決 
手段 

直接送達方法開発 

装
置
の
利
用 

そ
の
他
の
機
械
・
器
具
の
利
用 

ゴア ハイブリッド テクノロジーズ(2) 

特表平 10-503964 

特表平 10-503965 

ビバス(2) 

特開 2003-212793 

特表 2003-525844 

ユー エム ディー(2) 

特表 2004-508296 

特表 2004-519420 

アイシス PHARM 

特表 2002-515513 

アトリック LAB 

特表平 09-511741 

アバンテク バスキュラー 

特表 2004-523275 

サノフィ･アベンティス 

特開平 10-236984 

イクリプス サージカル テクノロジーズ 

特開平 10-192414 

オメロス 

特表 2003-505427 

オリンパス 

特開 2003-210395 

キネテック 

特表 2003-512318 

クアナム メディカル 

特表 2002-519335 

グリュッスナー ウヴェ エミール クリスティア

ン 

特表 2004-525666 

コーネル リサーチ ファウンデーション、ラー

ナー シドニー 

特表 2004-506482 

サイトセラピュテイックス 

特表 2000-507854 

サンギ、国立感染症研究所長 

特開 2004-35416 

シュナイダー ユー エス エー 

特表平 11-500047 

ジョーンズ ホプキンズ大学 

特表 2004-524866 

ダイレクト セラピューティクス 

特表 2001-527051 

ニューワース ロバート エス 

特表平 11-507353 

ネオルックス 

特表平 11-500635 

ボシュ アンド ロム 

特表 2001-516713 

ボストン サイエンティフィック 

特表 2001-514936 

ボストン サイエンティフィック、セント エリザベ

スィーズ メディカル センター 

特表 2003-521275 

ボストン サイエンティフィック、フレセニウス カビ 

特表 2003-528129 

メディカル リサーチ カウンシル 

特表 2004-518489 

メトリス セラピューティクス 

特表 2003-531182 

ミシガン大学 

特表平 08-509869 

ラビファム LAB 

特表 2002-518417 

リーランド スタンフォード ジュニア大学 

特表 2003-525913 

田畑 泰彦、バイオメディカルセンター 

特開 2003-081866 

日本大学、アイアール 

特開 2003-135588 

超
音
波
の
利
用

ネブラスカ大学(2) 

特表 2000-507931 

特表 2000-515499 

ブラッコ リサーチ 

特表 2002-502829 

立花 克郎、立花 俊郎 

特開平 11-092360 

 

光
の
利
用 

科学技術振興機構、神奈川科学技術アカデミー 

特開 2002-316946 
 

機
械
・
器
具
の
利
用 

物
理
的
刺
激
の
利
用 

そ
の
他
の
物
理
的
刺
激
の
利
用

ファークス(2) 

特表 2002-500177 

特表 2003-512336 

ヤクルト本社、ライフテクノロジー 

特開平 09-143053 
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②受動的標的化技術 

図 1.4.2-4 に受動的標的化技術の課題に対する解決手段の分布を示す。受動的標的化

技術の課題は、「がんへの集積化」と「その他患部への集積化」に集中している。がんへ

の集積化、その他患部への集積化に対して、両課題ともに、「生体適合性改良」で多く対

応している。これは、ポリエチレングリコールなどを薬剤またはキャリアーに結合するこ

とで、異物とみなされて排除されることを防止して体内に長く循環させることによって、

結果としてがんなどの患部に薬剤を集積させるものである。その他に、「リポソームの利

用」や「キャリアーの利用」などの担体の利用で対応している。 

 

図 1.4.2-4 受動的標的化技術の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生体適合性改良

温度、pH、親水性等の利用

生分解性の利用

膜透過機構の利用

受容体の利用

マトリックスへの分散

リポソームの利用

カプセルの利用

キャリアーの利用

エマルジョンの利用

生
体
条
件
の 

利
用 

生
体
反
応
の 

利
用 

担
体
の
利
用 

そ
の
他
患
部
へ
の
集
積
化

が
ん
へ
の
集
積
化 

患部への 
集積化 

課 題 

解
決
手
段 

1 1

1 2

1

1

1 1

1 3

2

2 2

1612

5 5

5

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.2-8 に受動的標的化の課題に対する解決手段と出願人を示す。出願が集中して

いるがんへの集積化に対して「がんへの集積化」に関して、三菱ウエルファーマが２件出

願している。さらに熊本大学の前田浩氏、京都大学の田畑泰彦氏の出願がそれぞれ１件あ

る。 

 

表 1.4.2-8 受動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（1/2） 

患部への集積化 
課題 

 
 
 
解決 
手段 

がんへの集積化 その他患部への集積化 

生
体
適
合
性
改
良 

三菱ウエルファーマ(2) 
特開平 08-053499 
WO95/024201 

エム エル LAB 
特表 2002-508758 

ジョージタウン大学 
特表 2002-535290 

ドイチェス クレブスフォルシュンクスツエントルム
スチフトウ 
特表平 11-508565 

ニコメッド イマジング 
特表平 08-502300 

旭化成 
WO97/38727 

生産開発科学研究所 
特開平 09-235235 

前田 浩 
特開 2003-073273 

第一製薬、デイ デイ エス研究所 
特開平 11-092405 

第一製薬 
特開 2002-060351 

田畑 泰彦 
特開 2003-104914 

エフ ホフマン ラ ロシュ 
特表 2002-517451 

エミスフェアー テクノロジーズ 
特表平 10-507762 

エンゾン 
特表平 09-504299 

カイロン 
特表 2002-505338 

デビオ ルシェルシュ PHARM 
特表 2002-513055 

ドイチェス クレブスフォルシュンクスツエントルム ス
チフトウ 
特表平 11-503433 

ネクター セラピューティックス エイエル 
特表 2004-525212 

フレゼニウス カビ ドイチュラント 
特表 2004-525170 

ノッティンガム大学、ヘント大学 
特表平 09-511002 

ユタ大学 
特表 2000-500120 

産業技術総合研究所 
特許 2545729 

大鵬薬品工業 
特開平 10-236985 

第一製薬 
特開 2002-030002 

日本油脂(2) 
特開平 08-092068 
特開平 07-291853 

日本油脂、三菱ウエルファーマ 
特開 2004-196675 

温
度
、pH

、
親
水
性
等
の
利
用

マップ メディカル テクノロジーズ 
特表 2002-527407 

ビー ティー ジー 
 特表平 10-501789 

生
体
条
件
の
利
用 生

分
解
性
の
利
用

エフ ホフマン ラ ロシュ 
特表 2002-502857 

マサチューセッツ工科大学 
特表平 09-504308 

メディシン アンド デンティテイストリー大学 
特表 2002-506833 

生
体
反
応
の
利
用 

膜
透
過
機
構
の
利
用 

 バイオミラ 
特表 2004-522717 



83 

 

表 1.4.2-8 受動的標的化技術の課題・解決手段と出願人（2/2) 

患部への集積化 
課題 

 
 
 
解決 
手段 

がんへの集積化 その他患部への集積化 

生
体
反
応
の
利
用 

受
容
体
の
利
用 

 マリンクロドト 
特表 2002-531377 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
へ
の
分
散 

デイバーサ 
特表 2004-523219 

武田薬品工業 
特開平 07-206903 

リ
ポ
ソ
ー
ム
の
利
用 

三共(2) 
特開平 11-199488 
特開 2001-026544 

イネックス PHARM(2) 
特許 3270478、 

イネックス PHARM、テキサス大学 
特表 2002-541088 

日本精化 
特開平 06-122634 

 

カ
プ
セ
ル
の
利
用 

シルテックス メディカル 
 特表平 09-508897 

ディデコ 
特開平 11-005752 

フラメル テクノロジー 
特表平 11-503118 

ナノファルム 
特表 2001-502721 

キ
ャ
リ
ア
ー
の
利
用 

小田切 優樹 
特開平 06-293631 

明治製菓 
特表平 07-025764 

エスアールエル 
特開平 08-109142 

コンジュシェム 
特表 2001-522863 

テクノネットワーク四国 
特開 2003-073258 

テルモ 
特開平 09-308484 

武田薬品工業 
特開平 07-097333 

担
体
の
利
用 

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
の
利
用

日本農薬、第一製薬 
特開平 08-301759 

竜角散 
特開 2004-113154 

神奈川科学技術アカデミ－ 
特許 3499604 

富山化学工業 
特開平 08-217790 
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(3) 薬剤吸収制御技術 

①薬剤導入技術 

 図 1.4.2-5 に薬剤導入技術の課題に対する解決手段の分布を示す。薬剤導入技術で集中

している課題は、「吸収促進化」である。 

吸収促進化に対しては、「促進剤の利用」で集中して対応している。 

 一方、出願件数は多くないものの、患者の QOL を改善するために新規投与方法開発が課

題となっており、マトリックスへの分散などの解決手段が用いられている。 

 

図 1.4.2-5 薬剤導入技術の課題・解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-9 に薬剤導入技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出願が集中してい

る吸収促進化の中でも、具体的には、「経粘膜吸収促進化」、「経皮吸収促進化」、「細胞内

吸収促進化」、「その他の吸収促進化」に課題が集中している。 

経粘膜吸収促進化と経皮吸収促進化に対しては、「その他の促進剤添加」で主に対応し

ている。 

生体適合性改良 

温度、pH、親水性等の利用 

酵素等を利用 

膜透過機構の利用 

受容体の利用 

抗体の利用 

免疫反応の利用 

遺伝子発現の利用 

促進剤の利用 

マトリックスへの分散 

ベクターの利用 

リポソームの利用 

カプセルの利用 

キャリアーの利用 

エマルジョンの利用 

コーティング 

装置の利用 

物理的刺激の利用 

生
体
条
件
の 

利
用 

生
体
反
応
の 

利
用 

担
体
の
利
用 

機
械
・
器
具
の 

利
用 

経
皮
投
与 

経
口
投
与 

経
粘
膜
投
与 

経
鼻
投
与 

経
肺
投
与 

吸
収
促
進
化 

安
定
化 

新規投与方法開発 

課 題 

解
決
手
段 

1992 年 1 月～2002 年 12 月の出願 

 
22

6

3

30

14

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

100

4

7

3

2 1

120

2

2

2

18

12

6

4

10

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1
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細胞内吸収促進化に対しては、「リポソームの利用」によって対応している。その他の

吸収促進化に対しては、生体適合性改良で対応している。 

 

表 1.4.2-9 薬剤導入技術の課題・解決手段の分布 

吸
収
促
進
化 

新
規
投
与
方
法
開
発 

 

課題

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決手段 

安
定
化 

経
肺
吸
収
促
進
化 

経
鼻
吸
収
促
進
化 

経
粘
膜
吸
収
促
進
化 

経
口
投
与
促
進
化 

経
皮
吸
収
促
進
化 

細
胞
内
吸
収
促
進
化 

そ
の
他
の
吸
収
促
進
化 

経
肺
投
与 

経
鼻
投
与 

経
粘
膜
投
与 

経
口
投
与 

経
皮
投
与 

生体適合性改良 5 1 2 7 12 1   1

温度、pH、親水性等の利用 1 1 3 1 1     
生体条件の利用 

酵素等の利用 1 1 1  1    

膜透過機構の利用 1 1 2 1 17 9   1 1

受容体の利用 2 6 6    

抗体の利用 2     

免疫反応の利用 1     

生体反応の利用 

遺伝子発現の利用  1    

胆汁酸添加 2 1 1 1     

毒素を添加 1 2 4     

ペプチド添加 2 1 8  1   

カチオン性脂質を添加 2 8     

界面活性剤添加 2 3 1    1 

有機物添加 4 7 4     1

ビタミン添加 2 1     

塩の添加 3      

無機物添加 3 6      1

促進剤の利用 

その他の促進剤添加 1 10 13 9     

マトリックスへの分散 3 3  1  1 1 2 1

ベクターの利用 5 2   1 

リポソームの利用 1 1 2 11 5 1   1

カプセルの利用 2 1 4 3 4    1

キャリアーの利用 2 4 1 2 3 8  1  1

エマルジョンの利用 2 1 1 1 3    

担体の利用 

コーティング      1

装置の利用 1 2  1 1   1
機械・器具の利用 

物理的刺激の利用 1 5 1 3    1
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表 1.4.2-10 に薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人を示す。出願が集中している細

胞内吸収促進化に対して「膜透過機構の利用」に関して、中外製薬が３件、カリフォルニ

ア大学が２件出願している。細胞内促進化に対して「カチオンセイ脂質添加」に関して、

プロメガ バイオサイエンシーズが３件出願している。 

 

表 1.4.2-10 薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人(1/7) 

吸収促進化 課題 
 
解決 
手段 

経粘膜吸収促進化 経皮吸収促進化 細胞内吸収促進化 その他の吸収促進化 

生
体
適
合
性
改
良 

 ジョンソンアンドジョンソ
ン 
特表平 11-507341 

中川 百樹、富永 孝利 
特開平 06-261934 

ベクトン ディッキンソン
特許 2506543 

産業技術総合研究所、中西
守 
特開 2003-040767 

日本触媒 
特開 2004-049214 

ビオテック トゥールーズ
特表平 09-508099 

エミスフェアー テクノロ
ジーズ 
特表平 10-509433 

アイシス PHARM 
特表 2002-541089 

テキサス大学 
特表 2004-517800 

ノベックス(2) 
特表 2002-522463 
特表 2003-509385 

シアウオーター 
特表 2003-511357 

ジェンプローブ 
特表平 11-507031 

シュペック ウルリヒ 
特表 2004-524346 

デイ ファーム 
特表 2004-505898 

ファルマシア 
特表 2003-516394 

ヘルス リサーチ、ジェネ
トロニクス 
特表 2003-523377 

ムツク、旭硝子 
特開平 11-116563 

メディノバ メディカル
コンサルティング 
特許 2930421 

カリフォルニア大学 
特表 2002-544243 

南カリフォルニア大学 
特表平 11-500108 

温
度
、p

H

、
親
水
性
等
の
利
用

ユニジェン LAB 
特許 3549542 

イーノス PHARM 
特表 2002-539257 

アルタナ ファルマ 
特表 2003-512329 

リプラサム ファーマ 
 特表 2003-530338 

ロス万 ジェームス イー
特表 2002-524536 

 

生
体
条
件
の
利
用 

酵
素
等
の
利
用

 リプラサム ファーマ 
特表 2003-530339 

 エンゾン 
 特表 2004-518776 
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表 1.4.2-10 薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人(2/7) 

吸収促進化 課題 
 
解決 
手段 

経粘膜吸収促進化 経皮吸収促進化 細胞内吸収促進化 その他の吸収促進化 

膜
透
過
機
構
の
利
用 

ナショナル ブラッ
ド オーソリティー 
特表平 11-504520 

エラン 
特表平 11-512451 

トランスダーマル テ
クノロジーズ 
特表 2002-519366 

中外製薬(3) 
特開平 10-130168、特開 2001-

213804、 
WO01/017511 

カリフォルニア大学(2) 
特表平 11-508240、特表 2000-

507225 
イムテック INTERN 
特表 2002-523431 

エムシーエス マイクロ キャリア
システムズ 
特表 2003-514564 

エ－ル大学 
特表 2001-518295 

サイクラセル 
特表 2002-519392 

スペイウッド LAB、マイクロバイ
オロジカル リサーチ オーソリ
ティー 
特表平 09-500867 

トランスカリオティック セラピー
ズ 
特表平 11-509084 

バイオジェン 
特許 2869396 

ブリストル マイヤーズ スクイブ
特表 2003-500039 

ハ－バ－ド大学長 
特表 2000-510461 

マイクロパック 
特表平 09-510433 

ロ－ザンヌ大学 
特表 2004-511494 

科学技術振興機構 
特開 2004-067563 

ムツク 
特開平 07-188280 

サノフィ・アベンティ 
特開 2000-166579 

神奈川科学技術アカデ
ミー、三菱化学 
特開 2001-302550 

マサチューセッツ アイ
アンド イア インファー
マリー、チルドレンズ メ
ディカル センター 
特表平 08-506807 

ブラック キース エル 
特表平 08-509978 

シント イー エム 
特表 2002-538080 

スクリップ リサーチ
INST 
特表 2003-518077 

オウ ジェシー エル エ
ス、ウインティーズ エム
ジュローム 
特表 2003-524624 

マイクロバイオロジカル
リサーチ オーソリティー
特表 2003-528157 

受
容
体
の
利
用 

アメリカ合衆国、
ジェネンテック 
特表 2003-512441 

サイトジェン、エラ
ン 
特表 2002-504811 

 神奈川科学技術アカデミー 
特開平 08-253430 

アイ シー エヌ PHARM 
特許 3516959 

ペン ステイト リサーチ ファウ
ンデイション 
特表 2002-526397 

アシロマー PHARM 
特表 2002-532560 

サノフィ・アベンティス 
特表 2003-505517 

シャンハイファームコ リサーチ、
フダン大学 
特表 2003-533555 

大正製薬 
特開平 07-316190 

アメリカ合衆国 
特表平 07-509250 

ウォーセスター ファウン
デーション フォー エク
スペリメンタ 
特表平 09-500102 

アルカームズ、カリフォル
ニア大学 
特表平 09-500381 

パナセア バイオック 
特表 2002-535266 

スプラテック ファーマ 
特表 2004-514410 

抗
体
の
利
用

  
ユーカリオン 
特表平 07-502753 

カリフォルニア大学 
特表 2002-513156 

 

免
疫
反
応
の
利
用

  アレクション PHARM 
 特表平 10-503647 

 

生
体
反
応
の
利
用 

遺
伝
子
発
現
の

利
用 

   ジェネンテック、アメリカ
合衆国 
特表平 10-512276 
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表 1.4.2-10 薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人(3/7) 

吸収促進化 課題 
 
解決 
手段 

経粘膜吸収促進化 経皮吸収促進化 細胞内吸収促進化 その他の吸収促進化 

胆
汁
酸
添
加 

久光製薬 
特開 2000-247911 

ファーマーク ニーダーラ
ンド 
特表 2001-508027 

メリーランド大学ボルティ
モア、ポリー ジェイムズ
イー、クープ アンド
リュー、マエダ ディーン
ワイ、レンツ キンバリー
エイ 
特表 2003-530329 

 

毒
素
添
加 

メリーランド大学ボルティ
モア(2) 
 特開 2003-155253 
特表平 11-505844 

 ニューヨーク大学 

特表 2000-502885 

ハーバード大学 

特表 2000-503004 

バイオファウシア 

特表 2002-502399 

マイクロバイオロジカル 

リサーチ オーソリテイー

特表 2003-522199 

 

ペ
プ
チ
ド
添
加 

アムジェン 

特表平 09-508141 

シント イー エム 

特表 2002-531420 

ゼライス 
 特開 2001-302690 

ブリストル マイヤ－ズ 

スクイブ 

特表 2002-530426 

フォゲン 

特表 2002-537828 

エム エル LAB 

特表 2002-544126 

アレルゲン 

特表 2003-502385 

エラン 

特表 2003-511464 

バンダ－ビルト大学 

特表 2003-514852 

インプリクス 

特表 2003-530360 

サノフィ・アベンティス 

特表 2004-512275 

 

カ
チ
オ
ン
性
脂
質
添
加 

 アクティブ オーガニクス

特開 2002-128702 

ピアスアライズ 

特開 2003-267817 

プロメガ バイオサイエン

シーズ(3) 

特表平 11-507352 

特表平 11-507815 

特表平 11-510489 

久光製薬、化学及血清療法

研究所 

特開平 10-045630 

サノフィ・アベンティス 

特表 2002-513543 

インビトロゲン 

特表 2002-529439 

セゴエー ペーテル 

特表 2003-503363 

バイオベクター セラ

ピューティクス 

特表 2003-531181 

 

促
進
剤
の
利
用 

界
面
活
性
剤
添
加 

ウエスト ファーマシュー
ティカル サービシズ 
特表平 11-510506 
特表 2001-523728 

ジョンソンアンドジョンソ

ン 

特表平 11-512073 

三養社、サム ヤン 

特表 2001-517696 

スリーエム イノベイティ

ブ プロパティ 

特表 2004-513890 

小野薬品工業 
特開平 10-226650 
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表 1.4.2-10 薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人(4/7) 

吸収促進化 課題 
 
解決 
手段 

経粘膜吸収促進化 経皮吸収促進化 細胞内吸収促進化 その他の吸収促進化 

有
機
物
添
加 

武田薬品工業 

特開平 06-009424 

シェーリング 

特開 2000-290181 

ジェネレクス PHARM 

特表 2003-508421 

セルゲート 

特表 2003-523982 

ノーベン PHARM 

特表平 09-511987 

オ ー ソ  マ ク ニ ー ル

PHARM 

 特表平 10-500660 

セラテック 

特許 3228341 

ウエスト ッファーマ

シューティカル サ－ビシ

ズ 

特表平 10-508004 

ミネソタ マイニング ア

ンド MFG 

特表平 11-502836 

ダーマテック 

特表 2002-533384 

セルゲート 

特表 2003-507438 

シグマ タウ IND PHARM

リュニチ(2) 

特表 2002-513779 

特表 2002-541238 

アルカームズ 

特表 2002-538222 

カリフォルニア大学 

特表 2003-516306 

 

ビ
タ
ミ
ン
添
加

バイオテック オーストラ

リア 

特表 2002-518405 

カウンスル オブ サイエ

ンティフィック アンド 

IND リサーチ 

特表 2004-517103 

 バイオテック オーストラ

リア 

特表 2003-506319 

 

塩
の
添
加

 ジョンソンアンドジョンソ

ン 

特表平 11-504229 

特表平 11-504237 

ワトソン PHARM 
特表 2003-532629 

 

 

促
進
剤
の
利
用 

無
機
物
添
加 

粟津 荘司、大西 俊正、

間 和之助、藤沢薬品工業 

特開 2000-219641 

アクセス PHARM 

特表平 10-510831 

アルク アベーロ 
特表 2003-517452 

相模中央化学研究所(2) 

特開平 07-233177 

特開平 11-092490 

スンキョン ＩIND 

特許 2847578 

ジョンソンアンドジョンソ

ン 

特表 2001-522793 

ダーマトレンズ 

特表 2004-500360 

ボレッキイ イズリアル、

クリーザ ジョン イー 

特表 2004-520337 
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表 1.4.2-10 薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人(5/7) 

吸収促進化 課題 
 
解決 
手段 

経粘膜吸収促進化 経皮吸収促進化 細胞内吸収促進化 その他の吸収促進化 

促
進
剤
の
利
用 

そ
の
他
の
促
進
剤
添
加 

セラテック(2) 

特表平 11-513982 

特表平 11-513983 

アイシス PHARM 

特表 2002-537343 

アドヘレックス テクノロ

ジーズ 

特表 2003-524384 

アルバート ティー ナイ

トー 

特開平 05-339148 

バイオヴェクター ソ

リューションズ 

特表 2003-518135 

ハーバード大学、オーガ

ニックス、ジェネラル ホ

スピタル 

特開 2002-338569 

メリーランド大学ボルティ

モア校 

特表 2001-527572 

小山 義之、片岡 一則、

岡野 光夫、中富 一郎 

特開平 08-104651 

天藤製薬 

WO00/016784 

ジョンソンアンドジョンソ

ン(2) 

特表平 10-503184 

特表 2002-531526 

エミスフェアー テクノロ

ジーズ 

特表 2002-522413 

オ ー ソ  マ ク ニ ー ル

PHARM 

特表 2000-509734 

サノフィ・アベンティス 

特表 2004-505049 

セラテック 

特開 2001-039865 

セレジー PHARM 

特表 2001-522804 

ノボ ノルディスク 

特表平 10-500415 

パウダージェクト リサー

チ 

特表 2002-535293 

ブリストル マイヤーズ

スクイブ 

特開平 07-002670 

ミネソタ マイニング ア

ンド MFG 

特表 2000-503638 

ランバクシイ LAB 

特表 2004-525859 

リュフャトルン エイチ

エフ、スターテンス セル

ミンスティチュト 

特表平 09-508614 

三和化学研究所 

特開平 06-192107 

オレゴン州 

特表平 07-509227 

フォトキュアー 

特表平 10-508295 

グラクソスミスクライン 

特表 2001-515872 

エミスフェアー テクノロ

ジーズ 

特表 2001-517694 

ワシントン大学、マサ

チューセッツ大学 

特表 2002-500201 

ペンシルバニア大学 

特表 2002-506046 

ファウスタス フォース

シュングス シー トラン

スレイショナル 

特表 2003-514529 

メルク 

特表 2004-501981 

 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
へ
の
分
散 

 テイ テイ エス技術研究

所 

特開平 07-233054 

久光製薬 

特開 2000-219623 

ナショナル スターチ ア

ンド CHEM インベストメ

ント 

特表 2004-509222 

 ロッタファーム 

特表 2002-518434 

担
体
の
利
用 

ベ
ク
タ
ー
の
利
用 

 

 

サノフィ・アベンティス 

特表平 08-509373 

バイオベクター セラ

ピューティクス 

特表 2001-511440 

ジェンザイム 

特表 2002-508967 

ベルナー ルビッツ 

特表 2002-538198 

オンコリティクス バイオ

テック 

特表 2004-517966 

サントル ナシオナル ド

ラ ルシェルシュ シアン

ティフィツ 

特表 2004-526670 

カイロン、カリフォルニア

大学 

特表 2002-539176 
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表 1.4.2-10 薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人(6/7) 

吸収促進化 課題 
 
解決 
手段 

経粘膜吸収促進化 経皮吸収促進化 細胞内吸収促進化 その他の吸収促進化 

リ
ポ
ソ
ー
ム
の
利
用 

ジェネレクス PHARM 

 特表 2003-508483 

アイシス PHARM 

特表 2002-515514 

服部 利光 

特開 2000-229815 

ノヴォソム(2) 

特表 2004-521917 

特表 2004-525902 

カリフォルニア大学(2) 

特表平 09-501146 

特表 2002-510713 

インフェクティオ レ

シェーレ 

特表平 10-506396 

ジェンザイム、アイオワ大

学 リサーチ ファウン

デーション 

特表平 11-511757 

セルテック セラピュー

ティックス 

特表 2002-511446 

メガバイオス 

特表平 09-505808 

モントリオール大学 

特表平 10-511363 

ラメラー セラピューティ

クス 

特表 2004-517031 

リポソーム 

特表平 09-511521 

アールティーエー アソシ

エーツ 

特開平 09-323939 

リポソーム 

特表平 10-507737 

キノイン ギオギスゼル

エス ベギエスゼチ テル

メケク ギア 

特表平 10-507749 

カリフォルニア大学 

特表 2003-510345 

ジョンソンアンドジョンソ

ン 

特表 2003-511405 

カ
プ
セ
ル
の
利
用 

 ノババックス 

特表平 10-513185 

ミネソタ マイニング ア

ンド MFG 

特表 2002-513774 

エラン 

特表 2002-524411 

ペンタファルム 

特表 2002-535247 

カリフオルニア工科大学 

特表平 10-508302 

ペン ステイト リサーチ

ファウンデイション、マサ

チューセッツ工科大学 

特表 2000-506165 

ジョーンズ ホプキンズ

大学 

特表 2002-506436 

参天製薬(2) 

特開 2000-247871 

特開 2002-138036 

サザン リサーチ INST、

マクレ マクフアーランド

アマンダ、ダールストロー

ム アンニカ ベー 

特表平 10-506373 

マインドセット バイオ

PHARM ユー エス エイ 

 特表 2002-532416 

担
体
の
利
用 

キ
ャ
リ
ア
ー
の
利
用 

中外製薬 

特開平 08-333259 

ファーマシューティカルズ

アプリケーションズ アソ

シエイツ 

特表 2002-519310 

パウダージェクト リサー

チ 

特表 2002-536317 

エミスフェアー テクノロ

ジーズ 

特開 2003-313157 

イネックス PHARM 

特表平 10-505320 

サザン カリフォルニア大

学 

特表 2002-531543 

武田薬品工業） 

特開平 06-228199 

明石 満、第一製薬 

特開平 10-087763 

粟津 荘司、大西 俊正、

間 和之助、藤沢薬品工業

特開平 11-171794 

帝人 

特開 2001-122768 

参天製薬 

特開 2003-313119 

オレゴン ヘルス サイエ

ンシズ大学 

特表 2002-514188 

エミスフェアー テクノロ

ジーズ、バージニア コモ

ンウエルス大学 

特表 2002-534363 

ジェネキュア PTE 

特表 2003-508456 
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表 1.4.2-10 薬剤導入技術の課題・解決手段と出願人(7/7) 

吸収促進化 課題 
 
解決 
手段 

経粘膜吸収促進化 経皮吸収促進化 細胞内吸収促進化 その他の吸収促進化 

担
体
の
利
用 

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
の
利
用 

  ピッツバーグ大学 

特表平 11-512712 

ウエスト ファーマシュー

ティカル サ－ビシズ 

特表平 08-501534 

ファーモス 

特表平 08-508975 

スプラテック ファーマ、

カバノフ アレクサンダー

ブイ 

特表平 11-507028 

装
置
の
利
用 

 アルテア テクノロジーズ

特表 2002-505304 

ジョンソンアンドジョンソ

ン 

特表 2004-520152 

 ジャンセン PHARM 

 特許 2921987 

機
械･

器
具
の
利
用 

物
理
的
刺
激
の
利
用 

 ジョンソンアンドジョンソ

ン(2) 

特表 2001-506263 

特表 2004-508148 

マーチット ケヴィン エ

ス、フロック ステファン

ティー 

特表 2002-543942 

ライト サイエンシーズ 

特表 2002-534218 

久光製薬 

特開 2003-210591 

ピーシーアイ バイオテッ

ク 

 特表 2004-520021 

ザ－ズ、チャン ハオ 

特許 3547453 

ファーマソニックス 

特表 2002-521118 

バイテリス 

特表 2004-501727 
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②遺伝子導入技術 

 図 1.4.2-6 に遺伝子導入技術の課題に対する解決手段の分布を示す。遺伝導入技術の課

題は「吸収促進化」に集中している。吸収促進化に対して、「促進剤の利用」で集中して

対応し、「ベクターの利用」、「生体適合性の利用」、「膜透過機構の利用」でも多く対応し

ている。 

 

図 1.4.2-6 遺伝子導入技術の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 1.4.2-11 に遺伝子導入技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。吸収促進化に対

して集中して対応している吸収促進の利用は、より具体的な解決手段では「カチオン性脂

質添加」による対応が中心となっている。 

 

 

 

 

 

 

生体適合性改良 

生分解性の利用 
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担
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収
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表 1.4.2-11 遺伝子導入技術の課題・解決手段の分布 

 

課題

 

 

 

解決手段 

安
全
化 

安
定
化 

吸
収
促
進
化 

生体適合性改良 4 1 28 

生体条件の利用 生分解性の利用  1 

膜透過機構の利用  21 

受容体の利用  10 生体反応の利用 

遺伝子発現の利用 3 1 1 

界面活性剤添加  2 

カチオン性脂質添加 1 20 

カチオン性ポリマー添加  12 

その他の促進剤添加  6 

胆汁酸添加  1 

毒素添加  1 

ペプチド添加  3 

無機物添加  1 

促進剤の利用 

有機物添加  7 

ベクターの利用 8 2 36 

リポソームの利用 1  14 

カプセルの利用  4 

キャリアーの利用 1  12 

担体の利用 

エマルジョンの利用  2 

機械・器具の利用 物理的刺激の利用  1 

 

 

表 1.4.2-12 に遺伝子導入技術の課題・解決手段と出願人を示す。出願が集中している

吸収促進化に対して、カチオン性脂質添加に関して、サノフィ・アベンティスが３件、テ

ルモとバエンティス、ライフ テクノロジーズが各２件出願している。 
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表 1.4.2-12 遺伝子導入技術の課題・解決手段と出願人(1/5) 
課題 

 
解決 
手段 

吸収促進化 

生
体
適
合
性
改
良 

ウエスト パーマシューティカル サービシズ(2) 
特表 2000-503645 
特表 2002-538174 

ジェンンザイム(2) 
特表平 10-510813 
特表 2002-518313 

メガバイオス(2) 
特表平 09-505593 
特許 2918693 

サノフィ・アベンティス 
特表 2003-503362 

アムジェン 
特表平 11-503407 

アラダイム 
特表 2003-528131 

アルザ 
特表 2001-504093 

イ デ エム イミュノ デジネ モレキュル 
特表 2002-532388 

エクスプレション ジエネティックス 
特表 2004-522809 

オハイオ大学、ケース ウエスタン リザーブ大学 
特表平 10-503469 

カイロン 
特表 2001-515051 

ザイコス 
特表 2002-538196 

サミアン 
特表 2001-525357 

ジャンセル 
特表 2004-520288 

ロンドン大学スクール オブ ファーマシー 
特表 2002-526456 

セルテック アール アンド ディー 
特表 2003-506475 

バレンティス 
特表 2001-515913 

ヒルガース アルノルト 
特表 2003-504320 

プランク クリスティアン、フィンジンガー ディル
ク 
特表 2003-503569 

プランク クリステン、ステンベルゲール アクセ
ル、シェレール フランツ 
特表 2003-503370 

ベーリンガー インゲルハイム INTERN、ジェネン
テック 
特許 3519407 

ポリジーン 
特表 2003-505473 

ペンシルバニア大学 
特表 2003-523320 

ローヌ プーラン ローラー PHARM 
特表平 09-505982 

癌研究会、東京薬科大学 
特開平 07-069933 

生
体
条
件
の
利
用 

生
分
解
性
の
利
用 

メディソーブ テクノロジーズ 
特表平 08-511418 

 

生
体
反
応
の
利
用 

膜
透
過
機
構
の
利
用 

トランジエーヌ(2) 

特開 2001-029087 

特開 2002-316997 

アマクサ 

特表 2002-534437 

エイビオス サイエンシズ グループ 

特表平 09-504035 

エフ ホフマン ラ ロシュ 

特開 2002-338503 

オクタジーン 

特表 2004-506006 

クロマ セラピューティクス 

特表 2002-523748 

コミッサリア タ レネルジー アトミーク、サント

ル ナシオナル ド ラ ルシェルシュ シャンティ

フィック 

特表 2001-521747 

サントル ナシオナル ド ラ ルシェルシュ シャ

ンティフィック 

特表 2002-543810 

ターゲッテイド ジェネティクス 

特表平 10-501963 

ドイチェス クレブスフォルシュンクスツェエントル

ム スチフトウ、ケプゼル ヘルマン 

特表 2002-504318 

バイオジェン 

特許 2702285 

フォゲン 

特表 2004-508341 

メビオファーム 

特許 3415131 

ルイ パスツール大学 

特表 2002-533088 

リサ－チ DEV ファンデーション 

特表平 09-508792 

ローヌ プーラン ローラー 

特表平 11-512704 

久光製薬 

特開平 10-28583 

国立循環器病センタ－総長、ブリヂストン 

特開 2004-081039 

持田製薬 

WO2002/030961 

田畑 泰彦、三洋化成工業 

特開 2004-000070 
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表 1.4.2-12 遺伝子導入技術の課題・解決手段と出願人(2/5) 
課題 

 
解決 
手段 

吸収促進化 

受
容
体
の
利
用 

インペリアル カレッジ オブ サイエンス テクノ

ロジー 

特表平 10-509166 

セレクティブ ジェネティックス 

特表平 11-505805 

ツォ ポール オー ピー 

特表 2000-501414 

ニューヨーク大学 

特表平 07-509599 

ベイラー カレッジ オブ メディシン 
特表平 11-506722 

ポピュレイション カウンシル 

特表 2004-524371 

アイオワ大学 リサーチ ファウンデーション、カイ

ロン 

特開 2000-143548 

ノ－ス カロライナ大学 アット チャペル 

特表 2002-533110 

科学技術振興機構 

特開 2003-235560 

味の素、ディ ディ エス研究所 
特開平 08-089278 

生
体
反
応
の
利
用 

遺
伝
子
発
現
の
利
用 

コルバス INTERN 

 特表 2003-514524 

 

界
面
活
性
剤
添
加 

グラクソ スミスクライン、ケンブリッジ大学テクニ

カル サービシズ(2) 

特表 2004-515228 

特表 2004-520316 

 

カ
チ
オ
ン
性
脂
質
添
加 

サノフィ・アベンティス(3) 

特表平 09-508100 

特表平 10-509958 

特表 2000-501383 

テルモ(2) 

特開平 09-263579 

特開平 09-263582 

バレンティス(2) 

特表平 11-507365 

特表 2002-510615 

ライフ テクノロジー(2) 

特許 3210019 

特表平 11-506935 

イネックス PHARM 

特表平 11-507537 

イマアーレクス PHARM 

特表平 11-500727 

ゲー オー テー Ｇ フュア テラピエオプティ

ミュールンク 
特表 2003-516970 

ノースウエスタン大学 

特表平 10-500399 

バイオコンパティブルズ 

特表 2002-530456 

バイカル 

特表 2000-502061 

パク ジョンサン 

特表 2003-501363 

バンダービルト大学 

特表平 10-512255 

ブリティッシュ コロンビア大学 

特表 2002-542341 

ワイス 

特表平 10-506901 

三菱化学 
特表 2004-522722 

促
進
剤
の
利
用 

カ
チ
オ
ン
性
ポ
リ
マ
ー
添
加 

トランスジーン(2) 

特表 2001-510863 

特許 3499137 

イントロヘーネ、オクトプラス、ユトレヒト大学 

特表平 11-501821 

カイロン 

特表 2001-503385 

コペルニクス セラピピューティクス 

特表 2003-534811 

サプラテック ファーマ 
特表 2003-526692 

スプラテック ファーマ、カバノフ アレクサンダー

ブイ 

特表 2002-536399 

テルモ 

特開 2001-354639 

カリフォルニア大学 

特表平 09-500136 

ローヌ プーラン ローラー 

特表平 10-502918 

ローマン工業、エルティーティー研究所 

特開平 07-206892 

慶應義塾 
特許 3493608 
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表 1.4.2-12 遺伝子導入技術の課題・解決手段と出願人(3/5) 
課題 

 
解決 
手段 

吸収促進化 

カ
チ
オ
ン
性
ポ
リ
マ
ー
添
加 

トランスジ－ン(2) 

特許 3499137 

特表 2001-510863 

ロ－マン工業、エルテイ－テイ－研究所 

特開平 07-206892 

テルモ 

特開 2001-354639 

慶應義塾 

特許 3493608 

カリフォルニア大学 

特表平 09-500136 

サノフィ・アベンティス 

特表平 10-502918 

イントロヘーネ、オクトプラス、ユトレヒト大学 

特表平 11-501821 

カイロン CORP 

特表 2001-503385 

スプラテック ファーマ、カバノフ アレクサンダー ブイ 

特表 2002-536399 

スプラテック フアーマ 

特表 2003-526692 

コペルニクス セラピューティクス 
特表 2003-534811 

そ
の
他
の
促
進
剤
添
加 

サノフィ・アベンティス 

特表 2002-501762 

カンジ 

特表 2001-509492 

セダーシナイ メディカル センター 

特表 2003-535612 

バレンティス 

特表 2002-517519 

カリフォルニア大学 
特表 2002-502885 

胆
汁
酸
添
加 

プリンストン大学 

 特表平 09-512270 

 

毒
素
添
加 

ベルス ベンフリート 

 特表平 09-511916 

 

ペ
プ
チ
ド
添

加 

ジェイ デビッド グラッドストーン、シューベ

ルト ユーリッヒ、ヘンケレン ピーター 

特表 2004-501111 

 

メディジェン、ブリティッシュ コロンビア大学 

特表 2003-501111 

久光製薬 

特開 2001-120268 

無
機
物
添
加 

ジェンテリック 

 特表 2003-520253 

 

促
進
剤
の
利
用 

有
機
物
添
加 

アドバンスト リサーチ アンド テクノロジー

INST、ノースウエスタン大学 

特許 3411039 

サノフィ・アベンティス 

特表 2003-513078 

エラン 

特表 2002-544175 

コモンウエルス サイエンティフィック アンド

IND リサーチ 

特表平 10-509862 

 

フレイ フェリックス、ラスコーン サンドロ 

特表 2002-523422 

ブリティッシュ コロンビア大学 

特表 2002-501511 

住友製薬、高研 

特表 2001-097857 

 

 

 

 

 

 



98 

表 1.4.2-12 遺伝子導入技術の課題・解決手段と出願人(4/5) 

課題 
 
解決 
手段 

吸収促進化 

ベ
ク
タ
ー
の
利
用 

オックスフォード バイオメディカ ユー ケイ(2) 

特表 2002-518997 

特表 2003-500050 

デイナベック研究所(2) 

特開 2002-272465 

WO01/053491 

カリフォルニア大学(2) 

特表 2003-513942 

特表 2003-520597 

ピッツバーグ大学(2) 

特表平 08-511507 

特表平 10-502526 

ローヌ プーラン ローラー(2) 

特表平 08-501703 

特表平 08-510122 

アーク セラピューティックス 

特表 2003-533992 

サノフィ･アベンティス、アンスチ． ナシオナル ド

ラ サンテ エ ド ラ ルシェルシュ 

特表 2002-543097 

アビジェン、吉田 純、水野 正明、岡田 秀穂 

特表 2002-514900 

アンスチ． ナシオナル ド ラ サンテ エ ド

ラ ルシェルシュ 

特表平 10-503644 

カイロン 

特表 2003-527863 

カンジ 

特表平 09-507051 

クルセル ホランド 

特表 2002-543846 

コモンウエルス サイエンティフィック アンド IND

リサーチ 

特表平 08-501453 

ジェンザイム 

特表 2003-501040 

シンジェニックス 
特開 2004-000280 

セル ジェネシス 

特表平 08-511169 

チルドレンズ ホスピタル 

特表平 10-504185 

ディベロゲン フール アントヴィクラングスバイオ

ロジ 

特表 2001-509375 

ノバルティス、スクリップス リサーチ INS 

特表 2002-534130 

ノバルティス 

特表 2003-519199 

バイオトランスプラント、ジェネラル ホスピタル 

特表平 08-510636 

バイオフォーカス ディスカバリー 

特表平 10-501980 

ババリアン ノルディック、ゲー エス エフ フォ

ルシュンクス ツェエントルム 

特表平 11-508768 

メディゲン 

特表 2003-505032 

メルク 

特表 2002-535986 

ノ－ス カロライナ大学 アット チャペル 

特表 2002-538770 

ペンシルバニア大学 

特表平 11-507240 

ピエール エ マリー キュリー大学 パリ 

特表平 09-509060 

リバファーム 

特表 2004-506684 

ロックフェラー大学、エール大学 

特表平 10-501686 

サノフィ・アベンティス、アンスチ． ナシオナル

ド ラ サンテ エ ド ラ ルシェルシュ 
特表平 08-501686 

担
体
の
利
用 

リ
ボ
ソ
ー
ム
の
利
用 

アイネックス PHARM 

特表 2002-520038 

サノフィ･アベンティス 

特表 2003-501373 

アンティキャンサー 

特許 2950520 

オパーバス ホールディング 

特表平 11-514349 

ソウロボイ アンドレイ 

特許 3525393 

トランジーン 

特表 2004-528384 

ニカ ヘルス プロダクツ 

特表 2000-509404 

フォーカル 

特表平 10-509696 

ブリカス テニ 

特表 2003-535832 

テキサス大学 

特表平 11-512099 

ライフ テクノロジー 

特表平 09-510435 

科研製薬、応用生化学研究所 

特開 2003-226646 

京都大学総長 

特開 2004-49227 

山之内製薬 
特開 2001-335512 
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表 1.4.2-12 遺伝子導入技術の課題・解決手段と出願人(5/5) 
課題 

 
解決 
手段 

吸収促進化 

カ
プ
セ
ル
の
利
用 

日本食品化工 
特開 2001-103969 

エフ ビー ピー 

特表 2000-515896 

ジェンザイム 

特表 2002-506834 

サントル ナシオナル ド ラ ルシェルシュ シアンティフィツ 
特表 2003-514912 

キ
ャ
リ
ア
ー
の
利
用 

久光製薬(2) 

特開平 11-021255 

特開 2000-210079 

サノフィ･アベンティス 

特表 2004-518752 

シトリックス 

特表平 09-503788 

セイフサイエンス 

特表 2003-503308 

デイナベック研究所 

WO99/043752 

テルモ 
特開 2000-319200 

ノバルティス 

特表平 10-510822 

ビオンテックス LAB 

特表 2001-515060 

ファルマコンセプツ、アルトウルソン ペル、グアン ホリー 

特表 2003-516365 

中村 栄一、藤沢薬品工業 

特開 2002-088075 

日本油脂 
特開平 09-313180 

担
体
の
利
用 

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
の
利
用 

久光製薬 

特開平 09-255561 

コリア INST オブ サイエンス アンド テクノロジー 

特表 2002-521423 

機
械
・
器
具
の
利
用 

物
理
的
刺
激
の
利
用 

モレニアムラボラトリーズ、名菱テクニ

カ 

特表 2001-055294 
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1.5.1 注目特許の抽出 

 ドラッグデリバリーシステムについての被引用特許を審査官引用文献および選考技術引

用文献から抽出した。これらのうち、被引用回数が多いものを抽出して注目特許とする。

表 1.5.1-１～表 1.5.1-3 に注目特許のリストを技術要素別に示す。 

 

表 1.5.1-1 薬剤放出技術の注目特許リスト(1/2) 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

（対応日本特許） 

被

引

用

回

数

自

社

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の 

出願人 
概要 

US3,916,899 

ALZA CORP 

Osmotic dispensing 

device with maximum 

and minimum sizes 

for the passageway 

74.02.07 

12 5 7 アルザ(5)  

アルタナ ファルマ(1)

シャイア LAB(1) 

ディポメド(1) 

デュレクト(1) 

ノバルティス(1) 

マクグレゴール アレ

キサンダー(1) 

メルク(1) 

透過性の膜で薬剤溶液を制御しながら放出する 

 

US4,327,725 

ALZA CORP 

Osmotic device with 

hydrogel driving 

member 

80.11.25 

(特許1316538） 

(特許0920381） 

12 4 8 アルザ(4) 

ファイザー(3) 

エラン ドラッグ デ

リバリー(1) 

シャイア ＬＡＢ(1) 

デュレクト(1) 

ペリオ プロダクツ(1)

メルク(1) 

 薬剤を、半透膜を通して放出する｡ 

US3,845,770 

ALZA CORP 

OSMATIC DISPENSING 

DEVICE FOR RELEASING 

BENEFICIAL AGENT 

72.06.05 

(特許1230864） 

11 5 6 アルザ(5) 

アルタナ ファルマ(1)

シャイア LAB(1) 

デュレクト(1) 

マクグレゴ－ル アレ

キサンダ－(1) 

メドロジック グロー

バル(1) 

メルク(1) 

 薬剤を、半透膜を通して放出する｡ 

US3,995,634 

PROCTER & GAMBLE 

Vaginal cavity 

dispensing means and 

method 

75.12.02 

8 0 8 ビロテックス(2) 

アクゾ ノーベル(1) 

アトリックス LAB(1) 

デュレクト(1) 

ノバルティス(1) 

バイロ テックス(1) 

ユ－ロセルティク(1) 

 避妊薬を効果的に放出するデバイス。 

US4,938,763 

COWSAR DONALD R、 

DUNN RICHARD L、 

ENGLISH JAMES P、 

VANDERBILT DAVID P 

Biodegradable in- 

situ forming 

implants and methods 

of producing the 

same 

88.10.03 

8 0 8 アトリックス LAB(2) 

マクロメド(2) 

ア ト ォ ル  ジ ェ イ

シュクラ(1) 

サザン バイオシステ

ムズ(1) 

ポリーメッド(1) 

ユタ大学 リサーチ

ファウンデイション(1)

生分解性ポリマーを注入して発泡させインプラント

を作る。 

 

 

1.5 注目特許（サイテーション分析）
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表 1.5.1-1 薬剤放出技術の注目特許リスト(2/2) 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

（対応日本特許） 

被

引

用

回

数

自

社

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の 

出願人 
概要 

US5902598 

CONTROL DELIVERY 

SYSTEMS INC 

Sustained release 

drug delivery 

devices 

97.08.28 

8 1 7 ボシュ アンド ロム

(7) 

コントロール デリバ

リー システムズ(1) 

 ３層構造の半透膜によって薬剤を制御して放出す

る。 

 

表 1.5.1-2 薬剤標的化技術の注目特許リスト（1/3） 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

（対応日本特許） 

被

引

用

回

数 

自

社

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の 

出願人 
概要 

US4,816,567 

GENENTECH INC 

Recombinant 

immunoglobin  

preparations 

83.04.08 

(特許3559795) 

(特許3162055) 

(特開平07-194384) 

(特開2001-346592) 

(特開2001-346591) 

46 16 30 ジェネンテック(16) 

アストラゼネカ(4) 

テキサス大学(3) 

ルードビッヒ INST フォー キャンサー リサーチ(3)

ダウ グローバル テクノロジーズ(2) 

ダナーファーバー キャンサー INST(2) 

ヒューマン ジェノーム サイエンシーズ(2) 

アドバンスト リサーチ アンド テクノロジー

INST(1) 

イムクローン システムズ(1) 

キュラジェン(1) 

ネオルクス(1) 

バイエル(1) 

ベス イスラエル ホスピタル アソシエイション(1) 

マクギル大学(1) 

ミリアド ジェネティックス(1) 

メダレックス(1) 

カリフオルニア大学(1) 

コネティカット大学ヘルス センター(1) 

バ－ジニア大学(1) 

レキシジェン PHARM(1) 

アメリカ合衆国(1) 

抗原結合特性が改良さ

れた免疫グロブリンを遺

伝子配列が挿入された発

現ベクターを用いて宿主

細胞を形質転換し手生産

する。 

US4,946,778 

GENEX CORP 

Single 

polypeptide chain 

binding molecules 

87.09.21 

31 0 31 イミュノメディックス(8) 

エンゾン(2) 

ノースウエスト バイオセラピューティクス(1) 

イノジェネティクス(1) 

カイロン(1) 

キュラジェン(1) 

コリクサ(1) 

ダイアデクスアス(1) 

トーマス ジェファーソン大学(1) 

ネオルクス(1) 

ノバルティス(1) 

バンダービルト大学(1) 

ヒューマン ジェノム サイエンシズ(1) 

マクギル大学(1) 

メダレックス(1) 

カリフオルニア大学(1) 

コネティカット ヘルス センター(1) 

バ－ジニア大学(1) 

ピッツバ－グ大学(1) 

ライデン大学メディカル センタ－(1) 

ラホヤ INST フォア アレルギー アンド イムノロ

ジー(1) 

ローヌ プーラン ローラー(1) 

アメリカ合衆国(1) 

一本鎖ポリペプチドに

結合する分子を生産する

方法。抗体をコードする

遺伝子配列とそれを用い

た生産方法。 
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表 1.5.1-2 薬剤標的化技術の注目特許リスト（2/3） 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

（対応日本特許） 

被

引

用

回

数 

自

社

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の 

出願人 
概要 

US4,683,202 

CETUS CORP 

Process for 

amplifying 

nucleic acid 

sequences 

85.03.28 

（特許2622327） 

20 0 20 カイロン(3) 

コリクサ(2) 

メディシン アンド デンティストリー大学(2) 

リーランド スタンフォ－ド ジュニア大学(2) 

オニックス PHARM(1) 

キュラジェン(1) 

ジェンザイム(1) 

ジョーンズ ホプキンズ大学(1) 

トーマス ジェファーソン大学(1) 

ノースウエスト バイオセラピューティクス(1) 

アーカンソー大学(1) 

ミリアド ジェネティックス(1) 

カリフオルニア大学(1) 

テキサス大学(1) 

ワトソン PHARM(1) 

ポリメレース・チェイ

ン・リアクション法に

よってDNAを増幅する方

法。 

US4,683,195 

CETUS CORP 

Process for 

amplifying, 

detecting, 

and/or-cloning  

nucleic acid 

sequences 

86.01.30 

18 0 18 カイロン(3) 

コリクサ(2) 

アドバンスト リサーチ アンド テクノロジー

INST(1) 

オニックス PHARM(1) 

キュラジェン(1) 

ジー ピー シー バイオテック(1) 

ジェンザイム(1) 

ジョーンズ ホプキンズ大学(1) 

トーマス ジェファーソン大学(1) 

ノースウエスト バイオセラピューティクス(1) 

アーカンソー大学(1) 

ミリアド ジェネティックス(1) 

カリフオルニア大学(1) 

メディシン アンド デンティストリー大学(1) 

ワトソン PHARM(1) 

ポリメレース・チェイ

ン・リアクション法に

よってDNAを増幅する方

法。 

US4,179,337 

DAVIS FRANK F、 

PLACZUK NICHOLAS 

C 、 ES THEODORUS 

VAN 

Non-immunogenic 

polypeptides 

73.07.20 

17 0 17 ジェネンテック(9) 

エンゾン(2) 

アジエンシス(1) 

イノジェネティクス(1) 

エフ ホフマン ラ ロシュ(1) 

カイロン(1) 

デビオ ルシェルシュ PHARM(1) 

バイオマリン PHARM(1) 

酵素やインスリンのよ

うなポリペプチドに分子

量500～20,000ダウトン

のポリエチレングリコー

ルまたはポリプロピレン

グリコールを結合し、免

疫不活性な水溶性ポリペ

プチドを得る。 

US4,376,110 

HYBRITECH INC 

Immunometric 

assays using 

monoclonal 

antibodies 

80.08.04 

17 0 17 ジェネンッテック(9) 

アドバンスト リサーチ アンド テクノロジー

INST(1) 

コーネル リサーチ ファウンデ－ション(1) 

コロンビア大学(1) 

ノバルティス(1) 

ミリアド ジェネティックス(1) 

カリフオルニア大学(1) 

コネテイカツト大学ヘルス センタ－(1) 

ラホヤ INST フォア アレルギ－ アンド イムノロ

ジ－(1) 

モノクローナル抗体を用

いたサンドイッチ免疫

アッセイ法。標識した溶

解性の第１のモノクロー

ナル抗体と固体キャリ

アーに結合した第２のモ

ノクローナル抗体を用い

る。 

US4,485,045 

RESEARCH CORP 

Synthetic 

phosphatidyl 

cholines useful 

in forming 

liposomes 

81.07.06 

17 0 17 ジェネンテック(14) 

アドバンスト リサ－チ アンド テクノロジ－

INST(1) 

オラソマル テクノロジ－ズ(1) 

バイオジェン(1) 

薬物送達システムのビ

シクルとして有用なフォ

スファチジルコリンの製

造方法。安定性が改善さ

れており、内部の薬剤の

放出速度を制御できる。
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表 1.5.1-2 薬剤標的化技術の注目特許リスト（3/3） 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

（対応日本特許） 

被

引

用

回

数 

自

社

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の 

出願人 
概要 

US4,544,545 

TRUSTEES 

UNIVERSITY OF 

MASSACH 

Liposomes 

containing 

modified 

cholesterol for 

organ targeting 

83.06.20 

17 0 17 ジェネンテック(14) 

アドバンスト リサ－チ アンド テクノロジ－

INST(1) 

タ－ゲサム(1) 

バイオジェン(1) 

外層にコレステロール

エステルなどを有し、ト

レーサー剤などが水媒体

で閉じ込められた脂質二

重膜リポソーム。特定の

器官へのターゲッティン

グに用いることができ

る。 

US4,676,980 

US HEALTH 

Target specific 

 cross-linked 

heteroantibodies 

85.09.23 

17 0 17 ジェネンテック(12) 

アドバンスト リサ－チ アンド テクノロジ－

INST(1) 

クリエイティブ バイオモレキュールズ(1) 

ヒューマン ジノーム サイエンシーズ(1) 

メダレックス(1) 

バ－ジニア大学(1) 

目標特異的交互結合ヘ

テロ抗体の製造方法。こ

のヘテロ抗体は、望まし

くない細胞を免疫機構に

よって死滅させることが

できる。腫瘍や感染症な

どに適用できる。 

US5,225,539 

MEDICAL RES 

COUNCIL 

Recombinant 

altered 

antibodies and 

methods of making 

altered 

antibodies 

86.03.27 

17 0 17 ル－ドビッヒ INST フォー キャンサー リサーチ(3)

ダウ グローバル テクノロジーズ(2) 

イムクローン システムズ(1) 

キュラジェン(1) 

ネオルクス(1) 

ノースウエスト バイオセラピューティクス(1) 

ヒューマン ジノーム サイエンシーズ(1) 

ベス イスラエル ホスピタル(1) 

メダレックス(1) 

コネティカット大学 ヘルス センター(1) 

バ－ジニア大学(1) 

ライデン大学メディカル センター(1) 

レキシジェン PHARM(1) 

アメリカン サイアナミッド(1) 

免疫グロブリンの相補

性決定領域を置換するこ

とによって組換え抗体を

製造する方法。長鎖オリ

ゴヌクレオチドを使っ

て、特定部位の突然変異

を誘発して組換抗体を作

る。 

WO8807378 

CANCER RES 

CAMPAIGN TECH 

IMPROVEMENTS 

RELATING TO DRUG 

DELIVERY SYSTEMS 

87.03.09 

17 5 12 キャンサー リサーチ キャンペーン テクノロジー(6)

ウエルカム ファウンデーション(2) 

エンザクタ アール アンド デイ(2) 

ジェネンテック(2) 

アストラゼネカ(2) 

アンティソマ リサーチ(1) 

デニー ウィリアム アレクサンダー(1) 

バイエル(1) 

抗原を認識して腫瘍に

結合し、細胞毒のプロド

ラッグを開裂させる酵素

に結合する部分と、細胞

毒のプロドラッグからな

る薬剤。このシステム

は、新生細胞の成長を制

御できる。カルボキシペ

プチダーゼで切断されて

ナイトロジェンマスター

ドを放出する。 

US5,013,556 

LIPOSOME 

TECHNOLOGY INC 

Liposomes with 

enhanced 

circulation time 

1989.10.20 

(特許2889549) 

(特開2001-181214) 

16 0 16 ジェネンテック(10) 

アルザ(1) 

カンジ(1) 

シエ－リング プラウ(1) 

グラクソ・スミスクライン(1) 

リプラサム ファーマ(1) 

リポソ－ム(1) 

フォスファチジルエタ

ノールアミンとポリエチ

レングリコールなどから

なる両親媒性脂質を１～

20％含むリポソーム。こ

のリポソームは体内循環

時間を数倍延長すること

ができる。また､血流を

通して薬剤を目標とする

組織に到達させ、徐放さ

せることができる。 
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表 1.5.1-3 薬剤吸収制御技術の注目特許リスト 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

（対応日本特許） 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の 

出願人 
概要 

EP140308 

NEW YORK大学 

Regulation of gene 

expression by employing 

translational inhibition 

utilizing mRNA interfering 

complementary RNA 

83.10.20 

(特開平09-135686) 

(特開昭60-232092) 

13 0 13 ファイザー（9） 

サノフィ・アベンティス

(3) 

ジャンセル(1) 

細胞あるいは生物体のmRNAに相補的なRNA

（micRNA）を用いて細胞の遺伝子発現を調節

あるいは阻害する。 

US5,334,761 

LIFE TECHNOLOGIES 

Cationic lipids 

92.08.28 

11 0 11 テルモ(4) 

ジェンザイム(2) 

カリフォルニア大学(2) 

カンジ(1) 

ノバルティス(1) 

バイカル(1) 

高分子または他の化合物を細胞内に導入す

るのに役立つカチオン性脂質。特に遺伝子導

入に有効である。 

US5,264,618 

VICAL 

Cationic lipids for 

intracellular delivery of 

biologically active 

molecules 

90.04.19 

10 1 9 ジェンザイム(2) 

マガバイオス(2) 

カリフォルニア大学(2) 

アンティキャンサー(1) 

イネックス PHARM(1) 

ノバルティス(1) 

バイカル(1) 

生物学的に活性な物質を細胞内に輸送する

能力を持つカチオン性脂質。 

 

 

 

 

 

US4,897,355 

SYNTEX 

N[ω,( ω -1)-dialkyloxy]- 

and N-[ω,( ω-1)- 

dialkenyloxy]-alk-1-yl-

N,N,N-tetrasubstituted 

ammonium lipids and uses 

therefor 

85.01.07 

10 0 10 テルモ（4） 

ライフテクノロジー(2) 

イネックス(1) 

バレンティス(1) 

カリフォルニア大学(1) 

ブリティッシュ コロン

ビア大学(1) 

DNAを細胞内に導入するのに有効な脂質。 
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1.5.2 引用関連図 

図 1.5.2-1 に薬剤放出技術の引用関連図を示す。薬剤を微小な孔を持つ隔膜等を用いて

放出することによって、薬物の放出速度を制御する技術である。アルザ（現ジョンソン 

アンドジョンソン）の US3,845,700、US3,916,899、US4,327,725 が、同社およびファイ

ザーなどから多数引用されている。 

 

図 1.5.2-2 に薬剤標的化技術の引用関連図を示す。薬剤をポリエチレングリコール

（PEG）で修飾することによって、標的以外の器官などにとらえられることをなくす技術

である US4,179,337 が、ジェネンテックなどから多数引用されている。一方、リポソーム

を薬剤送達のビヒクルとして用いる方法である。US4,485,045 および US4,544,545 もジェ

ネンテックなどから多数引用されている。さらに、リポソームを PEG で修飾することによ

り、薬剤の体内循環時間を長くし、がんなどの患部に薬剤を安定して送達する手段である

US5,013,556 もジェネンテックなど多数から引用されている。 

 

 図 1.5.2-3 に薬剤吸収制御技術の引用関連図を示す。細胞内への遺伝子導入技術に関す

る技術であり、カチオン性ポリマーの細胞膜透過能力を利用して DNA を細胞内に導入する

ものである。シンテックスの US4,897,355、バイカルの US5,264,618、ライフ テクノロ

ジーズ US5,334,761 がテルモやジェンザイムなどから引用されている。 
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図 1.5.2-1 薬剤放出技術の引用関連図 

US3,845,700 

ALZA CORP 

（現ジョンソンアンドジョンソン） 

デュレクト 
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04 

 

 

 

 

 

03 

 

 

 

02 

 

 

01 

 

00 

 

 

 

95 

 

 

90 

 

 

 

85 

 

 

80 

 

 

75 

 

 

 

US3,916,899 

ALZA CORP 

（現ジョンソンアンドジョンソン）

US4,327,725 

ALZA CORP 

（現ジョンソンアンドジョンソン）

特開2000-229846

特開2002-275053

特表平09-512006 

特表2001-503054 

特表平11-508577 
特表平11-505264 

特表平11-513041 

特表2002-538895 

特表2001-523705 

特表2001-519379 

特表平10-507440 

特表2003-509354

特表2003-513033 

特表2004-505907 特表2004-513975 特表2004-510687 
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線が重ならないようにしただけ

である。 
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図 1.5.2-2 薬剤標的化技術の引用関連図 
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図 1.5.2-3 薬剤吸収制御技術の引用関連図 
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ドラッグデリバリーシステムの特許活動に関し、出願件数の多い上位 20 社について扱う。

1992 年 1 月から 2002 年 12 月までに出願されたドラッグデリバリーシステムに関する出願件

数と主要 20 社を表 2.1 に示す。ただし、本書に記載されている特許は、開放の用意がある特

許とは限らない。 

 

表2.1 主要企業20社の出願件数 

No. 出願人名 特許出願件数 

1 サノフィ・アベンティス（フランス） 50 

2 ジョンソンアンドジョンソン（米国） 36 

3 カリフォルニア大学（米国） 28 

4 ジェネンテック（米国） 26 

5 ファイザー（米国） 25 

6 科学技術振興機構 23 

7 カイロン（米国） 21 

8 ブリストルマイヤーズスクイブ（米国） 20 

9 アメリカ合衆国（米国） 20 

10 テキサス大学（米国） 19 

11 武田薬品 18 

12 ウエスト ファーマシューティカル サービシズ（米国） 17 

13 久光製薬 17 

14 メルク（米国） 16 

15 アストラゼネカ（イギリス） 16 

16 イミュノメディクス（米国） 15 

17 エラン（アイルランド） 15 

18 マサチューセッツ工科大学（米国） 15 

19 エミスフェア・テクノロジーズ(米国） 14 

20 協和醗酵工業 14 

 

 

 

２． 主要企業等の特許活動 
 

ドラッグデリバリーシステムの研究開発は、製薬メーカー、 

ベンチャー企業、大学、公的研究機関とさまざまな研究機関 

によって世界的な広がりをもって実施されている。 

特許流通 

支援チャート 
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2.1.1 企業の概要 

 

商号 Sanofi-Aventis 

本社所在地 174, avenue de France, 75013 Paris, France 

設立年 2004年 （Sanofi-SynthélaboがAventis Pharmaを買収統合して設立） 

資本金 N/A 

従業員数 約99,000名 

事業内容 医療用医薬品（心臓、血栓、癌、潰瘍、中枢神経系、泌尿器、高血圧、糖

尿病向け等）の開発・製造・販売 

 

サノフィ・アベンティスは、ヨーロッパ最大の製薬会社である。主な対象疾患は、心臓、

血栓、癌、潰瘍、中枢神経系、泌尿器、高血圧、糖尿病、ワクチンである。特に、循環器・

抗血栓分野の世界的なリーダーであり、この分野の医薬品売上高は、グループ全体の３分

の１を占めている。 

 サノフィ・アベンティスは、2004年8月に、サノフィ・サンテラボ（フランス）がアベン

ティスファーマ（フランス）を買収してできた会社である。アベンティスファーマは、99

年にドイツのヘキストとフランスのローヌ・プーランが合併したフランス最大手（欧州第3

位）の製薬会社であり、サノフィ・サンテラボは、99年にフランスの石油会社エルフの子

会社であるサノフィと、フランスの総合化粧品会社ロレアルの子会社であるサンテラボが

合併したものである。 

（出典：サノフィ・アベンティスのホームページ http://www.sanofi-aventis.com/） 

 

2.1.2 製品例 

 サノフィ・アベンティスにはドラッグデリバリーシステムの製品はまだないが、インス

リンの乾燥粉末を食前に吸入して糖尿病患者の血糖値上昇を抑える吸入型インスリン粉末

が2004年３月に欧州で市販許可申請を受理されている。 

 

 

 

 

 

2.1 サノフィ・アベンティス（フランス）
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2.1.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているサノフィ･アベンティスの発明者の住所から調査した主な

技術開発拠点は、次のとおりであり、主としてフランスから出願されている。 

フランス パリ 

ドイツ マールブルグ 

カナダ オンタリオ州 

米国 ニュージャージー 

富山県 富山市 

 

 サノフィ・アベンティスの出願件数・発明者数の推移を図2.1.3に示す。1992～96年にか

けて出願件数、発明者数が徐々に減少したが、その後、97年から再度増加に転じている。

01年、02年については、PCTによる公開の遅れがあるため、判断できない。 

 

図2.1.3 サノフィ・アベンティスの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.1.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたサノフィ・アベンティスのドラッ

グデリバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は50件であり、表2.1.4にその内容を

示している。 

図2.1.4-1にサノフィ・アベンティスの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤放出技術」、

「薬剤標的化技術」、「薬剤吸収制御技術」の３つの分野に出願している。技術要素で最

も多いのは、「能動的標的化技術」の21件であり、次いで「遺伝子導入技術」が18件、「薬

剤導入技術」が６件、「放出制御技術」が５件である。 

 

           図2.1.4 サノフィ・アベンティスの技術要素と課題の分布 
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 サノフィ・アベンティスの課題と解決手段の分布を図2.1.4-2に示す。「吸収促進化」が

最大の課題であり、促進剤の利用やベクターの利用が解決手段となっている。また、がん

の治療という課題に対しては遺伝子発現の利用などが解決手段となっている。 

 

          図2.1.4-2 サノフィ・アベンティスの課題と解決手段の分布 
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表2.1.4 サノフィ･アベンティスの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課題Ⅰ 
課題Ⅱ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特表 2002-529099
98.11.09 

C12N15/09 
トランスジ－ンの新規な発現調節系 

特開平 11-089587
97.07.21 

C12N15/09 

遺伝的に改変された細胞および疾患の予防ま
たは治療におけるそれらの使用 生体反応の利用 

遺伝子発現の利
用 

特表 2003-512059
99.10.15 

C12N15/09 

自己切断するＲＮＡ配列、およびタンパク質合
成を調節するためのその使用 

特開平 08-337540
（取下げ） 
95.04.11 

A61K45/00 

薬力学パラメ－タ－を定め薬物の投与法をデ
ザインする方法 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放出速度制御 

機械・器具の利用
装置の利用 

特表平 07-509696
92.07.23 

A61K38/00 
顆粒球コロニ－形成刺激因子溶液の輸送方法

安定化 生体適合性改良 

特表平 08-508491
（取下げ） 
93.03.31 

C07H21/04 

ホスホジエステル結合をアミド結合に置き換え
たオリゴヌクレオチド 

患部の識別 
感染症の識別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特許 3534771 
94.10.24 

C12N1/20 

Ｍｏｒａｘｅｌｌａの主要外層膜蛋白ＣＤ 
Moraxella株から非変性外層膜蛋白CDを
単離・精製し、診断に利用する特に、in 
vivoで宿主に投与して、CD蛋白と特異的
に反応する抗体を誘発する病原菌によ
って引き起こされる疾患に対する予防
を行う。 

患部の識別 
その他の疾患の識
別 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表 2003-514895
99.11.22 

A61K47/48 

酵素的に除去可能な側鎖基を有するコーティ
ング物質を含む担体システム 

直接送達方法開発
機械・器具の利用
装置の利用 

特開平 10-236984
97.02.28 

A61K 47/42 
徐放性局所送達製剤 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表平 09-504955
93.11.18 

C12N 15/09     

癌における遺伝子治療のための組換えアデノ
ウイルス 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平 08-508879
93.04.22 

C12N15/09 

腫瘍の遺伝子療法のための欠陥組換えアデノ
ウイルス 

特表平 08-511162
93.06.16 

C12N15/09 
細胞内結合タンパク質（ＩＢＰ）およびその使用 

特表平 10-506526
94.08.26 

C12N15/09 

内皮細胞に特異的な細胞サイクルに依存する
活性化合物を用いる腫瘍の遺伝子療法 

患部での薬効発現
がんの治療 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表平 11-514881
（取下げ） 
95.0.31 

C12N15/09 

ＧＡＸタンパク質の癌治療への応用 
 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表平 09-506247
93.11.08 

C12N15/09 

ヘモフィリス属菌株トランスフェリン受容体遺伝
子 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平 11-506336
95.06.07 

C12N15/09 

免疫系選択細胞への抗原送達のためのキメラ
抗体 

特表平 08-511007
93.06.09 

C07K14/155 
タンデム合成ＨＩＶ－１ペプチド 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

患部での薬効発現
感染症の治療 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 特表平 11-500744

95.10.11 
C07K14/195 

モラクセラ属菌由来トランスフェリン受容体タン
パク質 
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表2.1.4 サノフィ・アベンティスの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課題Ⅰ 
課題Ⅱ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

患部での薬効発現
感染症の治療 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 

特表 2002-525028
98.07.27 

C12N15/09 

Ｃｈｌａｍｙｄｉａ抗原および対応するＤＮＡフラグメ
ントおよびそれらの使用 

患部での薬効発現
自己免疫疾患の治
療 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特開 2001-253900
00.01.11 

C07K19/00 

アレルギ－反応および自己免疫疾患の予防お
よび処置のための接合体の製造方法およびそ
れらの使用 

特開平 07-149666
93.09.22 

A61K47/48 
プロ－プロドラッグ、その製造および使用 

生体条件の利用 
酵素等の利用 特開平 07-149666

93.09.22 
A61K47/48 

プロ－プロドドラッグ、その製造および使用 

特開平 10-004979
96.02.13 

C12N15/09 

細胞中に遺伝子を導入するための標的細胞に
特異的なベクタ－、そのベクタ－を含んでなる
医薬、およびそれらの使用 生体反応の利用 

受容体の利用 特表平 10-507626
94.08.26 

C12N15/09 

細胞サイクルによつて変化する細胞に特異的
な活性化合物を用いる血管系の疾病の遺伝子
療法 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表平 10-502533
（取下げ） 
94.07.12 

C12N15/09 

ＮＯシンタ－ゼをコ－ドする遺伝子を含むアデ
ノウイルス 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

患部での薬効発現
その他の疾患の治
療 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表平 08-509208
93.03.03 

A61K48/00 
アンスチ． ナシ

オナル ド ラ サ
ンテ エ ド ラ 
ルシェルシェ 

組み換えアデノウイルスおよび眼疾患の治療
のための遺伝子療法におけるそれらの使用 

生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特開 2000-166579
98.12.02 

C12N15/09  
血液凝固因子とＰ－セレクチンのＤＮＡ構築体 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2003-505517
99.07.28 

A61K47/48 

接合体ならびにそれらの製造方法および生体
膜を横切り分子を輸送するためのそれらの使
用 

特表 2002-513543
98.04.02 

C12N15/09  

新規核酸移入剤とそれらを含む組成物及びそ
れらの使用 

特表 2004-505049
00.08.01 

A61K31/421 
ベフロキサトンの経皮投与用の医薬組成物 促進剤の利用 

特表 2004-512275
00.08.25 

C07K14/47 
膜透過性ペプチドおよびその使用 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

薬
剤
導
入
技
術 

吸収促進化 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表平 08-509373
93.04.30 

C12N15/09 

組換えウイルスおよび遺伝子療法におけるそ
れらの使用 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特開平 11-285394
98.02.20 

C12N15/09 

ＤＮＡ配列の遺伝子輸送用アデノウイルストラ
ンスファーベクタ－ 

特表平 10-506018
94.09.27 

C12N7/00 

不活化ＩＶａ２遺伝子を有する欠陥組換えアデノ
ウイルス 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

遺
伝
子
導
入
技
術 

安全化 
担体の利用 
ベクターの利用 特表平 10-507922

94.10.28 
C12N7/00      

生存汚染粒子を持たないアデノウイルス、その
製造および使用 
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表2.1.4 サノフィ・アベンティスの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課題Ⅰ 
課題Ⅱ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特表平 09-505982
93.09.13 

C12N15/09 

アデノ関連ウイルス（ＡＡＶ）リポソ－ムおよびそ
れに関連する方法 

生体適合性改良 
特表 2003-503362

99.06.24 
A61K48/00 

新規なベクタ－複合体および遺伝子治療のた
めのその使用 

生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特表平 11-512704
95.09.28 

A61K48/00 

核酸のトランスフェクシヨンに有用な医薬組成
物及びその使用 

特表平 09-508100
94.01.10 

A61K31/70 
核酸を含む組成物、調製および使用 

特表平 10-502918
94.07.13 

A61K48/00 
核酸を含有する組成物、その製造および使用 

特表平 10-509958
94.12.05 

C07C23/506 

トランスフェクシヨン剤としてのリポポリアミン及
びその医薬への使用 

特表平 11-500431
95.02.17 

A61K48/00 
核酸を含む組成物、その製造及び使用 

特表 2000-501383
95.11.14 

C07C23/706 

トランスフェクシヨン剤としてのリポポリアミン及
びその医薬的使用 

特表 2002-501762
98.01.30 

C12N15/09 

還元性条件に感受性のトランスフェクシヨン用
組成物、該組成物を含有する医薬組成物及び
それらの用途 

促進剤の利用 

特表 2003-513078
99.11.05 

C07D23/520 

オリゴベンズイミダゾ－ル誘導体及びＤＮＡ形
質転換剤としてのそれらの使用 

特表平 08-501686
92.09.25 

C12N15/09 
アンスチ． ナシ

オナル ド ラ サ
ンテ エ ド ラ 
ルシェルシェ 

中枢神経系、特に脳における細胞への外来遺
伝子の転移のためのアデノウイルスベクタ－ 

特表平 08-501703
93.07.13 

C12N7/00 

欠陥組換えアデノウイルスベクタ－及び遺伝子
治療での使用 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表平 08-510122
93.05.18 

C12N15/09 

動物起源のアデノウイルスベクタ－および遺伝
子治療におけるそれらの使用 

担体の利用 
リポソームの利用

特表 2003-501373
99.06.02 

A61K48/00 

新規なリポソ－ムベクタ－複合体および遺伝
子療法でのそれらの使用 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

遺
伝
子
導
入
技
術 

吸収促進化 

担体の利用 
キャリアーの利用

特表 2004-518752
01.02.19 

A61K48/00 

強化された細胞内輸送のためのポリヌクレオチ
ド配合物 
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2.2.1 企業の概要 

 

商号 Johnson & Johnson 

本社所在地 One Johnson & Johnson Plaza, New Brunswick, NJ 08993 U.S.A. 

設立年 1887年 

資本金 3,120百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 約110,600名（連結：2003年12月末） 

事業内容 スキンケア・オーラルケア製品、一般用医薬品、医療用医薬品、医療機器・

用具、コンタクトレンズ等の製造・販売 

  

ジョンソンアンドジョンソンは、世界57カ国に拠点を持ち、175カ国以上で製品を販売し

ている。その事業は、大きく、コンシューマー製品（創傷被覆テープ、ローションなどの

スキンケア製品、歯ブラシなどのオーラルケア製品、解熱鎮痛剤などの一般用医薬品）、

医療用医薬品、医療用器具の３つのセグメントに分けられる。 

医薬部門では、2001年にドラッグデリバリーシステム技術を有するアルザ（ALZA 

Corporation）を買収するなど買収による展開を積極的に進めている。 

（出典：ジョンソンアンドジョンソンのホームページ http://www.jnj.com/） 

 

2.2.2 製品例 

 ジョンソンアンドジョンソンのドラッグデリバリーシステムとしては、傘下のアルザが

有する経口デリバリーシステム、経皮吸収システム、埋め込み型システムがある。 

製品としては、慢性疼痛治療薬と禁煙補助製品がある。 

（出典：ジョンソンアンドジョンソンのホームページ http://www.jnj.com/） 

 

2.2.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているジョンソンアンドジョンソンの発明者の住所から調査した

主な技術開発拠点は、次のとおりであり、主として合併したアルザの研究開発拠点である

米国カリフォルニア州から出願されている。 

米国 カリフォルニア州 

米国 ニュージャージー州 

イスラエル エルサレム 

イタリア ローマ 

 

 

 

 

 

2.2 ジョンソンアンドジョンソン（米国）
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 ジョンソンアンドジョンソンの出願件数・発明者数の推移を図2.2.3に示す。1995年は急

激に出願件数、発明者数が増加したが、96年に減少した。その後、97年に再度増加したが、

99年から徐々に減少している。 

 

図2.2.3-1 ジョンソンアンドジョンソンの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.2.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたジョンソンアンドジョンソンのド

ラッグデリバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は36件であり、表2.2.4にその内

容を示している。 

図2.2.4-1にジョンソンアンドジョンソンの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤放出技

術」、「薬剤標的化技術」、「薬剤吸収制御技術」の３つの分野に出願している。技術要

素で最も多いのは、「放出制御技術」の16件であり、次いで「薬剤導入技術」が12件であ

る。「放出制御技術」の課題は「放出速度制御」であり、「薬剤導入技術」の課題は「吸

収促進化」である。 

 

      図2.2.4-1 ジョンソンアンドジョンソンの技術要素と課題の分布 
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技術要素 

経
皮
投
与
方
法
開
発 

経
口
投
与
方
法
開
発 

放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

吸
収
促
進
化 

安
全
化 

患部での 
薬効発現 

新規投与方法 
開発 

課 題 

4

4 12

1

2

11 1

1

1992年1月～2002年12月の出願 
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 ジョンソンアンドジョンソンの課題と解決手段の分布を図2.2.4-2に示す。課題としては

「吸収促進化」や「放出速度制御」を目指したものが多い。「吸収促進化」に対しては、

「促進剤の利用」や「生体適合性改良」、「物理的刺激の利用」などにより解決している。

「放出速度制御」に対しては、「温度、pH、親水性等を利用」によって解決している。 

 

          図2.2.4-2 ジョンソンアンドジョンソンの課題と解決手段の分布 
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経
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経
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開
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放
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速
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制
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徐
放
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そ
の
他
疾
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の
治
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吸
収
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進
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表2.2.4-1 ジョンソンアンドジョンソンの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の
利用 

特表2003-509354 
99.09.15 
A61K3/15 

１日１回投与で有効なレボキセチン治療を与える
製剤及び方法 

特表2000-501429 
96.09.13 
A61K7/48 

局所治療用および化粧用製剤の組成物基剤 
担体の利用 
キャリアーの利用 特表2001-512480 

97.02.19 
A61K47/48 

持続的薬物送達およびそれに有用な組成物 

徐
放
化 

担体の利用 
コーティング 

特表平08-510755 
93.05.27 
A61K31/135 

抗鬱薬投薬形態 

特開平09-100235 
95.06.07 
A61K33/18 

架橋ポリビニルピロリドン－ヨウ素複合物及びそ
の製造方法 

特表平09-502182 
93.08.31 
A61K47/34 

疎水性剤を含有するディスペンサ－ 

特表平10-507440 
(取下げ) 
94.06.27 
A61K31/47 

タクリン医薬製剤 

特表2001-510791 
97.07.25 
A61K9/52 

半透性プラグを備えた浸透投与系 

特表2001-510792 
97.07.25 
A61K9/52 

浸透投与系フロ－モジュレ－タ－装置 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の
利用 

特表2003-514847 
99.11.22 
A61K9/24 

第一コ－トおよび第二コ－トを含む浸透圧性剤形

特表2002-541094 
99.04.01 
A61K47/34 

ポリウレタン薬物貯蔵部を含んでなる経皮薬物送
達装置 

マトリックスへ分散 
特表2002-501886 

98.01.30 
A61K38/00 

ペプチドまたはタンパク質の制御放出送達 

特表平11-505264 
95.05.22 
A61K31/215 

オキシブチニンを含んで成る剤形 

特表2001-526214 
97.12.22 
A61K9/70 

薬剤供給を調節するデバイスのための速度調節膜
機械・器具の利用 
装置の利用 

特表2004-508319 
00.09.08 
A61K9/70 

経路閉鎖を阻害することによる経皮的薬物流動の
減少の抑制方法 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 

機械・器具の利用 
物理的刺激の利用 

特表2000-514065 
97.07.03 
A61K9/70 

ドラツグデリバリ－デイバイスとその製造法 

特表平11-506730 
95.06.07 
A61K9/10 

ペプチド／タンパク質懸濁配合物 
担体の利用 
エマルジョンの利用 特表2002-524407 

98.09.09 
A61K9/52 

液体配合物を含んで成る剤形 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表2002-533380 
98.12.23 
A61K9/16 

多孔性粒子を含む剤形 
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表2.2.4-1 ジョンソンアンドジョンソンの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

安
定
化 

担体の利用 
コーティング 

特表2002-532569 
98.12.22 
A61K9/70 

ポリマ－膜薬物貯蔵 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

経
口
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特表平11-507340 
95.06.07 
A61K48/00 

遺伝子構築物の経口送出 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の
利用 

特表2004-525138 
01.03.26 
A61K91/27 

治療剤の改良された細胞内送達のためのリポソ－
ム組成物 能

動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2002-532407 
98.12.18 
A61K47/48 

ハダシット メデ
ィカル リサ－チ
サ－ビシズ アン

ド DEV 

多薬物耐性細胞に対する化合物の投与方法 

生体適合性改良 
特表平11-507341 

95.06.06 
C07K14/47 

電気輸送流量を増加させる、ポリペプチド系薬物
の修飾 

特表平10-503184 
94.07.13 
A61K47/16 

経皮電気的移送式作用剤投与を促進するための組
成物と方法 

特表平11-504229 
95.04.28 
A61N1/30 

電気的輸送薬剤分配を増進する組成物および方法

特表平11-504237 
95.04.28 
A61N1/30 

電気的移送式作用剤投与を促進する組成物及び方
法 

特表平11-512073 
95.06.07 
A61K47/14 

グリセロ－ルモノラウレ－トとラウリルアセテ－
トとを含む皮膚透過増強剤組成物 

特表2001-522793 
97.11.12 
A61K9/00 

経皮電気輸送送達用の緩衝処理された薬物処方物

特表2002-531526 
98.12.04 
A61K9/06 

無水状態の局所的皮膚調製剤 

特表2003-511405 
99.10.08 
C07D23/302 

核酸および薬剤送達用の中性－カチオン性脂質 

特表2004-520152 
00.10.26 
A61M37/00 

被覆された微細突出物を有する経皮的薬剤配達装
置 

特表2001-506263 
96.12.17 
A61K9/00 

電気輸送放出装置用のポリマ－フォ－ム貯蔵槽 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 促進剤の利用 

特表2004-508148 
00.09.11 
A61N1/30 

経皮性の電気輸送装置とその製造方法 
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表2.2.4-1 ジョンソンアンドジョンソンの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
皮
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

促進剤の利用 
特表平11-507361 

95.06.07 
A61K31/48 

ペルゴライドの経皮放出用新規製剤 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

生体適合性改良 
特表2001-504093 

96.10.11 
A61K91/27 

融合性リポソ－ム組成物および方法 
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2.3.1 大学の概要 

 

名称 The University of California 

本部所在地 111 Franklin Street, Oakland, CA 94607 U.S.A. 

設立年 1869年 

教職員数 約160,000名 

概要 カリフォルニア州内に9つのキャンパス(Berkeley、Davis、Irvine、Los A

ngeles、Riverside、San Diego、San Francisco等)を有する総合大学 

  

カリフォルニア大学は、遺伝子組み換え技術の基本特許を有していた大学であり、バイ

オテクノロジー、ヘルスケア分野における研究を活発に推進している。 

（出典：カリフォルニア大学のホームページ http://www.universityofcalifornia.edu/） 

 

2.3.2 製品例 

 ドラッグデリバリーシステムに関する研究を行っているが、製品はない。 

 

2.3.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているカリフォルニア大学の発明者の住所から調査した主な技術

開発拠点は、次のとおりであり、主として米国から出願されている。 

米国 カリフォルニア州 

カナダ ウィニペグ州 

メキシコ モレロズ 

スイス ジュネーブ 

ドイツ ブレーメン 

フランス プティート-ロセル リュ プランシパル 

千葉県 千葉市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 カリフォルニア大学（米国）
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 カリフォルニア大学の出願件数・発明者数の推移を図2.3.3に示す。1993年と99年をピー

クとして出願件数、発明者数が増加し減少している。01年と02年に出願が見られないのは、

PCT出願のためにまだ公開されていないためと考えられる。 

 

図2.3.3 カリフォルニア大学の出願件数・発明者数の年次推移 
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2.3.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたカリフォルニア大学のドラッグデ

リバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は28件であり、表2.3.4にその内容を示し

ている。 

図2.3.4-1にカリフォルニア大学の技術要素と課題の分布を示す。薬剤標的化技術と薬剤

吸収制御技術に出願している。「薬剤導入技術」に関する「吸収促進化」が最も大きな課

題であり、「遺伝子導入技術」に関する「吸収促進化」も大きな課題となっている。薬剤

標的化技術の「能動的標的化技術」に関する「患部の識別」および「患部での薬効発現」

も大きな課題となっている。 

 

       図2.3.4-1 カリフォルニア大学の技術要素と課題の分布 
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 カリフォルニア大学の課題と解決手段の分布を図2.3.4-2に示す。「吸収促進化」という

課題に対しては、ベクターやリポソームのような「担体の利用」や「促進剤の利用」をは

じめ、「膜透過性の利用」などの「生体反応の利用」といった解決手段が採られている。

また、「感染症の治療」などでは、「遺伝子発現の利用」が解決手段として用いられてい

る。「患部の識別」および「患部での薬効発現」という課題に対しては、「受容体の利用」

などの生体反応を利用した解決手段が採られている。 

 

          図2.3.4-2 カリフォルニア大学の課題と解決手段の分布 
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表2.3.4 カリフォルニア大学の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平 07-506484
92.01.29 
C12P21/08 

サイークロン 

カルチノ－マ関連抗原（SK1），SK1 に対するモノクロ
ーナル抗体，これら抗体を産生する方法及びその使用 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表平 09-504790
93.11.01 
A61K9/50 

化学的触媒作用および細胞受容体活性化のための生化
学的活性物質 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2003-528891
00.03.27 
A61K47/42 

非分泌性成分に対するリガンド、pIgR の非ストーク領
域およびその使用方法 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表 2003-513027
99.10.26 
A61K51/00 

アテローム性動脈硬化症の診断、結像、治療用の薬剤及
びその方法 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
コーティング 

特表 2002-534485
99.01.11 
A61K38/00 

ペプチド類およびタンパク質類の経口送達用粒子 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2003-522195
00.02.10 
A61K39/00 

肝細胞癌の治療のための方法及び組成物 
が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 

特表平 10-509702
94.11.03 
A61K48/00 

腫瘍関連抗原ペプチドをコードする裸のポリヌクレオ
チドの投与によって腫瘍関連抗原に対して宿主を免疫
する方法及び装置 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平 08-508980
93.03.31 
C07K16/12 

クローン化レプトスピラ外膜タンパク質 

特表平 08-510134
93.05.17 
C12N15/09 

HIV 感染およびエイズを対象としたリボザイム遺伝子
治療 

特表平 10-509037
（却下） 
94.1 1.10 
C12N9/50 

機能不全プロテアーゼ形成によるタンパク質分解活性
の抑制 

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表 2004-505892
00.05.12 
A61K48/00 

ヒトパピローマウイルス（HPV）－感染細胞の治療 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表平 08-509720
93.05.03 
A61K38/00 

ジェネンテック 

白血球接着阻害 
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表2.3.4 カリフォルニア大学の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表平 07-507689
（拒絶） 
92.06.08 
C12N15/09 

特定組織のターゲティング方法及び組成物 能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表 2004-525858
00.04.25 
A61K48/00 

脳への非侵襲性遺伝子ターゲッティング 

生体適合性改良 
特表 2002-544243

99.05.14 
A61K47/20 

薬剤および診断薬の送達のための高分子担体 

特表平 11-508240
95.06.07 
C07F9/09 

膜透過性第２メッセンジャー 
生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特表 2000-507225
96.03.08 
A61K39/395 

mab 3E10 ならびにその突然変異体および／または機能
性フラグメントを使用する送達システム 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表平 09-500381
（拒絶） 
93.07.16 
C07K16/46 

アルカームズ 

トランスフェリン受容体特異的リガンド－神経作用剤
融合タンパク質 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表 2002-513156
98.04.24 
G01N33/68 

インターナライズする抗体を選択する方法 

促進剤の利用 
特表 2003-516306

98.04.24 
C07F91/17 

膜透過性ホスホイノシチド 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表 2002-539176
99.03.15 
A61K48/00 
カイロン 

眼の疾患を処置または予防するための組換え遺伝子送
達ベクターの使用 

特表平 09-501146
93.06.03 
A61K51/00 

ホウ素を使った中性子捕獲療法のための組成物および
その使用法 

特表 2002-510713
98.04.03 
C07C22/906 

ペンタエリトリトール脂質誘導体 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
リポソームの利
用 

特表 2003-510345
99.10.07 
C07D49/308 

オルトエステル脂質 

特表平 09-500136
93.07.14 
A61K48/00 

樹枝状体ポリ陽イオンを含む自己集合性ポリヌクレオ
チド配送系 

促進剤の利用 
特表 2002-502885

98.02.11 
A61K48/00 

増強された遺伝子送達のための、核酸および血管作用性
薬剤の組合せ 

特表 2003-513942
99.11.05 
A61K48/00 

インビボ遺伝子送達による心血管疾患を処理するため
の技術および組成物 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
ベクターの利用 特表 2003-520597

00.01.21 
C12N15/09 

組換えフラビウイルスおよびその使用方法 
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2.4.1 企業の概要 

 

商号 Genentech, Inc. 

本社所在地 1 DNA Way, South San Francisco, CA 94080-4990 U.S.A. 

設立年 1976年 

資本金 10百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 6,226名（連結：2003年12月末） 

事業内容 バイオ医薬品の開発・製造・販売 

 

 ジェネンテックは、1982年に世界で初めての遺伝子組換え医薬であるヒトインスリンを

開発した。ヒト成長ホルモンや喘息の抗体医薬などのバイオ医薬品を開発している。 

（出典：ジェネンテックのホームページ http://www.gene.com/） 

 

 

2.4.2 製品例 

 ジェネンテックは、ドラッグデリバリーシステムの研究を行っているが、製品はない。 

 

2.4.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているジェネンテックの発明者の住所から調査した主な技術開発

拠点は、次のとおりであり、主として米国から出願されている。 

米国 カリフォルニア州 

オーストリア ウィーン 

イギリス ノースヨークシャー 

 ジェネンテックの出願件数・発明者数の推移を図2.4.3に示す。1996～98年に出願件数、

発明者数が減少したが、その後、出願件数、発明者数が増加している。01年と02年の出願

が見られないのは、PCT出願のためにまだ公開されていないためと考えられる。 

 

図2.4.3 ジェネンテックの出願件数・発明者数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 ジェネンテック（米国）

0

2

4

6

8

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

出願年

出

願

件

数
（

件
）

0

10

20

30

40

50

発

明

者

数
（

人
）

出願件数

発明者数



133 

2.4.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたジェネンテックのドラッグデリバ

リーシステムに関する特許・実用新案の件数は26件であり、表2.4.4にその内容を示してい

る。 

図2.4.4-1にジェネンテックの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的化技術」と「薬

剤放出技術」、「薬剤吸収制御技術」に出願している。「薬剤標的化技術」に関する「が

ん組織の識別」および「その他の疾患の識別」が最も大きな課題となっている。また、「が

んの治療」や「感染症の治療」も「能動的標的化技術」の課題である。「薬剤吸収制御技

術」では、「薬剤導入技術」と「遺伝子導入技術」に関する「吸収促進化」が課題である。 

 

        図2.4.4-1 ジェネンテックの技術要素と課題の分布 
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 ジェネンテックの課題と解決手段の分布を図2.4.4-2に示す。「がん組織の識別」という

課題に対しては、「遺伝子発現の利用」や「受容体の利用」、「抗体の利用」といった「生

体反応の利用」が解決手段として用いられている。「その他疾患の識別」でも、「受容体

の利用」、「抗体の利用」が解決手段として用いられている。「患部での薬効発現」とい

う課題に対しても、「受容体の利用」などの生体反応を利用した解決手段が採られている。

「放出速度制御」に関する課題に対しては、「遺伝子発現の利用」が解決手段となってい

る。 

 

             図2.4.4-2 ジェネンテックの課題と解決手段の分布 
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表2.4.4 ジェネンテックの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

徐
放
化 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 

特表2000-504210 
95.12.27 
C12N15/09 

半減期の長いＯＢタンパク質誘導体 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表平10-508025 
94.10.31 
A61K48/00 

眼の遺伝子療法 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
キャリアーの利
用 

特表平11-510170 
95.07.27 
A61K38/00 

タンパク質の処方 

特表2003-523207 
00.01.25 
C12N15/09 

LIV-1関連タンパク質、それをコードするポリヌクレオ
チド、及び癌の治療へのその利用 

生体反応の利用 
受容体の利用 特表2004-524816 

00.09.26 
C12N15/09 

PUMPCn組成物とその使用 

特表2003-503365 
99.06.25 
A61K39/395 
イムノゲン 

抗－ErbB抗体－メイタンシノイド複合体を用いた治療
方法 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平08-502514 
92.10.28 
C07K16/28 

血管内皮細胞増殖因子アンタゴニスト 

特開2003-274980 
99.03.08 
C12N15/09 

腫瘍治療のための組成物及び方法 

特表2004-520806 
00.08.24 
C12N15/09 

腫瘍の診断と治療のための組成物と方法 

特表2004-520808 
00.08.24 
C12N15/09 

腫瘍の診断と治療のための組成物と方法 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表2004-520810 
00.08.24 
C12N15/09 

腫瘍の診断と治療のための組成物と方法 

特開2004-097224 
97.09.19 
C12N15/09 

リガンドホモログ 

特開2004-113239 
97.09.19 
C12N15/09 

リガンドホモログ 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2003-505020 
99.07.02 
C12N15/09 

ペプチドリガンドドメイン及び多量体化ドメインを含
む融合ペプチド 
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表2.4.4 ジェネンテックの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特表平 11-504007 
95.04.20 
C07K1/20 

抗体精製 

特表 2000-503204 
96.01.08 
C12N15/09 

WSX レセプタ－及びリガンド類 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表 2003-534292 
00.05.19 
A61K45/00 

ERBB アンタゴニスト癌治療に対する有効な応答の可
能性を向上させるための遺伝子検出アッセイ 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表 2003-523407 
00.02.24 
A61K47/48 

カスパーゼ活性化プロドラッグ療法 

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2002-544174 
99.05.07 
A61K45/00 

アイデック PHAM 

B 細胞表面マーカーに結合するアンタゴニストを用い
た自己免疫疾患の治療 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表平 08-509720 
93.05.03 
A61K38/00 

カリフオルニア大学

白血球接着阻害 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平 09-512163 
94.04.04 
C12N15/09 

Jlk2/flt3 リセプターに対するアゴニスト抗体とその
使用 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表 2001-517437 
97.09.19 
C12N15/09 

リガンドホモログ 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2003-512441 
99.10.22 
A61K45/00 

アメリカ合衆国 

極性上皮細胞層を横断するタンパク質の送達 
薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 担体の利用 

キャリアーの利
用 

特開 2002-234831 
95.05.12 
A61K9/12 

機能生物学的物質の粗いスプレー供給 
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表2.4.4 ジェネンテックの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
肺
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

生体適合性改良 
特表平 10-510292

95.04.05 
A61K33/14 

塩化ナトリウムエアゾル製剤の調製 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

生体適合性改良 

特表平 08-508648
93.04.08 
C12N15/09 

ベーリンガー イ
ンゲルハイム 

INTERN 

高等真核細胞へ外来ＤＮＡを導入するためのアデノウ
イルス 
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2.5.1 企業の概要 

 

商号 Pfizer Inc. 

本社所在地 235 East 42nd Street, New York, NY 10017, U.S.A. 

設立年 1849年  

資本金 654百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 約122,000名（連結：2003年12月末） 

事業内容 医療用医薬品、一般用医薬品、動物薬の開発・製造・販売 

 

ファイザーは、2000年にワーナー・ランバート（Warner-Lambert）、03年にファルマシ

ア（Pharmacia）を買収して、世界最大の医薬品メーカーとなっている。特に、循環器系、

中枢神経系、感染症、アレルギー系、疼痛・関節系、泌尿器系、眼科系、がん、内分泌系

などの疾患に対する医薬品を開発している。 

（出典：ファイザーのホームページ http://www.pfizer.com/） 

 

2.5.2 製品例 

 ファイザーのドラッグデリバリーシステムに関する製品としては、禁煙補助剤がある。 

 

2.5.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているファイザーの発明者の住所から調査した主な技術開発拠点

は、次のとおりであり、主として米国から出願されている。ファルマシアが買収したファ

ルマシア、ワーナー・ランバートの技術開発拠点も含まれているために、技術開発拠点が

世界に広がっている。 

米国 コネチカット州06340，グロートン，イースタン・ポイント・ロード， 

ファイザー・インク，セントラル・リサーチ・ディヴィジョン 

  米国 オレゴン州、ミシガン州、イリノイ州、カリフォルニア州 

イギリス ケント シーティー13・9エヌジェイ，サンドウィッチ，ラムズゲート・ロ

ード，ファイザー・グローバル・リサーチ・アンド・ディベロプメント 

スウェーデン ヘルシングボリ 

デンマーク アールホルムパーケン ヴアイ 

イタリア ミラノ 

スイス ホフシュテッテン 

ベルギー ブス 

茨城県つくば市 

 

 

2.5 ファイザー（米国）
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 ファイザーの出願件数・発明者数の推移を図2.5.3に示す。1995～97年に出願件数、発明

者数が減少したが、その後、99年まで出願件数、発明者数が増加している。02年に出願が

見られないのは、PCT出願のためにまだ公開されていないためと考えられる。 

 

図2.5.3 ファイザーの出願件数・発明者数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

2

4

6

8

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

出願年

出
願
件
数
（

件
）

0

3

6

9

12

15

18

21

24

発
明
者
数
（

人
）

出願件数

発明者数



140 

2.5.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたファイザーのドラッグデリバリー

システムに関する特許・実用新案の件数は25件であり、表2.5.4にその内容を示している。 

図2.5.4-1にファイザーの技術要素と課題の分布を示す「薬剤放出技術」と「薬剤標的化

技術」、「薬剤吸収制御技術」に出願している。薬剤放出技術では、「放出制御技術」に

関して、「放出速度制御」、「放出時期制御」、「徐放化」が課題となっている。「薬剤

標的化技術」に関しては、「その他疾患の治療」、「その他疾患の識別」などの課題があ

る。薬剤吸収制御技術では、「薬剤導入技術」における「吸収促進化」のほかに、「遺伝

子導入技術」の「安全化」が課題となっている。 

 

         図2.5.4-1 ファイザーの技術要素と課題の分布 
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能動的標的化技術 

 

薬剤導入技術 

 

遺伝子導入技術 

 

 

薬剤放出技術 

 

 

薬剤標的化技術 

 

 

薬剤吸収制御技術 

技術要素 

経
粘
膜
投
与
方
法
開
発 

経
鼻
投
与
方
法
開
発 

放
出
時
期
制
御 

放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

感
染
症
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

安
定
化 

安
全
化 

患部の 
識別 

患部での 
薬効発現 

新規投与方法 
開発 

課 題 

3

2 6 3

1

1

2111

21

1

1992年1月～2002年12月の出願 
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 ファイザーの課題と解決手段の分布を図2.5.4-2に示す。「放出速度制御」、「放出時期

制御」という課題に対しては、「コーティング」や「装置の利用」という解決手段が採ら

れている。「その他の疾患治療」に対しては、「遺伝子発現の利用」が解決手段となって

いる。「吸収促進化」に対しては、「生体適合性改良」が解決手段として用いられている。 

 

           図2.5.4-2 ファイザーの課題と解決手段の分布 
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表2.5.4 ファイザーの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特表平09-503023 
94.06.16 
C08B30/12 

生物付着性澱粉及び該澱粉の製造方法 
徐
放
化 

マトリックスへ
分散 特表2003-518061 

99.12.22 
A61K45/00 

シクロオキシゲナ－ゼ－２阻害剤の持続放出製剤 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 

特表2004-505907 
00.08.09 
A61K9/22 

ヒドロゲルにより駆動される薬物剤形 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表平10-506794 
94.10.06 
C12N15/09 

アテロ－ム性動脈硬化症の処置におけるスカベンジャ
－受容体の使用方法 

特開2000-229888 
99.02.10 
A61K47/38 

マトリックス制御放出デバイス 

マトリックスへ
分散 特表平09-500645 

（取下げ） 
93.07.22 
A61K31/47 

制御放出タクリン薬物送達システムおよびその製造方
法 

担体の利用 
コーティング 

特開2000-229846 
99.02.10 
A61K9/22 

放出制御型剤形 

放
出
速
度
制
御 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特開2002-212061 
00.12.07 
A61K9/20 

制御放出薬物送達のための方法およびシステム 

担体の利用 
コーティング 

特開2002-275053 
01.03.14 
A61K9/22 

医薬錠剤及びその製造のための方法 

特許3174285 
96.05.29 
A61K31/495 

セチリジンおよびプソイドエフエドリンを含む固体剤
形およびその製造方法 
非鎮静性の抗アレルギー薬、鎮痙薬および抗ヒスタミ

ン薬であるセチリジンを直後放出成分として、プソイド
エフェドリンを調整放出成分としてともに含む製剤の
製造方法。１日４回の投与を１回または２回にすること
ができる。 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時
期
制
御 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特表2003-518062 
99.12.22 
A61K31/122 

シクロオキシゲナ－ゼ－２阻害薬の二重放出性組成物 

マトリックスへ
分散 

特表2001-515029 
97.08.21 
A61K9/14 

粒状分散形態の固形医薬剤形 

担体の利用 
キャリアーの利
用 

特表2004-504342 
00.07.24 
A61K47/34 
ス－ゲン 

極めて水不溶性の脂肪親和性薬剤用の自己乳化性ドラ
ッグデリバリ－システム 

安
定
化 

担体の利用 
エマルジョンの
利用 

特表2004-520398 
01.01.18 
A61K31/337 

経口生物学的利用能が改善されたパクリタキセルの化
学療法マイクロエマルジヨン組成物 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 経

鼻
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表平09-504305 
93.11.01 
A61K31/465 

ニコチンまたはその誘導体およびデンプン微小球から
なるドラッグデリバリ－用組成物およびその製法 
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表2.5.4 ファイザーの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特開 2002-355051
00.06.29 
C12N15/09 

標的 

直
接
送
達

方
法
開
発 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表 2002-525314
98.09.28 
A61K9/52 

ＨＰＭＣカプセルを使用する腸及び結腸への送達 

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表平 10-503654
94.08.05 
C12N15/09 

レトロウイルスの感染の治療におけるトランスドミナ
ント・ネガティブ・レトロウイルス・インテグラ－ゼの
使用方法 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表 2001-505533
96.07.03 
C07D21/385 

スルホンアミド誘導体を用いた標的化ドラッグデリバ
リ－ 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表 2003-502321
99.06.10 
C07D27/736 

ロ－ダニン誘導体ならびにアミロイドの阻害および画
像化におけるその使用 

安
定
化 

促進剤の利用 
特表 2004-520359

01.01.18 
A61K9/08 

薬物の結晶化が低減された性質を有する医薬組成物 

特開平 06-087887
（取下げ） 
92.08.19 
C07K5/08 

ペプチドのエナミン誘導体およびそれをプロドラッグ
として含有するペプチド製剤 吸

収
促
進
化 

生体適合性改良 
特表 2003-516394

99.12.09 
C07D23/360 

セレコキシブの多型結晶形態 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
粘
膜
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

促進剤の利用 
特表 2002-530335

98.11.23 
A61K31/465 

急速経粘膜吸収を与えるニコチン含有医薬組成物 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

安
全
化 

生体適合性改良 
特表 2002-513811

98.05.06 
A61K48/00 

非－ヒト脊椎動物への、非－ヒト脊椎動物のペプチドホ
ルモンまたはサイトカインをコ－ドする裸のＤＮＡま
たは裸のＲＮＡの導入 
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2.6.1 機関の概要 

 

名称 独立行政法人 科学技術振興機構 

本部所在地 〒332-0012 埼玉県川口市本町4-1-8 川口センタービル 

設立年 2003年（平成15年）（10月、科学技術振興事業団が独立行政法人化） 

資本金 1,903億81百万円（2004年3月末） 

職員数 478名（2004年3月末） 

事業内容 新技術の創出に資する研究、新技術の企業化開発の推進、科学技術情報の

流通促進、科学技術関係の研究交流・支援、科学技術の理解増進 

 

 科学技術振興機構（Japan Science and Technology Agency 略称JST）は、日本の科学技

術基本計画の中核的実施機関として大学などへの研究助成を行っている。 

（出典：科学技術振興機構のホームページ http://www.jst.go.jp/） 

 

2.6.2 製品例 

 研究支援が組織目標であり、ドラッグデリバリーシステムの研究にも助成を行っている

が、製品はない。 

 

2.6.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されている科学技術振興機構の発明者の住所から調査した主な技術開

発拠点は、次のとおりであり、日本全国から出願されている。科学技術振興機構は大学な

どにおける研究の支援を行っており、これらの研究拠点は全国の大学などであると考えら

れる。 

北海道 札幌市 

宮城県 仙台市 

群馬県 前橋市 

茨城県 牛久市、土浦市 

千葉県 市川市、松戸市、柏市、野田市 

東京都 新宿区、杉並区、世田谷、板橋区、豊島区、墨田区、小平市 

神奈川県 横浜市、川崎市、相模原市、藤沢市 

長野県 松本市 

石川県 金沢市、石川郡鶴来町、能美郡辰口町 

愛知県 名古屋市 

大阪府 吹田市、茨木市、豊能郡豊能町 

兵庫県 神戸市 

岡山県 岡山市 

徳島県 徳島市 

2.6 科学技術振興機構 
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福岡県 福岡市 

 

 科学技術振興機構の出願件数・発明者数の推移を図2.6.3に示す。1996～98年に出願件数、

発明者数が減少したが、その後、出願件数、発明者数が増加している。 

 

図2.6.3 科学技術振興機構の出願件数・発明者数の年次推移 
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2.6.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願された科学技術振興機構のドラッグデリ

バリーシステムに関する特許・実用新案の件数は23件であり、表2.6.4にその内容を示して

いる。 

図2.6.4-1に科学技術振興機構の技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的化技術」と「薬

剤放出技術」、「薬剤吸収制御技術」に出願している。薬剤標的化技術では、「能動的標

的化技術」に関する出願が多く、「患部の識別」と「患部での薬効発現」が最も大きな課

題となっている。「放出制御技術」においては、「放出時期制御」と「放出速度制御」が

課題である。「薬剤吸収制御技術」では、「吸収促進化」と「安全化」が課題である。 

 

         図2.6.4-1 科学技術振興機構の技術要素と課題の分布 
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 科学技術振興機構の課題と解決手段の分布を図2.6.4-2に示す。「患部の識別」という課

題に対しては、「抗体の利用」をはじめとした「生体反応の利用」が解決手段として用い

られている。「放出時期制御」、「放出速度制御」に対しては、温度やpHなどの「生体条

件の利用」が解決手段となっている。また、「安定化」に対しては、「生体適合性改良」

や「担体の利用」が解決手段として用いられている。 

 

           図2.6.4-2 科学技術振興機構の課題と解決手段の分布 
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表2.6.4 科学技術振興機構の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特開平08-134146 
94.11.09 
C08F22/036 

側鎖に核酸塩基を導入したポリマーゲル及びその製造
方法 

放
出
速
度
制
御 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 特開平11-322941 

98.05.11 
C08G81/00 

温度応答型生体内分解性高分子 

生体適合性改良 
特開2001-270898 

00.03.24 
C07K7/18 

蛋白質との複合体の形成・解離を利用する生理活性ペプ
チドの作用制御法 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 

特許3538741 
95.05.23 
A61K7/30 

複合刺激応答型生体内分解性高分子ヒドロゲル 
疾患の特異的に放出される複数の酵

素に応答して生体内で分解することが
可能な２種の水溶性高分子からなる複
合刺激応答型生体内分解性高分子ヒド
ロゲル 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時
期
制
御 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特開2003-33178 
01.05.17 
C12N15/09 

細胞シグナル応答型遺伝子転写制御系 

生体適合性改良 
特許2690276 
95.01.10 
A61K47/34 

静電結合型高分子ミセル薬物担体とその薬剤 効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 担体の利用 

コーティング 

特開2003-147418 
01.11.09 
B22F9/24 

シエル架橋型ミセルを鋳型とする金属ナノ粒子の調製 

生体適合性改良 
特開2004-81210 

02.06.28 
C12N15/09 

システイン残基を改変したタンパク質からなる中空ナ
ノ粒子およびそれを用いた薬剤 安

定
化 担体の利用 

リポソームの利
用 

特開2004-175665 
02.11.22 
A61K38/00 

タンパク質中空ナノ粒子およびそれを用いた薬剤 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特開2001-309790 
00.05.02 
C12N15/09 

腫瘍指向性ペプチドベクター が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特開2001-218585 
00.02.08 
C12N15/09 

ヒト核蛋白質とこれをコードするｃＤＮＡ 

特許3154564 
92.09.07 
C12P21/08 

モノクローナル抗体の改変方法 
モノクローナル抗体産生株から分離したレクチン耐

性株の糖鎖合成変異ハイブリドーマにより抗原結合性
を変異させ、抗原結合性の高いヒト型モノクローナル抗
体を得た。 

特開2001-316298 
00.02.28 
A61K48/00 

タンパク質中空ナノ粒子とそれを用いた物質運搬体、な
らびに細胞への物質導入方法 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特開2003-286189 
02.03.29 
A61K38/00 

中空ナノ粒子を形成するタンパク質に疾患治療用の細
胞導入物質を融合させた薬剤 

特開2003-286198 
02.03.29 
A61K48/00 

増殖因子等を提示するタンパク質中空ナノ粒子を用い
る治療薬剤 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

担体の利用 
ベクターの利用 

特開2003-286199 
02.03.29 
A61K48/00 

タンパク質中空ナノ粒子を用いる肝臓疾患治療用薬剤 
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表2.6.4 科学技術振興機構の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 

特開 2002-128784
00.10.25 
C07D49/308 

細胞侵入型励起一重項酸素発生化合物および該化合物
を含む薬剤類 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特開 2003-2843 
01.06.21 
A61K45/00 

組織特異的トランスポーター阻害剤 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特開 2000-229844
99.02.12 
A61K9/00 

磁気利用ドラッグデリバリーシステム 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

直
接
送
達
方
法
開
発 

機械・器具の利用 
物理的刺激の利
用 

特開 2002-316946
01.04.19 
A61K41/00 

神奈川科学技術ア
カデミー 

光触媒の生体内への注入方法ならびに生体内への打ち
込み粒子およびその製造方法 

安
全
化 

担体の利用 
キャリアーの利
用 

特許 3217286 
96.12.19 
C07H21/04 

DNA 固定化複合体 
無機質固体をＤＮＡの固定化担体とすることで、より

安定にＤＮＡが保持されるＤＮＡ固体化複合体を得た。
遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特開 2003-235560
02.02.21 
C12N15/09 

遺伝子導入のための複合体および方法 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特開 2004-67563 
02.08.05 
A61K48/0 

癌細胞内部への抗癌剤の選択的輸送用組成物 
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2.7.1 企業の概要 

 

商号 Chiron Corporation 

本社所在地 4560 Horton Street, Emeryville, CA 94608 U.S.A. 

設立年 1981年 

資本金 2百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 5,332名（連結：2003年12月末） 

事業内容 バイオ医薬品、ワクチン、血液検査薬の開発・製造・販売 

 

 カイロンは、感染症を対象としたバイオ医薬、ワクチン、血液検査薬を製造販売してい

る。バイオ医薬品としてはＣ型肝炎治療用のインターフェロンがあり、ワクチンとしては

インフルエンザワクチンなどがある。血液検査薬としては、感染症のDNAやRNAを検出する

システムがある。 

（出典：カイロンのホームページ http://www.chiron.com/） 

 

2.7.2 製品例 

 ポリエチレングリコールでインターロイキンを修飾した薬剤の研究などがなされている

が、ドラッグデリバリーシステムの製品はない。 

 

2.7.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているカイロンの発明者の住所から調査した主な技術開発拠点は、

次のとおりであり、主として米国から出願されている。日本の京都市は京都大学との共同

研究である。 

 

  米国 カリフォルニア州 94662-8097， エミリービル， P.O.Box 8097， 

インテレクチュアル プロパティー アール440， カイロン コーポレイション 

  米国 ミネソタ州 

  イタリア シエナ 

オランダ ジェイジー アルメール 

  カナダ ケベック州 

  京都府 京都市 

 

 

 

 

 

2.7 カイロン（米国） 
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 カイロンの出願件数・発明者数の推移を図2.7.3に示す。1996年に出願件数、発明者数が

減少したが、その後、出願件数、発明者数が年間３件前後に回復している。01年と02年の

出願が見られないのは、PCT出願のためにまだ公開されていないためと考えられる。 

 

図2.7.3 カイロンの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.7.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたカイロンのドラッグデリバリーシ

ステムに関する特許・実用新案の件数は21件であり、表2.7.4にその内容を示している。 

図2.7.4-1にカイロンの技術要素と課題の分布を示す「薬剤標的化技術」と「薬剤吸収制

御技術」、「薬剤放出技術」に出願している。薬剤標的化技術では、「能動的標的化技術」

に関する出願が多く、「その他疾患の治療」が最も大きな課題となっている。薬剤吸収制

御技術では、「遺伝子導入技術」における「吸収促進化」が課題である。 

 

            図2.7.4-1 カイロンの技術要素と課題の分布 
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 カイロンの課題と解決手段の分布を図2.7.4-2に示す。「吸収促進化」の課題に対しては、

「促進剤の利用」と「ベクターの利用」などが解決手段として用いられている。「その他

疾患の識別」に対しては「抗体の利用」が、「その他疾患の治療」に対しては「ベクター

の利用」、次いで「免疫反応の利用」や「遺伝子発現の利用」といった「生体反応の利用」

が解決手段となっている。 

 

               図2.7.4-2 カイロンの課題と解決手段の分布 
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表2.7.4 カイロンの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 

生体適合性改良 

特表2001-515852 
97.09.08 
A61K91/27 

スカイファーム 

多胞状リポソ－ム中のIGF-Iの高封入量製剤および低封
入量製剤 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表2003-516731 
99.11.18 
C12N15/09 

京都大学総長 

ヒトＦGF-21遺伝子および遺伝子発現産物 

特開2003-081871 
92.07.09 
A61K39/395 

細胞表面分子に対する抗体の生産方法 
そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平09-509329 
94.05.13 
C12N15/09 

遺伝子搬送媒体を標的とする組成物及び方法 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表平09-503740 
93.03.17 
A61K48/00 

組換えウイルス・ベクターによる選択された腫瘍増殖の
阻害 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 

特開2003-055265 
（取下げ） 
92.02.04 
A61K48/00 

肝炎療剤 感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表平08-502167 
92.09.28 
C12N15/09 

HCVタンパク質の翻訳を制御するための方法および組成
物 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 

特表平09-510607 
94.02.18 
C12N15/02 

B7-1特異的リガンド、およびT細胞アネルギ－の誘導の
ためのそれらの使用 
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表2.7.4 カイロンの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 

特表平 10-501136
94.06.02 
C12N15/09 

ウイルスに基づく感染／トランスフェクションシステ
ムを用いる核酸免疫化 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特表平 09-503920
93.11.18 
C12N15/09 

条件致死遺伝子を利用する組成物及び方法 

特表 2001-514235
97.09.02 
A61K48/00 

遺伝子治療を利用して関節炎を処置するための組成物
および方法 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表 2003-534787
00.05.26 
C12N15/09 

アイオワ大学 リ
サーチ ファウン

デーション 

レンチウイルスベクターを使用する神経細胞の形質導
入の方法 

受
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
患
部
へ
の
集
積
化 

患
部
へ
の
集
積
化 

生体適合性改良 
特表 2002-505338

98.03.05 
C07K11/07 

生物学的に活性な分子の血清半減期を増加するための
方法 

促進剤の利用 

特表 2001-524940
97.01.09 
A61K9/72 

メリーランド大学
ボルティモア 

鼻送達のための投薬組成物およびその使用方法 
吸
収
促
進
化 担体の利用 

ベクターの利用 

特表 2002-539176
99.03.15 
A61K48/00 

カリフォルニア大
学 

眼の疾患を処置または予防するための組換え遺伝子送
達ベクターの使用 

経
鼻
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
リポソームの利
用 

特表 2002-531490
98.12.09 
A61K9/08 

中枢神経系に薬剤を投与するための方法 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
粘
膜
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特表 2003-516360
99.12.09 
A61K38/00 

中枢神経系およびリンパ系に対するサイトカイン投与
方法 
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表2.7.4 カイロンの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 

生体適合性改良 
特表 2001-515051

97.08.13 
C07C23/722 

核酸送達用の脂質－ポリアミド結合体および組成物 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特開 2000-143548
98.11.16 
A61K48/00 

アイオワ大学 リ
サーチ ファウン

デーション 

レトロウイルスの感染性を増大させるための方法およ
び組成物 

促進剤の利用 
特表 2001-503385

96.08.13 
A61K47/48 

ポリヌクレオチド送達のための組成物および方法 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表 2003-527863
00.03.24 
C12N15/09 

遺伝子送達のための改変ノダウイルスRNA 
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2.8.1 企業の概要 

 

商号 Bristol-Myers Squibb Company 

本社所在地 345 Park Avenue, New York, NY 10154 U.S.A. 

設立年 1989年 (Bristol-MyersとSquibbが合併して設立) 

資本金 220百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 約44,000名（連結：2003年12月末） 

事業内容 医療用医薬品等の開発・製造・販売 

 

ブリストルマイヤーズスクイブは、ブリストルマイヤーズとスクイブが1989年に合併し

てできた医薬品メーカーである。セイヨウイチイの木から抽出される植物成分であるパク

リタキセルの抗腫瘍作用を利用した卵巣がん治療薬を世界で初めて承認されるなど、医薬

品開発を積極的に展開している。 

（出典：ブリストルマイヤーズスクイブのホームページ http://www.bms.com/） 

 

2.8.2 製品例 

 ブリストルマイヤーズスクイブは、フランスのFlamel Technologiesのナノ微粒子技術を

使って徐放性のインスリン製剤を開発しているが、ドラッグデリバリーシステムの製品は

ない。 

  

2.8.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているブリストルマイヤーズスクイブの発明者の住所から調査し

た主な技術開発拠点は、次のとおりであり、主として米国のニュージャージー州、ワシン

トン州から出願されている。 

 

  米国 ニュージャージー州 

  米国 ワシントン州 

  米国 コネチカット州、ペンシルベニア州、マサチューセッツ州 

  イギリス オックスフォード 

2.8 ブリストルマイヤーズスクイブ（米国）
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 ブリストルマイヤーズスクイブの出願件数・発明者数の推移を図2.8.3-1に示す。1996

年～97年に出願件数、発明者数がないが、その後00年にかけて、出願件数、発明者数が年

間３件前後に回復している。01年と02年の出願が見られないのは、PCT出願のためにまだ公

開されていないためと考えられる。 

 

図2.8.3-1 ブリストルマイヤーズスクイブの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.8.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

 最近11年間（1992年１月１日～2002年12月31日）に出願されたブリストルマイヤーズス

クイブのドラッグデリバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は20件であり、表

2.8.4にその内容を示している。 

図2.8.4-1にブリストルマイヤーズスクイブの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的

化技術」と「薬剤吸収制御技術」、「薬剤放出技術」に出願している。薬剤標的化技術で

は、「能動的標的化技術」に関する出願が多く、がんをはじめとした疾患に対する患部の

識別と治療が最も大きな課題となっている。薬剤放出技術では、「放出制御技術」につい

て「徐放化」が課題となっている。薬剤吸収制御技術では、「薬剤導入技術」における「吸

収促進化」が課題である。 

 

図2.8.4-1 ブリストルマイヤーズスクイブの技術要素と課題の分布 
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徐
放
化 

 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

 

感
染
症
の
治
療 

 

が
ん
の
治
療 

 

自
己
免
疫
疾
患
の
識
別 

 

が
ん
組
織
の
識
別 

 

吸
収
促
進
化 

 ブリストルマイヤーズスクイブの課題と解決手段の分布を図2.8.4-2に示す。「吸収促進

化」の課題に対しては、「促進剤の利用」と「膜透過機構の利用」が解決手段として用い

られている。「疾患の識別」の課題に対しては、「受容体の利用」や「抗体の利用」とい

った「生体反応の利用」が解決手段となっている。 

 

図2.8.4-2 ブリストルマイヤーズスクイブの課題と解決手段の分布 
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表2.8.4 ブリストルマイヤーズスクイブの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 

特開平09-110682 
（拒絶） 
95.09.12 
A61K9/70 

治療薬のバッカル放出性製剤 

特表平10-512850 
94.11.22 
A61K45/00 

アレルギー性接触皮膚炎の予防的治療 
マトリックスへ
分散 特表平10-512851 

94.11.22 
A61K45/00 

皮膚感作および刺激の予防および治療処置 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

徐
放
化 

担体の利用 
コーティング 

特表2002-506812 
98.03.19 
A61K9/24 

易溶性薬物の二層性放出制御送達システムおよび方法 

が
ん
組
織
の
識
別

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2002-532440 
98.12.18 
C07D40/114 

ビトロネクチン受容体拮抗剤薬剤 

特開平06-220096 
92.02.14 
C07K14/46  

ダートマス大学 
マサチューセッツ

総合病院 

CD40CRレセプタ－及びそれに対するリガンド 
生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2004-521066 
00.06.21 
A61K31/47 

併用療法用ビトロネクチン受容体アンタゴニスト医薬 

自
己
免
疫
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平10-513348 
95.01.26 
C12N15/09 

ヒトgp39の種々のエピト－プに対して特異的なモノクロ
ーナル抗体およびその診断および治療における使用 

生体適合性改良 
特開平08-191692 

94.08.04 
C12N15/09 

ヒトガンに有効な新規なBR96抗体異性体 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表2003-526683 
00.03.15 
C07K51/17 

ペプチダーゼ切断可能な標的抗新生物薬およびそれらの
治療への使用 

特開平06-025012 
92.01.23 
A61K39/395 

チオエーテルコンジュゲート 
生体反応の利用 
受容体の利用 特開平07-070175 

93.05.14 
C07K5/06 

リソゾーム酵素開裂性抗腫瘍剤結合体 

特開平07-223969 
（取下げ） 
94.01.27 
A61K39/44 

チオエーテル結合体の製造法 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 特表平09-509043 

（取下げ） 
93.10.25 
C12N15/09 

植物ブリオニア・デイオイカから単離された新規なリボ
ソーム不活性化タンパク質 
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表2.8.4 ブリストルマイヤーズスクイブの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特開平 07-147983
93.05.25 
C12N15/09 

CD2 抗原に特異的なモノクローナル抗体及び Fv 

特開平 08-325270
（取下げ） 
95.05.31 
C07D50/116 

β－ラクタマーゼに対するポリマープロドラッグお
よびその使用 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療

患
部
で
の
薬
効
発
現

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表 2000-503639
95.12.22 

C07D207/452 
分枝ヒドラゾンのリンカー類 

生体反応の利用 
膜透過機構の利用 

特表 2003-500039
99.05.20 
C12N15/09 

新規有機陰イオン輸送タンパク質 

特開平 07-002670
93.02.25 
A61K31/47 

薬物誘発過敏症に対するマスト細胞脱顆粒剤を用い
る経皮治療用組成物 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

促進剤の利用 
特表 2002-530426

98.11.24 
A61K38/00 

70kD 熱ショック蛋白による化合物の細胞内標的輸送 
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2.9.1 出願人の概要 

「アメリカ合衆国」名義でなされている日本への出願について、対応する外国出願の出

願人名で確認したところ、大半がDepartment of Health & Human Services（DHHS:健康福

祉省）もしくはその傘下のNational Institutes of Health（NIH：国立衛生研究所）とな

っている。 

 アメリカ合衆国政府は、バイオテクノロジー、ヘルスケアを重要な研究開発分野と位置

づけており、ドラッグデリバリーシステムに関してもNIHを中心として研究開発を進めてい

る。NIHでは、傘下の研究所における研究だけでなく、米国内の大学への研究資金援助を行

なっている。 

 

2.9.2 製品例 

 研究開発の推進を行っており、製品はない。 

 

2.9.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているアメリカ合衆国の発明者の住所から調査した主な技術開発

拠点は、次のとおりであり、主としてNIHのある米国メリーランド州から出願されている。

共同研究先として、米国各地ならびにイスラエルなどからも出願されている。 

 

  米国 メリーランド州 

  米国 カリフォルニア州、バージニア州、マサチューセッツ州、ミネソタ州 

  イスラエル テルアビブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9 アメリカ合衆国（米国）
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 アメリカ合衆国の出願件数・発明者数の推移を図2.9.3-1に示す。1994年をピークとした

出願件数、発明者数の山が見られる。1996年に出願件数がゼロとなったが、その後出願件

数、発明者数が回復している。2001年と2002年の出願が見られないのは、PCT出願のために

まだ公開されていないためと考えられる。 

 

図2.9.3 アメリカ合衆国の出願件数・発明者数の年次推移 
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2.9.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたアメリカ合衆国のドラッグデリバ

リーシステムに関する特許・実用新案の件数は20件であり、表2.9.4-1にその内容を示して

いる。 

図2.9.4-1にアメリカ合衆国の技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的化技術」と「薬

剤吸収制御技術」、「薬剤放出技術」に出願している。薬剤標的化技術では、「能動的標

的化技術」に関する出願が多く、がんをはじめとした疾患に対する患部の識別と治療が最

も大きな課題となっている。薬剤放出技術では、「放出制御技術」について「除放化」が

課題となっている。薬剤吸収制御技術では、「薬剤導入技術」における「吸収促進化」が

課題である。 

 

図2.9.4-1 アメリカ合衆国の技術要素と課題の分布 
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放
出
速
度
制
御 

徐
放
化 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

が
ん
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

が
ん
組
織
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

安
定
化 

安
全
化 

 アメリカ合衆国の課題と解決手段の分布を図2.9.4-2に示す。「吸収促進化」の課題に対

しては、「受容体の利用」と「遺伝子発現の利用」が解決手段として用いられている。「が

ん組織の識別」の課題に対しては、「抗体の利用」や「遺伝子発現の利用」といった「生

体反応の利用」が解決手段となっている。また、「がんの治療」の課題に対しては、「抗

体の利用」や「免疫反応の利用」といった「生体反応の利用」が解決手段となっている。 

 

図2.10.4-2 アメリカ合衆国の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生
体
条
件
の 

利
用 

生
体
反
応
の 

利
用 

担
体
の
利
用 

機
械
・
器
具
の 

利
用 

患部の 
識別 

患部での 
薬効発現 

課 題 

解
決
手
段 

1992年1月～2002年12月の出願 

 

2

2 1

1

11

1

1

1

1

1 1

1

2

1

1

1

生体適合性改良 

温度、pH、親水性等の利用 

酵素等の利用 

受容体の利用 

抗体の利用 

免疫反応の利用 

遺伝子発現の利用 

ベクターの利用 

リポソームの利用 

エマルジョンの利用 

物理的刺激の利用 



167 

表2.9.4 アメリカ合衆国の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特表平11-508872
（取下げ） 
95.04.10 
A61K31/785 
バイバス 

インポテンスを治療するためのニトリックオキサイ
ド放出薬剤の使用 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表平08-509215
93.04.13 
A61K48/00 

移植治療のための神経由来胎児セルラインの使用 

徐
放
化 

担体の利用 
リポソームの利用 

特表平10-510249
94.11.22 
A61K38/00 

酸化窒素放出生体高分子含有医薬組成物 

放
出
速

度
制
御 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の
利用 

特表平11-503456
95.04.10 
A61K47/48 

アクロン大学 

多糖結合ニトリックオキサイド－求核剤付加物 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
エマルジョンの利用 

特表2002-532535
98.12.22 
A61K9/10 

水不溶性薬剤送達システム 

安
定
化 

生体適合性改良 

特表2004-503512
0.06.09 
A61K47/48 

クライトマン 
ロバート ジェ

イ 

免疫複合体の抗腫瘍活性を改善し、かつ、毒性を低減
するリンカ－のＰＥＧ化 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平10-505481
94.04.22 
C12N15/09 

メラノ－マ抗原 
が
ん
組
織
の
識
別

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表2003-502273
98.09.01 
A61K39/00 

正常な前立腺、精巣、および子宮ならびに新生物性の
前立腺、精巣、および子宮に発現されたＸ連鎖ＧＡＧ
Ｅ様遺伝子であるＰＡＧＥ－４、ならびにその使用 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特許3533219 
92.11.09 
C12N15/09 

標的指向ベクター粒子 
標的細胞の受容体に結合する受容体結合領域を含

むキメラ包膜を含有する一つのベクター粒子。標的細
胞あるいは組織に標的指向であり、また遺伝子治療方
法として直接投与できる。 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特開2004-115529
97.05.02 
A61K38/43 

イミュノメディ
ックス 

悪性細胞に対する、ｏｎｃタンパク質を含む、免疫毒
素 

 
特表平10-508202

94.10.28 
C12N15/09 ZNA 

腫瘍特異性抗体断片、融合タンパク質、およびそれら
の使用 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 生体反応の利用 

免疫反応の利用 

特表平08-508252
93.03.17 
C07K19/00 

小胞体シグナル配列ペプチドと少なくとも１個の他
のペプチドをエンコードする核酸配列を含有する免
疫原性キメラ、及びこのキメラのワクチン及び疾患の
治療における使用 
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表2.9.4 アメリカ合衆国の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特許 3474574 
93.06.14 
C12N15/02 

結合特異性を有する組換ジスルフィド安定化ポリペプ
チドフラグメント 
例えば抗体分子の可変領域をジスルフィド結合によ

り安定化した Fv抗体フラグメント。 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利

用 

特表平 09-505557
（取下げ） 
93.09.03 
A61K48/00 

ヒト腫瘍細胞の遺伝子形質転換によるヒト腫瘍の治療 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 直

接
送
達
方
法

開
発 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特表平 10-502905
94.03.17 
A61K31/655 
コメディカス 

再狭窄および関連障害を治療するための酸化窒素放出
ポリマ－の使用 

安
定
化 

生体適合性改良 
特表 2002-520369

98.07.17 
A61K47/48 

水溶性薬剤およびその製造方法 

特表 2003-512441
99.10.22 
A61K45/00 

ジェネンテック 

極性上皮細胞層を横断するタンパク質の送達 

生体反応の利用 
受容体の利用 特表平 07-509250

（取下げ） 
92.07.27 
A61K47/48 

血液脳バリヤ－へのリポソ－ムの標的化 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利

用 

特表平 10-512276
（取下げ） 
95.01.17 
A61K48/00 

ジェネティック 
セラピー 

遺伝子治療による治療薬の送達 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

安
全
化 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表平 10-503924
94.05.04 
C12N15/09 

セリオン ビオロ
ジックス 

イン・ビボ遺伝子送達の方法 
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2.10.1 大学の概要 

 

名称 The University of Texas System 

本部所在地 601 Clorado Street, Austin, TX 78701-2982 U.S.A. 

設立年 1883年 

教職員数 約76,000名（内、教員・研究員約15,000名） 

概要 テキサス州内に9つのキャンパス(Austin、Arlington等)と6つの医療・健康

施設（Houston、San Antonio等）を有する総合大学 

 

 テキサス大学は、米国のバイオテクノロジー、ヘルスケア研究の中心の一つであり、医

薬の研究開発を活発に推進している。通常の大学施設に加え、６カ所の医療・健康施設も

有しているという特徴がある。 

（出典：テキサス大学のホームページ http://www.utsystem.edu/） 

 

2.10.2 製品例 

テキサス大学は、研究機関であり、ドラッグデリバリーシステムの製品はない。 

 

2.10.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているテキサス大学の発明者の住所から調査した主な技術開発拠

点は、次のとおりであり、主として米国テキサス州から出願されている。その他に米国カ

リフォルニア州やカナダ ブリティッシュコロンビア州から共同出願として出願されてい

る。 

 

米国 テキサス州 

カナダ ブリティッシュコロンビア州 

 

2.10 テキサス大学（米国）
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 テキサス大学の出願件数・発明者数の推移を図2.10.3に示す。1997年に出願件数、発明

者数が減少したが、その後、出願件数、発明者数が増加している。01年、02年に出願が見

られないのは、PCT出願のためにまだ公開されていないためと考えられる。 

 

図2.10.3 テキサス大学の出願件数・発明者数の年次推移 
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2.10.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたテキサス大学のドラッグデリバリ

ーシステムに関する特許・実用新案の件数は19件であり、表2.10.4にその内容を示してい

る。 

図2.10.4-1にテキサス大学の技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的化技術」と「薬

剤放出技術」、「薬剤吸収制御技術」に出願している。薬剤標的化技術に関しては、「が

んの治療」を中心とした課題、その他疾患に対する識別を中心とした課題がある。薬剤放

出技術では、放出制御技術に関して、「放出速度制御」、「放出時期制御」、「徐放化」

が課題となっている。薬剤吸収制御技術では、薬剤導入技術および遺伝子導入技術におけ

る「吸収促進化」が課題となっている。 

 

図2.10.4-1 テキサス大学の技術要素と課題の分布 
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 テキサス大学の課題と解決手段の分布を図2.10.4-2に示す。「がんの治療」という課題

に対して、「抗体の利用」と「物理的刺激の利用」が解決手段として用いられている。「感

染症の治療」に対しても「物理的刺激の利用」が解決手段となっている。「がん組織の識

別」には、「受容体の利用」や「膜透過機構の利用」が解決手段となっている。「吸収促

進化」に対しては、「生体適合性改良」と「リポソームの利用」が解決手段として用いら

れている。 

 

図2.11.4-2 テキサス大学の課題と解決手段の分布 
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表2.10.4 テキサス大学の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

徐
放
化 

マトリックスへ分散 
特表平09-509401 

93.12.10 
A61K38/48 

フィブリン溶解増強剤の局所送達 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特表2003-506401 
99.08.06 
A61K9/70 

薬剤放出生分解性繊維インプラント 放
出
速
度
制
御 

マトリックスへ分散 
特許3011768 
92.02.28 
A61K9/00 

組織接触材料および制御放出キャリアとして
の光重合性生分解性親水ゲル 
 薬物の放出制御に親水性ポリマーゲルを用
いる。 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時
期
制
御 

機械・器具の利用 
物理的刺激の利用 

特表平10-510844 
95.06.07 
A61K31/40 

ファーマサイクリクス、
ダン ランドル シー

テキサフィリンを用いるＲＮＡの光切断 

安
定
化 

担体の利用 
リポソームの利用 

特表平09-501160 
93.07.29 
A61K91/27 

リポソ－ムアンチセンスホスホン酸メチルオ
リゴヌクレオチドとそれらの製造方法及び用
途 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2002-520297 
98.07.13 
A61K47/48 

ファーマサイクリクス

アミノリン脂質に結合する治療結合体を用い
る癌処置方法 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 生体反応の利用 

膜透過機構の利用 

特表2004-501664 
00.06.30 
C12N15/09 

標的化薬剤送達のための腫瘍組織を浸潤する
細胞特異的な内部移行ペプチドの単離 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2004-515751 
00.09.08 
G01N3/53 

インビトロタ－ゲティングのための方法およ
び組成物 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 生体反応の利用 

遺伝子発現の利用 

特表2003-507076 
99.08.20 
C12N15/09 

心臓の遺伝子発現の調節におけるＨＤＡＣ４
およびＨＤＡＣ５ 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2002-520295 
98.07.13 
A61K39/395 

ファーマサイクリクス

アミノリン脂質に対する抗体を用いる癌処置
方法 

特表2002-543093 
99.04.28 
A61K39/395 

ファーマサイクリクス

ＶＥＧＦの選択的阻害による癌処置のための
組成物および方法 

生体反応の利用 
抗体の利用 特開2001-316270 

（取り下げ） 
95.06.07 

A61K317/125 

テキサフィリンを用いるＲＮＡの光切断 

特表2002-516878 
98.06.05 
A61K47/48 

テキサフィリン結合体およびその使用 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

機械・器具の利用 
物理的刺激の利用 特表2000-512279 

96.06.04 
A61K41/00 

ファーマサイクリクス

テキサフィリンの膜取り組み 
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表2.10.4 テキサス大学の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特表平 10-508581 
94.09.21 
C07H21/04 

テキサフィリンを用いるＤＮＡの光切断 
能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

機械・器具の利用 
物理的刺激の利用 特表平 11-506452 

95.06.02 
A61K31/70 

ファーマサイクリクス

金属錯体を用いた核酸の加水分解および光切
断 

受
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
へ
の
集
積
化 

患
部
へ
の
集
積
化 

担体の利用 
リポソームの利用 

特表 2002-541088 
99.04.01 
A61K31/475 

イネックス PHARM 

リンパ腫の治療のための組成物および方法 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

生体適合性改良 
特表 2004-517800 

00.04.07 
A61K31/663 

両性イオンリン脂質およびビスホスホネ－ト
を含む独特の組成物および胃腸毒性を低減化
したビスホスフェ－トデリバリ－システムと
しての該組成物の使用 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
リポソームの利用 

特表平 11-512099 
95.08.29 
A61K31/70 

リポソ－マルホスホジエステル、ホスホロチオ
エ－ト、およびｐ－エトキシオリゴヌクレオチ
ド 
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2.11.1 企業の概要 

 

商号 武田薬品工業 株式会社 

本社所在地 〒540-8645 大阪府大阪市中央区道修町4-1-1 

設立年 1925年（大正14年） 

資本金 635億41百万円（2004年3月末） 

従業員数 5,937名（2004年3月末）（連結：14,592名） 

事業内容 医療用医薬品、一般用医薬品、医薬部外品等の製造・販売 

 

 武田薬品工業は、医療用医薬品、一般用医薬品、医薬部外品を開発、製造、販売してい

る。武田薬品工業は、生活習慣病、癌・泌尿器疾患、中枢神経系疾患、消化器疾患LCM（L

ife Cycle Management）の４つを重点疾患領域として定め、研究開発を進めている。 

（出典：武田薬品工業のホームページ http://www.takeda.co.jp/） 

 

2.11.2 製品例 

 武田薬品工業のドラッグデリバリーシステム製品としては、前立腺がん・子宮内膜症治

療剤の酢酸リュープロレリン製剤がある。酢酸リュープロレリンは、経口投与しても吸収

されないため、水溶性注射液が開発された。しかし、効果を得るためには毎日注射をする

必要があった。武田薬品工業は、酢酸リュープロレリンをマイクロカプセル化することに

より、１ケ月間一定速度で放出させ、効果を持続させることに成功した。（出典：武田薬

品工業のホームページ http://www.takeda.co.jp/） 

 

2.11.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されている武田薬品の発明者の住所から調査した主な技術開発拠点は、

次のとおりであり、大阪の研究所を中心に研究開発がなされている。 

 

大阪府 池田市、豊能郡豊能町 

兵庫県 神戸市須磨区、兵神戸市北区、川西市 

京都府 宇治市、綴喜郡田辺町 

滋賀県草津市、滋賀県近江八幡市 

  

参考として、武田薬品工業の研究所を以下に示す。 

大阪工場地区研究部門 大阪市淀川区十三本町二丁目17番85号 

筑波地区研究部門 つくば市和台10番地 

 

 

2.11 武田薬品工業 
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 武田薬品工業の出願件数・発明者数の推移を図2.11.3に示す。1995年と99年、00年には

出願が見られなかったが、年間２件前後の出願件数で推移している。発明者数は、７人前

後で推移している。 

 

図2.11.3 武田薬品工業の出願件数・発明者数の年次推移 
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2.11.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願された武田薬品工業のドラッグデリバリ

ーシステムに関する特許・実用新案の件数は18件であり、表2.11.4にその内容を示してい

る。 

図2.11.4-1に武田薬品工業の技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的化技術」と「薬

剤放出技術」、「薬剤吸収制御技術」に出願している。薬剤標的化技術に関しては、「が

ん組織の識別」を中心として、「その他疾患の治療」の課題がある。薬剤吸収技術では、

「放出制御技術」に関して、「放出速度制御」、「徐放化」が課題となっている。薬剤吸

収制御技術では、「薬剤導入技術」における「吸収促進化」が課題となっている。 

 

図2.11.4-1 武田薬品工業の技術要素と課題の分布 
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 武田薬品工業の課題と解決手段の分布を図2.12.4-2に示す。「がん組織の識別」という

課題に対しては、「受容体の利用」が解決手段として用いられている。「徐放化」も課題

であり、「マトリックスへ分散」を始めとして「生体条件の利用」が解決手段となってい

る。また、「安定化」という課題に対しては、「促進剤の利用」と「マトリックスへ分散」

が解決手段として用いられている。 

 

図2.11.4-2 武田薬品工業の課題と解決手段の分布 
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表2.11.4 武田薬品工業の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の利用

特開2000-026316 
97.03.25 
A61K47/36 

消化管粘膜付着性抗ヘリコバクタ－・ピロリ
組成物 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

WO99/36099 
(却下) 
98.01.16 
A61K47/30 

徐放性組成物、その製造法および用途 

特開平10-167985 
96.10.08 
A61K45/00 

抗ヘリコバクタ－剤 

マトリックスへ分散 
特開2002-226365 

00.12.01 
A61K9/52 

生理活性物質含有製剤の製造法 

徐
放
化 

担体の利用 
カプセルの利用 

特開平08-157389 
(取下げ) 
94.10.04 
A61K38/00 

高トリグリセリド血症治療剤 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特開平11-269094 
98.01.16 
A61K47/12 

徐放性組成物、その製造法および用途 

特開平10-081621 
96.04.01 
A61K31/335 

経口投与用医薬組成物 

促進剤の利用 
特開2004-155773 

02.10.16 
A61K314/439 

安定な固形製剤 
安
定
化 

マトリックスへ分散 
特開2002-241267 

00.12.11 
A61K9/20 

水溶解性が改善された医薬組成物 

 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

経
皮
投
与 

新
規
投
与
方
法
開
発 

マトリックスへ分散 
特開平11-116470 

97.08.12 
A61K31/12 

イデベノン含有経皮投与製剤 

特開平06-009672 
（取下げ） 
92.03.24 
C07F17/02 

トランスフェリン－プラチナ化合物複合体 

特開2003-116584 
01.07.17 
C12N15/09 

癌の予防・治療剤および診断剤 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特開2004-075569 
02.08.12 
A61K38/00 

IL20受容体およびIL20の新規用途 
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表2.11.4 武田薬品工業の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特開 2002-355060 
00.10.05 
C12N15/09 

新規タンパク質、その製造法及び用途 

マトリックスへ分散 
特開平 07-206903 

94．01.24 
C08B37/00 

超分子構造型集合体 受
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
患
部
へ
の
集
積
化 

患
部
へ
の
集
積
化 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特開平 07-097333 
(取下げ) 
93.08.04 
A61K38/00 

超分子構造型集合体 

促進剤の利用 
特開平 06-009424 

92.04.17 
A61K37/02 

経粘膜用製剤 薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 担体の利用 

キャリアーの利用 

特開平 06-228199 
(取下げ) 
92.11.27 
C07K15/12 

血液脳関門通過可能なペプチド結合体 
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2.12.1 企業の概要 

 

商号 West Pharmaceutical Services, Inc. 

本社所在地 101 Gordon Drive, P.O.Box 645 Lionville, PA 19341-0645 U.S.A. 

設立年 1923年 

資本金 4百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 4,365名（連結：2003年12月末） 

事業内容 医薬品パッケージング、ドラッグデリバリーシステムの開発・製造・販売

 

 ウエスト ファーマシューティカル サービシズは、医薬品パッケージングをはじめと

した薬品関連産業の幅広い分野で製品開発・販売を行っている。また、経鼻投与を始めと

する各種のドラッグデリバリーシステムの開発を行っている。 

（出典：ウエスト ファーマシューティカル サービシズのホームページ http://www.w

estpharma.com/） 

 

2.12.2 製品例 

 ウエスト ファーマシューティカル サービシズは、キトサンとペクチンを基礎とした

小分子薬物、ペプチド、たんぱく質、ワクチンのドラッグデリバリーシステム技術を有し

ている。経口ドラッグデリバリーシステムとしては、薬剤やワクチンを大腸に送達させる

技術を有している。 

 現在、臨床試験中のものがあるが、ドラッグデリバリーシステムに関連した製品はない。 

（出典：ウエスト ファーマシューティカル サービシズのホームページ http://www.w

estpharma.com/） 

 

2.12.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているウエスト ファーマシューティカル サービシズの発明者

の住所から調査した主な技術開発拠点は、次のとおりであり、主としてイギリスから出願

されている。ウエスト ファーマシューティカル サービシズの本社はイギリス ノッチ

ンガムのサイエンスパークにあるアルバート アインシュタイン センターである｡カナ

ダおよびスペインは共同研究先である。 

イギリス ノッチンガム、ロンドン、ウエストサセックス 

カナダ ケベック州モントリオール 

スペイン ラ ラグナ ラグナ大学 

 

 

2.12 ウエスト ファーマシューティカル サービシズ（米国）
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 ウエスト ファーマシューティカル サービシズの出願件数・発明者数の推移を図

2.12.3に示す。1994～97年にかけて出願件数、発明者数が増加し、98年以降は減少してい

る。 

 

図2.13.3 ウエスト ファーマシューティカル サービシズの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.12.4 技術開発課題対応特許の概要 

最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたウエスト ファーマシューティカ

ル サービシズのドラッグデリバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は17件であ

り、表2.12.4にその内容を示している。 

図2.12.4-1にウエスト ファーマシューティカル サービシズの技術要素と課題の分布

を示す。「薬剤吸収制御技術」、「薬剤標的化技術」、「薬剤放出技術」の３つの分野に

出願している。薬剤導入技術が６件と最も多く、放出制御技術が５件となっている。薬剤

導入技術の課題は「吸収促進化」である。放出制御技術の課題は「徐放化」と「放出速度

制御」である。 

 

図2.12.4-1 ウエスト ファーマシューティカル サービシズの技術要素と課題の分布 
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 ウエスト ファーマシューティカル サービシズの課題と解決手段の分布を図2.12.4-2

に示す。課題としては「吸収促進化」や「放出速度制御」を目指したものが多い。吸収促

進化に対しては、「促進剤の利用」、「エマルジョンの利用」、「生体適合性改良」によ

り解決している。放出速度制御に対しては、「生分解性の利用」や「エマルジョンの利用」

によって解決している。 

 

図2.12.4-2 ウエスト ファーマシューティカル サービシズの課題と解決手段の分布 
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表2.12.4 ウエスト ファーマシューティカル サービシズの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

マトリックスへ分散 
特表平10-506376 

94.07.26 
A61K38/00 

薬剤移送用組成物および薬剤投与方法 

徐
放
化 担体の利用 

カプセルの利用 

特表2001-525848 
97.05.24 
A61K9/52 

改良ドラッグデリバリ－のための胃保持
型（ｇａｓｔｒｏｒｅｔｅｎｔｉｖｅ）
制御放出微小球体（Ｍｉｃｒｏｓｐｈｅ
ｒｅｓ） 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特表平11-508912 
95.07.13 
A61K9/16 

薬剤送達のためのポリマ－性のラメラ基
質粒子 

放
出
速
度
制
御 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表2001-515862 
97.09.09 
A61K9/16 

制御放出微小球体デリバリ－システム 

放
出
時
期
制
御 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の利用 

特表2002-501016 
98.01.22 
A61K9/28 

新しい投薬形態 

促進剤の利用 

特表平11-509545 
(取下げ) 
95.07.20 
A61K9/107 

ビタミンＥを含む脂質ビヒクル薬剤送達
組成物 安

定
化 

担体の利用 
コーティング 

特表2003-517440 
98.08.27 
A61K9/107 

微小粒子組成物 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

経
口
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表2002-538112 
99.03.02 
A61K9/46 

経口ドラッグデリバリ－システム 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表2000-510100 
96.03.23 
A61K9/50 

医薬物質の肺送達のためのポリサッカラ
イド微小球 

特表平10-508004 
94.08.20 
A61K47/36 

限定されたＺ電位を有するキトサンまた
はその誘導体を含む薬剤移送組成物 

促進剤の利用 
特表平11-510506 

95.08.08 
A61K9/00 

結腸からの極性薬剤の摂取を増強するた
めの組成物 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

促進剤の利用 

特表2001-523728 
(取下げ) 
97.11.25 
A61K38/46 

親油性トロンビン阻害因子を有する粘膜
デリバリ－システム 
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表2.12.4 ウエスト ファーマシューティカル サービシズの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特表平08-501534 
92.07.28 
A61K9/51 

リンパの搬送組成物 吸
収
促
進
化 

担体の利用 
エマルジョンの利用 特表2001-526221 

97.12.19 
A61K31/352 

カンナビノイドを有する組成物 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
鼻
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表2001-524509 
97.12.02 
A61K 4748 

鼻孔投与用組成物 

特表2000-503645 
(取下げ) 
96.01.06 
A61K 3170 

ポリマ－ 遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

生体適合性改良 
特表2002-538174 

99.03.02 
A61K 317088 

ポリヌクレオチドデリバリ－のためのポ
リマ－組成物 
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2.13.1 企業の概要 

 

商号 久光製薬 株式会社 

本社所在地 〒841-8686 佐賀県鳥栖市市田代大官町408番地 

設立年 1944年（昭和19年） 

資本金 84億73百万円（2004年2月末） 

従業員数 1,048名（2004年2月末）（連結：1,432名） 

事業内容 一般用医薬品（外用消炎鎮痛剤等）および医療用医薬品の製造・販売 

 

 久光製薬は、鎮痛消炎貼付剤を中心とした医薬品を中心として、外用剤のリーディング

カンパニーとして製造・販売を行っている。 

（出典：久光製薬のホームページ http://www.hisamitsu.co.jp/） 

 

2.13.2 製品例 

 皮膚を通して全身的に薬物を投与する経皮吸収治療システム（TTS：Transdermal Thera

peutic System）は、持続的に皮膚から吸収させることにより適切な血中濃度を長時間にわ

たり維持することができる、肝臓での初回通過効果を回避できる、消化管への副作用が低

減できる、小児や高齢者など嚥下困難な患者へも投与可能である、副作用が発現した場合

にも剥離により簡単に投与中断ができる、などの数多くのメリットを有している。久光製

薬は、TTS製剤の研究開発に力を入ている。 

久光製薬のTTS製剤としては、外用鎮痛・消炎貼付薬、経皮鎮痛消炎外用薬、美容液を浸透

させるスキンケア商品がある。（出典：久光製薬のホームページ http://www.hisamitsu.

co.jp/） 

 

 

2.13.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されている久光製薬の発明者の住所から調査した主な技術開発拠点は、

次のとおりであり、茨城県つくば市の研究所から出願されている。その他、共同研究者と

推定される住所がある。 

 

茨城県 つくば市観音台1-25-11 久光製薬株式会社筑波研究所 

  東京都 文京区、保谷市、 

神奈川県 横浜市、 

埼玉県 坂戸市、川越市 

  熊本県 熊本市 

 

2.13 久光製薬 
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 久光製薬の出願件数・発明者数の推移を図2.13.3に示す。1995年から出願件数、発明者

数が増加し、96年には年間４件の出願があった｡その後は年に１、２件の出願件数で推移し

ている。 

 

図2.13.3 久光製薬の出願件数・発明者数の年次推移 
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2.13.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願された久光製薬のドラッグデリバリーシ

ステムに関する特許・実用新案の件数は17件であり、表2.13.4にその内容を示している。 

図2.13.4-1に久光製薬の技術要素と課題の分布を示す。「薬剤吸収制御技術」、「薬剤

標的化技術」、「薬剤放出技術」の３つの分野に出願している。薬剤導入技術、遺伝子導

入技術については「吸収促進化」が課題である。能動的標的化技術に関しては「直接送達

方法開発」が主な課題である。 

 

図2.13.4-1 久光製薬の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放出制御技術 

 

効果的放出技術 

 

能動的標的化技術 

 

薬剤導入技術 

 

遺伝子導入技術 

薬剤放出技術 

 

 

薬剤標的化技術 

 

 

薬剤吸収制御技術 

技術要素 

放
出
速
度
制
御 

そ
の
他
疾
患
の
治
療 

直
接
送
達
方
法
開
発 

そ
の
他
疾
患
の
識
別 

吸
収
促
進
化 

安
定
化 

患
部
の
識
別 

患
部
で
の
薬
効

発
現 

課 題 

1

1

4

5

3 2

1

1992年1月～2002年12月の出願 



190 

 久光製薬の課題と解決手段の分布を図2.13.4-2に示す。課題としては「吸収促進化」が

多い。吸収促進化に対しては、「促進剤の利用」や「キャリアーの利用」などが解決手段

として用いられているほか、イオントフォレーシスといった「物理的刺激の利用」などに

より解決している。直接送達方法開発も課題であり、「生体適合性改良」や「促進剤の利

用」、「コーティング」などによって解決している。 

 

図2.13.4-2 久光製薬の課題と解決手段の分布 
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表2.13.4 久光製薬の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

放
出
速
度
制
御 

特開平11-019226 
97.06.27 
A61N1/30 

経皮または経粘膜薬物送達用デバイス 
放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 安

定
化 

機械・器具の利用 
装置の利用 

特開平09-201420 
96.01.30 
A61N1/30 

用時活性型イオントフォレ－シス用デバイス 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
受容体の利用 

WO96/28188 
(却下) 
95.03.16 
A61K48/00 

標的指向性物質送達方法 

生体適合性改良 
特開2003-201256 

01.12.28 
A61K47/30 

大腸送達性経口医薬製剤、大腸癌治療用経口医
薬製剤および大腸炎治療用経口医薬製剤 

促進剤の利用 
WO01/064253 
00.03.02 
A61P5/38 

Ｐ－糖蛋白修飾剤を配合する大腸送達用薬剤
組成物 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
コーティング 

特開平11-335269 
98.05.19 
A61K9/30 

遺伝子関連医薬の経口投与固形製剤 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表2002-519439 
98.07.07 
C07H21/04 

ＩＬ－１５に標的されたアンチセンスオリゴ
ヌクレオチド 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

担体の利用 
ベクターの利用 

WO96/29096 
00.01.21 
A61K48/00 

遺伝子治療薬剤 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

促進剤の利用 

特開平10-045630 
96.08.01 
A61K47/40 

化学及血清療法研究所

新規なグラフト共重合体、それを用いた薬剤、
及びそれを用いて薬物を特定細胞に取り込ま
せる方法 
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表2.13.4 久光製薬の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

促進剤の利用 
特開2000-247911 

99.02.26 
A61K47/22 

大腸用吸収促進剤 

マトリックスへ分散 
特開2000-219623 

98.11.26 
A61K9/70 

イオントフォレ－シス用粘着ゲル組成物及びその
装置 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

機械・器具の利用 
物理的刺激の利用 

特開2003-210591 
02.01.24 
A61N1/30 

エレクトロポレ－ション用経皮経粘膜適用製剤 

生体反応の利用 
膜透過機構の利用 

特開平10-028583 
96.07.16 
C12N15/09 

核酸運搬体 

促進剤の利用 
特開2001-120268 

99.10.20 
C12N15/09 

ポリペプチドおよび組換えウイルスベクタ－を含
む核酸運搬体 

特開平11-021255 
97.07.02 
A61K48/00 

機能性分子輸送体及びその製造方法 
担体の利用 
キャリアーの利用 特開2000-210079 

98.11.18 
C12N15/09 

核酸運搬体及び遺伝子治療用薬物 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
エマルジョンの利用 

特開平09-255561 
96.03.26 
A61K91/07 

エレクトロポレ－ション用マイクロエマルション
製剤 
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2.14.1 企業の概要 

 

商号 Merck & Co., Inc. 

本社所在地 One Merck Drive, Whitehouse Station, NJ 08889-0100 U.S.A. 

設立年 1891年 

資本金 29百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 63,200名（連結：2003年12月末） 

事業内容 医薬品、動物薬の開発・製造・販売 

 

 メルク（米国）は、総合医薬品メーカーであり、世界150カ国で製品を販売している。1

986年に、カイロン（Chiron Corporation）と世界初の遺伝子組換えワクチン（Ｂ型肝炎用

ワクチン）を開発し、発売するなど、バイオ医薬もいち早く手掛けている。 

（出典：メルクのホームページ http://www.merck.com/） 

 

2.14.2 製品例 

 ドラッグデリバリーシステムに関する製品はない。 

 

2.14.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているメルクの発明者の住所から調査した主な技術開発拠点は、

次のとおりであり、メルクの出願は本社の住所となっていて、主として米国から出願され

ている。その他、グループ企業であるカナダ、共同研究者であるイギリス ロンドンから

出願されている。 

 

  米国 ニュージャージー州 

  カナダ ケベック州 

イギリス ロンドン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14 メルク（米国） 



194 

 メルクの出願件数・発明者数の推移を図2.14.3に示す。1996～98年に出願件数、発明者

数が減少したが、その後00年にかけて、出願件数、発明者数が年間４件前後に回復してい

る。01年と02年の出願が見られないのは、PCT出願のためにまだ公開されていないためと考

えられる。 

 

図2.14.3 メルクの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.14.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたメルクのドラッグデリバリーシス

テムに関する特許・実用新案の件数は16件であり、表2.14.4にその内容を示している。 

図2.14.4-1にメルクの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的化技術」と「薬剤吸収

制御技術」、「薬剤放出技術」に出願している。薬剤標的化技術では、「能動的標的化技

術」に関する出願が多く、がんを始めとした疾患に対する患部の識別と治療が最も大きな

課題となっている。薬剤放出技術では、「放出制御技術」について「放出速度制御」が課

題となっている。薬剤吸収制御技術では、「遺伝子導入技術」における「吸収促進化」が

課題である。 

 

         図2.14.4-1 メルクの技術要素と課題の分布 
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 メルクの課題と解決手段の分布を図2.14.4-2に示す。「放出速度制御」の課題に対して

は、「温度、pH、親水性等を利用」が解決手段として用いられている。「疾患の識別」の

課題に対しては、「遺伝子発現の利用」や「抗体の利用」といった「生体反応の利用」が

解決手段となっている。 

 

             図2.14.4-2 メルクの課題と解決手段の分布 
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表2.14.4 メルクの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特表平11-509829 
94.12.22 
A61K9/24 

制御放出薬剤懸濁液の送出デバイス 

特表2003-504415 
99.07.20 
A61K9/22 

持続放出性薬物分散剤輸送装置 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の利用 

特表2003-513033 
99.10.29 
A61K9/00 

浸透圧制御放出薬剤送達装置 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
コーティング 

特表2002-534455 
99.01.12 
A61K9/107 

ロンドン大学スク
ール オブ ファ

ーマシー 

疎水性物質及び水感受性物質のための球状
化自己乳化系 

特表平10-506014 
94.09.22 
C12N15/09 

ヒトパピロ－マウイルス６ａ型をコ－ドす
るＤＮＡ 

感
染
症
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 特表平11-502704 

95.03.22 
C12N15/09 

ヒトパピロ－マウイルス１８型をコ－ドす
るＤＮＡ 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特許3481948 
95.10.06 
C07K7/06 

新規ペプチド 
遊離前立腺特異的抗原（ＰＳＡ）によって認
識され、蛋白分解的開裂を受けるアミノ酸配
列を有するオリゴペプチド。 

特表2001-525337 
97.12.02 
A61K47/48 

前立腺癌の治療に有効なコンジュゲ－ト が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表2002-505298 
98.03.05 
A61K45/00 

前立腺癌治療に有用な結合体 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特開平06-217791 
92.04.01 
C12P21/08 

ＨＩＶ感染の予防及び治療のための組換え
ヒトＨＩＶ中和モノクロ－ナル抗体 
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表2.14.4 メルクの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表平 10-502619
94.06.28 
C07K14/47 

新規ペプチド 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2004-504349
00.07.26 
C07D21/374 

αｖインテグリン受容体拮抗薬 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 

特表 2004-509846
00.06.02 
C07K14/18 

肝炎Ｃ型ウイルスコンジュゲ－ト 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特開 2000-256191
99.03.08 
A61K31/194 

ＨＭＧ－ＣｏＡレダクタ－ゼ阻害剤のジヒ
ドロキシオ－プン酸およびその塩 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
コーティング 

特表平 09-504276
93.09.21 
A61K31/675 

ビスホスホン酸誘導体を含む腸溶被覆経口
組成物 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
ベクターの利用 

特表 2002-535986
99.02.04 
C12N15/09 

遺伝子治療用の改良ヘルパーデイペンデン
トベクター系 
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2.15.1 企業の概要 

 

商号 AstraZeneca PLC 

本社所在地 15 Stanhope Gate, London W1K 1LN, England 

設立年 1999年 (Astra ABとZeneca Group PLCが合併して設立) 

資本金 423百万米ドル（2003年12月末） 

従業員数 61,900名（連結：2003年12月末） 

事業内容 医療用医薬品の開発・製造・販売 

 

アストラゼネカは、1999年にアストラ（スウェーデン）とゼネカ（イギリス）が合併し

て誕生した世界最大級の医薬品メーカーである。循環器、消化器、がん、呼吸器、神経系、

感染症の分野で幅広く医薬を開発、製造・販売している。 

（出典：アストラゼネカのホームページ http://www.astrazeneca.com/） 

 

2.15.2 製品例 

 アストラゼネカのドラッグデリバリーシステム製品としては、徐放性の前立腺がん治療

薬がある。１回の投与で効果が３ヶ月持続するため、注射の回数を減らすことができ患者

の負担を軽減することができる。さらに、遠隔地からの通院患者や仕事が多忙な患者、通

院に家族の付き添いが必要な患者などのQOLの改善にも役立っている。 

（出典：アストラゼネカのホームページ http://www.astrazeneca.com/） 

 

2.15.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているアストラゼネカの発明者の住所から調査した主な技術開発

拠点は、次のとおりであり、主としてイギリス、スウェーデンから出願されている。 

イギリス チェシャー エスケイ10 4ティージー，マックレスフィールド，オールダー

リー・パーク，ミアサイド，ゼネカ・ファーマシューティカルズ（番地なし） 

スウェーデン エス-431 83メルンダール．アストラゼネカ．アール・アンド・ディー・

メルンダール 

フランス 95022セルジ・セデックス，ボアット・ポスタル127，リュ・デ・ショフール

1，“ル・ガリアン”，ゼネカ－ファルマ・ソシエテ・アノニム 

また、共同研究者の住所と考えられるものとして、以下のものがある。 

イギリス ロンドン ダブリューシー１イー 6ビーティー，ゴウアー・ストリート，ユ

ニバーシティ・カレッジ・ロンドン，ディパートメント・オブ・バイオケミ

ストリー・アンド・モレキュラー・バイオロジー（番地なし） 

 

 

2.15 アストラゼネカ（イギリス）
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イギリス ロンドン ダブリュー6 8アールエフ，セント・ダンスタンズ・ロード，ザ・

チャリング・クロス・アンド・ウエストミンスター・メディカル・スクール，

ズィ・アドヴァンスト・バイオテクノロジー・センター，ルーム 5エル 09 

 

 アストラゼネカの出願件数・発明者数の推移を図2.15.3に示す。1992～95、97年は出願

件数が３件であったが、98年は減少した。00年以降の出願件数は少ないが、これはPCT出願

による公開の遅れと考えられる。 

 

図2.15.3 アストラゼネカの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.15.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に出願されたアストラゼネカのドラッグデリバ

リーシステムに関する特許・実用新案の件数は16件であり、表2.15.4にその内容を示して

いる。 

図2.15.4-1にアストラゼネカの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤放出技術」、「薬

剤標的化技術」、「薬剤吸収制御技術」の３つの分野に出願している。「効果的放出技術」

における「安定化」が最大の課題である。受動的標的化技術に関しては、がん組織やその

他の疾患の識別とがんやその他疾患の治療が課題である。放出制御技術の課題は「放出時

期制御」と「放出速度制御」である。 

 

図2.15.4-1 アストラゼネカの技術要素と課題の分布 
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 アストラゼネカの課題と解決手段の分布を図2.15.4-2に示す。「安定化」の課題に対し

て、「マトリックスへ分散」や「コーティング」という解決手段が用いられている。「放

出時期制御」の課題に対しては、「マトリックスへ分散」が解決手段としても用いられて

いる。「患部での薬効発現」の課題に対しては「酵素等の利用」が解決手段として用いら

れている。 

 

図2.15.4-2 アストラゼネカの課題と解決手段の分布 
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表2.15.4 アストラゼネカの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

放
出
速
度
制
御 

担体の利用 
コーティング 

特表2004-522798 
01.03.09 
A61K9/62 

メトプロロ－ルを含有する微粒子を製造する方法

特表2001-524513 
97.11.28 
A61K9/16 

薬剤物質の担体としての多孔性ハイドロキシアパ
タイト粒子 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時
期
制
御 

マトリックスへ分散 
特表2001-524514 

97.11.28 
A61K9/16 

脂肪性、油性または粘着性薬剤物質のためのポリ
エチレングリコ－ルマトリックスペレット 

促進剤の利用 
特表2002-510311 

97.06.27 
A61K9/127 

トコフェロ－ルにより安定化された吸引用プロリ
ポソ－ム粉末 

特表2002-516822 
98.04.14 
A61K39/00 

ポリマ－粒子ワクチンデリバリ－システム 

マトリックスへ分散 
特表2004-521963 

01.10.15 
A61K31/277 

医薬製剤 

安
定
化 

担体の利用 
コーティング 

特表平09-511767 
95.02.06 
A61K45/00 

新規な経口用の医薬使用形態 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

経
口
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
コーティング 

特表平08-512316 
93.07.09 
A61K31/44 

新規な医薬処方物 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平09-506507 
93.12.03 
C12P21/08 

ＣＡ５５．１抗原指向性結合構造 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平08-502246 
92.08.31 
C07K16/28 

Ｔ細胞抗原レセプタ－の画定された領域と反応性
のモノクロ－ナル抗体 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

直
接
送
達
方
法
開
発 

マトリックスへ分散 

特表平07-508735 
（取下げ） 
92.07.07 
A61K47/36 

薬物送達デバイスおよびそのデバイスの製造方法
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表2.15.4 アストラゼネカの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特許3366640 
93.01.08 
C07J71/00 

新規な結腸－または回腸－特異的ステロイド誘導
体 
 炎症を起こしている腸粘膜に薬剤を送達するた
めの新規化合物。糖に結合したグルココルチコス
テロイドを用いることにより、回腸特異的に送達
する。 

特表平10-511547 
94.12.23 
C12N15/09 

化合物 が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体条件の利用 
酵素等の利用 特表平11-511970 

（取下げ） 
95.08.16 
C12N15/09 

化学化合物 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特許3541037 
92.07.23 
C07C27/154 

キャンサー リサ
ーチ キャンペー
ン テクノロジー

アミノ酸を結合したナイトロジェンマスタ－ド誘
導体及びその製造方法 
 抗体に指向されたプロドラッグを用いることで
カルボキシペプチダーゼの基質となる部分が開裂
し、高い細胞毒性を生成する。 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

促進剤の利用 

特表平11-509515 
（取下げ） 
95.02.06 
A61K31/66 

新規な医薬処方 
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2.16.1 企業の概要 

 

商号 Immunomedics, Inc. 

本社所在地 300 American Road, Morris Plains, NJ 07950 U.S.A. 

設立年 1982 年  

資本金 498 千米ドル（2003 年 12 月末） 

従業員数 119 名（2004 年 8 月末） 

事業内容 モノクローナル抗体を基礎とした医薬品の開発・製造・販売 

 

イミュノメディクスは、がんや自己免疫疾患などに用いられるモノクローナル抗体を基

礎とした医薬品を開発している。 

（出典：イミュノメディクスのホームページ http://www.immunomedics.com/） 

 

2.16.2 製品例 

モノクローナル抗体を用いた診断システム、試薬は販売しており、ドラッグデリバリー

システムの開発を行っているが、製品はない。 

 

2.16.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているイミュノメディクスの発明者の住所から調査した主な技

術開発拠点は、次のとおりであり、主として米国から出願されている。 

米国 ニュージャージー州 

 

 イミュノメディクスの出願件数・発明者数の推移を図 2.16.3 に示す。1993～95 年にか

けて出願件数、発明者数が増加したが、1999 年から減少傾向にある。ただし、00 年以降

については PCT 出願のためにまだ公開されていないことも影響している。 

  

図 2.16.3 イミュノメディクスの出願件数・発明者数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.16 イミュノメディクス（米国）
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2.16.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近 11 年間（1992 年１月～2002 年 12 月）に出願されたイミュノメディクスのドラッ

グデリバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は 15 件であり、表 2.16.4-1 にその

内容を示している。 

図 2.16.4-1 にイミュノメディクスの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤標的化技術」

に出願している。がんの識別と治療、その他の疾患の識別と治療が課題である。 

 

図 2.16.4-1 イミュノメディクスの技術要素と課題の分布 
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 イミュノメディクスの課題と解決手段の分布を図 2.16.4-2 に示す。がんや感染症、そ

の他の疾患の識別、治療という課題に対して、「抗体の利用」を解決手段としている。「そ

の他の疾患の治療」には「酵素等を利用」（プロドラッグ化）が解決手段となっている。 

 

 

図 2.16.4-2 イミュノメディクスの課題と解決手段の分布 
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が
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が
ん
組
織
の
識
別 

患部の 
識別 

患部での 
薬効発現 

課 題 

解
決
手
段 

2

13

1

2

1 32
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表 2.16.4 イミュノメディクスの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特許 3053873 
94.08.12 
C12N15/09 

Ｂ細胞リンパ腫細胞および白血病細胞に特異的な免疫結
合体およびヒト化抗体 
ヒト化キメラＬＬ２抗体と細胞障害剤またはＢ細胞リ

ンパ腫および白血病の治療および診断に使用する標識と
の結合体。 

特許 3437580 
94.10.05 
C12N15/09 

ＣＤＲを移植されたＩＩＩ型抗ＣＥＡヒト化マウスモノ
クロ－ナル抗体 
異種抗体のフレームワーク領域に移植された親マウス

クラス III、抗 CEA モノクローナル抗体の相補性決定領域
を有するヒト化モノクローナル抗体。親マウスモノクロ
ーナル抗体の結合特異性は保持するが、免疫原性が小さ
い。 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表2004-523205
00.07.25 
C12N15/09 

多価標的結合タンパク質 

特表平08-509226
93.04.22 
A61K49/00 

ビオチンやアビジンのポリマ－複合体による病変の検出
および治療法の改善 

生体反応の利用 
受容体の利用 特表平11-507046

95.06.07 
A61K47/48 

診断剤および治療剤の標的部位への改良された送達方法

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平07-508974
92.04.07 
A61K49/00 

臓器および組織の画像化組成物、細胞防御複合体、およ
びそれを含むキット 

生体反応の利用 
膜透過機構の利用 

特許 2942356 
92.05.11 
A61K38/00 

毒素および薬剤を含む治療用複合体 
毒素とモノクローナル抗体を結合した癌または伝染性

疾患の治療に有用な複合体。 

特表2002-531523
98.12.04 
A61K31/69 

プレタ－ゲッティング方法を用いるホウ素中性子捕獲療
法 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 生体反応の利用 

抗体の利用 特開2004-115529
97.05.02 
A61K38/43 

アメリカ合衆国

悪性細胞に対する、ｏｎｃタンパク質を含む、免疫毒素

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表2002-544173
99.05.10 
A61K39/395 

抗ＣＤ２２抗体を用いたＢ細胞悪性腫瘍の免疫療法 

特表平10-506881
94.08.05 
C07K16/46 

多剤耐性表現型を標的とするための多重特異性免疫複合
体と抗体組成物 

生体条件の利用 
酵素等の利用 特表2002-526457

98.09.18 
A61K38/46 

化学療法剤の標的特異的な毒性を増加させるための方法
および組成物 

特表平09-505799
92.08.21 
A61K45/00 

ビオチン－アビジン複合体による病変の検出および治療
法の改善 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 特許 3095415 

93.12.08 
C12N15/09 

免疫複合体の調製及び使用 
 診断もしくは治療成分と共有結合させた抗体断片を含
む免疫複合体。標識組織に狙いを定めて送達する。 
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表 2.16.4 イミュノメディクスの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特表平 10-509425
94.10.05 
C07K1/13 

標的放射線療法のためのタンパク質の放射性リン標識 
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2.17.1 企業の概要 

  

商号 Elan Corporatin, plc 

本社所在地 Lincoln House, Licoln Place, Dublin 2, Ireland 

設立年 1969年 

資本金 22百万ドル（2003年12月末） 

従業員数 2,159名（連結：2003年12月末） 

事業内容 医薬品（神経系、自己免疫疾患系、疼痛治療用）の開発・製造・販売 

 

エランは、神経科学分野のバイオテクノロジー会社であり、神経系、自己免疫疾患系、

疼痛の治療に用いる新薬の開発・製造・販売を行っている。本社はアイルランドにあり、

米国およびイギリスにも開発・製造拠点を有している。 

（出典：エランのホームページ http://www.elan.com/） 

 

2.17.2 製品例 

 ドラッグデリバリーシステムの中でも、水に溶解しにくい薬剤を送達する技術を有して

いる。薬剤をミルで粉砕し、従来の粒子の50分の１の微粒子にする技術であり、この技術

を用いた薬剤が、他社から10品販売されている。 

 その他にも、薬剤放出を遅延させたり、パルス状に放出させたりするドラッグデリバリ

ー技術を有する。 

（出典：エランのホームページ http://www.elan.com/） 

 

2.17.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているエランの発明者の住所から調査した主な技術開発拠点は、

次のとおりであり、主としてアイルランドから出願されている。 

 

アイルランド ダブリン 

米国 ジョージア州 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.17 エラン（アイルランド）
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 エランの出願件数・発明者数の推移を図2.17.3に示す。1994～99年にかけて出願件数、

発明者数が増加している。00年以降の出願件数は少ないが、これはPCT出願による公開の遅

れと考えられる。 

 

図2.17.3 エランの出願件数・発明者数の年次推移 
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2.17.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に公開されたエランのドラッグデリバリーシス

テムに関する特許・実用新案の件数は15件であり、表2.17.4にその内容を示している。 

図2.17.4-1にエランの技術要素と課題の分布を示す。「放出制御技術」と「薬剤導入技

術」に出願が集中している。放出制御技術の課題は「放出速度制御」であり、薬剤導入技

術では「吸収促進化」が中心の課題となっている。 

 

図2.17.4-1 エランの技術要素と課題の分布 
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 エランの課題と解決手段の分布を図2.17.4-2に示す。課題としては「吸収促進化」や「放

出速度制御」を目指したものが多い。吸収促進化に対しては、「促進剤の利用」や「生体

反応の利用」、「カプセルの利用」などにより解決している。放出速度制御に対しては、

「マトリックスへ分散」、「カプセルの利用」、「コーティング」などが解決手段である。 

 

図2.17.4-2 エランの課題と解決手段の分布 
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表2.17.4 エランの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

徐
放
化 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特表平11-503147 
95.04.03 
A61K38/00 

制御放出性のシクロスポリン含有生物分解性微少
球および極小球 

特表2003-507416 
99.08.26 
A61K9/58 

医薬製剤 

マトリックスへ分散 
特表2001-527087 

97.12.23 
C07H13/06 

固体輸送系において有用な炭水化物 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表平11-503148 
95.04.04 
A61K38/28 

インスリンを含有する生分解性ナノ粒子の制御放
出 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表平10-503769 
94.08.04 
A61K47/30 

配合されている分子の制御放出用の固形放出系お
よびその製造方法 

放
出
速
度
制
御 

担体の利用 
コーティング 

特表2002-528485 
98.11.02 
A61K9/26 

多粒子改質放出組成物 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時
期
制
御 

促進剤の利用 
特表2002-537321 

99.02.22 
A61K9/20 

促進剤を含む固体経口剤形 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
エマルジョンの利用 

特表2002-513750 
98.05.07 
A61K91/07 

溶媒／助溶剤を含まないマイクロエマルジョン及
びエマルジョンプレ濃縮物のドラッグデリバリ－
システム 

安
定
化 

促進剤の利用 
特表2003-504325 

99.07.12 
A61K47/48 

乾燥粉体組成物 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表2002-504811 
97.05.15 
C12N15/09 

サイトジェン 

胃腸管（ＧＩＴ）輸送受容体に結合するランダム
ペプチド、及び関連した方法 

生体反応の利用 
膜透過機構の利用 

特表平11-512451 
（取下げ） 
96.03.26 
A61K47/42 

薬剤送達のためのトランスサイト－シスビヒクル
およびエンハンサ－ 

促進剤の利用 
特表2003-511464 

99.09.27 
A61K47/42 

膜転位ペプチド薬物送達系 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表2002-524411 
98.09.03 
A61K9/14 

微粒子 
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表2.17.4 エランの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
肺
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表2003-525232 
00.02.29 
A61K9/12 

肺送達のための治療用組成物 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

促進剤の利用 
特表2002-544175 

99.05.05 
A61K47/12 

核酸系薬剤の送達促進法 
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2.18.1 大学の概要 

 

名称 The Massachusetts Institute of Technology 

本部所在地 77 Massachusetts Avenue, Cambridge, MA 02139-4307 U.S.A. 

設立年 1861 年 

教職員数 9,780 名（内、教員・研究員 2,177 名）（2004 年 10 月） 

概要 自然科学を中心とした研究・教育に関して世界有数の私立大学 

 

 マサチューセッツ工科大学（MIT）は、特に工学、医学をはじめとした自然科学系の研

究・教育で世界有数の大学であり、これまでに教授や卒業生で 59 人のノーベル賞受賞者

を輩出している（2004 年 10 月時点）。企業との連携や共同研究を積極的に行っている。 

（出典：マサチューセッツ工科大学のホームページ http://web.mit.edu/）  

 

2.18.2 製品例  

マサチューセッツ工科大学は、医学等の研究開発を行い、その成果を民間企業に提供し

ているが、ドラッグデリバリーシステムに関する製品はない。 

 

2.18.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているマサチューセッツ工科大学の発明者の住所から調査した

主な技術開発拠点は、次のとおりであり、主として米国から出願されている。 

米国 マサチューセッツ州 

イスラエル エフラット 

イタリア ジェノバ 

 

 マサチューセッツ工科大学の出願件数・発明者数の推移を図 2.18.3 に示す。1993 年、

96 年、00 年をピークとして出願件数、発明者数が増減している。 

 

図 2.18.3 マサチューセッツ工科大学の出願件数・発明者数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.18 マサチューセッツ工科大学（米国） 
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2.18.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近 11 年間（1992 年１月～2002 年 12 月）に出願されたマサチューセッツ工科大学の

ドラッグデリバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は 15 件であり、表 2.18.4 に

その内容を示している。 

図 2.18.4-1 にマサチューセッツ工科大学の技術要素と課題の分布を示す。「薬剤放出

技術」、「薬剤標的化技術」と「薬剤吸収制御技術」の３つの分野に出願している。放出

制御技術の課題は、「放出速度制御」と「徐放化」である。能動的標的化技術の課題は感

染症およびその他疾患の識別と治療である。薬剤導入技術の課題は「吸収促進化」と「新

規投与方法開発」である。 

 

図 2.18.4-1 マサチューセッツ工科大学の技術要素と課題の分布 
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 マサチューセッツ工科大学の課題と解決手段の分布を図 2.18.4-2 に示す。「放出速度

制御」に対しては「装置の利用」が解決手段となっている。「カプセルの利用」は「安定

化や吸収促進化」、「直接送達方法開発」、「経口投与方法開発」などの課題を解決して

いる。 

 

図 2.18.4-2 マサチューセッツ工科大学の課題と解決手段の分布 
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表 2.18.4 マサチューセッツ工科大学の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

マトリックスへ分散 

特表平 09-508892 
93.11.17 
A61K38/46 

チルドレンズ メディカ
ル センター 

ヘパリナ－ゼを用いる血管形成の阻害方法 
徐
放
化 

担体の利用 
コーティング 

特表平 09-504042 
93.07.23 
C08J3/14 

生分解性粒子 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特表平 10-505587 
94.08.02 
A61K31/47 

ジヨ－ンズ ホプキンズ
大学 

固形腫瘍を処置するための化学療法薬剤の
制御された局所送達 

特表 2000-513725 
96.07.02 
A61K9/00 

マイクロチップ薬物送達デバイス 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 機械・器具の利用 

装置の利用 特表 2003-516343 
99.12.10 
A61K9/00 

分子を送達するマイクロチップ素子および
その製作方法 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表 2004-510692 
00.04.07 
A61K9/00 

薬物送達組成物およびデバイス 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特表 2003-519668 
00.01.14 
A61K45/00 

ホワイトヘッド INST 
フォー バイオメディカ

ル リサ－チ 

熱ショックタンパク質融合タンパク質によ
る、ＣＤ４＋Ｔ細胞非依存性のインビボＣＴ
Ｌ惹起による個別ＡＴＰ結合ドメインのマ
ツピング 

感
染
症
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

特表平 08-510377 
93.02.26 
C12Q1/68 

ジェネラル ホスピタル

細胞壊死に由来する疾患を診断、治療および
予防する化合物および方法 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表 2000-511189 
96.05.24 
A61K9/14 

ペン ステイト リサ－
チ ファウンデイション

肺への薬物送達のための空気力学的に軽い
粒子 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特表 2003-525946 
00.03.08 
A61K38/51 

ヘパリナ－ゼＩＩＩおよびその使用 
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表 2.18.4 マサチューセッツ工科大学の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

受
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
患
部
へ
の
集
積
化 

患
部
へ
の
集
積
化 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特表平 09-504308 
（取下げ） 
93.07.23 
C08G81/00 

非直鎖状の親水性－疎水性マルチブロックコポ
リマ－のナノ粒子およびマイクロ粒子 

生体反応の利用 
膜透過機構の利用 

特表平 08-506807 
92.12.04 
A61K45/00 

チルドレンズ メディカ
ル センター 

緑内障の治療 
吸
収
促
進
化 担体の利用 

カプセルの利用 

特表 2000-506165 
96.03.04 
A61K9/06 

ペン ステイト リサー
チ ファウンデイション

細胞インタ－ナリゼ－ションを増強するための
物質および方法 

経
肺
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表 2001-526634 
97.01.16 
A61K9/12 

ペン ステイト リサー
チ ファウンデイション

吸入用粒子の調製 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
口
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表 2003-533470 
00/05/18 
A61K9/28 
セリックス 

経口投薬形態における、毒性コアの非毒性領域
中へのカプセル化 
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2.19.1 企業の概要 

 

商号 Emisphere Technologies, Inc. (1991年、Clinical Technologies Associationから

改称) 

本社所在地 765 Old Saw Mill River, Tarrytown, NY 10591 U.S.A. 

設立年 1986年  

資本金 184千米ドル（2003年12月末） 

従業員数 120名（2004年3月） 

事業内容 ドラッグデリバリーシステムの研究開発 

 

エミスフェア・テクノロジーズは、経口投与できない薬剤のドラッグデリバリーシステ

ムの開発に特化したバイオ医薬会社である。心臓疾患、糖尿病、骨粗しょう症、成長障害、

喘息、アレルギー、肥満、感染症など多岐にわたった研究開発を行っている。 

（出典：エミスフェア・テクノロジーズのホームページ http://www.emisphere.com/） 

 

2.19.2 製品例 

 受動的細胞間輸送機構を利用して、大きな分子量の薬剤や荷電した薬剤が細胞膜を透過

できる技術を開発し、経口投与された薬剤を腸から吸収させるドラッグデリバリーシステ

ム技術に適用している。ノバルティスやロッシュといった製薬企業と共同で医薬開発を進

めている。 

 現在、臨床試験中のものはあるが、ドラッグデリバリーシステムに関する製品はない。 

 

2.19.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されているエミスフェア・テクノロジーズの発明者の住所から調査し

た主な技術開発拠点は、次のとおりである。エミスフェア・テクノロジーズはニューヨー

ク州タリータウンにあることから、技術開発拠点はニューヨーク州と考えられる。 

   

米国 ニューヨーク州、コネチカット州、ニュージャージー州 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.19 エミスフェア・テクノロジーズ（米国）
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 エミスフェア・テクノロジーズの出願件数・発明者数の推移を図2.19.3に示す。1996年

に出願件数、出願人数がゼロになったが、1992年～99年にかけて出願件数、発明者数が増

加した。00年以降に出願が見られないが、これはPCT出願による公表の遅れと考えられる。 

 

図2.19.3 エミスフェア・テクノロジーズの出願件数・発明者数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1

2

3

4

5

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

出願年

出
願
件
数
（

件
）

0

4

8

12

16

20

発
明
者
数
（

人
）

出願件数

発明者数



223 

2.19.4 技術開発課題対応特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2004年12月）に公開されたエミスフェア・テクノロジーズの

ドラッグデリバリーシステムに関する特許・実用新案の件数は14件であり、表2.19.4にそ

の内容を示している。 

図2.19.4-1にエミスフェア・テクノロジーズの技術要素と課題の分布を示す。「薬剤導

入技術」と「効果的放出技術」に関する出願が多い。薬剤導入技術の課題は「吸収促進化」

と「安定化」である。効果的放出技術に関しては、「安定化」と経肺による新規投与方法

の開発が課題である。 

 

図2.19.4-1 エミスフェア・テクノロジーズの技術要素と課題の分布 
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 エミスフェア・テクノロジーズの課題と解決手段の分布を図2.19.4-2に示す。課題とし

ては、「安定化」と「吸収促進化」を目指したものが多い。安定化に関しては「キャリア

ーの利用」が解決手段の中心である。吸収促進化に対しては、「促進剤の利用」や「キャ

リアーの利用」、「生体適合性改良」などにより解決している。 

 

図2.19.4-2 エミスフェア・テクノロジーズの課題と解決手段の分布 
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表2.19.4 エミスフェア・テクノロジーズの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

促進剤の利用 
特表2004-501057 

99.11.05 
C07C22/918 

フェニルアミンカルボン酸化合物及び活性剤を
送達するための組成物 

特開2001-131090 
97.02.07 
A61K45/06 

化合物及び活性剤を送達するための組成物 

特開2001-139494 
97.02.07 
A61K47/16 

化合物及び活性剤を送達するための組成物 

安
定
化 担体の利用 

キャリアーの利用 
特表平07-508004 

A09 
92.06.15 
A61K47/42 

プロテイノイド担体並びにその製造方法および
使用方法 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

経
肺
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表2002-521455 
98.07.27 
A61K9/72 

活性剤の肺性デリバリ－ 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表平09-504300 
93.10.26 
A61K38/00 

デフエロキサミンの経口移送方法 

受
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
患
部
へ
の
集
積
化 

患
部
へ
の
集
積
化 

生体適合性改良 
特表平10-507762 

94.10.25 
C07C22/942 

活性剤デリバリ－用化合物および組成物 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特表平09-512279 
A09 

94.04.22 
C07C23/363 

薬剤移送用修飾アミノ酸 
安
定
化 

担体の利用 
カプセルの利用 

特表2002-537372 
99.02.26 
C07C23/560 

活性剤デリバリ－のための化合物及び組成物 

生体適合性改良 
特表平10-509433 

94.10.25 
A61K47/48 

活性薬輸送システム 

特表2001-517694 
97.09.29 
A61K9/00 

活性剤輸送システム 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 促進剤の利用 

特表2002-522413 
98.08.07 
C07C23/325 

活性剤のデリバリ－のための化合物及び組成物
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表2.19.4 エミスフェア・テクノロジーズの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特表2002-534363 
99.01.08 
A61K47/48 

バ－ジニア コモ
ンウエルス大学 

ポリマ－性デリバリ－剤及びデリバリ－剤化合物薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特開2003-313157 
95.03.31 
C07C22/942 

活性剤デリバリ－用化合物および組成物 
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2.20.1 企業の概要 

 

商号 協和醗酵工業 株式会社  

本社所在地 〒100-8185 東京都千代田区大手町1-6-1 大手町ビル 

設立年 1949年（昭和24年） 

資本金 267億45百万円（2004年3月末） 

従業員数 4,372名（2004年3月末）(連結：6,294名) 

事業内容 医療用医薬品、製剤原料および農畜水産薬、食品および原料用アルコール

の製造・販売、化学品（溶剤、可塑剤等）の販売 

 

協和醗酵工業は、医薬カンパニー、バイオケミカルカンパニー、食品カンパニーから成

り、さらに溶剤や可塑剤などの化学品を子会社の協和発酵ケミカル（旧：協和油化）が主

として製造している。医薬カンパニーでは、医療用医薬品の製造・販売をしており、血圧

を調整する循環器薬、花粉症に効果がある抗アレルギー薬、抗がん剤、化学療法により低

下した白血球数を回復させる G－CSF 製剤、消化器の働きを活発にする薬、中枢神経系に

作用してパーキンソン病やてんかんに効果がある薬などを提供している。 

（出典：協和醗酵工業のホームページ http://www.kyowa.co.jp/） 

 

2.20.2 製品例 

 徐放性製剤、口腔内速崩壊錠を開発するなど、ドラッグデリバリーシステムの研究開発

を推進している。 

協和醗酵工業のドラッグデリバリーシステム製品としては、がんの痛みを緩和させる合

成麻薬フェンタニルの経皮吸収型の持続性貼付製剤がある。また、狭心症発作を起こす可

能性のある患者の体（胸・腰・上腕部）にテープを貼り付けて、ニトログリセリンが少し

ずつ皮膚から体内に吸収され発作が起こるのを予防するニトログリセリン製剤がある。こ

れは、1993年に積水化学工業が製造承認を取得したものであり、協和醗酵工業が販売を担

当している。 

（出典：協和醗酵工業のホームページ http://www.kyowa.co.jp/） 

 

2.20.3 技術開発拠点と研究者 

特許明細書に記載されている協和醗酵工業の発明者の住所から調査した主な技術開発拠

点は、次のとおりであり、東京都および静岡県の研究所から出願されている。 

 

東京都町田市旭町3丁目6番6号 協和醗酵工業株式会社東京研究所 

静岡県駿東郡長泉町下土狩1188 協和醗酵工業株式会社医薬総合研究所 

東京都千代田区大手町一丁目6番1号 協和醗酵工業株式会社本社 

 

2.20 協和醗酵工業 
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 協和醗酵工業の出願件数・発明者数の推移を図2.20.3に示す。1995～00年にかけて出願

件数、発明者数が増加している。01年に減少したが、その後、再度増加に転じている。 

 

図2.20 協和醗酵工業の出願件数・発明者数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1

2

3

4

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

出願年

出
願
件
数
（

件
）

0

5

10

15

20

発
明
者
数
（

人
）

出願件数

発明者数



229 

2.20.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

 最近11年間（1992年１月～2002年12月）に公開された協和醗酵工業のドラッグデリバリ

ーシステムに関する特許・実用新案の件数は14件であり、表2.20.4にその内容を示してい

る。 

図2.20.4-1に協和醗酵工業の技術要素と課題の分布を示す。「能動的標的化技術」に出

願が集中している。能動的標的化の課題は、がん、その他の疾患の識別と治療である。 

 

           図2.20.4-1 協和醗酵工業の技術要素と課題の分布 
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開
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そ
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が
ん
組
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識
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 協和醗酵工業の課題と解決手段の分布を図2.20.4-2に示す。がんやその他の疾患の識別

と治療に課題が集中している。その他の疾患の識別に対しては、「遺伝子発現の利用」が

解決手段となっている。がんの治療には「抗体の利用」などが解決手段として用いられて

いる。 

 

           図2.20.4-2協和醗酵工業の課題と解決手段の分布 
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表2.20.4 協和醗酵工業の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
速
度
制
御 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の
利用 

WO00/038735 
98.12.24 
A61K47/48 

医薬製剤 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

WO01/023431 
99.09.30 
C07K16/18 

ガングリオシドＧＭ２に対する抗体の誘導体 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特開2004-000045 
02.05.31 
C12N15/09 

前立腺特異的膜抗原に対する抗体 

WO01/025427 
99.10.01 
C12N15/09 
野島 博 

ずり応力応答性ＤＮＡ 

WO01/068817 
00.03.16 

C12N 1509   ZNA 
腎臓修復因子 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

WO01/098493 
00.06.15 
C12N15/09 

インスリン様増殖因子結合蛋白質 

直
接
送
達
方
法
開
発 

担体の利用 
コーティング 

特開2000-319166 
99.03.10 
A61K9/52 

腸溶製剤 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の
利用 

特開平11-021250 
97.07.02 
A61K38/22 

医薬製剤 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特開2003-261460 
02.03.08 
A61K45/00 
渋谷 正史 

肺選択的癌転移の診断薬および治療薬 

特開2003-310276 
02.04.30 
C12N15/09 
渋谷 正史 

１２１４位チロシンがリン酸化したＫＤＲ／Ｆｌ
ｋ－１に対する情報伝達分子の結合を阻害する物
質およびその利用方法 生体反応の利用 

抗体の利用 
WO96/035451 
95.05.10 
A61K39/44 

新規毒素複合体 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利用 

WO02/024227 
00.09.20 
A61K45/00 

腫瘍細胞増殖抑制剤 
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表2.20.4 協和醗酵工業の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性等の
利用 

WO00/038736 
98.12.24 
A61K47/48 

医薬製剤 
能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特開2003-113111 
01.10.02 
A61K38/00 
土田 邦博 

糖尿病治療用医薬 
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 表 2.21 に主要企業以外の技術要素別課題対応特許を示す。 

 

表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（1/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特許 3476775 
99.01.26 
C08G63/00 

コンセイユ ド ルシェル
シュ エ ダプリカシオン
シャンティ、ポリーメッド

生物分解性ポリエステルおよび生物活性ポリペ
プチドのイオン分子結合体 
少なくとも１つの有効イオノゲン性アミンを

含む生物活性ポリペプチドとイオン結合してい
る遊離ＣＯＯＨ基を含むポリエステルを含みイ
オン結合している持続放出薬剤組成物 

特許 3507507 
95.12.28 
C07K19/00 

タノツック バイオシステ
ムズ 

非免疫原性ペプチドを介して結合されたインタ
ーフェロン－αと免疫グロブリンとのハイブリ
ツド 
ヒトインターフェロンとヒト免疫グロブリン

Ｆｃ断片が結合されているハイブリッド組換え
タンパク質 

特許 2602607 
（権利消滅） 
92.09.09 
C07K7/16 

ディ ディ エス研究所 

糖修飾ペプチド 
作用持続時間が延長され、薬物として有用で

ある新規な糖修飾ペプチド 

特許 2710900 
（権利消滅） 
92.09.02 
C07H15/08 

ディ ディ エス研究所 

酸性官能基を有する脂質誘導体及び同誘導体に
よって被覆された微粒子キャリヤー 
重合度が３以上のポリエチレングリコール鎖

の一端に酸性官能基を有する化合物を付加され
た微粒子キャリヤー 

生体適合性改良 

特許 2766141 
（権利消滅） 
92.09.03 
C07H15/08 

ディ ディ エス研究所 

酸性糖誘導体 
重合度が３以上のポリエチレングリコール鎖

の一端に酸性官能基を有する化合物を付加され
た微粒子キャリヤー 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 

特許 3135340 
92.02.25 
A61K47/30 
森 有一 

ドラッグキヤリア－ 
体温より低い温度でゲル化し、ゲル化温度以

下の温度では水溶性を示す高分子化合物からな
るドラッグキャリアー 

特許 3390177 
96.04.23 
A61K9/16 
キナートン 

徐放イオン性複合体 
互いにイオン結合している、遊離カルボキシ

ル含有生分解性ポリマーと遊離アミノ基含有薬
物を含んだ徐放イオン性複合体を球体化 

生体条件の利用 
生分解性の利用 特許 3101711 

97.11.20 
B01J20/24 

農業生物資源研究所 

生体高分子からなる吸着体／徐放体及びその製
造方法 
有効成分を吸着する機能を有し、一旦吸着さ

せた有効成分を徐放する徐放機能を有する生体
高分子として、絹蛋白質または動物由来のケラ
チン、コラーゲンもしくはゼラチンを用いる 

特許 3407073 
92.11.12 
A61K31/407 

エル テー エス ローマ
ン テラピー システメ、

クリンゲ ファルマ 

フイゾスチグミンの皮膚への投与のための経皮
療法システム及びその製造方法 
活性物質を通さない下地層と感圧貯蔵層と可

動保護層とから成るフィゾスチグミンの皮膚へ
の投与のための経皮療法システム 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

徐
放
化 

マトリックスへ
分散 

特許 2729333 
92.07.02 
A61K31/21 

ベーカー ノートン 
PHARM 

血管拡張療法が必要とされる症状を治療するた
めの医薬組成物 
 亜硝酸エステルを長期間連続して登用する治
療方法 

2.21 主要企業以外の特許番号一覧
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（2/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特許 3486417 
95.07.05 
A61K9/51 

ヨーロピアン コミュニティー

タンパク質性薬物の吸収および送達のため
に設計された生物適合性および生分解性ナ
ノ粒子 
ナノ粒子を形成することで投与すべき薬

物の活性を保持でき、投与すべき薬物の放出
を調節することができる 

担体の利用 
カプセルの利用 

特許 3372408 
95.09.21 
A61K47/48 
第一製薬 

微粒子性運搬体・薬物－コンプレックス 
ポリアクリル酸をグラフト鎖とするグラ

フトポリマーの微粒子性運搬体と薬物の新
しいコンプレックス 

特許 3258666 
93.09.23 
A61K31/58 

ドクトル ファルク ファルマ

徐放性のブデゾナイドペレット及びその製
造方法 
内側から外側にかけて、中性のペレット；

微粉砕処理したブデゾナイドと水溶性補助
剤；ラッカーコーティング剤を含有する徐放
性ブデゾナイドペレット 

徐
放
化 

担体の利用 
コーティング 

特許 2857741 
95.08.31 
A61K47/36 
佐賀大学長 

コ－ティングされた薬剤内包架橋キトサン
組成物、その製造方法および薬剤徐放制御シ
ステムとしての用途 
薬剤の有効成分を一定量ずつ長時間にわ

たって放出し続けることができるように液
晶物質にてコーティングされた薬剤内包架
橋キトサン組成物 

特許 3257750 
93.07.20 
C08G63/08 
エシコン 

ε－カプロラクトンおよびラクチドの液状
コポリマ－ 
約55～約70モル％の範囲内のラクチドお

よび約45～約30モル％の範囲内のε－カプ
ロラクトンからなるコポリマー。薬物デリバ
リーに好適 

特許 3131195 
98.01.29 
C08G63/08 

ポリーメッド 

ヒドロゲル形成性で自己溶解性の吸収性ポ
リエステル共重合体およびその使用方法 
水性環境と接すると選択的、セグメント的

に会合して塑性変形自在なヒドロゲル塊を
形成し得る新規な自己溶解性の吸収性ポリ
エステル共重合体 

生体条件の利用 
生分解性の利用 

特許 2642869 
94.01.10 
C08G85/00 
三養社 

薬物送達マトリックス用の生分解性コポリ
マー 
分子内架橋結合を有せず、改良された生分

解性を有し、人体に対して毒性のないマルチ
ブロックコポリマー 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特許 3526844 
99.06.22 
C12N15/09 

デイナベック研究所 

２つの外来遺伝子を発現させるためのベク
タ－ 
２つの外来遺伝子を発現させるために、発

現制御配列、スプライシング供与配列、第一
の外来遺伝子挿入部位、RRE コア配列、スプ
ライシング受容配列、第二の外来遺伝子挿入
部位、の構成要素を 5'側から 3'側に向けて
順に含むベクターDNA 

特許 2966745 
93.12.13 
A61K47/38 

エフ ホフマン ラ ロシュ 

制御された放出の医薬組成物 
独自のゼロ次制御放出プロフィールを示

す徐崩壊性医薬組成物 

放
出
速
度
制
御 

促進剤の利用 
特許 3002702 
93.11.16 
A61K9/127 

スカイファーム 

活性物質の制御放出を有する小胞 
カプセル化後に治療レベルの生物学的活

性物質の小胞からの放出速度を遅くし、持続
させ、制御する 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時

期
制
御 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性
等の利用 

特許 2699038 
92.02.21 
B01J13/02 
ノエビア 

温度感受性リポソ－ム 
特定の温度において内包物質を放出する

ことができる温度感受性リポソーム 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（3/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

担体の利用 
リポソームの利
用 

特許 3200704 
99.05.13 
A61K9/127 

産業技術総合研究所、松村 
英夫、清水 秀明、真島 利

和 

機能的に配置された磁気粒子・リポソ－ム粒子
複合体 
磁気微粒子を中心にもち、その周囲に種々の

試薬を内包させたリポソーム微粒子 

放
出
制
御
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

放
出
時
期
制
御 担体の利用 

エマルジョンの
利用 

特許 2909418 
（権利消滅） 
95.09.18 
A61K9/52 
資生堂 

薬物の遅延放出型マイクロスフィア 
W/O/W 型のエマルションを形成することによ

り製造できるマイクロスフィア。特に、脳内へ
の埋め込みに適する。 

生体適合性改良 

特許 3485842 
94.03.31 
C12N15/09 
アムジェン 

巨核球の成長と分化を刺激するＭＧＤＦの誘導
体とその製造方法 
ヒト巨核球の増殖および発達を特異的に促進

し実質上他のヒトタンパクを含まないヒトMGDF
ポリペプチドに少なくとも１つの水溶性ポリマ
ーが結合された MGDF 誘導体 

特許 3114998 
93.11.12 
C08G65/321 

シアウオーター ポリマーズ

表面及び分子の変性に用いる単離可能で水溶性
で加水分解に対して安定なポリ（エチレングリ
コ－ル）と関連ポリマ－の活性スルホン類 
スルホン部分によって活性化されて、分子及

び表面のチオール部分に選択的に付着するポリ
（エチレングリコール）誘導体（ＰＥＧ） 

特許 3425955 
95.06.01 
C07D30/514 

バイオフィジカ 

新規タクソイド 
パクリタクセルと比較して、水溶性の増大し

た、薬理学的性質の改良された新規タクソイド

特許 3103116 
94.07.15 
C12N15/09 

ロシュ ディアグノスティ 

抗体の安定性を改良するための方法 
組換遺伝子を含む発現べクターによる形質転

換によって、安定性を有する機能性抗体、機能
性誘導体、それらのフラグメントを製造 

特許 3085485 
92.04.21 
C07H15/04 
千葉製粉 

オリゴサッカライド誘導体 
優れたリン脂質小胞体分散安定性を賦与する

オリゴサッカライド誘導体 

生体適合性改良 

特許 3217450 
92.05.18 
B01F17/56 
千葉製粉 

リン脂質小胞体用安定化剤 
凝集抑制および蛋白等の溶液中での分散安定

をはかることができるリン脂質小胞体用安定化
剤 

特許 3138733 
99.06.23 
A61K9/127 

産業技術総合研究所 

安定化リポソ－ム及びその形成方法 
ＰＣを主剤とする油脂材料から膜形成される

リポソームをカロテノイド化合物により安定化
させた 

促進剤の利用 
特許 3102612 
93.07.30 
A61K9/127 
千葉製粉 

凍結小胞体 
リン脂質小胞体に糖脂質を導入し、機能性物

質を内包せしめを急速凍結して凍結小胞体を得
る。長期間保存可能 

マトリックスへ
分散 

特許 2944419 
（権利消滅） 
93.05.10 
A61K38/00 

ノバルティス 

持続性遊離組成物中の薬理学的活性成分の安定
ポリラクチドのマトリック中に、エンボン酸

またはアスコルビン酸またはその塩と組合わさ
ってペプチドを活性成分として含む医薬組成物

担体の利用 
ベクターの利用 

特許 290607 
C12N48/910 
93.15.09 

ミシガン大学 

遺伝子治療のためのアデノウイルスベクタ－ 
アデノウイルス E3 領域の少なくとも一部分

を保持し、アデノウイルス E1領域少なくとも一
部分の欠失を担持する。 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
リポソームの利
用 

特許 3329554 
93.03.10 
A61K9/127 
千葉製粉 

乾燥小胞体 
燐脂質小胞体に糖脂質を導入したのち、凍結

せずして減圧乾燥した乾燥小胞体。長期の保存
ができる 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（4/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特許 3249583 
92.07.07 
A61K35/78 

日本油脂、シュワーベ グ
リーンウェーブ 

リポソ－ム製剤 
膜脂質が中性リン脂質を含んでなる脂質成分

より構成されるリポソームに銀杏葉抽出エキス
を含有させた。相分離や凝集、有効成分の変質
や分解等を極めて低く抑えることができる 担体の利用 

リポソームの利
用 特許 3443939 

94.05.20 
A61K9/127 
日本油脂 

脂質小胞体および徐放性製剤 
リン脂質からなる脂質小胞体として、保存安

定性や生体内分解性にすぐれ、しかもリポソ―
ム用の脂質小胞体として内水相に含ませた物
質、たとえば薬物の徐放性にすぐれるもの 

効
果
的
放
出
技
術 

薬
剤
放
出
技
術 

安
定
化 

担体の利用 
カプセルの利用 

特許 2617273 
92.03.11 
A61K47/22 

ファーマシューティカル 
ディスカバリー 

自己アセンブリ性ジケトピペラジン薬物送達系
 ジケトピペラジンマイクロパーティクルの形
成に基づく薬物送達系 

担体の利用 
カプセルの利用 

特許 3102990 
93.07.08 
A61K9/48 
森下仁丹 

カプセルの製造方法およびそれから得られたカ
プセル 
酸、水分または熱に弱い内容物質を常温では

非流動性である疎水性物質に懸濁し、これをカ
プセル化した後、真空乾燥させる 

担体の利用 
キャリアーの利
用 

特許 3055771 
96.03.12 
C12M1/00 

ベクトン ディッキンソン

試料への粒子の輸送体 
細胞を含む試料に粒子を送達するための輸送

体 
安
定
化 

担体の利用 
コーティング 

特許 3463266 
95.09.21 

A61K314/439 
ファーマ パス エル エ

ル シー 

酸不安定性オメパラゾ－ルを含有する新規組成
物及びその製造方法 
オメパラゾールを含有する経口投与用に好適

な組成物、及びその製造方法。アルカリ性反応
性化合物を含有せず、互いに圧縮された核及び
ベンゾイミダゾールから成るコアと、中間層と、
腸溶性層とを備えている 

生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特許 3001381 
（権利消滅） 
94.09.16 
C08B37/00 

ディ ディ エス研究所 

臓器移行性を有する多糖誘導体および薬物担体
臓器移向性を示す化合物によって抗腫瘍剤等

を搬送する薬物担体 

特許 3492373 
93.08.21 
C12P21/08 

インペリアル キャンサー
リサーチ テクノロジー 

モノクロ－ナル抗体 
膜結合性ヒト癌胎児性抗原を結合し、ヒト癌

胎児性抗原に結合したヒトの胆汁糖タンパク質
からなるハイブリッドポリペプチドを結合し、
ヒトの胆汁糖タンパク質に結合しない分子 

特許 2831852 
93.05.21 
C07K14/705 

パーク ソン ホエ 

ヒト胸腺皮質細胞上に発現する細胞表面タンパ
ク質及びその利用 
分子量 120,000 の糖タンパク質であり、Ｔリ

ンパ芽球性リンパ腫細胞および白血病細胞に発
現する新規のタンパク質。Ｔリンパ芽球性リン
パ腫および白血病の診断に有益 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 生体反応の利用 

抗体の利用 

特許 3387929 
94.06.08 
C07K16/30 

ベーリンガー インゲル
ハイム INTERN、フォルシ
ュングスツェントルム カ

ールスルーエ 

ＣＤ４４ｖ６に対するモノクロ－ナル抗体 
ＣＤ４４遺伝子のエキソンｖ６変異体によっ

てコードされるエピトープに対して活性のある
抗体。治療および診断の用途に適している 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（5/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特許 3541296 
92.11.13 
C07K16/30 

ルードヴィッヒ INST フ
ォア キャンサー リサー
チ、メモリアル スローン－
ケッタリング キャンサー 

センター 

腫瘍血管内皮細胞に特異的に結合するモノ
クロ－ナル抗体とその利用方法 
腫瘍血管内皮細胞によって特徴付けられる

細胞表面抗体に特異的に結合するモノクロー
ナル抗体に関する。エンドシアリンと呼称さ
るこの抗体は、糖タンパク質である 

特許 3268147 
94.12.28 
C07K16/18 

大鵬薬品工業 

モノクロ－ナル抗体 
ヒトのチミジンホスホリラーゼおよび血小

板由来血管内皮細胞増殖因子を認識し、各種
腫瘍及びその転移、血管新生の異常増殖を伴
う疾患などの診断および治療に有用なモノク
ローナル抗体 

特許 3461365 
93.06.11 
C07K16/32 

大鵬薬品工業 

モノクロ－ナル抗体 
ヒトの癌化因子であるp120蛋白中に存在す

るアミノ酸配列を含むペプチドに対するモノ
クローナル抗体。ヒト癌細胞に広く存在する
癌に対する抗原を認識し、ヒト正常細胞と反
応しないため、癌の免疫学的診断およびター
ゲッティング機能を持つ治療システムに有用

生体反応の利用 
抗体の利用 

特許 2087396 
（権利消滅） 
92.10.30 

C07D207/452 
同仁化学研究所 

新規なエチレンジアミン四酢酸誘導体 
腫瘍の画像診断や治療に用いる放射性金属

核種の標識抗体を形成する化合物 

が
ん
組
織
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特許 2800850 
（権利消滅） 
92.07.21 
C12Q1/68 

アイシス イノベーション 

新生物形成の検出方法 
129bp の新規なエキソンの位置および配列

を決定し、そのものとして、および診断方法
に使用する 

感
染
症
の
識
別

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特許 2907552 
92.11.23 
C12N15/09 

コンノート LAB 

ヘモフイルス外膜タンパク質 
へモフィルスのＤ１５外膜タンパクの少な

くとも一部をコード化したインフルエンザ菌
の特定株から単離した核酸。診断および医療
に使用できる 

特許 2633467 
（権利消滅） 
93.08.17 
C08B37/00 

ディ ディ エス研究所 

シアリルルイスＸ誘導体 
化合物はＥＬＡＭ－１結合能を有してお

り、血管内皮細胞などの炎症部位に抗炎症剤
などを搬送する炎症部認識素子として有用 

自
己
免
疫
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

生体反応の利用 
受容体の利用 特許 2716657 

（権利消滅） 
93.02.26 
C07H15/04 

ディ ディ エス研究所 

接着分子ＥＬＡＭ－１に特異的結合能を有す
る化合物 
単糖残基をもち、ＥＬＭＡ－１と特異的に

結合する化合物 

生体適合性改良 

特許 3186418 
93.03.26 
C07C59/64 
富士レビオ 

４－フルオロビフェニル誘導体 
極めて高いＨＭＧ－ＣｏＡリダクターゼ阻

害作用を有する４－フルオロビフェニル誘導
体。適度な水溶性を有するため副作用の低減
が期待できる 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 生体反応の利用 

遺伝子発現の利
用 

特許 3527200 
97.08.13 
C12Q1/68 

アイシス PHARM 

アンチセンスオリゴヌクレオチド組成物及び
ＪＮＫタンパク質のモジュレーション方法 
Ｊｕｎ－Ｎ末端キナーゼ（ＪＮＫタンパク

質）をコードする遺伝子の発現のモジュレー
ションを介した処置に適した疾患または障害
の治療および診断のための組成物 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（6/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

そ
の
他
の
疾
患
の
識
別 

患
部
の
識
別 

担体の利用 
ベクターの利用 

特許 3523879 
94.05.31 
A61K47/48 
アラーガン 

輸送タンパク質用クロストリジウム属細菌
毒素の修飾 
標的細胞へ侵入する能力をもつ標的神経

細胞に対して特異性のある活性もしくは不
活性のクロストリジウム属細菌毒素を医薬
または他の生物活性分子と結合 

特許 3536106 
92.04.24 
A61K31/663 
シェーリング 

製剤及びその製造方法 
有効成分としてジクロロメチレンビスホ

スホン酸の塩を含有する経口投与用の製剤 

直
接
送
達
方
法
開

発 

生体条件の利用 
温度、pH、親水性

等の利用 
特許 2917799 
94.03.11 
A61K45/00 
田辺製薬 

消化管内適所放出型製剤 
医薬活性成分を含有する内核、および（周

囲に形成した腸溶性高分子からなる圧縮被
覆層を有することを特徴とする経口用製剤 

特許 3054634 
94.02.18 
C12N15/09 

ミシガン大学 

骨細胞を刺激するための方法および組成物 
インサイチュで骨細胞中に核酸を導入す

るために骨前駆細胞を刺激する方法 

マトリックスへ
分散 特許 3469926 

93.11.04 
A61K47/32 
太田製薬 

大腸内放出型医薬製剤用粒状物 
大腸において、薬物の効果を発揮させるた

めに経口投与において投与時から大腸に至
るまでの間の消化器内では放出されず、大腸
に至ってはじめて放出が可能となるように
設計した大腸放出型医薬製剤用粒状物 

特許 2774080 
（権利消滅） 
94.03.23 
A61K9/36 

エフ ホフマン ラ ロシュ 

医薬組成物 
腐食性ポリマー層の腐食後、標的部位、結

腸に薬物を放出する 

特許 3187502 
92.01.09 
A61K9/38 
カネボウ 

腸溶性造粒物 
造粒物が、胃では溶解せず、腸管内で溶解

する。生理活性物質が、低ｐHの胃液による
影響を受けず、腸管内でその生理活性を発揮
することができる。 

特許 3202053 
92.01.09 
A61K9/42 
カネボウ 

腸溶性造粒物 
造粒物が、胃では溶解せず、腸管内で溶解

する。生理活性物質が、低ｐHの胃液による
影響を受けず、腸管内でその生理活性を発揮
することができる。 

担体の利用 
コーティング 

特許 2986217 
94.06.21 
A61K9/48 

ダンバイオシスト ユー ケー

結腸用薬剤分配組成物 
薬剤が結腸内でのみカプセルから放出さ

れるように被覆が施されているデンプンカ
プセル 

特許 3145120 
93.01.29 
A61K47/02 

エフ イー アール エックス

生物活性物質を運搬するための磁気応答組
成物の製造方法 
磁場の制御下、体内の治療ゾーンへ生物活

性物質を運搬するもの 

直
接
送
達
方
法
開
発 

機械・器具の利用 
装置の利用 特許 3176600 

93.01.29 
A61K47/02 

エフ イー アール エックス

生物活性物質を運搬するための磁気応答組
成物 
磁気的に制御されるキャリア組成物得ら

れた粒子は、粒子上に物質を吸収する 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬

効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特許 3095175 
92.11.13 
C07K16/46 

アイデック PHARM 

Ｂ細胞リンパ腫の治療のためのヒトＢリン
パ球限定分化抗原に対するキメラ抗体と放
射能標識抗体の療法利用 
免疫学的に活性なマウス／ヒトキメラ抗

CD20抗体または放射能標識抗CD20抗体を投
与する 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（7/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

生体反応の利用 
抗体の利用 

特許 3490443 
92.10.29 
C07K16/28 

オ－ストラリアン ナショ
ナル大学 

血管形成阻害性抗体 
ヒト臍静脈内皮細胞およびヒト臍動脈内皮

細胞などの増殖性／血管形成性ヒト内皮細胞
に対して特異的なモノクローナル抗体を含む
抗体は、血管形成の阻害または血管形成依存
性疾患の治療に有用である 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
免疫反応の利用 

特許 3541950 
93.05.14 
C12N5/06 

ウイスター INST 

癌およびウイルス性疾患を治療するための改
変化ＴＡＬＬ－１０４細胞の使用 
腫瘍細胞およびウイルス感染化細胞に対す

るインビトロおよびインビボでの二重活性を
特徴とする改変化ヒト細胞障害性Ｔ細胞株 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

が
ん
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特許 2806634 
92.06.16 
A61K38/22 

プロション バイオファル
マ 

前立腺癌，胃癌および乳癌に関連する腫瘍を
抑制するための医薬製剤 
前立腺、乳房もしくは胃腸管の腺癌におけ

る腫瘍の増殖を抑制する医薬組成物。制癌剤
と、ヒト精漿インヒビンまたはデカペプチド
を組み合わせて含む 

感
染
症
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

特許 3316216 
95.01.13 
C12N15/09 
エ－ル大学 

安定化外部ガイド配列 
特定の標的 RNA の切断を媒介する修飾され

た外部ガイド配列（EGS）分子 

自
己
免
疫
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
遺伝子発現の利
用 

特許 3468773 
94.07.15 
C12N15/09 

アイオワ大学 

免疫調節オリゴヌクレオチド 
免疫応答を刺激する能力に基づく治療に有

用な非メチル化 CpG ジヌクレオチドを含むオ
リゴヌクレオチド 

生体条件の利用 
酵素等の利用 

特許 3492951 
94.05.13 
A61L24/00 
クラレ 

医療用高分子ゲル 
酵素が産生される病巣部位においてのみ、

治療に有効な量の薬剤を放出させることが可
能な医療用高分子ゲル 

特許 3436760 
94.07.27 
G01N33/543 

ハーバート ピルグリム 

超常磁性粒子 
超常磁性１ドメイン粒子および超常磁性１

ドメイン粒子の凝集物からなる超常磁性粒
子。腫瘍を破壊するため、免疫増強に、磁気
薬物標的などにつかうことができる 

能
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
疾
患
の
治
療 

患
部
で
の
薬
効
発
現 

生体反応の利用 
抗体の利用 特許 3066983 

95.01.18 
C12N15/02 

ロッシュ ディアグノステ
ィクス 

膜結合ＣＤ３０抗原の蛋白質分解性開裂及び
遊離を防ぐ抗ＣＤ３０抗体 
CD30 抗原に結合し、10％以下の量まで、ホ

ジキン病細胞から sCD30 を遊離させ；Ｂ細胞
非ホジキン病リンパ腫に、または血漿細胞に
ほとんど結合しない抗体 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（8/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

が
ん
へ
の
集
積
化

患
部
へ
の
集
積
化 

担体の利用 
リポソームの利
用 

特許 3270478 
94.06.20 
A61K9/127 

イネックス PHARM 

強化されたドラッグ・デリバリ－のためのスフ
インゴソ－ム 
スフィンゴミエリンとコレステロールから

成るリポソーム。薬物保持、安定性をもつ 
 

生体適合性改良 

特許 2545729 
93.05.11 
A61K47/48 

産業技術総合研究所 

メトトレキセ－ト誘導体とピラン共重合体の
高分子結合体及びその製造方法 
低毒性でかつ抗癌効果に優れた新規メトト

レキセート誘導体高分子結合体 

受
動
的
標
的
化
技
術 

薬
剤
標
的
化
技
術 

そ
の
他
の
患
部
へ
の
集
積
化 

患
部
へ
の
集
積
化 

担体の利用 
エマルジョンの
利用 

特許 3499604 
94.07.25 
A61K47/26 

神奈川科学技術アカデミー

スフィンゴ糖脂質ミセルからなる薬物担体 
ミセル状のスフィンゴ糖脂質からなる薬物

担体及び該薬物担体を用いた医薬組成物。リポ
ソームよりも容易に調製することができる 

特許 2506543 
92.01.22 
A61K38/00 

ベクトン ディッキンソン

イオントフォレ－シスによる送達のための分
子 
静電荷またはマイナス１の電荷を有し、かつ

約4.0より低いかまたは約7.3より高い等電点
を有するようにアミノ酸集合体を修飾する 

生体適合性改良 特許 2930421 
（権利消滅） 
94.02.28 
A61K9/16 

メディノバ メディカル 
コンサルティング 

薬剤組成物、その製造方法及びその使用方法 
血液-脳障壁または血液-神経障壁を透過し

て薬剤及び診断剤を配送する新規な方法 

生体条件の利用 
温度、pH、親水
性等の利用 

特許 3549542 
96.03.15 
A61K38/23 

ユニジェン LAB 

経口用ペプチド薬剤 
経口投与されるべきペプチド活性剤のバイ

オアベイラビリティが、腸管内へのペプチドの
目標とする放出を提供する医薬組成物により
高められる 

生体反応の利用 
受容体の利用 

特許 3516959 
19951221 
C07H19/06 

アイ シー エヌ PHARM 

炭水化物複合生物活性化合物 
グリコシド結合ではない結合を用いて、化学

的リンカーを介して、生物活性化合物を炭水化
物の部分と共有結合させることによる生物活
性物質の細胞内取込みの増加方法 

生体反応の利用 
膜透過機構の利
用 

特許 2869396 
92.08.21 
A61K38/00 

バイオジェン 

ＴＡＴ由来の輸送ポリペプチド 
カルボキシ末端カーゴ部分とアミノ末端輸

送部分とからなる融合タンパク質 

特許 2847578 
92.12.31 
A61K31/54 

スンキョン IND 

皮膚浸透力を高めた医薬組成物 
ピロキシカムおよび浸透促進剤の浸透およ

び溶解を著しく増加する吸収補助剤によって
経皮吸収性を改良する 

促進剤の利用 
特許 3228341 
95.04.26 
A61K47/30 
セラテック 

塩基性薬物を経皮的に送達するための透過増
強剤としてのトリアセチン 
トリアセチンから成る透過増強剤の有効量

と、感圧接着剤を含むポリマー層とを含むマト
リックスパッチ 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

機械・器具の利
用 
装置の利用 

特許 2921987 
93.08.27 
A61K31/35 

ジャンセン PHARM 

抗片頭痛薬のイオン電気導入式送達 
ベンゾピランアルキルアミノアルキル置換

グアニジンを片頭痛患者へイオン電気導入式
送達する 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（9/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

吸
収
促
進
化 

機械・器具の利用 
物理的刺激の利用 

特許 3547453 
95.07.28 
A61M37/00 

ザーズ、チャン ハオ 

改善された非侵襲性の薬剤皮膚投与のた
めの装置 
改善された薬剤の皮膚透過のための装

置、処方物製品および方法。不透過性の壁
部によって分離される薄い薬剤処方物リ
ザーバおよび熱発生チャンバを備える 

担体の利用 
キャリアーの利用 

特許 3533551 
97.02.17 
A61K31/445 
東和薬品 

水性点鼻剤 
フマル酸ケトチフェン含有の水性点鼻

剤。増粘剤が配合されしかも安定性に問題
がない 

経
鼻
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

マトリックスへ分
散 

特許 3530532 
95.04.07 
A61K9/14 

ペンウエスト PHARM 

薬剤用放出制御吹入剤担体 
薬剤と天然物起源の多糖ガムを含有す

る放出制御担体とを含有する粒子の凝集
複合物を含有する放出制御粉末吹入製剤 

経
粘
膜
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 

マトリックスへ分
散 

特許 3143474 
93.09.15 
A61K31/57 

コロンビア LAB バミュ
ーダ 

新規なプロゲステロン送達方法とその効
果 
架橋ポリカルボン酸ポリマーを用いて

プロゲステロンを経膣送達することによ
り、子宮内膜癌の予防に比較的低レベルの
血清中プロゲステロンを用る 

生体反応の利用 
膜透過機構の利用 

特許 3143885 
97.02.13 

A61K315/415 
国立中国医薬研究所 

オキシカムの経皮吸収製剤 
経皮ドラック・デリバリー・システムと

して、対照薬物を持続的に放出し、表皮か
ら毛細血管に吸収され、循環システムを通
って治療標的に達し、治療目的を達成する
ことができる経皮吸収製剤 

薬
剤
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

経
皮
投
与
方
法
開
発 

新
規
投
与
方
法
開
発 促進剤の利用 

特許 3527103 
98.06.30 
A61K31/519 
祐徳薬品工業 

メトトレキサ－ト経皮適用剤 
経皮適用剤の基剤にメトトレキサート

とともに有機アミンを配合することによ
り、これまで困難であったメトトレキサー
トの血中への送達を実現した 

生体適合性改良 

特許 2918693 
93.11.24 
C07D23/364 
メガバイオス 

両親媒性イミダゾリニウム誘導体 
ホスト哺乳動物に対して無毒性のイミ

ダゾリニウム環系含有両親媒性物質。巨大
分子を細胞内に送達するための担体とし
て有用なリポソームの製造に使用される 

特許 2702285 
92.08.21 
C12N15/09 

バイオジェン 

ＴＡＴ由来の輸送ポリペプチド 
カーゴ分子の HIF tat たんぱく質を含

む遺伝子送達 生体反応の利用 

膜透過機構の利用 特許 3415131 
02.06.03 
A61K31/282 

メビオファーム 

リポソ－ム製剤 
中性リン脂質を含むリポソームに銀杏

葉抽出エキスを含有させた製剤 

特許 3411039 
94.03.25 
C12N15/09 

アドバンスト リサーチ 
アンド テクノロジー 

INST、ノースウエスタン大学

ウイルス仲介ＤＮＡ導入の増強 
細胞をフィブロネクチンまたはフィブ

ロネクチンフラグメントの存在下で感染
させ、レトロウイルスによる造血細胞その
他の細胞の形質導入効率を増大させる 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

促進剤の利用 

特許 3499137 
97.07.01 
A61K48/00 

トランスジーン 

標的細胞へ治療学上活性な物質を輪送す
るのに有用な組成物及びその遺伝子治療
における使用 
ポリヌクレオチドを標的細胞の内部に

転移させるための非プロトン性極性化合
物 
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表 2.21 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（10/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

技
術
要
素
Ⅰ 

課
題
Ⅱ 

課
題
Ⅰ 

解決手段Ⅰ 
解決手段Ⅱ 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特許 3210019 
92.08.28 
C07C21/728 

ライフ テクノロジー 

カチオン性脂質 
高分子および他の化合物を細胞に送達

するための脂質凝集物を作製するのに有
用なカチオン性脂質。細胞の DNA 依存形
質転換に特に有用である 

促進剤の利用 

特許 3493608 
01.11.28 
C08G65/329 
慶應義塾 

医用高分子及びその用途 
薬物送達システム用キャリアーとして

利用可能な材料。分子量 1000～200000 の
共重合体又はその塩 

特許 2950520 
93.04.02 
A61K9/127 

アンティキャンサー 

毛胞に有益な配合物を送達する方法 
毛髪の胞細胞に有益な配合物を目標を

定めて送達する方法。染髪料などをリポ
ソーム中に包みこむ 

遺
伝
子
導
入
技
術 

薬
剤
吸
収
制
御
技
術 

吸
収
促
進
化 

担体の利用 
リポソームの利用 

特許 3525393 
96.02.13 
C07C23/708 

ソウロボイ アンドレイ 

脂質及び例えばリポソーム中でのその使
用 
細胞中の生物活性物質また分子の輸送

に適する脂質。L-リシン 
-bis-(O,O'-cis-9-オクタデカノイル 
-β-ヒドロキシエチル)アミド ジヒド 

ロクロリドまたはその光学異性体の１つ
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(1) 公的研究機関 

表 2.22-1 に、ドラッグデリバリーシステムに関し、２件以上出願した公的研究機関を

示す。 
 

表 2.22-1 公的研究機関からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（1/3） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

特開 2002-226362 リガンド応答性ゲル 
特開 2000-086729 上限溶液臨界温度を有する熱応

答性高分子並びにそれを用いた
刺激応答型分離材料及び薬剤放
出カプセル 

特開 2002-060436 コアセルベ－ト形成能を持つ熱
応答性高分子並びにそれを用い
た、液液相分配法、固定化酵素及
び薬物放出剤 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特開 2004-026636 徐放機能を有するメソポ－ラス
無機材料 

特許 3138733 安定化リポソ－ム及びその形成
方法 

特開平 08-301791 機能性分子輸送体 
薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特開 2004-217739 水性ゲル構造体 
特開 2003-226638 標的指向性リポソ－ム 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術 特開 2003-226647 腸管吸収制御性リポソ－ム 

薬剤標的化技術 
受動的標的化技術 

特許 2545729 メトトレキセ－ト誘導体とピラ
ン共重合体の高分子結合体及び
その製造方法 

産業技術総合研究所（日本） 
（11） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特開 2003-040767 リポソ－ムおよびそれからなる
細胞への物質導入担体 

特表平 11-508767 マウス腫瘍拒絶抗原前駆体ＳＭ
ＡＧＥ－３をコ－ドする単離核
酸分子 

特表 2003-500072 癌関連薬剤およびその使用 
特表 2003-512057 ＭＡＧＥ－Ａ１２抗原ペプチド

及びその利用 
特表 2003-527334 Ａ３３抗原特異的免疫グロブリ

ン産物を用いるＡ３３抗原を発
現する癌の影響を低減する方法 

特表 2003-527826 癌関連抗原およびその使用 
特表平 11-506904 ＲＡＧＥ腫瘍拒絶抗原 
特許 3541296 腫瘍血管内皮細胞に特異的に結

合するモノクロ－ナル抗体とそ
の利用方法 

特表平 10-506537 ＭＡＧＥ－Ｘｐファミリ－のメ
ンバ－である単離核酸分子とそ
の使用 

ルードビッヒ インスティテュ
ート フォー キャンサー リ
サーチ（米国） 
（9） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 11-506435 腫瘍特異的抗体を利用する大腸
ガンの治療方法 
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表 2.22-1 公的研究機関からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（2/3） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

特表 2004-516848 細胞内化合物を標的とした修飾 
特表 2002-543811 ヒト腎細胞がんの細胞に対する

モノクロ－ナル抗体 薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表 2003-506335 マンノ－スレセプタ－リガンド

を調製するためのキナ酸、シキミ
酸およびそれらの誘導体の使用 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2004-526670 密着結合した上皮を介した担体
ベクタ－ 

特表 2001-521747 トランスフェクション用ペプチ
ドベクタ－、それを含む組成物、
及びそれらの適用方法 

特表 2002-543810 外来性核酸を細胞に送達するた
めの核酸－抗体複合体 

サントル ナシオナル ド ラ 
ルシェルシュ シアンティフィ
ク（フランス） 
（7） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表 2003-514912 トランスフェクション薬剤とし
てのリン含有デンドリマ－ 

特表平 08-507757 腫瘍の治療並びにヒトと動物の
免疫化に使用する組成物 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 08-509208 組み換えアデノウイルスおよび
眼疾患の治療のための遺伝子療
法におけるそれらの使用 

特表 2002-543097 肺動脈高血圧を治療するための
血管新生促進因子をコ－ドする
核酸を含む組換え欠陥アデノウ
イルスの使用 

特表平 10-503644 新規な内部リボソ－ム侵入部位、
これを含むベクタ－、および治療
への使用 

アンスチチュ ナシオナル ド 
ラ サンテ エ ド ラ ルシ
ェルシュ（フランス） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表平 08-501686 中枢神経系、特に脳における細胞
への外来遺伝子の転移のための
アデノウイルスベクタ－ 

特表平 09-510455 Ｃ型肝炎ウイルスに対して細胞
障害性Ｔリンパ球反応を誘発す
るペプチド 

特表 2000-506854 標的化治療剤または診断剤なら
びにその製造および使用方法 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-502450 タ－ゲッテイング遺伝子送達の
ための二官能性分子およびそれ
と複合化されたベクタ－ 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2003-518077 血管形成および血管透過性の調
節剤および阻害剤 

スクリプス リサーチ インス
ティチュート（米国） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表 2002-534130 アデノウイルスベクタ－、パッケ
－ジ細胞系、組成物および製法お
よび使用法 

特表 2002-501722 熱ショックタンパク質結合性コ
ンジュゲ－トペプチド 

特表 2002-516297 アルフア粒子放出構成物および
その使用方法 

特表 2002-524081 前立腺－特異的膜抗原に特異的
な融合受容体およびその使用 

特表 2003-535913 キレ－トアクチニウム－２２５
のリポソ－ム封入およびその使
用 

スローン ケタリング インス
ティチュート フォー キャン
サー リサーチ（米国） 
（5） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 08-506005 前立腺に特異的な膜抗原 
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表 2.22-1 公的研究機関からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（3/3） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

特表 2004-513074 卵巣腫瘍および子宮内膜腫瘍に
対するＬ１接着分子に基づく診
断および治療方法 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術 特表平 10-505842 作用物質および外因性とはみな
されない天然蛋白質からなるコ
ンジュゲ－ト 

特表平 11-503433 炎症性、感染性及び／又は皮膚疾
患治療用コンジュゲ－ト 

薬剤標的化技術 
受動的標的化技術 

特表平 11-508565 サツカリドコンジュゲ－ト 

ドイチェス クレブスフォルシ
ュンクスツェエントルム スチ
フトウ（ドイツ） 
（5） 

遺伝子導入技術 特表 2002-504318 糖結合薬物用輸送体タンパク質 
特表 2002-506657 腫瘍疾患の治療及び免疫抑制の

ための薬剤の製法 
特表 2004-515221 転移性腫瘍細胞の同定方法 
特許 3387929 ＣＤ４４ｖ６に対するモノクロ

－ナル抗体 

フォルシュングスツェントルム 
カールスルーエ（ドイツ） 
（4） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2000-502067 偏平上皮細胞癌の診断および治
療法 

薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表 2001-515082 リン脂質類似化合物 

特表平 10-501402 肝臓特異的遺伝子治療のための
ベクタ－ 

特表平 11-509412 肝臓特異的なアデノウイルス発
現ベクタ－ 

マックス プランク ゲゼルシ
ャフト ツア フェルデルンク 
デル ウィッセ（ドイツ） 
（4） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 07-509477 腫瘍診断または腫瘍治療のため
の新規プロ－ブ 

特表 2001-513335 細胞内の物質移送のための抗体
から誘導されたベクタ－ 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術 特表 2004-508065 ＣＤ１１ｂ発現細胞に対する分
子送達用ベクタ－ 

アンスティテュ パスツール
（フランス） 
（3） 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 08-508880 生体内に治療用化合物を発現・分
泌させるための生体適合移植片 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 08-508642 ＨＩＶ及び細胞と関連する因子
により制御されるデリバリ－シ
ステム 

特表平 07-509237 ｇｐ１２０ＨＩＶエピト－プを
模倣したペプチド 

メディカル リサーチ カウン
シル（イギリス） 
（3） 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術 
特表 2004-518489 生物学的に活性な薬剤の送達 
特表 2002-521343 水溶性ペプチドのカプセル化 コンセイユ ド ルシェルシュ 

エ ダプリカシオン シャンテ
ィフィック（フランス） 
（2） 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特許 3476775 生物分解性ポリエステルおよび
生物活性ポリペプチドのイオン
分子結合体 

特開 2003-155296 インビボにおいて選択された器
官または組織に帰巣する分子お
よび同分子を同定する方法 

ラ ホヤ キャンサー リサー 
ファウンデーション（米国） 
（2） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表平 10-502674 インビボにおいて選択された器

官または組織に帰巣する分子お
よび同分子を同定する方法 
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(2) 大学関係 

 表 2.22-2 に、ドラッグデリバリーシステムに関し、２件以上出願した大学関係を示す。 
 

 

表 2.22-2 大学関係からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（1/7） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

特表平 07-509735 抗不整脈薬の放出制御用システ
ム 

特表平 10-511957 表面改質ナノ微粒子並びにその
製造及び使用方法 

特表 2001-524957 親油性画像診断剤用の血液プ－
ル運搬体 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2002-527408 ドラッグデリバリ－用ヒドロゲ
ル及び水溶性ポリマ－キャリア
－ 

薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特許 2948910 遺伝子治療のためのアデノウイ
ルスベクタ－ 

特表平 08-510761 生物活性及び／又はタ－ゲテッ
ドデンドリマ－複合体 

特表平 09-511240 動脈平滑筋細胞増殖の抑制 
特表平 08-509869 膵臓および胆管の上皮細胞への

遺伝子導入 

ミシガン大学（米国） 
（9） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特許 3054634 骨細胞を刺激するための方法お
よび組成物 

特許 3316216 安定化外部ガイド配列 
特表平 10-508181 リボヌクレア－ゼＰ標的化およ

び切断配列を用いるＲＮＡの標
的化切断 

特表平 11-507231 アデノ関連ウイルスベクタ－の
経口送達 

特表平 10-502051 薬物の標的化送達のためのヘム
を有するマイクロパ－ティクル 

特表 2001-510691 新規のエストロゲン受容体βお
よびそのイソ型タンパク質 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2002-500001 低下した毒性を有する遺伝子改
変腫瘍標的化細菌 

エール大学（米国） 
（7） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2001-518295 真核細胞において膜タンパク質
ディスプレイおよびタンパク質
分泌を選択的に制御する方法 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 10-505587 固形腫瘍を処置するための化学
療法薬剤の制御された局所送達 

特表平 11-505505 タ－ゲッテイングされた遺伝子
輸送システム 

特表 2000-511410 ナンセンス介在ＲＮＡ崩壊の哺
乳動物の調節因子 

特表平 08-508396 核マトリックスタンパク質 
特表平 11-508125 繊維芽細胞増殖因子相同因子－

１（ＦＨＦ－１）および使用方法

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-524866 眼内薬剤送達装置 

ジョーンズ ホプキンズ大学
（米国） 
（7） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2002-506436 治療用ナノスフェア 
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表 2.22-2 大学関係からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（2/7） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 08-508415 結合組織疾患の全身的遺伝子治
療 

特表平 09-508007 造血増進性細胞により発現され
た抗原に対するモノクロ－ナル
抗体 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2003-527398 内皮特異性タ－ゲティング 
特表平 10-512882 安定な脂質含有薬剤送達複合体

及びこれらの製造方法 
薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表平 11-512712 生物学的に活性な物質を細胞に
送達するためのエマルジョンお
よびミセル処方物 

特表平 08-511507 哺乳動物宿主の結合組織を処置
するための遺伝子導入 

ピッツバーグ大学（米国） 
（7） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 特表平 10-502526 分子トランスファ－用ＡＡＶキ

ャプシド運搬体 
特表平 10-506003 プレイオトロフインのアンチセ

ンスオリゴヌクレオチド 
特表平 11-506931 腫瘍または細胞特異的な単純ヘ

ルペスウイルスの複製 
特表平 08-510714 エプスタイン－バ－ウイルスか

らの免疫反応性ペプチド 
特表 2001-513508 腫瘍治療を目的とするヘルペス

ベクタ－の使用 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2002-537318 全身性遺伝子送達のための抗体
標的化フラグメントイムノリポ
ソ－ム 

ジョージタウン大学（米国） 
（6） 

薬剤標的化技術 
受動的標的化技術 

特表 2002-535290 タ－ゲッテイングした遺伝子移
入のためのリガンド－ＰＥＧポ
ストコ－ト安定化したリポプレ
ックスおよびポリプレックス 

特表平 08-505045 ｔａｇＡ遺伝子および消化性潰
瘍形成素因の検出方法 

特表平 10-509864 ｔａｇＡ遺伝子、ならびに消化性
潰瘍および胃ガンの形成素因の
検出方法 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 11-511032 ＩｃｅＡ遺伝子および関連法 
薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2003-514852 炎症反応を阻害する細胞透過性
ペプチドおよび使用方法 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2003-521523 病的脈管新生状態予防方法また
は減衰方法 

バンダービルト大学（米国） 
（6） 

薬剤吸収制御技術 
伝子導入技術 

特表平 10-512255 粘膜免疫応答の誘導方法および
組成物 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2002-515455 ワクチン送達系 

特開 2003-155253
腸送達用経口投与組成物および
その使用方法 

特表平 11-505844
腸送達用経口投与組成物および
その使用方法 

特表 2001-524940
鼻送達のための投薬組成物およ
びその使用方法 

特表 2001-527572
実質的に純粋なゾヌリン（ｚｏｎ
ｕｌｉｎ）、哺乳動物密着結合の
生理学的な調節因子 

メリーランド大学（米国） 
（6） 薬剤吸収制御技術 

薬剤導入技術 

特表 2003-530329
増大したバイオアベイラビリテ
ィを有する胆汁酸含有プロドラ
ッグ 
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表 2.22-2 大学関係からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（3/7） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

特表平 08-502949

生体接着性マイクロスフェア、な
らびに、薬物送達およびイメ－ジ
ングシステムにおけるそれらの
使用 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 08-503472 微多孔性マクロカプセル 
薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表平 11-510142
核酸負荷ポリマ－微粒子を使用
した遺伝子治療法 

特表 2000-513355
有機賦型剤を使用する、ポリマ－
の生体接着特性を増強するため
の方法および組成物 

ブラウン大学 リサーチ ファ
ウンデーション（米国） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2000-504329
ポリマ－の生体接着特性を増強
するための方法および組成物 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2002-541085
歯内治療用繊維およびその使用
方法 

特表 2004-507236
骨粗鬆症の診断および治療に有
用な調節遺伝子および系 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2003-512320 緩下剤製剤 

特表 2000-503004
化合物を細胞に輸送するための
毒素ペプチドおよび／またはア
フィニティハンドルの使用 

ハーバード大学（米国） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2000-510461
タ－ミナル補体成分を使用する
薬物送達 

特表平 08-508166
広範囲腫瘍抑制遺伝子、遺伝子産
物および腫瘍抑制遺伝子治療 

特表平 09-504784
固型腫瘍、乳頭腫および疣贅の遺
伝子治療 

特表 2003-512010
卵巣特異的遺伝子およびタンパ
ク質 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 09-502094
老化細胞由来ＤＮＡ合成阻害因
子 

ベイラー大学 オブ メディシ
ン（米国） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表平 11-506722
細胞に核酸を送達するための核
酸運搬体 

特表 2003-534787
レンチウイルスベクタ－を使用
する神経細胞の形質導入の方法 

特許 3468773 免疫調節オリゴヌクレオチド 
薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2002-518041 抗癌細胞障害性リンパ細胞の再
タ－ゲッテイングのための二重
特異性抗体およびそのためのハ
イブリド－マおよびモノクロ－
ナル抗体 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表平 11-511757 治療用分子を細胞内投与するた
めのカチオン両親媒性物質と補
助脂質とを含む組成物 

アイオワ大学 リサーチ ファ
ウンデーション（米国） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特開 2000-143548 レトロウイルスの感染性を増大
させるための方法および組成物 

特表平 10-505755 内在性ペプチドを有するＭＨＣ
クラスＩ分子の発現を増強する
方法 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-511572 標的化送達のための脂質製剤 
特表 2003-501111 ウイルスベクタ－と荷電分子の

遺伝子治療への利用 
特表 2002-501511 脂質小胞への荷電した治療剤の

高率封入 

ブリティッシュ コロンビア大
学（カナダ） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表 2002-542341 カチオン性ＰＥＧ脂質および使
用方法 
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表 2.22-2 大学関係からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（4/7） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 09-505054 均質なニュ－ロン細胞移植片と
しての組成物とこれらの移植片
の製造及び使用方法 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2002-506046 薬剤および遺伝子の細胞内送達
および組織標的化の促進 

特表平 10-507928 ハイブリッドアデノウイルス－
ＡＡＶウイルスおよびその使用
方法 

特表平 11-507240 組み換えアデノウイルス及びア
デノ随伴ウイルス、細胞株、並び
に生産方法並びにその使用 

ペンシルバニア大学（米国） 
（5） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表 2003-523320 ウイルスベクタ－の迅速なＰＥ
Ｇ改変方法、高められた遺伝子形
質導入のための組成物、高められ
た物理的安定性を伴う組成物、お
よびそのための用途 

特表平 11-510490 ルイスＹエピト－プの複合糖質
の合成及びこれらの使用 

特表平 10-508461 独特の関連したカポシ肉腫ウイ
ルス配列およびその使用 

特表 2003-532378 リンパ腫／黒色腫の発症に関与
する新規Ｆｃ受容体型黒色腫を
コ－ドする５つの新規遺伝子の
単離 

コロンビア大学（米国） 
（4） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-518630 新規腫瘍関連マ－カ－ 
薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表 2002-534455 疎水性物質及び水感受性物質の
ための球状化自己乳化系 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-522781 腫瘍処置のためのプロドラッグ
としてのインドリンおよびテト
ラヒドロ－キノリン 

特表 2004-517834 粒子吸入キヤリア 

ロンドン大学 スクール オブ 
ファーマシー（イギリス） 
（4） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 特表 2002-526456 カチオン性化合物およびマクロ

分子担体としてのそれらの使用 
特表平 08-505397 平滑筋細胞の増殖を調節するた

めのｃ－ｍｙｃのアンチセンス
阻害 

特表平 09-500902 細胞内免疫感作 

特表平 10-509878 突然変異上皮成長因子受容体を
標的とする試薬および方法 

トーマス ジェファーソン大学
（米国） 
（4） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 09-506340 結腸直腸癌細胞に特異的に結合
する組成物およびその使用方法 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 10-501814 生物的作用物質用のイン・シツゲ
ル形成デリバリ－ビヒクルおよ
びその使用方法 

特表 2002-520298 標的化部位特異的薬物送達組成
物および使用方法 

特表 2000-507931 標的された部位特異的薬物送達
組成物およびその使用 

ネブラスカ大学（米国） 
（4） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2000-515499 生物学的薬剤の体内分布を改変
させるための組成物および方法 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2004-501113 組み換えパルボウイルスベクタ
－の制御放出のための方法およ
び配合物 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-521074 血小板の凝集を抑制する組成物
と方法 

特表 2002-533110 Ｇタンパク質共役レセプタ－を
使用した目的とする遺伝子の導
入 

ノースカロライナ大学 アト 
チャペルビル（米国） 
（4） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表 2002-538770 ウイルスベクタ－とその製造及
び投与の方法 
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表 2.22-2 大学関係からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（5/7） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

特表平 10-501403 抗体－エンベロ－プ融合タンパ
ク質および野生型エンベロ－プ
融合タンパク質を含むレトロウ
イルスベクタ－を用いる細胞型
特異的遺伝子移入 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 08-504098 抗体－エンベロ－プ融合蛋白を
含有するレトロウイルスベクタ
－を用いた細胞種特異的な遺伝
子転移 

薬剤標的化技術 
受動的標的化技術 

特表 2002-506833 治療薬のｉｎｖｉｖｏデリバリ
－用担体 

ユニバーシティ オブ メディ
シン アンド デンティストリ
ー オブ ニュージャージー
（米国） 
（4） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表平 11-500443 コクリエ－ト送達ビヒクル 

特表平 10-510815 肝臓の持続的な再生およびＣ型
肝炎の処置のための組換えベク
タ－ 薬剤放出技術 

放出制御技術 特開平 09-286921 疎水性基で修飾された生物学的
接着性を有する高分子電解質お
よびそれに関連する方法 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 10-509732 水溶性ユビキノン組成物、プロド
ラツグおよびこれに関連した方
法 

ユニバーシティ オブ ワシン
トン（米国） 
（4） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2002-500201 膜破壊剤を使用する増強された
輸送 

特表平 09-502981 自己免疫疾患におけるＴ－細胞
レセプタ－と抗原の相互作用 

特表平 09-504693 活性化されたＴ細胞の表面上の
レセプタ：ＡＣＴ－４ 

特表平 09-509826 活性化ＣＤ４上＋Ｔ細胞の表層
上のレセプタ－に対するリガン
ド（ＡＣＴ－４－Ｌ） 

リーランド スタンフォード 
ジュニア大学（米国） 
（4） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2003-525913 活性薬剤を宿主の間質空間に局
所投与する方法およびキット 

特表平 11-514009 軟膏において用いるための、生物
学的に活性の成分との共有結合
極性脂質結合体 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2002-502822 骨芽細胞の前駆細胞による骨欠
損の治療 

オレゴン ヘルス サイエンシ
ズ大学（米国） 
（3） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2002-514188 標的とする共有結合極性脂質複
合体 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2004-523502 包接複合体を含有する組成物 

薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表 2002-531530 治療用薬剤を含む超分子錯体 カリフォルニア工科大学（米国） 
（3） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表平 10-508302 細胞特異的遺伝子供給ビヒクル 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 08-510930 生理活性物質を連続的に適用す
るための包帯 

特表 2003-505518 セルピン酵素複合体受容体を介
する増強された送達 

ケース ウエスタン リザーブ
大学（米国） 
（3） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表 2003-522117 治療薬の送達のための二機能性

分子 
薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2003-526598 制御された薬物放出のためのモ
ノリシック錠剤 

薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表平 10-500889 水性溶媒封入法、装置およびマイ
クロカプセル 

テンプル大学（米国） 
（3） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 11-502817 所定のペプチド特異性のマイク
ロカプセル、それらの調製および
使用 
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表 2.22-2 大学関係からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（6/7） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

特表平 11-501306 可溶性レセプタ－の制御された
放出のための医薬組成物 薬剤放出技術 

放出制御技術 特表 2002-518315 多孔性マトリックスに基づく活
性成分送達システムとデバイス 

ベン グリオン大学（イスラエ
ル） 
（3） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2002-529083 アンチセンスオリゴマ－ 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 09-501932 ヒト・骨形態形成蛋白を用いる神
経再生 

薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表 2003-535149 巨大分子薬物複合体およびそれ
を含有する組成物 

イリノイ大学（米国） 
（3） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 07-507202 ヒトＭＤＲ１マルチドラッグ耐
性遺伝子産物に対するモノクロ
－ナル抗体およびその使用 

特表平 08-508645 アンチセンスポリリボヌクレオ
チドをコ－ドする遺伝子の標的
を定めた送達 

特表平 10-504709 ポリヌクレオチドの細胞への標
的を定めた送達を増大させるた
めの細菌成分の利用 

コネチカット大学（米国） 
（3） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-514113 熱ショックタンパク質受容体と
してのα（２）マクログロブリン
受容体およびその使用 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 11-507038 ５－リポキシゲナ－ゼ阻害剤を
用いる、術後癒着形成を低減又は
阻止する方法 

特表平 11-500108 親水性分子の脂質化のための方
法および組成物 

南カリフォルニア大学（米国） 
（3） 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 特表 2002-531543 可逆性水性ｐＨ感受性脂質化剤、

組成物および使用方法 
特表 2001-501596 バイオコンジュゲ－トおよび生

物学的活性剤の送達 
薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2001-517603 薬物送達における使用のための
注射可能な生分解性ブロックコ
ポリマ－ゲル 

ユタ大学（米国） 
（3） 

薬剤標的化技術 
受動的標的化技術 

特表 2000-500120 ポリ（エチレングリコ－ル）と抗
グルタミン酸デカルボキシラ－
ゼ抗体の結合体の膵島細胞指向
タ－ゲット化 

特表平 08-506722 腫瘍を治療するためのレトロウ
イルスベクタ－およびそれらを
含む細胞系統 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 10-506007 機能修飾されたＨＳＶ１－ＴＫ 

ピエール エ マリー キュリ
ー大学 パリ（フランス） 
（3） 

薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表平 09-509060 遺伝子治療に使用できる宿主－
ベクタ系 

特表 2000-501139 チロシンベ－スのポリカ－ボネ
－トとポリ（酸化アルキレン）と
のコポリマ 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2003-511550 生物学的に活性な分解産物を有
するポリ酸無水物 

ニュージャージー州立大学 ラ
トガーズ（米国） 
（3） 

薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表 2001-522909 厳密な交互配置を有するポリ（ア
ルキレンオキサイドエ－テル）共
重合体 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 08-500033 生細胞移植のためのポ－チの使
用 

特表 2002-505077 抗病原体システムおよびその使
用方法 

ワシントン ユニバーシティ
（米国） 
（3） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表 2002-518521 医用画像解析、診断および治療の

ための膜透過性ペプチド錯体 
特表平 09-501416 薬物システム デ モントフォート大学（イギ

リス） 
（2） 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表 2003-525851 ヒドロキシル化により活性化さ

れた薬剤遊離 
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表 2.22-2 大学関係からのドラッグデリバリーシステムに関する出願（7/7） 

出願人（国名）（件数） 
技術要素Ⅰ 
技術要素Ⅱ 

特許番号 発明の名称 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 11-506755 局所適用ＤＮＡ断片の使用 
ボストン大学（米国） 
（2） 薬剤吸収制御技術 

遺伝子導入技術 
特表平 09-512270 細胞形質転換のための組成物お

よび方法 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表 2000-502885 ストレプトアビジン－プロテイ
ンＡ融合タンパク質を用いた高
効率の組織特異的化合物送達系 ニューヨーク大学（米国） 

（2） 
薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特表平 07-509599 キメラ受容体ポリペプチド，ヒト
Ｈ１３タンパク質，ならびにその
使用 

特表 2001-520185 粒子 ビクトリア 大学 オブ マン
チェスター（イギリス） 
(2) 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表 2002-523382 薬物タ－ゲティング 

特表 2002-532384 星状細胞のためのペプチドを基
剤としたキャリヤ－デバイス 

レイクスユニベルシテート テ 
フロニンゲン（オランダ） 
(2) 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表平 07-507272 部位特異性デリバリ－機能を有

する医薬組成物 
薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 11-503456 多糖結合ニトリックオキサイド
－求核剤付加物 アクロン大学（米国） 

(2) 薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2001-527077 薬理剤の生物学的に適合する担
体としての金属コリノイド 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 09-509151 制御されたドラッグデリバリ－
の方法としてのコドラッグ 

ケンタッキー リサーチ ファ
ウンデイション（米国） 
(2) 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術 
特表平 11-500607 マウスモノクロ－ナル抗イディ

オタイプ抗体３Ｈ１ 
薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表平 11-509170 細胞移植用の移植促進剤として
のセルト－リ細胞 南フロリダ大学（米国） 

(2) 薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 10-506879 錠と鍵のミセル 

薬剤放出技術 
能動的標的化技術 

特表 2004-504264 ＴＨ１又はＴＨ２リンパ球に制
御される免疫応答の選択的活性
化 

シンシナティ大学（米国） 
(2) 

薬剤標的化技術 
薬剤導入技術 

特開平 07-010771 経口投与可能な治療用組成物 

特表 2002-524533 癌細胞に診断薬及び治療薬をデ
リバリ－するためのＣ３ｂ（ｉ）
に対する抗体 バージニア大学（米国） 

(2) 
薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表 2003-527128 治療のためのオステオカルシン

プロモ－タ－指令型アデノウイ
ルスの複製 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2003-516926 コ－ティングされた薬物粒子及
びその薬学的製剤を調製するた
めの方法 フロリダ大学（米国） 

(2) 
薬剤放出技術 
効果的放出技術 

特表 2004-505033 薬物を可溶化するための新規な
マイクロエマルジョンおよびミ
セルシステム 

特表 2002-541064 改変されたカリシン リーズ大学（イギリス） 
(2) 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 特表 2004-506439 カリシン 

薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表平 10-506008 ＨＩＶ－１Ｖｐｒ融合分子に基
づいたＨＩＶビリオン中へのタ
ンパク質タ－ゲッティング 

モントリオール大学（カナダ） 
(2) 

薬剤吸収制御技術 
薬剤導入技術 

特表平 10-511363 低剛性リポソ－ム抗菌組成物 

薬剤放出技術 
放出制御技術 

特表 2004-505675 脳障害治療用の複合型神経プロ
テ－ゼ 

ニューヨーク州立大学 リサー
チ ファウンデーション（米国） 
(2) 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術 
特表 2004-500116 癌浸潤及び血管形成の阻害のた

めの組成物及び方法 
薬剤標的化技術 
能動的標的化技術 

特表 2003-516731 ヒトＦＧＦ－２１遺伝子および
遺伝子発現産物 京都大学総長（日本） 

(2) 薬剤吸収制御技術 
遺伝子導入技術 

特開 2004-049227 霊長類胎仔への遺伝子導入方法
及びそのための複合体 

 

 



 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 ドラッグデリバリーシステムの技術開発拠点 

3.2 技術要素別の技術開発拠点 
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本章では、1992 年１月～2002 年 12 月までに出願されたドラッグデリバリーシステムの

特許 2,253 件について、上位出願人を抽出して、公報に記載されている発明者名と住所・

居所を整理して、出願人別の技術開発拠点を地図上に紹介した。 

また、技術要素ごとに上位出願人を抽出して、同じく出願人別の技術開発拠点を地図上

に紹介した。 

技術導入や売り込み先のアクセス情報の参考に資することを目的として、主要企業 20

社の技術開発拠点を特許明細書に記された発明者の住所から調査した。 

 

 

 

 

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

ドラッグデリバリーシステムの技術開発拠点は、北海道から関

東、近畿、中国、四国、九州と全国に広がっている。また､海外

の企業による海外の技術開発拠点が多い。 

 

特許流通 

支援チャート 
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ドラッグデリバリーシステムの研究開発は、大手製薬会社やベンチャー企業などによっ

て行われているほか、大学や公的研究機関によって行われていることが特徴であり、開発

拠点は米国、欧州をはじめとして世界に広がっている。 

 

図 3.1 ドラッグデリバリーシステムの技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

⑥⑬ 

⑳ 
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⑥⑳
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⑥⑪⑥ 

⑥ 

米国①②③ 

④⑤⑦⑧⑨ 
⑩⑭⑯⑱⑲ 

カナダ① 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

アイルランド⑰ 

イギリス⑫⑮ 

ドイツ① 

スウェーデン⑮ 

⑥ 

フランス① 
イタリア⑦ 

3.1 ドラッグデリバリーシステムの技術開発拠点 
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表 3.1 ドラッグデリバリーシステムの技術開発拠点一覧 

住所 

No. 出願人名 

出

願 

件

数 

都道府県 

または国名 
所在地・事業所名 

フランス パリ市 

ドイツ マールブルグ市 

カナダ オンタリオ州 
① 

サノフィ ･アベンティス

（フランス） 
50 

米国 ニュージャージー州 

② 
ジ ョ ン ソ ン ア ン ド ン ン

（米国） 
36 米国 カリフォルニア州 

③ 
カリフォルニア大学（米

国） 
28 米国 カリフォルニア州 

④ ジェネンテック（米国） 26 米国 カリフォルニア州 

⑤ ファイザー（米国） 25 米国 コネチカット州 

北海道 札幌市 

宮城県 仙台市 

長野県 松本市 

群馬県 前橋市 

茨城県 牛久市 

東京都 新宿区 

神奈県 川崎市 

石川県 金沢市 

愛知県 名古屋市 

大阪府 吹田市 

岡山県 岡山市 

徳島県 徳島市 

⑥ 科学技術振興機構 23 

福岡県 福岡市 

米国 カリフォルニア州 
⑦ カイロン（米国） 21 

イタリア シエナ 

⑧ 
ブリストルマイヤーズス

クイブ（米国） 
20 米国 ニュージャージー州 

⑨ アメリカ合衆国（米国） 20 米国 メリーランド州 

⑩ テキサス大学（米国） 19 米国 テキサス州 

⑪ 武田薬品工業 18 大阪府 
大阪市淀川区十三本町二丁目17番85号 大

阪工場地区研究部門 

⑫ 

ウ エ ス ト  フ ァ ー マ

シューティカル サービ

シズ（米国） 

17 イギリス ノッチンガム 

⑬ 久光製薬 17 茨城県 
つくば市観音台1－25－15 久光製薬株式

会社筑波研究所 

⑭ メルク（米国） 16 米国 ニュージャージー州 

イギリス ミアサイド 
⑮ 

アストラゼネカ（イギリ

ス） 
16 

スウェーデン メルンダール 

⑯ 
イ ミ ュ ノ メ デ ィ ッ ク ス

（米国） 
15 米国 ニュージャージー州 

⑰ エラン 15 アイルランド ダブリン市 

⑱ 
マサチューセッツ工科大

学（米国） 
15 米国 マサチューセッツ州 

⑲ 
エミスフェア・テクノロ

ジーズ（米国） 
14 米国 ニューヨーク州 

東京都 
町田市旭町3-6-6協和醗酵工業株式会社 東

京研究所 
⑳ 協和醗酵工業 14 

静岡県 
駿東郡長泉町下土狩1188協和醗酵工業株式

会社医薬総合研究所 
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(1) 薬剤放出技術 

①放出制御技術 

 薬剤放出技術の中の放出制御技術に関する技術開発拠点を図 3.2-1 に示す。また、放出

制御技術に関する技術開発拠点の一覧表を表 3.2-1 に示す。 

技術開発拠点は関東地方、東海地方、北陸地方、近畿地方、山陽地方、九州地方と広

がっている。また、海外の技術開発拠点が多い。 

 

図 3.2-1 放出制御技術の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイツ①⑯ 

米国①②③④ 

⑥⑦⑧⑨⑩⑯ 

アイルランド⑮ 

スウェーデン⑭ 

イギリス⑦ 
⑪⑮ 

オランダ⑮ 

カナダ⑪ 

フランス①⑯ 

イスラエル⑯ 

⑰ 

⑤ 

⑩ 

 

イタリア④ 

⑫ 

⑤ 

⑤ 

3.2 技術要素別の技術開発拠点 
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表 3.2-1 放出制御技術の技術開発拠点一覧表 

No. 出願人 
都道府県 

または国名 
所在地・事業所名 

米国 ニュージャージー州 

ドイツ マールブルグ市 ① サノフィ･アベンティス（フランス） 

フランス パリ市 

② ジョンソンアンドジョンソン（米国） 米国 ニュージャージー州 

③ ジェネンテック（米国） 米国 カリフォルニア州 

米国 コネチカット州 
④ ファイザー（米国） 

イタリア ミラノ 

石川県 能美郡 

岡山県 岡山市 ⑤ 科学技術振興機構 

福岡県 福岡市 

⑥ カイロン（米国） 米国 カリフォルニア州 

米国 ニュージャージー州 
⑦ 

ブリストルマイヤーズスクイブ（米

国） イギリス オックスフォード 

⑧ アメリカ合衆国（米国） 米国 メリーランド州 

⑨ テキサス大学（米国） 米国 テキサス州 

⑩ 武田薬品 大阪府 
大阪市淀川区十三本町二丁目 17 番 85

号 大阪工場地区研究部門 

カナダ ケベック州 
⑪ 

ウエスト ファーマシューティカルム

サービシズ（米国） イギリス ノッチンガム 

⑫ 久光製薬 茨城県 
つくば市観音台 1-25-15 

久光製薬株式会社筑波研究所 

⑬ メルク（米国） 米国 ニュージャージー州 

⑭ アストラゼネカ（イギリス） スウェーデン メルンダール 

イギリス ケンブリッジ 

オランダ グロニンゲン ⑮ エラン（アイルランド） 

アイルランド ダブリン市 

米国 マサチューセッツ州 

ドイツ アーランゲン 

フランス ナンシー 
⑯ マサチューセッツ工科大学（米国） 

イスラエル エフラット 

⑰ 協和醗酵工業 静岡県 
駿東郡長泉町下土狩 1188 

協和醗酵工業株式会社医薬総合研究所
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② 効果的放出技術 

 薬剤放出技術の中の効果的放出技術に関する技術開発拠点を図 3.2-2 に、また、一覧表

を表 3.2-2 に示す。 

技術開発拠点は東北地方、関東地方、近畿地方にある。また、海外の技術開発拠点が多

い。 

 

図 3.2-2 効果的放出技術の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイルランド 

⑪ 

スウェーデン⑩ 

スペイン⑦ 
米国①②③⑤ 

⑥⑫⑬ 

デンマーク③ 

イギリス⑤⑦⑨ 

イタリア 
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④⑧ 

④ 

⑥ 



261 

表 3.2-2 効果的放出技術の技術開発拠点一覧表 

No. 出願人 
都道府県 

または国名 
所在地・事業所名 

米国 ニュージャージー州 
① ジョンソンアンドジョンソン（米国） 

イタリア ローマ 

② ジェネンテック（米国） 米国 カリフォルニア州 

米国 コネチカット州 
③ ファイザー（米国） 

デンマーク アールホウムパーケン ヴァイ 

宮城県 仙台市 

茨城県 牛久市 ④ 科学技術振興機構 

東京都 新宿区 

⑤ アメリカ合衆国（米国） 米国 メリーランド州 

大阪府 
大阪市淀川区十三本町二丁目 17

番 85 号 大阪工場地区研究部門 ⑥ 武田薬品 

米国 ジョージア州 

イギリス ノッチンガム 
⑦ 

ウエスト ファーマシューティカル サー

ビシズ（米国） スペイン ラグナ 

⑧ 久光製薬 茨城県 
つくば市観音台 1-25-12 

久光製薬株式会社筑波研究所 

⑨ メルク（米国） イギリス ロンドン 

イギリス ロンドン 
⑩ アストラゼネカ（イギリス） 

スウェーデン メルンダール 

⑪ エラン（アイルランド） アイルランド ダブリン市 

⑫ マサチューセッツ工科大学（米国） 米国 マサチューセッツ州 

⑬ エミスフェア・テクノロジーズ（米国） 米国 ニューヨーク州 
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(2) 薬剤標的化技術 

①能動的標的化技術 

 薬剤標的化技術の中の能動的標的化技術に関する技術開発拠点を図 3.2-3 に示す。また、

能動的標的化技術に関する技術開発拠点の一覧表を表 3.2-3 に示す。 

技術開発拠点は関東地方、東海地方、北陸地方、近畿地方、山陽地方、四国地方、九州

地方と広がっている。また、海外の技術開発拠点が多い。 

 

図 3.2-3 能動的標的化放出制御技術の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スウェーデン⑮

⑥⑪⑬ 

イスラエル② 

オランダ⑦ 
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香港⑯ 

⑱ 

① 
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①⑮ 

③ 
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ベルギー⑤ 

ス イ ス ①
⑤⑨ 

⑥ 
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⑥ 

⑥⑬⑱ 

⑥⑪ 
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⑥⑱ 
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⑱ 
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⑱ 
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表 3.2-3 能動的標的化技術の技術開発拠点一覧表 

No. 出願人 
都道府県 

または国名 
所在地・事業所名 

富山県 富山市 
米国 ニュージャージー州 
カナダ オンタリオ州 
ドイツ マールブルグ 
フランス パリ 

① 
サノフィ･アベンティス 
（フランス） 

スイス ヴァンドゥヴレ 
イスラエル エルサレム 

② ジョンソンアンドジョンソン（米国） 
米国 ニュージャージー州 
千葉県 千葉市 
米国 カリフォルニア州 ③ カリフォルニア大学（米国） 
カナダ ケベック州 

④ ジェネンテック（米国） 米国 カリフォルニア州 
米国 コネチカット州 
イギリス ケント 
ベルギー ブス 

⑤ ファイザー（米国） 

スイス ホフシュテッテン 
長野県 松本市 
石川県 金沢市 
茨城県 土浦市 
群馬県 前橋市 
神奈川県 川崎市 
神奈川県 相模原市 
東京都 新宿区 
東京都 墨田区 
大阪府 吹田市 
岡山県 岡山市 
徳島県 徳島市 

⑥ 科学技術振興機構 

福岡県 福岡市 
京都府 京都市 
米国 カリフォルニア州 ⑦ カイロン（米国） 
オランダ ジェイジー アルメール 
米国 ニュージャージー州 

⑧ 
ブリストルマイヤーズスクイブ 
（米国） イギリス オックスフォード 

⑨ アメリカ合衆国（米国） 米国 メリーランド州 
⑩ テキサス大学（米国） 米国 テキサス州 

大阪府 大阪市 
⑪ 武田薬品 

茨城県 つくば市 

⑫ 
ウエスト ファーマシューティカル 
サービシズ（米国） 

イギリス ノッチンガム 

茨城県 
つくば市観音台 1-25-17 
久光製薬株式会社筑波研究所 

東京都 文京区 
岡山県 上房郡賀陽町 
米国 カリフォルニア州 

⑬ 久光製薬 

台湾 高雄 
米国 ニュージャージー州 
カナダ ケベック州 ⑭ メルク（米国） 
スイス フォルヒ 
米国 カリフォルニア州 
イギリス ミアサイド 
フランス ガリアン 
デンマーク ファラム 

⑮ アストラゼネカ（イギリス） 

スウェーデン メルンダール 
米国 ニュージャージー州 
イギリス ノッチンガム ⑯ イミュノメディクス（米国） 
香港 香港 

⑰ エミスフェア・テクノロジーズ(米国） 米国 ニューヨーク州 

東京都 
町田市旭町 3-6-6 
協和醗酵工業株式会社 東京研究所 

東京都 
千代田区大手町 1-6-1 
協和醗酵工業株式会社本社 

静岡県 
駿東郡長泉町下土狩1188 
協和醗酵工業株式会社医薬総合研究所 

埼玉県 川口市 
愛知県 春日井市 
山口県 防府市 
徳島県 徳島市 

⑱ 協和醗酵工業 

米国 カリフォルニア州 
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②受動的標的化技術 

 薬剤標的化技術の中の受動的標的化に関する技術開発拠点を図 3.2-4 に、また、一覧表

を表 3.2-4 に示す。技術開発拠点は近畿地方にある。また、海外の技術開発拠点が多い。 

 

図 3.2-4 受動的標的化技術の技術開発拠点 
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表 3.2-4 受動的標的化技術の技術開発拠点一覧表 

No. 出願人 
都道府県 

または国名 
所在地・事業所名 

米国 テキサス州 
① テキサス大学（米国） 

カナダ ブリティッシュコロンビア州 

② 武田薬品 大阪府 
大阪市淀川区十三本町二丁目 17 番

85 号 大阪工場地区研究部門 

米国 マサチューセッツ州 

フランス ナンシー 

イスラエル エルサレム 
③ マサチューセッツ工科大学（米国） 

イタリア ローマ 

④ エミスフェア・テクノロジーズ(米国） 米国 ニューヨーク州 
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(3) 薬剤吸収制御技術 

①薬剤導入技術 

 薬剤吸収制御技術の中の薬剤導入技術に関する技術開発拠点を図 3.2-5 に、また、一覧

表を表 3.2-5 に示す。技術開発拠点は、東北地方、関東地方、近畿地方にある。また、海

外の技術開発拠点が多い。 

 

図 3.2-5 薬剤吸収制御技術の技術開発拠点 
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表 3.2-5 薬剤導入技術の技術開発拠点一覧表 

No. 出願人 
都道府県 

または国名 
所在地・事業所名 

米国 ニュージャージー州 

ドイツ マールブルグ市 

フランス パリ市 
① サノフィ･アベンティス（フランス） 

イスラエル キリアト・オノ 

② ジョンソンアンドジョンソン（米国） 米国 ニュージャージー州 

米国 カリフォルニア州 

カナダ ケベック 

ドイツ ブレーメン 

フランス プティート 

③ カリフォルニア大学（米国） 

メキシコ モレロズ 

④ ジェネンテック（米国） 米国 カリフォルニア州 

茨城県 つくば市 

米国 コネチカット州 ⑤ ファイザー（米国） 

スウェーデン ヘルシングボリ 

⑥ 科学技術振興機構 宮城県 仙台市 

米国 カリフォルニア州 

カナダ ケベック州 ⑦ カイロン（米国） 

イタリア シエナ 

⑧ ブリストルマイヤーズスクイブ（米国） 米国 ニュージャージー州 

米国 メリーランド州 
⑨ アメリカ合衆国（米国） 

イスラエル テル アビブ 

⑩ テキサス大学（米国） 米国 テキサス州 

⑪ 武田薬品 大阪府 

大阪市淀川区十三本町二丁目

17 番 85 号 大阪工場地区研

究部門 

⑫ 
ウエスト ファーマシューティカル サービ

シズ（米国） 
イギリス ノッチンガム 

⑬ 久光製薬 茨城県 
つくば市観音台 1-25-11 

久光製薬株式会社筑波研究所 

⑭ メルク（米国） 米国 ニュージャージー州 

⑮ アストラゼネカ（イギリス） スウェーデン メルンダール 

アイルランド ダブリン市 

イギリス ノッチンガム ⑯ エラン（アイルランド） 

米国 ジョージア州 

⑰ マサチューセッツ工科大学（米国） 米国 マサチューセッツ州 

⑱ エミスフェア・テクノロジーズ(米国） 米国 ニューヨーク州 
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②遺伝子導入技術 

 薬剤吸収制御技術の中の遺伝子導入技術に関する技術開発拠点を図 3.2-6 に示す。また、

遺伝子導入技術の技術開発拠点の一覧表を表 3.2-6 に示す。技術開発拠点は北海道、関東

地方、東海地方にある。また、外国の技術開拠点が多い。 

 

図 3.2-6 遺伝子導入技術の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国①②③⑤⑦ 

⑧⑨⑩ 

オーストリア④ 

イスラエル① 

ドイツ① 

スイス③ 

フランス 
①③ 

イタリア 
⑦⑪ 

イギリス⑪ 

アイルランド 
   ⑬ 

⑥ 

⑥ 

⑫ 

⑫ 



269 

表 3.2-6 遺伝子導入技術の技術開発拠点一覧表 

No. 出願人 
都道府県 

または国名 
所在地・事業所名 

米国  ニュージャージー州 

ドイツ マールブルグ市 

フランス パリ市 
① サノフィ･アベンティス（フランス）

イスラエル キリアト・オノ 

② 
ジョンソンアンドジョンソン（米

国） 
米国 ニュージャージー州 

米国 カリフォルニア州 

フランス カストリース ③ カリフォルニア大学（米国） 

スイス ジュネーブ 

④ ジェネンテック（米国） オーストリア ランゲンツェルスドルフ 

⑤ ファイザー（米国） 米国 コネチカット州 

北海道 札幌市 
⑥ 科学技術振興機構 

愛知県 名古屋市 

米国 カリフォルニア州 
⑦ カイロン（米国） 

イタリア シエナ 

⑧ メルク（米国） 米国 ニュージャージー州 

⑨ アメリカ合衆国（米国） 米国 メリーランド州 

⑩ テキサス大学（米国） 米国 テキサス州 

イギリス ノッチンガム 
⑪ 

ウエスト ファーマシューティカル

サービシズ（米国） イタリア ベディッツォーレ 

茨城県 
つくば市観音台 1-25-13 

久光製薬株式会社筑波研究所 ⑫ 久光製薬 

東京都 文京区 

⑬ エラン（アイルランド） アイルランド ダブリン市 
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資料 1．ライセンス提供の用意のある特許 

 
特許流通データベース(http://www.ncipi.go.jp)を利用し、ドラッグデリバリーシステ

ムに関する特許でライセンス提供の用意のあるもの抽出した。これらの特許がドラッグデ

リバリーシステムのどの技術要素に関するものかを付記して表に示す。 

 
ライセンス提供の用意のあるドラッグデリバリーシステム関係特許（その１） 

公報番号 発明の内容 出願人 
技術要素Ⅰ 

技術要素Ⅱ 

特許 3101711 有効成分を効率よく吸着させ、有効成分の

徐放速度を制御できる吸着体および徐放体

農林水産省蚕糸・昆

虫農業技術研究所長 

薬剤放出技術 

放出制御技術 

特許 3511238 食品工業、医薬品製造等に利用されるエマ

ルション、マイクロカプセル担体などとし

て用いられる個体微粒子や液体微粒子であ

るマイクロスフィア（微粒子）の製造方法

および製造装置 

食品総合研究所、生

物系特定産業技術研

究推進機構、中嶋光

敏 

薬剤放出技術 

効果的放出技術 

特許 2967184 グリシン、プロリン、サルコシンのアミノ

酸残基を含むオリゴペプチドと長鎖ジカル

ボン酸とをアミド連結して得られるカルボ

キシル末端を両端にもつ双頭型脂質の製造

方法 

産業技術総合研究所 薬剤放出技術 

効果的放出技術 

特許 2575199 カーボネート共重合体の製造方法 トクヤマ 薬剤放出技術 

効果的放出技術 

特開 2003-147418 シェル架橋型ミセルを鋳型とする金属ナノ

粒子の調製 

科学技術振興機構 薬剤放出技術 

効果的放出技術 

特許 3542883 レゾルシノール構造を含有する環状化合物

から成るベシクルとその製造方法 

科学技術振興機構 薬剤放出技術 

効果的放出技術 

特許 3200623 中空球状ケイ酸塩クラスターの製造方法 産業技術総合研究所 薬剤放出技術 

効果的放出技術 

特許 3051213 重合度６～８のマルトオリゴ糖の還元・非

還元両末端にそれぞれ２つのアミノ基を有

するマルトオリゴ糖誘導体（Ⅰ）、その合

成中間体及びその製造方法 

理化学研究所 薬剤放出技術 

効果的放出技術 
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ライセンス提供の用意のあるドラッグデリバリーシステム関係特許（その２） 

公報番号 発明の内容 出願人 
技術要素Ⅰ 

技術要素Ⅱ 

特許 2967925 微生物膜と動物細胞膜の構造を識別し、微

生物膜に選択的作用を有する抗菌剤リード

物質 

食品総合研究所、町

田幸子 

薬剤標的化技術 

能動的標的化技術

特開 2004-248666 微生物細胞膜に特異的に作用するが、正常

な動物細胞膜に作用しないペプチドおよび

そのスクリーニング方法 

食品総合研究所 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術

特開 2003-250546 刺激応答型ＤＮＡ組織体 科学技術振興機構 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術

特開平 11-124414 相転移型光学活性高分子及びその製法 科学技術振興機構 薬剤標的化技術 

能動的標的化技術

特許 2785981 安定性に優れた、平均粒子径が０．０１０

～０．０７０μｍであるリピッドスフェア

が水相中に分散している乳化組成物 

資生堂 薬剤標的化技術 

受動的標的化技術

特許 2767401 医薬品への応用が期待される、酵母マン

ノース－１－リン酸転移酵素遺伝子および

これを利用するマンノース－１－リン酸含

有酸性糖鎖の製造法 

産業技術総合研究所 薬剤吸収制御技術

薬剤導入技術 

特開 2003-075349 膜融合の解析方法 産業技術総合研究所 薬剤吸収制御技術

遺伝子導入技術 

特開 2003-070468 細胞への遺伝子導入方法 科学技術振興機構 薬剤吸収制御技術

遺伝子導入技術 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許流通支援チャート  化学 28 

ドラッグデリバリーシステム 

2005 年３月 31 日発行 

 

企画・発行  独立行政法人 工業所有権情報・研修館○Ｃ  

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-4-3 

電話 03-3580-6949（直通） 

 

編   集  社団法人 発明協会 

〒105-0001 東京都港区虎ﾉ門 2-9-14 

電話 03-3502-5440（直通） 

 

※本チャートの著作権は、独立行政法人工業所有権情報・研修館に帰属します。 


	化学２８　ドラッグデリバリーシステム
	エグゼクティブサマリー
	目次
	１. 技術の概要
	1.1 ドラッグデリバリーシステム
	1.1.1 ドラッグデリバリーシステムとは
	1.1.2 ドラッグデリバリーシステム開発の流れ
	1.1.3 ドラッグデリバリーシステムの技術要素
	(1) 薬剤放出技術
	①放出制御技術
	②効果的放出技術

	(2) 薬剤標的化技術
	①能動的標的化技術
	②受動的標的化技術

	(3) 薬剤吸収制御技術
	①薬剤導入技術
	②遺伝子導入技術


	1.1.4 特許からみた技術の進展
	(1) 薬剤放出技術の進展
	(2) 薬剤標的化技術の進展
	(3) 薬剤吸収制御技術の進展

	1.1.5 ドラッグデリバリーシステムの市場
	(1) 技術と市場の関係
	(2) 市場の参入環境


	1.2 ドラッグデリバリーシステムの特許情報へのアクセス
	1.3 技術開発活動の状況
	1.3.1 ドラッグデリバリーシステムの技術開発活動
	1.3.2 技術要素別の技術開発活動
	(1) 薬剤放出技術
	①放出制御技術
	② 効果的放出技術

	(2) 薬剤標的化技術
	①能動的標的化技術
	②受動的標的化技術

	(3) 薬剤吸収制御技術
	①薬剤導入技術
	②遺伝子導入技術



	1.4 技術開発の課題と解決手段
	1.4.1 ドラッグデリバリーシステムの課題と解決手段
	(1) 技術要素と課題
	(2) 課題と解決手段

	1.4.2 技術要素別の課題と解決手段
	(1) 薬剤放出技術
	①放出制御技術
	②効果的放出技術

	(2) 薬剤標的化技術
	①能動的標的化技術
	②受動的標的化技術

	(3) 薬剤吸収制御技術
	①薬剤導入技術
	②遺伝子導入技術



	1.5 注目特許（サイテーション分析）
	1.5.1 引用関係から見た注目特許
	1.5.2 引用関連図


	２. 主要企業等の特許活動
	主要企業等の特許活動
	2.1 サノフィ・アベンティス（フランス）
	2.2 ジョンソンアンドジョンソン（米国）
	2.3 カリフォルニア大学（米国）
	2.4 ジェネンテック（米国）
	2.5 ファイザー（米国）
	2.6 科学技術振興機構
	2.7 カイロン（米国）
	2.8 ブリストルマイヤーズスクイブ（米国）
	2.9 アメリカ合衆国（米国）
	2.10 テキサス大学（米国）
	2.11 武田薬品工業
	2.12 ウエスト ファーマシューティカルサービシズ（米国）
	2.13 久光製薬
	2.14 メルク（米国）
	2.15 アストラゼネカ（イギリス）
	2.16 イミュノメディクス（米国）
	2.17 エラン（アイルランド）
	2.18 マサチューセッツ工科大学（米国）
	2.19 エミスフェア・テクノロジーズ（米国）
	2.20 協和醗酵工業
	2.21 主要企業以外の特許番号一覧
	2.22 公的研究機関・大学関係の特許番号一覧

	３. 主要企業の技術開発拠点
	主要企業の技術開発拠点
	3.1 ドラッグデリバリーシステムの技術開発拠点
	3.2 技術要素別の技術開発拠点
	(1) 薬剤放出技術
	①放出制御技術
	② 効果的放出技術

	(2) 薬剤標的化技術
	①能動的標的化技術
	②受動的標的化技術

	(3) 薬剤吸収制御技術
	①薬剤導入技術
	②遺伝子導入技術



	資料
	ライセンス提供の用意のある特許





